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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第149回 年次総夫会報告

1979年3月31日 ，4月1日 の両 日， ユタ州 ソル トレーク ・シテ ィー

のテ ンプル スク ェァにある タバナ クル にお いて催さ'れた 大会の報 告

1836年 ， 予言者 ジョセブ ・ス ミスは主に向

かって こう祈った。「主 よ，汝のすべての教会

貝 を，そのすべての家族 と直接縁故あるもの

と，すべてその病める者 と，苦 しめ る者 と，ま

たすべて世の貧 しき者柔和なる者 たち と共に

憶えたまい，以て汝が手 を用いず して建てた

まい し王国が大いなる山とな りて全地を充た

さんことを。

また，汝の教会暗 き荒野よ り出で来 りて，

月の如 くうららかに， 日の如 くあざやかに輝
はたさしもの

き出で，旗指物を持ちたる軍勢の如 く怖 るべ

きものとならしめた まわんことを。」(教 義 と

聖糸勺109：72-73)

大 いな る予言的展望 と教会の使命に関する

象徴的な記述がことのほか増加 している状況

にあって， スペンサー ・W・ キンボール大管

長は教会の指導者や会員たちに，1979年4月

の総大会への参加 を呼びかけて， こう評 され

た。「教会はす でに成長 と円熟の域に突入し，

私 たちが さらに前進 を遂げるために最後の準

備 をする時に来ている。 このような印象 を私

はどうして も拭い去ることがで きない。 これ

までに数々の事項が決定 されて きた。またほ

かに も懸案事項が残されているが，それ もや

がて組織的に明確にされて くることだろう。

しか し，私 たちが ひとつの民 として前進 を遂

げるために必要 な基本的決定は，教会貝一人

一人が行なわなければならない
。」

このキンボール大管長の言葉は，大会 での

発表によってはっきりと裏付け られた。評議

会によって運営 される教会政体について，福

祉部会で包括的な説明が行なわれた。(p.141

参 照 〉す なわち，教会の必要 をさらに的確に

満たすために，教会指導者の地区，複合地区，

地域評議会が設け られた。

大会のすべての部会はキンボール大管長に

よって管理 され，また大管長会のふた りの副

管長，'N・ エル ドン ・タナー第一副管長およ

びマ リオン ・G・ ロムニー第二副管長 も司会

者 を務めた。大会には，教会幹部全員が出席

した。

大会は，3月31日(土)，4月1日(日)の 両

日，テンプルスクェアのタバナ クルで開かれ，

25名 の教会幹部が話をした。

大会の模様は，合衆国 とカナダのテレビ局

180局 ，7局 のテレビ衛星中継放送，800の 有

線 テレビ放送，さらに2局 の有線ビデオテー

プシステムを使って放送された。また， ラジ

オ放送 は中南米74局 ，合衆国65局 ，オース ト
ヒコ

ラ リア44局 ，ニュージーラン ド30局 ，さらに

電話回線 を使 って合衆国の567カ 所 の礼拝堂

に流 された。 ヨー ロッパではフランス語， ド

イツ語，オランダ語で81カ 所の礼拝堂に放送

され，合衆国内でも5カ 所の礼拝堂でスペイ

ン語の放送を聴 くことができた。そのほかF

M放 送局7局 か ら放送 された。さらに，神権

部会については，合衆国をは じめ， カナダ，

プエル トリコ，オース トラ リア，ニュージー

ラン ド， フィリピン，韓国の1599カ 所 で電話

回線に よる放送が行なわれた。

また，2日 間にわたる一般大会 とは別 に，

3月30日(金)に 教会本部ビルで地区代表 セ ミ

ナーが催 された。(詳 細につ いては，p.147参

照)
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3月31日(土)午 前の部 におけ る説 教

悪に対 して家庭を堅固に築く

現在，.悪の軍勢が私たちを取り囲んでいる。私たちは信仰と日常生活を切リ

離して考えることはでさない情勢にある

L、

大 管 長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する兄弟姉妹の皆 さん・この よっに王の
教会，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の

大会 を開催す るにあた り，心からの愛 と感謝

の気持 ちを皆 さんにお伝え したいと思う。こ

れは，神が定めたもうた世界大会である。

私は，全世界のすべての聖徒，数限 りない

友人，ならびに福音 を求めてお られる方々に

私の祝福 を送 り，歓迎の言葉 を述べたいと思

う。それと同時に，全世界の心の正 しい人々

が私 たちの主 であ り救い主であるイエス ・キ

リス トを礼拝す る場に，私たちと共に加 わっ

て下 さるようお招 きする次第である。

前回ソル トレー ク ・シティーのこのテンプ

ルスクェアで総大会が開かれてか ら， この6

カ 月間に，主の王国は著 しい発展 と成長 を遂

げた。神殿の儀式 を行な うために，ブ ラジル

のサンパウロで南アメ リカ最初の美 しい神殿

が献堂 され， さらにユ タ州の ローガン神殿が

主のみ業のために再献堂された。

そして現在，さらに5つ の神殿が建設中で

あり，ほかにも各地に神殿を建 てる計画が進

め られている。これはすべて，末 日の予言者

たちが，やがて聖 なる神殿が この地だけでな

く，世 界各地に建てられ，主のみ業が確 立さ

れ る と述べ た予 言 を成就 す るものである。

宣教師の数 も増加 の一途 をたど り，現在，

約28，000人 の宣教師がいる。ユタ州 を初め と

する世 界各地には，監督が召すならば専任宣

教 師として十分にその責任 を果たせ る，ふさ

わ しくかつ有能な兄弟，姉妹が何万 といる。

しか もこれらの宣教師が皆一様に若い男性，

女性 であ り， その数は年 を追 って増えている。

彼 らは，それぞれの伝道地で2年 間，最 も価

値ある非利己的な奉仕活動に就 き，回復 され

たイエス ・キ リス トの福音のメッセージを世

界の国々に携えて行 くのである。その数 は驚

異的である。 しか し私たちはそれで満足して

はな らない。宣教師が もっと必要 である。働

き手は全世界でますます大勢必要 となって く

るであろう。

新 しい伝道部が設立 され，教会は自由世界

のほとんど全域を覆 うようになった。 また現

在私たちは，いわゆる鉄のカーテ ンや竹のカ

ーテンの背後に住む天父の子供 たちに福音を

宣べ伝 える日の来 るのを心待ちにしている。

私 たちはその 日のために備 えをす る必要があ

る。その準備 を急がなければな らない。その

日は，予想以上に速やかに訪れることだろっ。

現在教会では，毎年約100の ス テーキ部が

新設されている。これ らのステー キ部 はそれ

ぞれ幾つかのワー ド部や支部か ら成 り，地元

の教会員によって管理 されている宗務上のユ

ニ ッ トである。数週間前に，私たちは1，000

番 目のステーキ部 を教会歴史ゆか りの地， イ

リノイ州のノーヴーに設立 した。

兄弟姉妹の皆さん，私は このような統計に

はっきりと見 られ る全世界のシオ ンの進歩 と

発展 を非常 にうれしく思っている。会員数は.
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400万 を 越え， 多くの人々が続々 と教会に入

っている。 また神 殿 が建 設され， 方々の地

に人々の礼拝す る集会所が建てられ，青少年

や成人のために充実 した教育 と訓練のプログ

ラムが実施 されている。

さらに教会福祉プログラムの伸展 と共に，

貧 しい人々を助け るための監督の倉庫や生産

工場 も新 たに建 てられている。救 い主 は教会

の初期の時代から，貧 しい人々に手.を差 し伸

べ るように命 じ， その責任 を私たちに課せ ら

れた。そして，その責任 を果 たす方法まで も

示 して下さった。それは，困っている人々に

働 く機会 を与 え，社会復帰の必要がある人々

に指針 を与えるこ とによって，個 人の 自立 を

促すプログラムである。ほかにも数 多 くの点

で，私 たちが訪れる各地の教会の著 しい発展

を目にす るζ：とができた。私 たちはそのこと

を非常 に喜んでいる。

各神権定員会は着実に会貝を増や し，補助

組織 も，特に教会の子供 たちや青少年，女性

たちの間で 多大な貢献 をしている。

この ような発展があるならば，私たちはも

っと喜んでよいはずである。 しか し，不幸 に

も私たちはまだ，「シオンの中では万事 よろ し

い」 と宣言するほどにはなっていない。 この

悪のはびこった世の中にあって，私たち末 日

聖徒 までも強力な悪魔 の軍勢の攻撃にさらさ

れているこ とを，私たちは よく知 っている。

しか も悪魔 の最大 の関心事は，私 たちの家庭

と家族 を崩壊 させ ることである。

私たちはこれ まで教会貝に呼びかけ，繰 り

返 し，家の内外，納屋，物置き，垣根，仕事

場を美 しくす るように，また私たちが住んで

いる地域社会を魅力的で住みよい町にするよ

うに述べて きた。また，樹木やかん木 を植 え，

家庭菜園を造 り，敷地 を美しくし，さらに食

物の必要 を満たす ように と，呼 びかけて きた

が，ここでもう一度皆 さんにそのことをお勧
セ　　

め したい と思 う。 また皆 さんがこの呼 びかけ

に喜んで応 えて下 さり心か ら感謝 している。

このことを実践 しているという便 りもた くさ

ん寄せ られてお り，私はそのような方々を誇

りに思 っている。

現状に満足 してはな らない。継続 していた

だ きたい。そして，家の外観 をきれいにす る

ことに加 えて，家の内部に ももっと気 を配る

ように皆さんにお願 いしたい。それ も，ただ

部屋の中や家具 をきれいで魅 力的にしてほし

いとい うのではない。 もちろん，そのことも

大切 か もしれないが，私が 申し上げたいのは，

家族一 人一 人の清 さと霊性，またその家庭内

にただよう家族の雰囲気に気を配るように し

てほしいということである。

教会は長年，絶 えず子供 たちに関心 を寄せ

てきた。時間 と精力 と資材 を投 じて子供たち

の育成にあたってきた。そのこ とはだれの 目

に も明 らかである。そ して今後 も，私たちは

家族 を強め，子供 たちに祝福 を与 える方法を

求め続けるだろう。この決意は今年 も，また

これか ら後 も持 ち続け， さらに強めて行 くつ

もりである。

教会はまた， このような有益な目的を正 し

い方法で達成す るために，大勢の人々が関心

を示 して下 さることを非常に喜んでいる。し

か し，繰 り返 し申し上げるが，私 たちが 自分

の子供 たちに与えることのできる最大の祝福，

しか も全世 界の子供たちに広め ることのでき

る祝福 は，主の方法によって子供たちを教 え，

訓練することか らもたらされ るのである。

家庭生活，家庭における正 しい教育，両親

の指導.，これこそ世界 を悩 ます難病 か ら子供

たちを救 う特効薬である。それは，人々の霊

的，情緒的な病気を癒 し，問題 を解決 して く

れる。両親は，子供たちの教育 を.決して他人

に委ねてはな らないのである。

しか し，近年 この責任 を学校や教会な どの

外部 の力， さらに心配なことには，種々の養

育施 設に転嫁 しようとする傾向が見 られる。

確かに， このような外部の力 も重要かもしれ

ない。しかし，母親や父親の影響力に代わる

こ とは決 してで きないのである。家庭を完全

に保つために， また主の方法によって子供た
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ちに祝福 を授け るために，常 日頃か ら子供 た

ちを訓練 し，注意 を払い， よく交わ り，子供

たちを見守 る必要が ある。、

そのことは教義 と聖約 の中に はっ きりと述

べられている。子供 を教 えるのは両親の責任

である。その他はすべてそれ を補 うものでし

かない。 自分の子供 たちを正 しく教 えない両

親は，責め を負うこ とになる。

私たちは，家庭 と家族 を堅固にして，離婚

や家族の崩壊，妻子 に対す る虐待や残忍な行

為，いわゆる家庭内暴力か ら家族・を守 る必要

がある。さらに，老若 を問わず家族 の貞節を

失わせ る不道徳やポルノ，性の解放 などと戦

っていかなければな らない。

このような邪悪はすでに由々 しい現実の問

題 として，人々の脅威 となっている。新聞や

雑誌の見出しに目を通すだけで，私たちを取

り巻 く破壊力の大 きさを知 って身震いを覚 え

るほ どである。

私の声が警報機のベルのように聞 こえるか

もしれない。それは，私がこれまでその よう

な警告 を受けてきたか らである。私はこのこ

とを非常に心配 している。恐 らく，副管長や

十二使徒評議員会 をはじめ とする他の教会幹

部の方々 も同 じ意見であ ると思 う。

もし皆 さんがこれか ら家に戻って，窓や戸

を閉め， しっか りと鍵 をかけてこの ような邪

悪を閉め出すことができるならば，事は簡単

である。

しか し， そのような防衛手段 では，私が今

述べているような邪悪に抗す ることはできな

いのである。悪 の力はラジオや テレビの電波

に乗 って家庭に侵入 して くる。 しか も， これ

らの軍勢は，私 たちが行 く先々に見受け られ

る。肉体 を露出す るこ とが今では当た り前に

なっている。 しか もそれが学校 をは じめ，公

園，劇場，1会社，マーケ ッ ト，どこを見て も

あふれている。 日々の生活の中でこれか ら逃

れ られる所ばほ とん どないような状態である。

それに対 して.私 たちはどのような助けを

与え，何 をす る必要 があ るだ ろうか。まず家
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庭の中に悪の力が侵 入することに絶 えず注意

を払い，病原菌や細菌 をできるだけ撲滅 して

しまっことである。私たちは 自分の心か らそ

の ような邪悪 を閉め出し，世 の汚れを一掃 し，

それ らが人を焼き尽 くす大 きな炎 となる前の

種火の間に消 して しまうことである。

このような恐るべ き悪魔の攻撃を回避 し，

私 た ちを取 り囲 む破 壊の 力に対 して堅 固な

防備 を固め ，家庭 と家族 を守るために1ヰ，

この家族の計画を考案 し，組織立てて下 さっ

た創造主御 自身の助け を得 る必要が ある。確

実な方法はただひとつ しかない。す なわち，

主 イエス ・キ リス トの福音 を受け入れ， しか

もその霊感された深遠な教えに忠実に従 うこ

とである。私たちは， この ような邪悪の力か

ら家族 を守るには，神の戒めに従 うしか ない

ことをはっき りと自覚する必要がある。

結婚，特に誉れある結婚は神の定めた もう

た制度 である。神は，家庭が社会の基本単位

であるように定め られた。 しか し，私たちが

気 を付けなければならないのは，現代の教育，

文化が神の定められた計画か ら逸脱 しつつあ

ることである。

主はこの霊感された計画 をこう宣言 してお

られる。

「見よ
，これわが業に してわが栄光，すな

わち人に不死不滅 と永遠 の生命 とをもた らす

な り。」(モ ーセ1：39>

またヘブル人への手紙 にはこう記 されてい

る。「すべての人は，結婚 を重んずべ きである。

また寝床 を汚 してはならない。神は，不 品行

な者や姦淫す る者 をさばかれる。」(ヘ ブル13

：4)

この ようにして，「昨 日も今 日も，いつまで

も同 じに」(モ ルモン9：9)ま し ます主 は，

この神聖な計画に従い，子供 をもうけ，育て

るように，いつの時代に も人々に求めてこら

れたのである。

この福音の神権時代の初期 に与えられた次

の聖句も，時の初めに教 えられた基本的な教

えを繰 り返す ものであり，その教えは今後 も



時の終わ りに至 るまで存続す ることだろう。

「また， シオンまたは組織せ られたるシオ

ンのステー キ部 内にて子供 を有す る両親あ ら

ば，その子供八才の時，悔改め，生ける神 の

子 キリス トの信仰，バ プテスマ と按手による

聖霊の賜などの教義 を教 えて理解せ しめ ざれ

ば，罪その両親の頭に留 るべ し。」(教 義 と聖

糸勺68・：25)

私 は8歳 とい う年齢 をもう一度強調 してお

きたい。私 たちは，彼 らが青少年 になる時代

や，彼らが 自分で神の律法 を教えられ るよう

になるまで待つ必要はない。彼 らは8歳 の時

に，あるいは8歳 にな るまでに，バプテスマ1

と確認の儀式についてすべてを理解す る必要

があるのである。

この命令はシオンに住む者たちに与 えられ

た律法であ る。単なる希望や提案ではない。

今 日， シオンのステー キ部は世界各地の民の

間にますます広がっている。 したがって， そ

の責任 もまた，かつてないほ どに大.きくなっ

ている。

主は，シオンに住む両親 たちに，繰 り返 し

こう勧告 しておられる。

「また両親はその子供たちに祈 ることと
，

主の前に正 しく歩むこ ととを教 えざるべか ら

ず。」(教 義 と聖約68：28)

この戒めはただ単に祈 りのことだけを述べ

ているのではない。教会のすべての教義， ま

た生活自体 を表わす言葉である。

子供 を教 えるように という命令 は，子供 を

もうけるように という命令 とまった く同等の

力を持ゲ こいる。神はエデ ンの園でこう命 じ

られた。「生めよ，ふえよ，地に満ちよ，地 を

従わせ よ。」(創 世1：28)

この練聖な結婚生活宏腐 敗さ世ゆ、一破壊す る

要因ゑ灘比己主義エ煮 る.。一測 轟主義は個人の生

活だけでな鳥.一す諜ヱの善ゑ破壊する。結婚

した夫婦が健康 であるに もかかわらず，子供

鋤 志 烈ζ↓煮戯 のは，、極めて身騰手な

嵐 あ姦.1量 親a金 葱危」幽 圭』控 重大

な理由がない限 り，堕胎 をす るこ とは殺人に

雌 毅 あ.る。

これまで も機会あるごとに しば しば述べ て

きた ように，天父の子供たちの中に，姦淫，

私通， 同性愛，堕胎，アル コール中毒，不正

直，その他諸々の犯罪を含む恐 るべ き罪が蔓

延 しつつあることを，天父は確かに嘆いてお

られ る。このような罪は間違いなく，家族 と

家庭の崩壊 を招 くものである。

愛する若人の皆 さんに，結婚生活に伴 う責

任 について もう少し述べてお きたい と思う。

生涯の伴侶 を選択 したならば，適切 な時に，

若人は聖 なる神殿で結婚 し，家族 を持つよう

にすべ きである。教育 を終え，有益で誉れあ

る， しか も価値ある仕事に就 き， また自分 自

身 を家族 と福音 と教会に捧げるようにしなけ

ればならない。

永遠の結婚 について私たちが語 っているこ

とは私の独断的な考 えではないし，今 日の教

会の指導者の考 えでもない。これは神の言葉
りょうが

であ り，他のいかなる人々の考えをも凌駕す

るものである。

世 の退廃 した地域 では結婚 に反対する人々

が増大 し，また結婚 して も子供 をもうけよう

としない夫婦 も急激に増えている。 そして次

の過程 として，「なぜ結婚す るんだろう」と彼

らは疑問 を持つ。さらに 「反結婚革命」 なる

ものが人々にもてはや されるようになる。子

供は重荷だ，かすがいだ，責任だ といった論

議が展開 される。そして， 多 くの人は教育 を

受 け，制 約や 責 任 のない生活 を送 るこ とこ

そよい生活であると信 じている。不幸に も一

部の末 日聖徒 は，このような暗愚で退廃的な

考えに染 ま りつつある。

結婚は神が定めたもうた制度である。結婚

は欠 くことのできない，喜ばしい制度である。

それは不変の真理であり，た とえ挫折する結

婚生活が どんなに多 くて も，結婚 の正 当性 を

変 えることはできない。

私たちが永遠の結婚 をし，無上の幸福 を破

壊す るものか ら家族 を守ろうとする時，主は

決 して私たちを孤独の まま放置なさらないこ
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とを覚 えておいていた.だきたい。

主は私たちが銀難や苦難に遭 わないように

しようとは約束 して下 さって いない。む しろ，

私たちに祈 りという交通の手段 を与え，私 た

ちが謙遜に神の助け と導 きを求められるよう

に して下 さっている。つ まり，私たちが祈 り

の家 を築けるように して下 さってい るのであ

る。以前に も申し上げたように，静けさの中

で神のみ声を聞 くことのできるような人生の

深みに到達 した人は，苦難の嵐の中にあって

も落 ち着いて前進で きる安定 した力 を持 って

いる。そのことを，ハ ロル ド・B・ リー大管

長は次のように述べている。「照明の光 を受け

た神殿はひ どい嵐や濃い霧の中ほ ど際立 って

美 しく見 える。それ とまった く伺 じように，

イエス ・キリス トの福音 も，心の悩みや個人

的な悲 しみ，苦 しみが深い時ほど一層輝 きを

増す ものである。」(Co卿 解η66Rのo"「 大

会報告」1965年4月 ，p.16)

今 日ほど，私たちを神 と深 く結びつけ，親

しい交流の道を開いて くれる祈 りを必要 とし

ている時はなレ㌔ いかなる人も，生活に追わ

れ忙しいか らと言って，祈 りや熟考 をする時

間がない というこ とはないはずである。祈 り

は霊的な力 を得るためのパスポー トのよ うな

ものである。

世 界の歴史の中で今 日ほど，主の健全かつ

神聖 な教 えをよく理解 し，私 たちの生活や隣

人との交わりの中に生か してい くことが必要

とされている時はないと，私 は感 じている。

今，私の声に耳 を傾けてい る皆さんに，「主 を

失望 させ てはならない」 と申.し上げたい。福

音の原則は試行段階の ものではない。現実に

私たちが守っていか なければならない原則で

ある。古代や近代の予言者 を通 して明 らかに

されてきたイエス ・キリス トの教えは， いつ

の時代に も一貫 した不変の原則である。

人類の歴史は，これ らの教 えが真実である

ことをはっきりと告げている。人類が正義 と

邪悪の間を往来する時に文明は.栄枯盛衰 を繰

り返している。この ことは，人々が救い主の
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神聖な教 えに耳を傾け る必要 のあることを物

語 っている。私たちは個 人として， また教会

として，なお一層 自己の備えをして，無神論

や不信心のはびこる世から福音の真理 を守 る

よ うにしなければならない。私たちは，理屈

ですべての答 えを割 り出そうとするいわゆる

インテ リに反対す るものである。また私 たち

は，権力 と世の富におぼれ，善悪の感覚が麻

痺 してしまっている人々 と断固戦ってゆかな

ければならない。

キリス トの まことの教会の会員である私た

ちは，今 こそしっか りと立 って，文字通 り神

の子供 である人類の権利 と威厳 を守 ることが

必要である。私たちは信仰 と日常生活 を切 り

離 して考 えることはできない。正義 こそ，私

たちの生活や家庭 を貫 く原則 とならなければ

な らないのである。

私たちはキ リス トへの愛を育み，神の王国

の建設のために完全な忠誠 と奉仕 を捧げなけ

ればな らない。これは私たちに不可 欠である。

善良な クリスチャンであるためには， 自分が

住む国の良い公民であることが必要 である。

隣人との交わ りの中で常に人々か ら尊敬 され，

愛 される人 とならなければな らない。心から

主を礼拝 し，主の戒めをすべて守 る必要があ

る。.また， 自己の資質 を伸ば し，世 の人々が

正義 と神の純粋な愛に立ち返 るように感化を

与 える必要が ある。

願わ くは，主の祝福が皆 さんの家庭 と家族

の上にあって，なお一層神に近づ き，神の戒

めを守ることができるように，イエス ・キ リ
ノ

ス トの み 名 に よ りへ り くだ り祈 る も の で あ る 。

ア ー メ ン 。



「だって，お父ざんが教えてくれたんだもの」

私たちが神のみ手に委ねようとする時，主はその問題を解決できるよう手助

けをしたいと待っておられるのである

七十人第一定員会会長

ボール ・H・ ダン

世 界中の数百万の人々カ㍉ キンボール大管
長 を主の予言者 として支持 し，「感謝 を神

にささげん，予言者の導 き」(讃 美歌170番)

と歌 う。長い歴史を通 じて， これまで予言者

は私たちのために数 多くの ことをなしてきた。

そ してスペンサー ・W・ キンボール大管長 も

また実にその予言者のひ とりであることを私

は証 したい。

長い間私は人々 を観察 してきた。私は人を

観察するのが好 きであ り， 多くの人々に興味

を抱いてきた。.皆それ ぞれの顔に教訓 を秘め

ている。に こにこ顔， しかめっ面，怒 った顔，

穏やかな顔，不愉快 そうな顔，満足 した顔。

丸顔，角顔，卵形の顔，え くぼのある顔，美

しい顔，不器量な顔， 目立つ顔，平凡な顔，，

年寄の顔，若々 しい顔な どいろいろある。

誕生 日を迎えた少年の顔，婚約 したばか り

の若い男女の顔，初めて子供 を抱 く夫婦の顔，

息子や娘の卒 業式に出席 した誇 らしげな両親

の顔，金婚式 を迎 えた夫婦の顔， これほど生

き生 きとした顔がほかにあるだろうか。

またおか しな顔 もある。風船ガムが破裂 し

て，顔一面にガムが くっついた6歳 の坊やの

顔，一晩にふたつのデー トの約束 をして困っ

ている少女の顔，何 も知 らずにさやのついた

豆 をそのまま煮る花嫁の顔，子供の名前を呼

んで捜 し回る親の顔，そして歯が抜けて しま

ったお じいさんの顔。

しか し， 人々の心 を動か さずにはおかない

顔 もある。転校 してきたばか りで友達 もいな

くてさびしそうな中学生の顔，初めての子供

を亡 くした夫婦の顔，親のいうことを聞かな

い子供 に手を焼いている両親の顔，訪れる人

のいない老人の顔，熱心に神 に祈 っている子

供 の顔。

顔， これほど多 くのことを語 って くれるも

のはない。そこには物語がある。ここで顔に

つ いて，私のささやかな経験をお話 したい と

思 う。

ある日，私は子供たちとの対話 を放送する

ラジオ番組の録音 をしていた。スタジオには，

5，6人 の子供 たちが よそ行 きの新 しい服を着

て集 まっていた。私はひとりずつ対話 を始め

るこ とに した。聴衆に受けるよっに子供 たち

とのや りとりの中にお もしろさを出 していか

なければならない。最初の相手は，5歳 の女，

の子だった。彼女をひ ざの上にのせてこり言

った。

「どう
，教会は好きですか。」

「ううん。」

「どうして
。」

「つ まんない もの
。」

私はその子 をおろ して言った。「次の入，ど

つぞ。」

これ以上家庭 のことを詮索す るのは良 くな

い と思ったか らである。それか ら2，3人 の子

供 たちと話 をした後，最後に ドアをあけて入

ってきたのはよちよち歩 きの女の子 であった。
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きちんとアイロンのかかった洋服 を着たその子

は本当にかわいかった。その子がスタジオに

来 るまでに母親はその仕度でどんなに忙 しか

ったかはお察 しいただけると思 う。なんとい

う汚れ を知 らない顔 をしているのだろう。私

はその子 を抱 き上げて尋ねた。「名前は何 です

か。」

「コ リー」

「い くつですか
。」

「3つ 」 と指を出してみせた
。

ほかの子供たちにいろいろな質問 をしたの

で， もう尋ね ることがなかった。 そこで私は

言った。

「何か歌を知 っていますか
。」

「うん。」

「じゃあ
，何か歌って くれ ますか。」

「うん
。」

す ぐにその子は，初等協会の歌 を何曲か歌

って くれた。そ して最後に 「わたしは神の子」

歌って くれたのである。皆 さんは どのように

思われるか知 らないが，私は何 とも言えない

愛を感 じた。ガラスの向こうでは，放送技術

者たちが涙を抑さえていた。

「コ リー
，神様 を知っているように歌 うん

だね。」

「うん
。」

「まだ3歳 でしょう
。それなのにどうして

神様を知 っているの。J

その子は私 をじっと見て言った。その答え

を私は一生忘れないであろう。

「だって
，お父さんが教えて くれ たんだ も

の。」

「家庭 における父親の影響のなん と大 きな

ことか」 と私 は思った。

「それ じゃ
，イエ ス様は知 ってるかい。」

「うん
。」

「イエス様 ってだれのこと
。」

「私たちの一番上のお兄さん
。」

「イエス様が好きかい
。」

「うん
。」

「どうして
。」
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「だって
， イエス様はみんなのためによい

ことをして くれたんでしょ。」

「イエス様は何 をして下 さったの
。」

コ リー はす ぐに答えた。「死 んで くれ た

の。」

「なぜ死んで下 さったのかな
。」

す るとコリーは，「お じさん，そんなことも

知 らないの」 と言わんばか りに答えた。

「私 たちが もう一度生 きられ るようにでし

ょう。」

何 と驚 くべ きことであろうか。

33歳 や53歳 の大人に理解できないようなこ

とをわずか3歳 の子供が知っ七いる。まさに

驚異である。その子は，父なる神が この世 に

おいても私たちをお，忘れになっていないこと

を話 して くれた。天父は，宇宙のはるかかな

たに隠れて， さも自分には関係ないかのよう

に人間の行ないを見ておられるのではない。

し.かし，大勢の人々はそのように考えてい

.る。大勢の人々には，神が宇宙を創造し，何

十億 とい う人 を地球に住 ませ， しか もその一

人一 人に起 こる事柄 を詳細にわたって心 をか

けてお られ るとい うこ とが信 じられないので

ある。彼らはまた， 自分たちがそれほど大切

な ものだと信 じられないので，自分を万物の

創造主に託す こともできないのである。

私は神が生 きてお られ，私たちを心にかけ，

一 人一人を個人名で知 ってお られ ることをはr

っ き りと申し上げる。多くの人々は，子供か

ら大人へ と成長す る過程 で，子供の時の純粋

な信仰 をどこかへ置いて きて しまう。一体だ

れが1あ の 目の輝 きを取 り去 って しまったの

だろう。そしてなぜ ほとん どの人は曇った目

でしか世 の中や 自分の立場 を見な くなったの

だろうか。自分には耐えられない と思われ る

不満がつのることがあるか もしれない。また，

ささいなことに心を奪 われてしまっているか

らかもしれない。

ある人が このように言っていた。「時折，素

晴 らしい話 を聴 き，精神 を鼓舞す る書物 を読

んで，気持ちを奮い立たせ るように していま



す。 そうす ると，私の心 の中の眠れる獅子が

目を覚 ます ように感 じられ ます。

しか し，仕事に行 く途 中に車がパンクした

り，予期 しない高額の請求書が送 られて きた

り，子供 たちが長電話 をした り，会社でだれ

かが昇進 した りするようなことがあると，そ

れまでの良い気持ちはいっぺんに吹き飛 んで

しまいます。」

私たちは皆，人種や国籍，地位，富に関係

な く同 じように生活 し，生 きている。皆，.毎

日を生き抜 くたあに精一杯努 力している。不

満や圧力がわずかなこともある。 しか し逆に，

することが多い割には人に認め られていない

と感 じた りして， どうしても俗世 の事柄 に心

が奪われて しまうこともある。いつもこのよう

に悩 まされているわけではないが， これが毎

日重なる とまさに老朽化 したモー ターのよう

になってしま う。先 日，近所の家の皿洗い機

につ まようじがつまって修理代が50ド ルかか

ったという話 を聞いたが， まさにその ような

状態になって しまう。

本当の悲劇や試練 に立ち向かわなければな

らない時がある。人生の光 とも言える愛す る

人を亡 くした人もいれば，病 にむ しば まれて

いる人 もいる。私の話に耳 を傾けておられる

皆さんの中には，生活が苦 しく，十分な食物

を買 えない人がいるか もしれない。ベ トナム

戦争で捕虜になった青年が脚気か らくる痛み

で眠れない夜が1カ 月も続いたという話 を以

前に読んだ ことがある。彼の心が休 まるのは

痛みがひど くな り，耐え られな くなって気 を

失った時だけだった とい う。 もしあなたがそ

のような状態になったらどうす るだろうか。

時折，私たちの心 にある疑問が生 じること

がある。私は もっと強 くなれなかったのだろ

うか。.もっと何 とかできたはずではないか。

気づかずに幸福になるチャンスを逃 がしたの

ではな.いだろうか。この ような疑問にどう対

処 したらよいだろうか。

御存 じのように，すでに大勢の人々がこの

答えを見いだ し，永遠の メッセー ジとして人

類にそれを伝 えようとしてきた。そのメッセ

ージとは
，神が実際に生 きておられ，イエス

がキ リス トであ り，神は末 日に御 自身を現わ

し，予言者 を通 して今も人々に語 りかけてお

られるということである。.私たちは今朝，そ

の予 言 者 の話 を聴 いた 。私 たちは近代 の予

言 者を通 して， 真理 と神 の原則 を知 ること

が できる。私たちが生活を正 しく営めるよう

に助け，人生 を意義付け，指示 を与える原則

である。これ らの原則に従って生活する時，

私 たちは何 ものに も打ち負か されないであろ

う。

人の心 を射 し貫 く神の鋭 い眼の前にあって

は，だれも自分の本心 を覆い隠すことはでき

ない。皆 さんがだれであろうと， どのような

人であろうと， もし望むならば，神はそのま

まを受け入れて下 さるであろう。

ウェ リン トン公爵は，ワーテルローの戦い

でイギ リスが勝利を収めたのはイギ リス軍の

兵士がフランス軍の兵士 よりも勇敢 であった

か らではない と語 っている。イギ リス軍の兵

士の方が5分 間だけ長 く勇敢であったか らに

過 ぎないのである。

私 たち個人の問題について も同 じことが言

える。すべてが挫折へ と傾 いている時， その

時こそもう5分 間勇気を持ち続け ること， も

う少し熱心に努力 してみ ること，そして決 し

てあきらめないことが大切 である。

全身が麻痺 していたひとりの青年がいた。

手足は全 く動かず，死んだ も同然であった。

動 き回るためには，特別製の車に横 にな り，

あ ごでそれを操縦す るしかない状態であった。

しか し，素晴 らしいことに，彼は決して希望

を失わなか った。この若者は動かない足に時

折赤 い靴下 をはいていた。それはあたかも，

ハ ンデ ィキャップに対す る彼の挑戦のしるし

であ り，その しるしはあたか も車椅子に乗っ

た彼を見る人々に向かってこう叫んでいるよ

うである。「見て† さい。僕は決してあきらめ

ませんか ら。」

数年前に父は私にひ とつの言葉 を教えて く
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れた。「自分で何度 もやってみて失敗す るのな

ら構わない。 しか し，一度失敗 したか らとい

って，二度 と努力しようとしないのは大 きな

問題だ。」皆さんはどうだ ろうか。私の知 って

いる人の中に笑顔の よいこ とで評判の女性が

いた。彼女はほ とん どいつ も笑顔 を絶や した

ことがない。私は彼女に， 日々の生活の中で

いらいらすることもあるはずなのに， どうし

ていつ もそのように明る く振 る舞 えるのか尋

ねたことがある。彼女 は次のように話 して く

れた。「子供の時，大切 な手紙 を届けようと，

有刺鉄線の向こう側に立っていた父の ところ

にかけて行 きました。 ところが，早 く父の と

ころに行 こうと思 って気ばか りせ いた もので

すか ら， 石 につ まずき， 有刺鉄 線の方に倒

れてしまい ました。そ して額か ら頬にかけて

顔 を大 きく切 ってしまったのです。そ して，

一生消えない傷跡が残って しまいました
。そ

のために，いつ も不機嫌で しかめっっ らをし

ているように見 られ ました。そこで，人々に

いつ もむずかしい顔ばか りをしていると思わ

れないよっにしよっと，笑顔 をつ くることに

したのです。」

どんなに苦 しくても，私 たちはあきらめて

は な らない。私 た ちは怖 れ を抱 く者であっ

て も，逆 に人 を打 ち負かす ものであって も

ならない。心の奥深 くで， 「私 たちはもっと崇

高な ものに帰属 しているはずだ」 と呼ぶ声が

す る。そしてその崇高なものが永遠の家族で

ある。

この地上における私 たちの問題 は取 るに足

らない問題であ1)， 主 とは関係のないことで

あると思ってはならない。天文学 の進歩に.関

心のある人ならば，最近科学界で大 きな論争

があったことを覚 えていると思 う。 この銀河

系は天の川の10倍 もあ り，そこには数十億に

のぼる，誕生したばか りの熱い星が散在 して

いるといわれている。主がそれ らのすべて を

創造 し，まさに驚異的な広さの宇宙の偶々 ま

で知 り尽 くしておられることを考 えると，主

が私たち人間の ささいな苦 しみ とか問題に ま

10

で関心 を示 して下 さっているとは信 じられな

いか もしれない。

しかし， この地上におけ るキ リス トの生涯

の記録が示す通 り，キ リス トは，地上の人々

の必要 を満たし，怖れ を取 り除 くこ とに心 を

砕いて下 さった。マ リヤ とマルタの兄弟であ

るラザロが死んだ時のことを覚 えているだろ

うか。マ リヤ とマルタは，悲 しみ を打 ち明け，

慰め を得 るためにキ リス トの もとへ走 り寄 り，

そして言 った。「主 よ， もしあな たが ここに

いて下 さったな ら，わた し.の兄弟は死ななか

ったで しょう。」(ヨ ハネ11：21，32)と こ ろ

で，万物には復活があり， ラザ ロも生 き返 る

ということを，イエス ・キ リス ト以上に知 っ

ている者がほかにいただろうか。 しか しキ リ

ス トは，ふたりに向かって，「元気を出しなさ

い。 またす ぐに兄弟に会えるだろう」 と慰め

の言葉をかけてはお られない。聖典には，「イ

エスは涙 を流された」(ヨ ハネ11：35)と 記 さ

れている。イエスはこの姉妹の心痛に同情 し，

涙を流されたのである.。それか ら墓 に急いで

行 き，ラザロをよみが えらせた もうたのであ

る。

また， キリス トが群衆に教えを宣べ伝え，

奇跡によって，魚 とパ ンで彼 らの空腹 を満 た

されたことを思い出 していただきたい。その

時，主は地 を震わせた り，特に高尚なことを

されたわけではない。 人々が空腹で飢 えてい

るの を見て神の力を使 って，その必要 を満 た

されたのである。

私たちの煩いや苦難は永遠の計画か ら見れ

ば針の穴のように小さいことか も知れない。

しか し， 私 たちはそうは思 わない。 主 もそ

のように考 えて お られ ないと思 う。 明 日に

.なれば問題は解決 され る。明 日になれば生活

も良 くなるだろ うといった考えなどはや めて

もらいたい。皆 さんが主のみ手に委ね ようと

す る時，主は皆 さんがその問題 を今す ぐにも

解決できるよう手助け をしたいと待 ってお ら

れるのである。問題の大小に関係 な く， あな

たの成長 を妨げ，夢 を打ち砕 くような問題に



ついて具体的に主 に祈っていただきたい。門

をたたき，求めなさい。 そうすれば必ず祈 り

に答えて下さるはずである。皆さんは神の子

供である。したが って，私はそのことをお約

束する。神は私 たちに必要 な慰め と.助言 を与

え，私たちが信仰 と希望 を持 って胸 をは り，

雄々 しく生きてゆけるように勇気 を与えて下

さるのである。

明るい目をした3歳 の女の子の言 っことに

間違いはなかった。私たちが今 日の世 を立派

に生 きて行け るのはなぜ だろうか。問題 を解

決 して行 く力があるのはなぜ だろうか。それ

はコリーの言 う通 り，「お父さんが教 えて くれ

.た」か らである。 この ことをイエス ・キ リス

トの聖 なるみ名により証申し上げ る。アーメ

ン。

七 十 人第 一 定 員 会 会 長 の ニ ール ・A・ マ ック ス ウ ェル， マ リオ ン ・D・ ハ ン クス， ポ

ー ル ・H・ ダ ン，W・ グ ラ ン ト ・バ ンガ ー タ ー の各 長 老(左 よ り)
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家庭は教育の場である

悔い改め，キ リス トを信 しる信仰，バプテスマ，聖霊の賜，祈り，安息 日の

遵守，忠実に働くことが，家庭教育の基本概念である

七十人第一定員会会員

G・ ホーマー ・ダラム

主 の導 きをいただいて・私 は今・ キンボー
ル大管長が きょうお話 しになった，福音

を中心 とした家庭 に求め られる基本的な教育

につ いてお話 したいと思 う。

家庭に問題があれば世の中は混乱する。キ

ンボール大管長が述べられたよ うに，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会の第一の目的は，家庭を

強め ることである。家庭 と家族は，最 も：重要

かつ影響力の大 きい宗教上，教育上の組織で

ある。大学や学校， またそこで働 く教師 も大

切である。 しか し， もっと大切 なのは， その

ような専門の教 師を送 り出す家庭 である。学

校の友達 も大 きな影響力 を持 っている。 しか

し， さらに大 きな影響力 を持 っているのは，

それ らの友達 を送 り出す家庭である。回復さ

れた教会では，家族 は永遠 に続 くものである

と宣言されている。福音中心の家庭生活は，

私たちがその ような 目標 を達成できるように

助けて くれる。

子供が生後2年 間に受ける教育ほ ど重要 な

ものはない。この重要な期間に身につけ る仕

草，言葉，話 し方，表現方法，彼 らが見 よう

見まねで覚 えた敬慶 さ，親切， あるいは残忍

な心などはすべて将来に影響 を及ぼす。家庭

ではプラズマ物理学の教育は行なわれない。

そのようなことは大学に任せておけばよい。

しか し，人間が神の子供であること を自覚す

るように教 える第一の場は，家庭 でなければ

ならない。讃美歌の中に， 「祈 りは子 どもも言

い得 る言葉」(讃 美歌176番)と いう歌詞があ

る。そのような教えを受けた子供 こそ，大き

くなって箴言の中に述べ られている祝福 を刈

り取 ることができるのである。

「ロと舌 とを守る者はその魂 を守って
，悩

みにあわせない。」(箴 言21：23)'

モル モン経 の冒頭に述べ られた言葉ほ どチ

ャレンジに満 ち， しかも私 たちに多くのこ と

を教 えている聖句はない。

「私すなわちニーファイは善 い父母か ら生

れたので，父の知 っていたすべ ての学問の中

か らいくらかの教 えを受 けた。……

……それはユダヤ人の学問 とエ ジプ ト人の

言葉か ら成っている。」(1ニ ー ファイ1：1

-2)

「父 の知 っていたすべ ての学問の中か らい

くらかの教えを受けた。」私たちの子供はこの

よ うな記録を残す ことができるだろ うか。ユ

ダヤ人の学問では， その子供たちの心に， 申

命記に記 されている予言者モーセの教えを刻

むことが要求 されていた。

「あなたは心 をつ くし
，精神 をつ くし，力

をつ くして，あなたの神，主を愛さなければ

ならない。

きょう，わたしが あなたに命 じるこれ らの

言葉 をあなたの心に留め，努めてこれをあな

たの子 らに教え，あなたが家に座 している時

も，道 を歩 く時も，寝る時 も，起きる時 も，

これについて語 らなければならない。」(申 命
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6：5-7)

1775年 ， ジョン ・アダムスはフィラデルフ

ィアで新国家建設の構想 をまとめていた時，

将来の国の指導者 について憂 うる気持ちを妻

のア ビゲイルに書き送った。それに対 して，

アビゲイルはこう返事 した。「もし本当に英雄

や大政治家，大哲学者が必要 ならば，知性の

ある女性 を育て ることです。」(ペ ー ジ ・ス ミ

ス，ノo肋 ・44α初s「ジ ョン ・アダムス」より)

ユ タ州 ドレイパーの クララ ・ホーン ・パー

クとい う人が93歳 の時に書いた詩に も同 じよ

うなことを言われている。

ピル グリム ・フアーザー ズ，

その偉業 を数々耳に した。

私は思 いをはせ る。

彼らに飲食 を与えたのはだれか と。

彼らが物思いにふけ っていた時，

子供 を静かにさせ ていたのはだれか。

不思議 でな らないのは，

だれ もピル グリム ・マザー ズの存在に気づ

いていないこ とだ。

私たちは子供 に何を教えればよいのだろ う

か。今朝，大管長が引用 して下さったように，

主は教義 と聖約68：25-30の 中 で，.子供に対

す る基本的な教育につ いて述べてお られ る。

そのこ とについて少 し考 えてみよ う。

まず第1は ，「悔い改めの教義」を教えるこ

とである。この言葉 を快 く思わない人がいる

か もしれないが， だれ も恐れる必要はない。

悔 い改めば進歩の道である。真の喜び と幸福

を得 る最 も栄 えある機会は， この教 えの中に'

見 いだされる。.

第2は ，「生ける神 の子キリス トを信 じる信

仰」 を教 えることであ る。キ リス トを信 じる

信仰 を持つ ように教 えられた子供は，キ リス

トの模範に従ってすべての人々に善を行な うこ

とがで きる。この ような子供は，同胞に心か

ら仕 えることがで きる。

アー ノル ド・トインビー氏は，10巻 か ら成

る歴史研究書の中で，社会が崩壊 し始めると

次のような現象が表われる と述べている。世

界は偶 然によって支配 されていると人々が考

えるようになる。俗悪 で野蛮 な行為が 目立っ

て くる。伝統的な価値観が失われ，因習打破

の気運が高 まる。人々は解決策 を求めて奔走

する。いわゆる天才 といわれる人，武力，擬

古主義，未来主義，あるいはプラ トンの よっ

な偉大な哲学者の思想に頼ろうとする。 トイ

ンビー氏は，この ような人々は皆落伍者であ

ると言っている。そして 「洪水の中か ら突如現

われたひ とりの人が，水平線のかなたに広が

ってい く」 と記 している。その人 こそ，救い

主，すなわち主イエス ・キ リス トである。

クリス トファー ・コロンブスの最初の航海

日誌の冒頭 に 「イエス ・キ リス トのみ名によ

りて」 とつづ られている。(ビ ョン・ラン ドス

トーム，Co1%〃z伽s「 コロンブス」p.「54)

歴 史 記録はこの言葉で始まっていた。 コロン

ブスの息子，フェルジナン ドの助けを得てこ

の航海 日誌を要約 したバル トロム ・ラ ・カサ

スー 行は1492年10月12日 にアメ リカ大陸に

上陸 し，その時 コロンブスはひざまず いて祈

り，それか ら立ち上がって最初に上陸 したそ

の地 をサ ン ・サルバ ドル，すなわち 「聖 き救

い主」 と名付けた と記 している。それは， ヨ

ーロッパ人が最初に名付けた地名 であった。

私 たちは，主 イエス.・キ りス トを信 じる信

仰こそ， 人類を救 う原則であると宣言す る。

しか もこの救 いは，子供 を教 えることか ら始

まるのである。

第3は ，子供にバプテスマ と按手に よる聖

霊の賜な どの教義 を教 えることである。これ

によって，子供 は実際に教会 とい う大 きな家

族の輪に加 わるのである。聖霊の賜は，私た

ちをすべての真理へ導 く手段 として与えられ

る。

教義 と聖約68：25-28に は，家庭で教える

べ き事柄が記 されている。「シオ.ンまたは組

織せ られたるシオンのステーキ部内にて子供

を有する両親あ らば，・一…教義 を教えて理解
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，せ しめ ざれば，罪その両親 の頭に留 るべ し。」

第4に ， この教えをさらに確かな ものとす

るために，主は同 じ章の中で こう言われた。

「また両親はその子供 たちに祈 ることと，主

の前に正 しく歩む ことを教 えざるべからず。

シオンに住む民は， また安息 日を守 りて こ

・れを聖 くすべ し
。」(教 義 と聖約68：28-29)

最 後 に，熱心 に努力す ることを教 えなけれ

ばならない。 これこそ，すべてのこ とを成 し

遂げる鍵である。シオンに住む者は皆，「全 く

忠実に務むべ し」と戒め られている。(教 義 と

聖約68：30)労 働 の習慣 を植 え付ける最良の

場は家庭である。

私は，父親である皆さんが，真の神権指導

者 としてその召 しを全力 を尽 くして遂行 し，

これらの原則を学ぶことを模範 によって家族

に教 えて下さるように祈っている。母親の皆

さん，母親にしかで きない方法で子供 を愛し，

慈 しみ，励 まし，人 を敬 うことの大切 さを教

え，鼓舞 していただ きたい。 ジョセブ ・ス ミ

スは，昔 も今 も予言者である。永遠の父なる

神の御子，イエス ・キ リス トは生 きてお られ，

この回復 された教会の頭である。スペンサー・

W・ キンボール大管長は，主の生ける予言者

として，今 日この教会 を管理 してお られ る。

これ らのことをイエス ・キ リス トの聖な るみ

名によって証申し上げる。アーメン。

幾鰻懇鎌灘灘灘灘灘灘灘麟鱗

大会の光景
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神の王国

神の王国の民にはその容貌と行動と奉仕 に，それとわかる変化，

違いがあってしかるべきである

目に見える

十二使徒評議員会会員

L・ トム ・ペ リー

数 週間前・家に帰る途中の飛行機の中での
こ とである。隣の座席に無造作 に開かれ

て置かれていたニュース雑誌の記事が私の 目

にとまった。「疑い深いアメリカ人 台頭す

る世代」 とい う題であった。(ひS.N伽S

αη4W∂7砺R6ρoガ 「USニ ューズ ・アンド・ワ

ール ド・レポー ト」1979年2月26日 ，p.74)

それは，有史以来，進歩の活力あるいは文明

を結ぶ絆 となって きた信頼が，最近失われ始

めた とい う内容 であった。人々はもはや政府

指導者 を信頼せず，仕事にかつての ような尊

厳 を感 じな くなって きた。さらに恐 るべ きこ

とは，ある調査 によると，宗教意識 も失われ

つつ あるということである。

またその記事 は，宗教に対する様々な疑問

を投 げかけた後にこう結んでいた。つま り既

成の宗教ではすでに宗教か ら離反している人

入の生活の中心 を占めることはできない， と。

多 くの人々はだれの援助 も受けずにすべて 自

分でや ってゆけ ると思っているのである。

その記事 はさらに，次の ような若者の言葉

を載せ」実情 を訴 えていた。「私たちはなぜ他

入のために何か をす る必要があるのですか。

なぜ盗 むことがいけないのですか。なぜ姦淫

してはならないのですか。なぜ両親 を敬わな

ければな らないのですか。私 たちにはそのわ

けがわか りませ ん。」

次々 と大きな問題が生 じ，それに悩 まされ

ている世界にあって，恐れ と疑いが人類の心

をむ しばんで きたとして も無理からぬことで

あろう。 しかし， そうした事実 とは裏腹に，

歴史は人間が独力でそのような問題 を解決で

きないことをはっきりと教 えている。人が 自

分に合った自分勝手な律法 を定め られると考

えること自体，不合理なことである。各自が

勝手に 自分の道徳律 を定め，正直の基準を決

め，原則を取 り決めてよいと考 えることは聞

違っている。私は過去の歴史を振 り返ってみ

て も，そのような秩序の下 で成功 を収めた人

を見たため しがない。む しろ歴史は，ひ とつ

のはっきりとした価値標準，中心思想，結束

を持 った文明ほど大 きく発展 しているこ とを

物語 っている。

宗教の歴史 をとってみて も，人が定めた標

準以上の ものに雄々 しく従った人々の成功が

数 多く述べ られている。時の初めより予言者

たちは， より高度な王国，神の王国 を求める

ように人々を励 ますことを教 えられてきた。

モルモン経の初めに，ニーファイはこう警告

している。

「神はすべての人に向って
，汝 らはイスラ

エルの聖者を全 く信仰 して悔い改め，神の御

名によってバ プテスマを受けよ。さもなけれ、

ば神の王 国に は救 われ ない と仰せ になる。」

(IIニ ー ファイ9：23)

バ プテスマのヨハネは救 い主がこの地上で

み業 を行 なわれ る道 を備 えるために，ユ ダヤ

の荒野で福音 を宣べ伝えていた時，人々に向・
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、かってこう叫んだ。「悔 い改め よ，天国は近づ

いた。」(マ タイ3：2)

この 神権時代に教会が回復 されると，主な

る救 い主の再臨に備えてこの地上に神の王国

を建設するように とい う勧告が人々に与 えら

れた。ブ リガム ・ヤ ングは1847年 に ，ウィン

ター クオー ター ズで聖徒たちに向か ってこう

語 った。

「私たちが建設 している王国はこの世の王

国ではない。大いなる神の王国である。それ

は，アダムか らアダムの最後の子孫 に至るま

でそれを受け入れるすべての人々に とって，

正義 と平安 と，救いをもたらす所である。私

たちの善意 は万 人に及び，私たちはすべての

人が今も永世に も救 いを得 られるよう願って

いる。そして私 たちは神か ら力をた まわる限

り彼 らに善 を行なうつ もりである。そして人

人は私たちにその特権があることを認め るよ

うになるであろう。……

来れ， 聖徒 たちよ。 来れ， 地の誉れある

人々よ。 来れ， 賢き者， 学識ある者， 富め

る者， 高 貴な る者 よ， 大いなるエホバの富

と知恵 と知識を受け る者たちよ。あ らゆる国

国，血族，王国，国語の民，全地のあらゆる

言語を話す人々の中から出で来た りて， イン

マヌエルの旗下に参 じて，私た ちと共に神の

王国 を築 き，真理 と生命 と救 いの原則を打ち

建て ようではないか。そ うすれば主なるイエ

ス ・キ リス トが来た りて宝 を集めたもう時，

あなた方は清め られたる者の中にあってその

報いを受けるであろ う。その時にいかなる地

上の力，地獄の力 もあなたを打 ち砕 くことは

できないであろう。」(ル1〃 εη痂α18彦α7「ミレ

ニアル ・スター」1848年3月15日 ，p.87)

神 の王国の民 として生活 しようと努める者

之 ，人の標準によって生 きようとす る者 には

確かに明 らかな違いがある。人がよ り高い律

法に従って生 きようと決意する時， その容貌

と行動，人と接する態度や隣人，神 に対す る

奉仕の姿にそれとわか る変化， 目に見える違

いがある。聖典 には，主の律法 に改宗 した人
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人の生活に劇的な変化のあったことが，数 多

く記 されている。

モルモン経には，信仰を持つ ように努めた

人々 と不信者たちとの間にあつれ きのあった

ことが記 されている。

「無信者たちが教会員に加える迫害が非常

にひどくなったので，教会 の聖徒たちがつぶ

やいてこれを司たちに訴え， またアルマに も

これを訴 えた。それでアルマはこの事件 をモ

ーサヤ王 に告げた……

その結果モーサヤ王は全国にふれ を廻 し，

無信者が神の教会に属す る者 を迫害すること

を禁 じた。……」

特 にこの話の中でも悲 しい ところであるが，

「モーサヤの息子たちは無信者の仲間に入っ

ていた。 またアルマの息子の一人 もそ うであ

った。この息子は父の名 をとってアルマ と呼

ばれたが，かれは非常に罪深い男で邪神 を信

じ，言葉が多 くてよく人にへつ らい，多 くの

者 をまどわして自分 のしているような罪悪 を

犯 させ た。

この男は人の心 をいざなって民の間にいざ

こざを起 し，神 の仇に民の心を司 どらせ たか
さかん

ら神め教会が盛になることを非常にさ.またげ

た。

また神の命令にも王の命令にも逆 らってモ
ほろ

一サヤの息子たちと共に神の教会 を亡ぼ し
，

主の聖徒 らをまどわすために， ひそかに歩き

まわっていた。」(モ ーサヤ27：1-2，8-

10)

アルマの息子が悪 を働いて歩き回っていた

時，主の使いが彼 とモーサヤの息子たちに現

われ，雷のよ うな声で叫んだ。

「かれらは地上に倒れ るばか りに驚いた
。」

そこでみ使いはアルマに こう命 じた。「『アル

マ よ，起 きてわが前に立て。汝は何故 に神の

教会 を迫害す るか。主は 「これわが教会な り，

われはこれ を立てて守るべ し。さればわが聖

徒 らの罪悪のほかこれを覆す ものなかるべ し」

と仰せになった』 と言い，

また 『見 よ，主はすでにその聖徒 らの祈 り



も神の僕である汝の父アルマの祈 りも聞きと

どけた もうた。汝の父は汝に真理 を知 らせ よ

うとして堅い信仰をもって汝のため に祈 った。

それであるか ら，神の僕 たちの祈 りがそれぞ

れの信仰に応 じて聞きとどけ られるよう，わ

れは神の権能 と威力 とを汝に認めさせ るため

に来 たのである。』」(モ ーサヤ27：12-14)

天使 の現われはアルマの息子に非常な衝撃

を与 え， そのためアルマは口が きけな くなっ

た。口を開 くことも，手足を動かす こともで

き.ないので， 人々はアルマの息子 を担いで父

の前 に連 れていき，'一部始終 を話 して聞かせ

た。アルマの父は，主が 自分の祈 りに答えて

下 さったことを知 って喜び，祭司たちを集め

て， アルマが手足の力 と言葉 を取 り戻す こと

ができるように断食をして祈 った。その祈 り

と断食は2日2晩 続いた。このような人々の

信仰 によってアルマは力 を取 り戻 し，立ち上

がって人々に語 り始めた。「私はすでに罪 を悔

い改めて主に願われた。.ごらん，私は 『みた

ま』によって生れた。

……天下の万民は男女 を問わず，あらゆる

国民， あらゆ る血族， あらゆる国語の民，あ

らゆる人々にいたるまでみな新 に生れざるべ

か5ざ ることを怪 しむなかれ。人1ヰみな神に

よりて生れ，その堕落 したる肉欲の有様 より

義 しき有様に移 り，神 に贈われて神の息子 ま

たは神の娘 となちざるべかちず。

か くて人は新なる者 となる。 しか らざれば

決 して神の王国に住むことを得ず。」(モ ーサ

ヤ27：24-26)

ア ルマの生活は変わった。この時から，ア

ルマは教会を滅ぼすのではな く，教会 を築 く

ために働 くようになり，やがてこの国の偉大

な指導者になった と聖典には記録 されている。

アルマ自身，次のように語っている。

「私は主が私に下 したもうた命令 を悟 り，

これに誇 りを感 じている。私は 自分に誇 りを

感ずるのではない。主が私に命 じたもうたこ

とを誇 りに思 うのである。す なわち，私は神

の御手に使 われて誰かを悔い改めさせ られる

か と思って誇 りを感 じまた喜 ぶの である。」

(ア ルマ29：9)

イエ ス ・キ・リス トの福音に改宗す ると，よ

り高い律法に従った生活をするこ とが要求 さ

れる。その時から，私たちは神の王国の民と

してふさわしい生活をしなければならない。

スティーブン ・L・ リチャーズ副管長は，か

つて神 の王国に住む民の特質 を次のように定

義 した。

「イエスの属性 こそ
，人間生活におけ る完

全な姿である。親切，思いや り，寛容，慈悲，

自制，温情ある裁 き，誠実，正義，正直，揺

るぎない愛， これらはみな民族の理想の根底

に横 たわるキ リス ト教の美徳であ る。これ ら

の徳に加 えて， 自分にしてほ しい と思 うこと

を人に も行なえという良 き隣人になる教 えや

あるいは人のために自分の命 を失 う人はそれ

を得 るという満ち足りた生活 を送 る考え方な

どは人聞社会の中で最 も健全で正 しい哲学で

あり，幸福に至 る道なのである。」(陥 θ㎎た

曙b40初P「 知恵はいずこに」p.324)

福 音 の教 えを受 け入れたならば，私たちは

それを生活の中に取 り入れる義務があ る。つ

ま り，確実に神の戒めを守ることである。私

たちは，神の御子イエス ・キ リス トがこの教

会の頭 として立ってお られ，人類はこの苦難

の世界 をひとりで 歩 く必要のないことを知 っ

ている。神がこれ まで告 げられた律法，そし

て今後 も地上の神の子 らに告 げられる神の律

法 を守 って生活す るな らば，必ず大 きな喜び

と満足 と成功があるはずである。

聖典は，より高い律法に従 って生活す る模

範 を示す ように と私 たちに教 えている。ニー

ファイはこう述べている。

「それであるか ら
，あなたたちはこれから

もキリス トを確 く信 じて疑わず，完全 な希望

の光 を抱 き，神 とすべての人 とを愛 して強 く

進 まなければならない。それであるから，こ

の後 もたえず キリス トの言葉をよく味わいな

が ら強 く進み，終 りまで堪 え忍ぶならば 『永

遠の生命 を受ける』，か くの如 く天の御父が言
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い た も うた 。

さ て ご らん 私 の 兄 弟 た ち よ 。 こ れ が す な わ

ち道 で あ る 。 こ の ほ か に は ， 人 を神 の 王 国 に

救 う道 も名 も天 下 に な い 。」(IIニ ー フ ァ イ31

：20-21)

神 は 生 きて お ら れ ， イエ ス は キ リス トで あ

り，世の救い主である。神 の王国は必ず世 に

広がってゆ くであろう。 この地上 で見いだす

ことのできる最高の喜びは，私たちの生活 を

主の律法に一致 させ ることである。

これが皆 さんへの私 の証 である。イエス ・

キリス トのみ名によ り申し上げる。アー メン。

大会の開場 を待つ聖徒たち
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幸福を求めている方々へ

皆さんは教えている原則や儀式によって，イエス ・キリス トの教会を見分け

ることができるはずである

第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

私 牲 まれ る2年 前の1896年 の ことである・
英国のロン ドンか らR・M・ ブラィス ・

トーマスという人がユ タ州の ソル トレー ク ・

シテ ィー を訪れ，そこで初めて，末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教会のことを知 った。

この旅行か ら帰ると， トーマス氏は早速教

会の儀式 と教義 を徹底的に研究 し， イエス ・

キ リス ト御 自身が建てられた初期の教会の教

え と，さらに自分が所属 している英国の教会

とを比較検討 した。その結果，彼はバプテス

マを受けてこの教会に入った。

その後，彼は1897年5月24日 に英国のロン

ドンで，「私が末 日聖徒イエ ス・キ リス ト教会

に加入 した理由」 と題す る小論文を書いた。

その論文の初版の序文にこう記 されている。

「そもそもこの小論文 を著わし
，私が英国

の教会 を離れて末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会に加わった理由 を説明 しようと考 えたのは，

私が先祖代々の信仰 を捨 てるに至った経緯 と，

末 日聖徒 の教 えとを知 りたい と思ってい る親

戚や友人の要望にできる限 り応えようと思 っ

たからです。」

そして，最後に次のような言葉 を結んでい

る。「この論文 を書くに当たって，私 は神の御

子，主イエスのみ名により天父にお願いした

い と思います。神の祝福があって，私が書い

たこ とが真理 と，さらに神の聖 なるみ言葉や

みこころ と完全に一致す る'ようにと。」

1904年12月9日 ，アメ リカで出版された第

2版 の序文には次のよっに記 されている。

「私はこの小論文 を書いてから
，2回 ほど

ユ タを訪 れ，ソル トレー ク ・シティーやユ タ

州の幾つかの町で末 日聖徒の方々と個人的に

交わる機会 を持 ちました。最初の旅行では，

聖徒 たちの間でよ く知 られた2つ の家庭に滞

在 し，モルモ ン社会の人々 と自由に交際 して，

彼 らを正 しくかつ公平に評価する絶好の機会

を得ることができました。 もちろん彼らとて

も人間 としての弱点はあ り，失敗す ることが

あ ります。中には，末 日聖徒 の名前がそ ぐわ

ないような人もいます。 しか し全体的には，

彼 らは本質的に神 を畏れ，正直で公正であ り，

天父に対 して堅い信仰 を持 っています。そし

て自分たちが携わっている末 日の偉大なみ業

が神か らの ものであるという強い証 を持 ち，

自分たちには大いなる行 く末が待ち受けてい

ることを堅 く信 じています。

他のキ リス ト教徒に見 られ るように，聖徒

たちの中には学識のある聡明な人々が大勢い

ます。教育は彼 らにとって特別 な意味があり，

彼 らの社会には， ヨーロッパの芸術の中心地

や合衆国の東部で声楽や器楽，また絵画など

を学んできた人や現在学んでいる人は決 して

珍 しくあ りません。音楽的才能は特に顕著の

ようです。教育，学識，才能，正直などの資

質 を要求される合衆国内の数 多くの要職 に就

いている末 日聖徒 も大勢 います。そのほか法

律，医療，報道，商業などの領域 でも実力を
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備 え，いろいろな仕事に就 き， 自分だけでな

く，ユ タ州の人々にも大きな恵み をもた らし

ています。.

今 回で3度 目のユ タ州訪問ですが，1901年

の訪問の時に持 った聖徒 たちに対す る私の考

え方が何ら間違 っていなかったことを改めて

認識した次第です。」

もしトーマス氏があれか ら70余 年たった今

日のユ タ州 を訪れたとして， 多分彼の考えは

変わらないことだろう。私はこのことを自慢

す るつ もりもない し，人々の感情を害す るつ

もりもない。 ただ心か らへ りくだ り， この福

音が民の生活に及ぼす恵みを評価 して，この

ようにはっきりと申 し上げ ることができるの

である。

この教会は今 もなお同 じ組織 同 じ理想 と

目的 を持っている。そして教会員は，立派な

教育 を受け，様々な職業に就 き，政界，財界，

地域社会また，今では世 界的な教会にまで成

長 したこの教会の中で，正直かつ効率 よく奉

仕するよ.うに と勧められている。

プライス ・トーマス氏が初めて小論文を書

いた1897年 に は，ステーキ部はわずか37 ， 伝

道部は18し かなかった。それが現在では， ス

テーキ部は1，000を 越 え，伝道部 は160以 上 に

増 え，当時222，334名 であった教会員数は400

万 を越えている。

ここで再び トーマ ス氏の論文か ら引用 して

みたい。

「この民は美 しい神殿 と見事なタバナ クル

を持 ち， しか もその敷地はよ く整備 され，手

入れが行 き届 いている。彼 らが住んでいる家

が また きれいで，絵になるほどの美 しさであ

る。そ してどの家に も立派な庭がついている。

さらに彼 らの 自慢のタバナ クル合唱団がある。

私が これ までに聴いた中で，最高の合唱団で

ある。この民に関することはすべて，最 も効

率 よ く管理運営 されているようである。宣教

師は，世界の 多くの地域で福音を宣べ伝えて

お り， しかも彼らは自費で多大の犠牲 を払っ

て出かけている。教会の組織は完壁 で，非の
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打 ちどころがないように思 われる。私はこの民

の特徴や教義についてもっ と知 りたいと.思い，

この教会の書物， 特 にモルモン経を買い求め

た。」(ト ーマス，初版，b.3)

早速，彼はそれを実行 し，教会の教義 を研

究 した。その結果，イエス ・キ リス トが設立

した教会か らの背教が実際 にあったことを確

信す るに至った。彼は，旧約聖書や新約聖書

にある通 りのイエス ・キリス トの教えや組織

を持つ教会 を見つけることができなか った と

述べている。

またその研究を通 して，.主が民 を通 して，

主が民を導 くために啓示 を伝 える予言者が必

要 であ り， また現に予言者がいて，神が人間

に与える啓示 を絶えず与 えて下 さっているこ

とを確信 した。そして，聖霊 を受 け，みた ま

の賜を通 して啓示 を受けることの必要性，あ

るいは重要性を理解するようになった。

また，「イエスが御 自身と天父がひとつであ

るように，すべての神 の子 らが皆 ひとつにな

るように と祈 られた祈 りの言葉が理解 できる

ようになって，強い感銘 を受けた。(ヨ ハネ17

：11参 照)そ の時の気持ちを彼は こう語って

いる。

「そ うしてみる と
， この一致のみたま，す

なわちイエス ・キ リス トが弟子たちに御 自分

のようになる方法 を示 し， あらゆる真理に導

くために送って下 さった慰め主が，互 いに恨

み と憎悪 をむき出しにし，最近 では流血の惨

事 まで引き起 こしたキ リス ト教世 界のおびた

だ しい争い と対立 を鎮める光にな り得た と考

えて も不思議ではない。」(ト ーマス，初版，

P，11)

また その研究か ら， 多くの教会ではかつて

イエス ・キ リス トと弟子 たちが受 け，.現在 も

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会で行なわれて

いるような水に沈め るバ プテスマの儀式 まで

も変 えられているこ とを知 った。

幼 児のバプテスマに関 しては，3世 紀 まで

そのようなことが行なわれた形跡はな く， し

たがってそれはキ・リストの設立 された初期の教



会にはなかったことであることもわか った。

トーマス氏は，幼児はイエス ・キ リス トにあ

って完全であ り，悔 い改めるべ き罪はないと

感 じていたので，幼 な子がアダムの罪を負っ

ているという教義を受け入れることがで きな

かった。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会では，子供

は 自ら責任 を取 ることのできる8歳 という年

齢になるまでバプテスマ を受けない。

さらに トーマス氏は聖書か ら，初期の教会

では死者のためのバプテ不マが行 なわれてい

たが，後年これが廃止されたことを知 った。

そしてこの教義を裏付ける証拠 を捜 してみた。

パ ウロはコリン ト人への書簡の中でこう書い

ている。

「そ うでないとすれば，死者のためにバプ

テスマを受ける人々は， なぜ それ をす るのだ

ろうか。もし死者が全 くよみが えらない とす

れば，なぜ人々が死者のためにバプテスマを

受けるのか。」(1コ リン ト15：29)

ペ テ ロはこの問いに次のように答えている。

「死人にさえ福音が宣べ伝 えられたのは，彼

らは肉においては人間 として さばきを受ける

が，霊においては神に従 って生きるようにな

るため である。」(1ペ テロ4：6)

この聖句か ら，福音が死者 に宣べ伝 えられ，

死者は肉においては人間として裁 きを受ける

が，霊 においては神に従 って生 きるというこ

とを知 った。 このよう・に， この世 の一生の

間に，罪の赦 しを伴 う水に沈め るバプテスマ

の儀式 を受ける機会がなか った人々 も，バプ

テスマ を受ける必要があるのである。

イエス ・キリス ト教会では，生者のためだ

けでな く，死者のため にも代理 で神殿の儀式

が行なわれている。キ リス トが私 たち自身で

できないこ とを行 なって下 さったように， 自

分 ではできない人々のために私たちが代わっ

てそめ儀式を受けるのである。

主は死者のためのバプテスマに関して次の

ように言われた。「死者 なくばわれら完 うせ ら

るるを得ず。またわれ らな くば死者 もまた全

うせ らるるを得ず。」(教 義 と聖約128：18)

神 は，系図および神殿活動 を通 じてその全

きを得る方法 を備 えられ，私たちが先祖 をさ

かのぼってアダムまで家系をたどれるように

して下 さった。現在，このみ業は教会の神殿

の中で行 なわれているが，それはまたマラキ

の予言 を成就す るものでもあった。

「見 よ，主の大いなる恐るべ き日が来る前

に，わた しは預言者エライジャをあなたがた

につかわす。

彼は父の心 をその子供 たちに向け させ，子

供 たちの心をその父に向けさせ る。 これはわ

た しが来て，のろいをもって地 を撃つことの

ないようにす るためである。」(マ ラキ4：5

-6欽 定 訳よ り和訳)

キ リス トと使徒 たちの死後に起こった様々

な教会が真理か ら離れ，初期の教会の儀式を

変更したことを示す数 多くの証拠 を見れば，

旧約や新約の予言者たちが予言 していた背教

が実際に起 きた事実 も容易に理解できる。

暗黒時代 と言われる時期に，地上に神の言

葉 を伝 える予 言者 がお らず，人々は真の福

音か らます ます離れ，初期の教会 で行 なわれ

ていた儀式はさらに変えられて行 った。

そしてやがて黙示者 ヨハネの予言通 りに，

回復の鍵 と， この末 日に地上に教会 を設立す

る鍵 を託 されたジョセブ ・スミスにより，福

音が地上に再び回復されたのである。

私は皆 さんに， ジョセブ ・ス ミスの話や，

父なる神 と御子イエス ・キ リス トが実際に姿

を現わ された話，また聖書 と対をなすアメリ

カにおけるキリス トの新 しい証言の書である

モルモン経の由来について，読むようにお勧

め したいと思 う。

エゼ キエルは，このふたつの書をユダの木，

ヨセブの木 と称 して， これ らがやがてひとつ

にな る，すなわち同 じ福音 を宣言 し，同じ教

義 を教 えると予言した。(エ ゼキエル37：16-

19参 照)

こ こで，ヰ ーマス氏が教会に加わった理由

の幾つかを要約 してみたい と思 う。
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1.教 会員全体に感 じられ る心の持 ち方。

すなわち神 を信 じる信仰や，携わ ってい るみ

業が神聖なものであるという証

2.イ エス ・キ リス トが設けられた教会 と

同 じ儀式 を持つ教会の完全で， しか も効 果的

な組織

3.背 教後の福音 の回復，さらに神の言葉

を明 らかにして人々を導 く生ける予 言者が必

要 であること

4.罪 の赦 しを得 るための水に沈め るバプ

テスマ，死者のためのバプテスマ，幼児のバ

プテスマがないこと。これ らはすべ て初期の

キ リス ト教会で教えられていた教義 である。

5.生 者 と死者のための系図および神殿活

動。このことは旧約聖書お よび新約聖書 にも

述べられている。

教会に加入す る人々が挙げる改宗の理由は

様々であるが，どれ も一様に末 日聖徒 イエス・

キ リス ト教会は真理 を求める人々に霊的な必

要だけでなくこの世的な必要 も満たして くれ

ると言っている。

ここで幾人かの人々の個人的な証 と教会に

改宗 した理由を御紹介 したい。

フロリダ州のある若い夫婦は，いろいろな

宗派を訪ね歩 いた末に末 日聖徒イエ ス ・キ・リ

ス ト教会の集会に出席 した。彼 らは こう語っ

ている。

「この教会は
，以前に訪れた多 くの教会 と

違っていました。レッスンを受 け，教会に行

ってみて，これこそ私 たちが今まで捜 してい

た教会だと思いました。」その母親 は，聖書 と

イエス ・キ リス トにつ いて子供たちが学んで

いる教えを知 り， また子供同士の関係が良 く

なって，家でもよ く手伝いをするようになっ

たことに驚いていると語った。

さらに，夫が神権 を受 けると，それが家庭

生活や家族関係 をより良 くしたいという望み

や自信につながって，家の中が一段 と変わっ

てきた。

また，エ クアドルに住 むひ とりの男性 は，

家の近 くの通 りで宣教師に会 い，彼 らを家に
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招 いた。そ して，宣教師が置いて行 ったちら

しやパ ンフレッ ト，モルモン経 を読んでデそ.

れ に とて も心 を引かれた。後に彼は宣教師に

ついてこう語っている。

「私は彼らの教えが好きで した
。それは自

分の教会では教 えて くれなかったことでした。

宣教師の言う戒めは守 らなければならないと

思いました。知恵の言葉は私 に新 しい人生 を

開いて くれました。 タバ コや茶や コー ヒー，

酒 を飲 まないようにというのが確かに主のみ

こころであることを知っています。長老たち

か らこの戒めを教えていただいた時，良 い人

生 を送るためには是非 ともこれを守 らなけれ

ばならないと思いました。長老たちはこのこ

とについて祈 るように私に言いました。そ し

て祈 り方 も教 えて くれました。」

フィンラン ドのある女性は夫の死後，孤独

な毎 日を送っていた。そんな時に宣教師に会

い，彼 らか ら自分が抱いていた疑問の答えを

得 ることができたのである。彼女は次の よう

に語 っている。

「私は宣教師の答えに驚きました
。夫 と再

会 できるというのです。私たちの結婚生活は

それは素晴 らしいもので したから，死んでそ

れきりだなんて とて も考えられなかったので

す。牧師様は何 とも答えて下さらなか ったの

に，あの若い宣教師たちは永遠の生命 という

素晴 らしい教えを与えて下 さいました。聞い

ているっちに涙が こみあげて きて， もっ と聞

きたいと思 ったほ どでした。」

彼女はモルモン経 を読み，勉強 し，そ して

証 を得てバプテスマを受けた。

イギ リスでのある改宗者は，以前の教会で，

洗礼を受 けないうちに亡 くなった子供を教会

の墓地に埋葬す ることを断わられるとい う苦

い経験 を味わったことが きっかけで，妻が招

いた宣教師たちの話 を聞 く気持ちになったと

いう。彼は最初に，幼児のバ プテスマについ

て教会ではどう教えているか質問 した。

すると長老たちはモルモン経を引用 して，

幼児は罪を犯さないし，すでに救 われている



のでバプテスマを受ける必要がない と教えて

くれた。

続いて彼は次のように述べている。「キ リス

トの教 えはそのはずだ と思いました。愛の神

が子供 たちに対 してそれ以外の方法 をとると

は考 えられなか ったか らです。それか ら長老

たちはその証 を得るためには どうすればよい

かレッスンをして下 さいました。私 はそれを

実行 し，神に祈 りました。そして確信 を得 た

のです。聖典 で言われて.いるように心に熱い

ものを感 じました。そして，それが正 しいこ

とをはっきりと知 ったのです。」

彼はさらにこう語った。「私にとって本当に

うれ しい教 えのひ とつは 日の光栄の結婚です。

夫や妻を心から愛 している人が この原則 を知

ったら， それだけでこの教会に入るのではな

いか と思 います。素晴 らしい原則ですか ら。」

最後に，以前プロテスタン トの牧師であっ

た人のこ とをお話 したい と思 う。彼はこの教

会に入ろ うと決心 してか ら，牧師仲 間や友人

たちか ら多 くの非難 と迫害 を受 けた。その彼

が次のように証 している。

「私が これ を書 くのは
，聖書にあ るように，

『高価 な真珠』 を見つけた者はそれ を得 るた

めに，必要 とあらばすべてのものを売 り払 う

というこ とを明 らかにするためです。(マ タイ

13：46参 照)私 は12年 以上 も求め続けていた

平安 と真理 をこのモルモン教会で見いだ した

のです。

まだモルモン経 を読み終 えてはいませ んが，

予言者 ジョセブ ・ス ミスが明 らかに した豊か

な真理は，すでに私 ども家族の霊的生活に欠

かせ ないもの となってお ります。神の力によ

らなければ，人間にこの書物が書け るはずは

あ りません。私 どもがこれ まで受けて きた憎

しみの数々は，私 どもが真心 から神 を求めて

いるか どうかの試 しであると思 ってい ます。

かた くなに 目を閉 じ，モルモン経 を読 んで

福音 を学ぼ うとしない人々の心がいつか開か

れ るようにと私は祈 っています。 この本 を読

、む人は必ずや生活 を変 えないではい られ ませ

ん。私 とて一夜に してモルモンの信仰に通 じ

た訳ではあ りません。 しか し，熱心に学ぼ う

と努力しています し，主が権威 を授けられた

人々 を通 じて聖霊が教えることを進んで学ぶ

つ も りです。

プロテスタントの牧師であった私にとって

悔 まれることは，いかに想像 を働かせ ても，

とてもキ リス トのみ業 を行 なっているとは思

われない組織の維持のために貴重な時間をた

くさん浪費 してきたことです。」

私 はすべての方々に，永遠の生命の言葉 と

昇栄への道が記 された聖典 を研究するように

お勧 めしたい と思 う。

イエスは言われた。「これわが業にしてわが

栄光，すなわち人に不死不滅 と永遠の生命と

を もたらすな り。」(モ ーセ1：39)

このみ業は非常に大切 で，主は私たちが復

活できるように御 自分の命 を捧げ，生命 と救

い を得させる計画 を与えて下 さった。 きょう

私がお話 したことを証す る聖書とモルモン経

を是非 ともお読みいただきたい。

この世 で幸福 を得，来 るべ き世で父なる神

と御子 イエス ・キリス トと共に永遠の生命 を

得たい と思うならば， どうか道であり，真理

であり，生命である御方 を見いだしていただ

きたい。そ してその御方は末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教会で見いだせ ることを， イエス ・

キ リス トのみ名によりて証 申し上げる。アー

メン。



1978年 度統計報告

大管長会書記

フランシス ・M・ ギボ ンズ

大 管長会は・1978年12月31日 現 在の教会員
に関する統計記録 を以下のように発表 し

ました。

教会ユニッ ト

ステーキ部数

伝道部数

990

166

教師

祭司

長老

七十人

大祭司

ワー ド部数

ステーキ部 内の独立支部数

伝道部内あ支部数

ワー ド部 または支部の組織 されている国…60

(1978年 度 内に，694の ワー ド部 と支部が

増加 したことになる)

教会員数

6，731

1，333

1，790

114，000

211，000

351，000

29，000

137，000

(1978年 度 内に，37，000人 の神権者が増え

たことになる)

教会員総数 4，160，000

(1978年 度 末の人数。ステーキ部，伝道部，

ならびに教会事務局か らの報告 による)

1978年 内の会員数の増加

専任宣教師

教会の学校

1977-78年 ，在籍者数 ：

セ ミナ リー，インステ ィテユー ト

(特別 プログラム を含む)

教 会の学校，大学，継続教育

幼児の祝福数

子供のバプテスマ数

改宗者のバ プテスマ数152，000

(改宗者のバプ：テスマ数は，大会までに教

会本部 に届 いた1978年 度報告書に基づ く概算

による)

一 般 統 計

出 生 率(1，000人 当 り)

結 婚 率(1，000人 当 り)

死 亡 率(1，000人 当 り)

97，000

63，000

30.7

13，1

神権者

執事
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4.1

27，669

301，000

70，000

145，000

福祉活動

現金または日用品の援助 を受けた人111，500

末 日聖徒社会福祉機関の

援助 を受けた人18，000

有 給の職業に就いた人21，000

労働 奉仕 日数累計443，500

倉庫か らの支給日用品(キログラム)・・8，586，000

系 図

神 殿儀 式 のた め に処 理 した名 前 の数5，120，000

(年 度 内 に43力 国 に お い て ， マ イ ク ロ フ ィ

ル ム に 収 録 し た 系 図 記 録 は ，100フ ィ ー トの

ロー ル で983，000巻 に の ぼ る。 これ は300ペ ー

ジ の 本 で4，679，000冊 分 に 相 当 す る)

神殿

1978年 度 内に執行 されたエ ンダウメン ト数

生者

死者

50，400

3，756，600



儀式を行なっている神殿

建築 中，または計画中の神殿

改築工事中の神殿

16

5

1

(エ ン ダ ウ メ ン ト数 は ，1977年 度 よ り も

204，900増 加 して い る)

死亡者

十二使徒評議員会会員デルバー ト・L・ステ

イプレー長老，大管長会マ リオン・G・ロムニ

一 第 二 副 管 長 夫 人 ア イ ダ ・ジ ェ ン セ ン ・ロ ム

ニ ー 姉 妹 ， 元 ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 学 長 ア ー

ネ ス ト・L・ ウ イ ル キ ン ソ ン博 士 ， ニ ュ ー ジ ー

ラ ン ド ・ウ ェ リ ン トン伝 道 部 ル ドル フ ・H・ル

ッ カ ウ 部 長 ， ユ タ州 セ ン タ ー ビ ル 南 ス テ ー キ

部 ロ バ ー ト ・オ ー ス テ ィ ン ・ト ラ ン プ 部 長 ，

元 教 会 中 央 伝 道 委 員 会 会 員 ・地 区 代 表 レ イ モ

ン ド・J・ペ イ ス 長 老 ， 元 教 会 建 築 委 員 会 委 員

長 ウ ェ ン デ ル ・B・ メ ンデ ン ホ ー ル 兄 弟

末 日聖徒 イエス ・キ りス ト教会大管長会への

教会財務委員会報告

委 員長

ウ イ ル フ ：オー ド ・G・ エ ド リ ン グ

たちは，1978年12月31日 現在の教会の年
私
次財政報告書，ならびに年 間の業務状況

を検査致 しました。当委員会は，教会の中央

基金およびその他関連組織の基金，教会財務

部の保持する報告書等，すべての財政報告書

と運用状況を検査致 しました。 また，予算編

成，会計，監査の手続 き，ならびに基金の受

領方法 と支払 いの処理方法についても調べま

した。その結果，教会の中央基金の支出が大

管長会の承認の下に，予算手続 きを踏んで行

なわれている と判断致 します。予算編成 は，

大管長会 ならびに十二使徒評議員会，管理監

督会 より構成された什分の一配分評議会 で承

認されています。そ して，支出承認委員会が

毎週開かれる会合において，その予算の下で

基金の支出を管理運営 しています。

現在，教会の急速な発展に立ち遅 れること

のないよう，財政部や その他の部門に最新の

会計技術 と設備 を導 入して，資料の処理 を的

確に行なっています。また財務部 と法務部は，

連邦政府ならびに州政府，諸外国の政府によ

る課税問題を共同で適切に処理 しています。

監査部は，他のあらゆる部門か ら独立 して

おり，財政監査，運営監査，教会が利用 して

いるコンピュー ター システムの監査 という3

つ の監査 を実施 しています。 また監査は，教

会の全部門，および教会財務部が報告書 を保

持するその他の教会関連組織 ならびに伝道

部，財務センター，合衆国外教会部門につい

ても実施 します。教会の発展 と活動の拡大に

伴 って，教会の資産 を保護す る監査部の運営

規模 も大 きくなっています。ワー ド部 とステ

ー キ部の基金の監査は
， ステーキ部監査委員

に割 り当てられています。 また，教会が所有

あるいは管理 している法人組織の事業につい

ては，財務部がその報告書 を保管せずに，公

認の会計検査員が監査 を行なっています。

当委員会は，年次財政報告書，その他の会

計資料， ならびに財政業務の管理の基 となる

会計お よび監査方法 を検討 し， さらに財務部，

監査部，法務部の職員 と会合 を持って調べま

した。その結果，1978年 度の教会中央基金の

収支は適切に会計処理されていました。

教 会 財 務 委 員 会

ウ イル フ ォー ド ・G・ エ ド リン グ

ハ ロル ド ・H・ ベ ネ ッ ト

ウ ェ ズ トン ・E・ ハ ミル トン

デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネ デ ィー

ウ オー レ ン ρE・ ビュ ー
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教会役員の支持

第一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

私 たちは予言者・聖賭 啓示を受ける者・
末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の大管長

としてスペ ンサー ・W・ キンボール を支持 し

て下さるよう提議致 します。この提議に賛成

の方はその意を表わして下 さい。反対の方 も

同じようにその意を表わして下 さい。

大管長会第一副管長 としてナサン ・エル ド

ン・タナーを，第二副管長 としてマ リオン・G・

ロムニーを支持 して下 さるよう提議致 します。

賛成の方はその意を表わして下 さい。反対の

方 も同じようにその意を表わして下 さい。

私たちは十二使徒評議員会会長 としてエズ

ラ ・タフ ト・ベ ンソンを支持 して下 さるよう

提議致 します。賛成の方はその意を表わして

下 さい。反対の方も同 じようにその意を表わ

して下さい。

私たちは十二使徒評議員会会員 として，エ

ズラ ・タフ ト・・ベ ンソン，マー ク ・E・ ピー.

ターセン， リグランド ・リチャー ズ，ハワー

ド・W・ ハンター， ゴー ドン ・B・ ヒンクレ

ー， トーマス ・S・ モンソン， ボイ ド・K・

パ ッカー，マービン ・J・ アシュ トン，ブル

ース ・R・ マ ッコンキー
，L・ トム ・ペ リー，

デビッ ド・B・ ヘ イ ト，ジェーム ズ ・E・ フ

ァウス トを支持 して下 さるよう提議致 します。

賛成の方はその意 を表わ して下 さい。もし反

対の方があれば，同 じようにその意を表わし

て下 さい。

教会の大祝福師 としてエル ドレッ ド・G・

スミスを支持 して下さるよう提議致 します。

賛成の方はその意 を表わ して下 さい。 もし反

対の方があれば，同 じようにその意を表わし

て下 さい。

大管長会副管長，十二使徒，大祝福師を予

言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 け る者 と し て 支 持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を 表 わ し て 下 さい 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ うに そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

私 た ち は ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル を 末

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 信 託 管 理 人 と し

て 支 持 す る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ

ば ， 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 貝 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人 第

一 定 員 会 会 員 と して
， フ ラ ン ク リン ・D・ リ

チ ャ ー ズ，J・ トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ，A・

セ オ ドア ・タ トル ， ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ

ェ ル ， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス ， ポ ー ル ・H・

ダ ン，W・ グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー ター を 支 持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と し て ， セ

オ ドア ・M・ バ ー トン， バ ー ナ ー ド ・P・ ブ

ロ ッ クバ ン ク， ロバ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン，

0・ レ ス リー ・夙 トー ン ， ロ バ ー ト ・D・ ヘ

イ ル ズ ， ア ドニ ー ・Y・ 小 松 ， ジ ョセ ブ ・B・

ワ ー ス リン ， ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ

ア ， ロ ー レ ン ・C・ ダ ン， レ ッ クス ・D・ ピ

ネ ガ ー ， ジ ー ン ・R・ ク ッ ク， チ ャ ー ル ズ ・

A・ デ ィデ ィェ ， ウ ィ リア ム ・R・ ブ ラ ッ ド

フ ォ ー ド， ジ ョー ジ ・P・ リー ， カー ロ ス ・

E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッ セ ル ・バ ラ ー ド ・ジ

ュ ニ ア ， ジ ョ ン ・H・ グ ロ ー バ ー グ， ジ ェ イ

コ ブ ・デ ィ エ ガ ー ， ボ ー ン ・J・ フ ェ ザ ー ス

トー ン， デ ィー ン ・L・ ラ ー セ ン ， ロ イ デ ン ・

G・ デ リ ッ ク， ロバ ー ト ・E・ ウエ ル ズ，G・

ホー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ ー ム ズ ・M・ パ ラ モ
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ア ， リチ ャー ド ・G・ ス コ ッ ト， ヒ ュー ・W・

ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ツ ィ オ ・ブ ッ シ ェ ， 菊 地

良 彦 ，・ロ ナ ル ド ・E・ ポー ルマ ン， デ リッ ク ・

A・ カ ス バ ー ト， ロ バ ー ト ・L・ バ ッ クマ ン，

レ ッ ク ス ・C・ リー ブ ・シ ニ ア ，F・ バ ー ト

ン ・ハ ワ ー ド， テ デ ィー ・E・ ブ ル ー ア ー ト

ン， ジ ャ ッ ク ・H・ ゴ ー ス リン ド ・ジ ュ ニ ア

を， ま た 七 十 人 第一 定 貝 会 名 誉 会 員 と し て ジ

ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン ， ウ ィ リア ム ・H・ ベ

ネ ッ ト， ジ ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア ， ス ター

リ ン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラー ，

ジ ョ ン ・H・ バ ン デ ン バ ー グ，S・ デ ル ワ ー

ス ・ヤ ン グ を， そ れ ぞ れ 支 持 し て 下 さ る よ う

提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て

下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に

そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。

管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と して ビ クター ・L・

ブ ラ ウ ン を， 第 一 副 監 督 と してH・ バ ー ク ・

ピー ター ソ ン を， 第 二 副 監 督 と してJ・ リチ

ャー ド ・ク ラ ー ク を 支 持 し て 下 さ る よ う提 議

致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ

い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。

地 区 代 表 と し て ， 全 地 区 代 表 を現 状 の ま ま

で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

扶 助 協 会 ，会 長 と して バ ー バ ラ ・ブ ラ ッ ドシ

ョー ・ス ミス を， 第 一 副 会 長 と して マ リア ン ・

リチ ャー ズ ・ボ イ ヤ ー を ， 第 二 副 会 長 と し て

シ ャ ー レ ー ・ウ イ ル ク ス ・ トー マ ス を， そ の

他管 理 会 員 を現 状 の ままで支持 して下 さ る よ うに 。

日曜 学 校 ， 会 長 と し て ラ ッセ ル ・M・ ネ ル

ソ ン を， 第 一 副 会 長 と し て ジ ョー ・J・ ク リ

ス テ ン セ ン を，第 二 副 会 長 と し て ウ ィ リア ム ・

D・.オ ズ ワ ル ドを，・そ の 他 管 理 会 貝 を現 状 の

ま ま で支 持 し て 下 さ る よ うに 。

若 い 男 性 ， 会 長 と して ニ ー ル ・D・ シ ェ イ

ラー を， 第 一 副 会 長 と し て グ ラ ハ ム ・W・ ド

ク シ ー を， 第 二 副 会 長 と して ク イ ン ・G・ マ

ッ ケ イ を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の ま ま で 支

持 して 下 さ る よ う に 。

若 い女 性 ， 会 長 と して エ レ イ ン ・A・ キ ャ

ノ ン を， 第 一 副 会 長 と して ア ー リ ン ・B・ ダ

ー ガ ー を
， 第 二 副 会 長 と し て ノ ー マ ・.B・ ス

ミス を， そ の 他 管 理 会 員 を 現 状 の ま ま で 支 持

し て 下 さ る よ うに 。

初 等 協 会 ， 会 長 と して ナ オ ミ ・マ ッ ク ス フ

ィー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を ， 第 一 副 会 長 と し

て コー リン ・ブ ッ シ ュ マ ン ・レ モ ン を， 第 二

副 会 長 と して ドロ シ ア ・ル ー ・ク リ スチ ャ ン

セ ン ・マ ー ド ッ ク を， そ の 他 管 理 会 貝 を 現 状

の ま ま で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の方 は そ の 意 を 表 わ し て

下 さ い 。 反 対 の 方 も 同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ

し て 下 さ い 。.

教 会 教 育 委 員 会 ， 委 員 と し て スペ ンサ ー ・

W・ キ ン ボ ー ル ，N・ エ ル ドン ・タナ ー ， マ

リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソ ン ， ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー ， トー ≒♪

ス ・S・ モ ン ソ ン ， ボ イ ド ・K・ パ ッカ ー ，

マ ー ビ ン ・」 ・ア シ ュ トン ， ニ ー ル ・A・ マ

ッ ク ス ウ ェル ， マ リオ ン ・D・ ハ ン クス ， ビ

ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ

ス を 支 持 し て 下 さ る よ うに 提 議 致 し ま す 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。 も し

反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の 意 を表 わ

して 下 さ い 。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 貝 と して ウ イ ル フ ォ ー

ド ・G・ エ ド リン グ ， ハ ロル ド ・H・ ベ ネ ッ

ト， ウ ェ ス トン ・E・ ハ ミル トン ， デ ビ ッ ド・

M・ ケ ネ デ ィー ， ウ ォー レ ン ・E・ ビュ ー を

支.持 し て 下 さ る よ うに 。.

タ バ ナ ク ル 合 唱 団 ，団 長 と し て オ ー ク レー ・

S・ エ バ ン ズ を ， 指 揮 者 と して ジ ェ ラル ド ・

D・ オ タ リー を ， 准 指 揮 者 と し て ドナ ル ド ・

H・ リプ リン ガ ー を ， タ バ ナ ク ル オ ル ガ ニ ス

ト と し て ロバ ー ト ・カ ンデ ィ ック， ロ イ ・M・

ダ ー リー ， ジ ョ ン ・ロ ン グハ ー ス トを支 持 し

て 下 さ る よ う に 。 以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ

の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ

ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

キ ン ボー ル 大 管 長 ，以 上 の 役 員 お よび 教 会 幹

部 に対 して全 会 一 致 の 支 持 が 得 られ た よ うで す 。

27



まことの教会 の しる し

この教会はこの世 に天か ら遣わさ'れた春のいぶさであり，やかて夏になれば

見事な霊性の花を咲かせてくれる，そのような所である

十 二使 徒 評 議 員 会会 員

マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン

_年 の うちで，春ほ ど人々が待ちこがれる

季節はない。万物が更新 され，未来の約

束が開け，希望は頂点に達する。春 は勇気 と

信頼を覚醒させ る季節である。

春。更新の季節，生命の本質がよみがえる

季節，特に永遠の生命への神聖 な約束 を再確

認する時である。このことを可能にするため

に救 い主が 自ら犠牲 を捧げ，.そして復活 され

たのも春であった。

イエスが弟子たちを集め， 自分が十字架に

かけられたことを忘れないために主の聖餐 を

いただ くように教 えられたのも春である。

キ リス トがゲ ッヤマネの園で心か らへ りく

だ り，「わた しの思 いの ままではな く，みここ

ろの ままになさって下 さい」(マ タイ26.：39)

と祈 り，尊い模範 を示 して下 さったのも春で

ある。

またキリス トは，天父 とキ リス トがひとつ

であるように，弟子 たちも神のみ業 を推 し進

めるためにひとつ となるように と祈 られた。

(ヨハネ17：11参 照)こ れも春 のことである。

教会の初期の時代 にキリス トは聖徒たちに

向かってこう言われた。「汝 らひ とつ となれ。

もしひとつ とならずば，汝 らはわが ものにあ

らず。」(教 義 と聖約38：27)

このひ とつ となること，すなわち行動 と目

的における一致は，主のみ業 を遂行する上 で，

欠 くことので きないものである。弟子たちに

は，争い，論争する余地はまった く与 えられ

ていない。パウロは分争するコリン ト人に次

の ように詰問 している。「キ リス トは い くつ

に も分け られたのか。」(1コ リン ト1：13)

約2，000年 前， イエスが教会 を設立 された

時，すべての人が神の子 を信 じる信仰の一致

と知識の一致 とに到達 し，全 き人となり，つ

いには実際にキリス トのような人になるよう

期待 されていた。(エ ペ ソ4：13参 照)

しか し，御存 じのように，現在キ リス ト教

の諸教派は一致 していない。 キリス トを信 じ

ると公言 している人々の中に意見の相違や争

い，論争があ り，時には敵意 さえも見られる。

これ らはキ リス トが十字架にかかる前に，一

致を求めてへ りくだ り祈 ったこととはまった

くかけ離れたことである。

それでは再び使徒パウロの言葉 「キリス ト

はいくつにも分け られたのか」 という問いに

ついて考えてみよう。主の教 えから遠ざかっ

ていった コリント人に対 して，パウロはこう

願 っている。「さて兄弟たちよ。わたしたちの

主 イエス ・キリス トの名によって，あなたが

たに勧める。みな語 ることを一つに し，お互

いの間に分争が ないように し，同 じ心，同 じ

思いになって，堅 く結び合 っていてほ しい。」

(1コ リン ト1 .：10)

パ ウ ロはコリン トですでに4つ の教派が生

じていることを指摘 し，そのことを強 く非難i

した。(1コ リント1：12-15参 照)そ の町の

改宗者たちはキリス トの教義 を変え， キリス
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トの復活さえ否定 し始めていた。(1コ リント

15：12参 照)

それだけでおさまらなかった。分裂はさら

に続き，紀元1世 紀内に クリスチ ャンの間に

広 く及んだのである。新約聖書の中の手紙は

その大半が， この分裂 を抑えるために書かれ

たものである。パ ウロは，コリン ト人のみな

らず， ガラテヤ人に も手紙を書 き送って分争

を非難 している。「あなたがたがこんなに も早

く，あなたがたをキリス トの恵みの内へお招

きになったかたか ら離れて，違った福音に落

ちてい くこ とが，わた しには不思議でならな

い。それは福音 というべ きものではなく，……」

(ガ ラテヤ1：6-7)

パ ウ ロはこのよ うな不和について次の よう

に予言 している。.「わたしが去 った後，狂暴な

おおかみが，あなたがたの中にはいり込んで

きて，容赦な く群れ を荒すようになることを，

わたしは知 っている。 また，……いろいろ曲

ったこ とを言 って弟子 たちを自分の方に，ひ

っぱり込 もうとす る老 らが起 るで あろ う。」

(使徒20：29-30)

ペ テ ロは またにせ教師が現われ，「大ぜいの

人が彼 らの放縦 を見習」 うようになるであろ

うと予言 している。(IIペ テ ロ2：1-2参 照)

パ ウロはテ トスに 「法に服さない者，空論

に走る者，人の心 を惑わす者が多くおり」(テ

トス1：10)と 語 っている。さらにユダは，

神 の教会か ら分かれて 「自分 の不信心な欲の

ままに生活する」者が現われるであろうと書

き記 している。(ユ ダ18-19参 照)

この よう.な分裂は，使徒の死後 も続いた。

歴史家は，第1世 紀にキ リス ト教界に少な く

とも30の 相対立する教派が起こ り，初期の教

会は勝手に 自分たちの信条 を唱 える教派へ と

分裂 して行ったと述べている。 キリス ト教界

に もはや一致が見 られな くなっていた。

この ような初期の時代に起 こった教会には，

次のようなものがある。

ユ ダヤ ・キ リス ト教。キ リス ト教に割礼な

どモーセの時代の儀式 を取 り入れ，ユダヤ人

的に変えていった教派。

千年期教会派。

エンクラティス派。主の晩餐の聖餐 でブ ド

ウ液の代 わりに水を用いた。

エビオン派。

グノーシス派。福音の真理にギ リシャ哲学

を加 えて，福音 を難 しくした。

アル コン派。天国は7つ あ り， それぞれに

君主がいて統治していると信 じていた。 また

天に至高の御母がおられることを信 じ，エレ

ミヤ書7章 と44章 を否定 じた。

コプ ト派。現在でもエジプ トに存続する。

シリア ・キリス ト教。当時の中東における

主要都市であ り， また異教の町のひとつであ

ったダマスカスを中心に広がっていた。

マンダヤ教。水 をふ りかけるバプテスマの

様式が起こってきたことに反対 したバプテス

ト派のひとつ。

マニ教。

十四 日教。

そのほかギ リシャ文化の影響 を受けた数多

くの教 派が起 こった。

第1世 紀末 までには，キ リス ト教界に使徒

や予言者たちは存在 しな くなって しまった。

その上，対立する教派の人々は， もはや使徒

や予言者は必要ない，啓示 も不要であると宣

言す るようになった。また真実の教 えに代わ

って， ギ リシャの学問や哲学が幅 をきかせる

ようになった。このようにして教会の柱 とな

る人々はどこに も存在 しな くなって しまった

のである。

そして現在で も，人々は教会の柱 となる人

人の必要 を認め ようとしない。聖書に神の完

全な言葉が記されていると考えているからで

ある。悲しいことながら，霊の暗黒が世 を覆

っていることがこのことか らも明らかである。

しか し，予言 されていた新 しい日，神がか

つて授けて下 さったすべてのものが更新され

る時が再び この地上に訪れた。使徒パウロは，

世 の初めか ら予言者の口を通 して語 られてき

たすべての ことが末の日に回復 され ると告げ
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ている。(使 徒3：21参 照)

つ まり，キ リス トの教会は地上に回復 され

るように定め られていた。、しか も， そのこと

は教派聞の争いの真 っ最中に起 こる と言われ

ていた。そ してこの教 派間の争 いは，今 日も

なお続いている。

では， この教会の回復はいつ起こったのだ

ろうか。回復 されたキリス トの教会 を他 の教

派と見分けるにはどうすればよいのだろうか。

まことの教会は どのように してわかるのだろ

うか。

まことの教会 を知 りたいと願 うすべての人

人が混乱することのないように，教会 を見分

けるしる しが聖典 にはっき りと述べ られてい

る。その しる しにつ いて少 し考 えてみたい と

思う。

昔， まことの教会の会員は 自分たちをクリ

スチャンとは呼ばなかった。なぜな ら，それ

はキ リス トを憎んだ人々があ ざけ るために用

いた呼び名だか らである。教会 の会貝たちは，

新約聖書の随所(ロ ーマ16：2;1コ リン ト

1：2参 照)に 見 られ るように， 自分 たちを

「聖徒」 と称 していた
。これが まことの教会

を見分けるひ とつの しるしである。すなわち，

教会員は 「聖徒」 と呼ばれるのであ る。

もうひ とつの大切 なしるしは，生ける予言

者に絶 えず啓示が下 されて導かれている とい

うことである。アモスが語 っているように，

主は御 自分の認めた予言者に知 らせ るこ とな

しには，何事 もなされない。(ア モス3：7参

照)し たが って，回復 された神 の教会は，常

にその時代に必要な指示 を天か ら受ける生け

る聖見者，啓示 を受 ける者に よって導かれて

いるのである。

パウロはこのことに関 してエペ ソの人々に，

教会は使徒たちや予 言者たちとい う土台の上

に建てられ，イエス ・キ リス ト御 自身が隅の

か しら石である， と語 っている。(エ ペ ソ2：

19-20参 照)

さ らにパウロは，これ らの使徒や予言者た

ちは私たちが皆完全な者 となるまで教会 にあ
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って絶えるこ とがない と述べている。(エ ペソ

4：11-14参 照;マ タイ5：48を も参照〉

予言者 はまた，教会にあって伝道の業 を導

く人である。すなわち自ら福音を宣べ伝える

と同時に，伝道の業 を行な う人を選 ぶ責任 も

ある。

そのよっな人々はアロンの よっに生け る予

言者を通 して与え られる啓示によって神 より

召 されなければならないと，パウロは言ってい

る。(ヘ ブル5：4;出 エ ジプ ト28：1参 照)

パ ウロ自身もそのようにして召されたのであ

る。(使 徒13：1-3参 照)こ れが神の定めら

れた方法である。

したがって主のまことの教会は，その管理

役員がアロンのように，生け る予言者に与え

られる啓示によって神か ら召 されているかど

っかによって もはっきりと見分けることがで

きる。

これは，主 と主の教会の間の コミュニケー

シ ョンの問題でもある。人々に直接語 りかけ

ないとすれば，主はどのような方法で人々を

導かれるのだろうか。そのようなコ ミュニケ

ー ションは，啓示による。す なわち，この地

上の生け る予言者に定め られた方法でみ ここ

ろが伝 えられ るのである。

これらがまことの教会 を見分ける確か なし

るしである。 しか しそれだけではない。今 日

の教会は現代に誕生 したものでなければなら

ない。少々驚かれたと思 うが，昔の教会 では

な く，現代に起源 を有す る教会でなければな

らないのである。これこそまことの教会 を見

分ける重要 なしるしである。

使徒パウロは，教会はキリス トの再晦の前

に回復 されると予言した。(使 徒3：19-21参

照)

黙示者 ヨハネは， 回復 は神 の裁 きが下 る時

に起こると告 げてい る。(黙 示14：6-7参

照)そ して，それはまさに現代 においてほか

にない。

救い主 も同様の ことを言われた。つ まり，

まず福音が国々に対する警告 として全世 界に



宣べ伝 えられ，それか ら世の終 わりが来ると

述べている。(マ タイ24：14参 照)そ れは明ら

かに現代の ことである。

まことの教会の もうひ とつの大切 なしるし

は，昔 もそうであったように，聖書以外に新

しく聖典が加 えられるということである。

聖書は，モーセを初め とする古代の予言者

たちが記 した書，さらにその時代時代に応 じ

て召された新 しい予言者たちが編さんしたもの

であ る。こうして聖典 は時代 と共に増えてゆ

くのである。これ もまた主の定めである。

同 じことは新約聖書にも言える。私たちは

福音書を初 め，他の 多くの書を含んだ新約聖

書をいただいている。主はその方法 を変 えた

りはなさらない。

主がいつの時代に も変わ らない御方であれ

ば，今 日のまことの教会 でも聖書のほかに新

しい聖典が加 えられ るはずである。

ほかにもまことの教会 を表わすしるしはい.

ろいろある。 したが って， とて もこの短い期

間で言い尽 くす ことはできない。しか しただ

ひとつ の点だけ を見て， まことの教会を見分

けるこ とは決 してできない。しるしはすべ て，

使徒パ ウロが コリン ト人に語 ったように，堅

く結び合っているはずだからである。(1コ リ

ント1：10参 照)

神 の教会 には， これらの しるしがすべて具

わっていなければな らない。これらのしるし

が少 しでも欠けていれば， どこかほかを捜 し

た方がよい。

私たち末 日聖徒は，主の聖な る教会は聖典

に記されているよりにこの地上に回復 された

ことを証する。この教会は現代に建てら.れた

ものである。そ して新 しい啓示 と聖典 もいた

だいている。 またこの教会は昔 と同 じように

生ける使徒 と予言者 を土台 とし， イエス ・キ

リス ト御 自身を隅のか しら石 とする教会であ.

る。

この教会 には神の教会の しるしのすべてが'

具 わっている。だれで も注意 して見 るならば，

必ずその しるしが見分 けられるはずである。

先程生命 と希望 と喜びが よみがえる春の季

節について述べたが，春 と言えば，全能の神

が何世紀 もの間閉ざしていた封印を切 って，

み姿 を現わされたの も，1820年 の よ く晴れわ

たった春の 日であった。

神はニ ュー ヨー ク州 を訪れ，純粋で汚れな

く， しか も春の ように前途有望な若者を現代

の予言者 として召された。

この少年 は現代における神の代弁者となっ

た。ペテロが予言したよっに，万物は彼によ

って回復 された。その少年はだれだろうか。

現代の聖見者，啓示 を受け る者， ジョセブ ・

ス ミス ・ジュニアである。 ジョセブ ・スミス

は救い主の指示に従 って謙遜に， しかも完全

にその業 を成 し遂げたのである。

主人はキ リス トであり， ジョセブはその僕

であった。キ リス'トは私たちが再臨 を待ち望

んでいる贈い主，救 い主である。そしてジョ

セブは，キ・リス トの前に道 を備えるよう遣わ

された使いである。

そして今 また，私 たちは この新 しい春の季

節に神が送って下 さった世 界で最 も意義ある

大会 を開いている。それは，必ず夏に向けて

見事な霊性の花を咲かせ ることだろう。

天が堅 く閉 ざされていた，天の導 きのない

冷 た く暗い冬か ら， キリス トがこの地上に真

理 と教会 をもた らして下 さった新 しい啓示の

春が訪れたのである。

まばゆいばか りの天の光が射 し，新 たな夜

明けが訪れた。それは希望 と真理の 日の始 ま

りであ り，やがてそれは福千年の時代へ と続

いて， さらに神の王国における永遠の生命へ

と通 じるのである。

そ して現代の予言者たちが今， このタバナ

クルから語っている。偉大な予言者スペンサ

ー ・W・ キンボール大管長は今朝
，1979年 に

必要な神のメッセージを伝えて下 さった。大

管長は神の代表者であり，代弁者である。副

管長たちもそうであ る。そして十二使徒たち

も今の世に主 イエス ・キ リス トの使徒 として

召された尊い人々であ.る。
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神の予言者，主 イエス ・キ リス トの使徒 た

ちは再びこの地上 で召され，務め を果たして

いる。今ここに私 たち と共に集っている，皆

さんの前に座わっているそのような人々であ

る。私たちは声 をひとつに して，主が生 きて

おられることを証 し， しか もこの証が真実で

あることを皆さんに断言する。

神は決 して遠 い存在の御方ではない。聖 き

みた まと共に私たちの中におられるのである。

救い主 も決 して架空の御方ではな く，実 に生

きて まします。救い主が聖任された， この地

上の代表者 である使徒や予言者 たち と共にお

られ るのである。

願わ くは，私 たちが よく耳を澄ましてこれ

らの霊感 された指導者の言葉 に聞き従えるよ

うに。その教えを受け入れ る謙遜 さを持 てる

よつに。

また救い主の招 きに応 じて救 い主について

さらに深 く学び，聖徒たちを整 え，奉仕の業

を行ない，キ リス トの体をたてさせ るために，

主が今 日召 して下 さった義 しい人々に従って

それ を実践 してゆ くことが できるように祈 っ

ている。

これ らの ことを心からへ りくだり，主イエ

ス ・キ リス トの聖 なるみ名によって申し上 げ

る。アーメン。

大会の開場を待つ聖徒たち
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霊性を培う

信仰 と従順さを持ち，強さ'を求め， 自分の態度を改め，望みを増 しながら一歩ず

つ前進するならば，やがて霊的成長を遂 げている 自分に気づく時が来るであろう

十二使徒評議員会会員

ハワー ド ・W・ ハ ンター

か つてウィルフォー ド'ウ ・ ドラフ焔 長
は，ある素晴 らしい経験について語った。

きょう，私はそのことにつ いてお話 したい と

思 う。 ウッ ドラフ大管長がその出来事 を初め

て公の場で述べ たのは，1880年10月 の総大会

のことである。それか ら16年 後に，その出来

事 をウッドラフ大管長はウェバー ・ステーキ部

大会でさらに詳 しく述べ，それは 「デゼレ ト・

ウィー クリー」紙 にも掲載された。1880年 の

大会で，ウ ッドラフ大管長は，予言者ジ ョセ

ブ ・ス ミスの死後，何度 も夢の中で予言者 と

語 り合 ったことについて述べた。また，ブ リ

ガム ・ヤ ング大管長 とも夢の中で話 をしたこ

とを述べた。これは，その時の話 である。

「私 は大会へ出席するために道を急いでい

た。すると，私の馬車のす ぐ前 を，ブ リガム

兄弟 とヒーバー兄弟の乗った馬車が走ってい

た。ふた りは， とても神々 しい衣服 をまとっ

ていた。私は大会の会場に着 いた ところで，

ヤング大管長に，私たちに説教 をして くれ る

のか どうか尋ねた。す るとヤング大管長は こ

う答えた。『いいえ，私が この民に証 を述べ る

のは肉体 を持 っていた期間だけで，今は もう

その時 も過 ぎ去 りました。私がこうして来た

のは， あなたに会 うためです。あなたを見守

るためにこ うして来たのです。この民が何 を

しているか を見に来たのです。そこであなた

にお願 いしたいのですが，'どうかこの民に精

一杯努 力し
，聖きみたまを得 られるような生

活をするように教 えて下 さい。そ して，あな

た自身が まずその勧告に従 うようにして下さ

い。この聖 きみたまなしには，王国を築 くこ

とはで きないか らです。神のみた まを受けな

ければ，暗闇を歩 く危険があります。神の教

会， また神の王国の使徒 として，長老 として

の召 しを全 うできない危険性があります。そ

して彼は， ジョセブ兄弟が私にこの原則を教 .

えて くれたと言った。』」(∫o曜 鰯1げD∫s・

60%駕 邸 「説教集」21：318)

ウ ッ ドラフ大管長はさらに話を続けた。ウ

ェバー ・ステー キ部 大会 で語 った もので，

きょう，特に私がお話 したいことである。「こ

の教会 の会員は皆，みたまを得 るように努め

る必要がある。私たちの周囲には，神 と，神

の王国を築 こうとするすべての努 力に対 して

闘いを挑む悪霊が群が っている。私たちが そ

れらの影響 力に打ち勝つためには，聖 きみた

まが必要である。」(Dお6纏 脆 盈砂 「デゼレ

ト・ウィー クリー」1896年11月7日 ，p.643)

ウ ッ ドラフ大管長はさらに説教 を続け， 自

分の伝道経験について述べた。「カー トラン ド

で背教があった時，……神のみたまが私に告

げた。『あなたは同僚 を選んで，す ぐにフォッ

クス諸島へ向かいなさい。』私はフォックス諸

島については， コロブ同然まったく知 らなか

った。 しか し主の命令 なので私は.出かけた。

同僚にジ ョナサ ン ・H・ ヘ イル兄弟を選び，

彼 と一緒にフォックス諸島に向かった。そし
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＼

て私は，神の祝福によって聖徒 たちが ミズー

リか らイリノイへ追 われた時期に， その地か

ら100名 近 くの人をシオンへ連れ帰 ったので

ある。

このような経験は私の生涯 にしば しば起こ

った。私が何かをする計画を立てていて も，主

が別のことを私にさせ たいと思われたら，主

は必ずそのことを私に告げ知 らせて下さった。

私たちが英国へ送 られた時 も，啓示によって

送 られた。私はアルフレッ ド・コー ドン兄弟

と一緒にスタフ ォー ドシャーの陶器工場 を訪.

れ， そこでほとんど毎晩のようにバプテスマ

を施 した。まさにめ ざましい成功 を収めてい

た。 これは今 までの中で最高の伝道 だったと

思 う。ある晩，私はハ ンレーの町に行って広

いホールで開かれた集会に出席 した。集会場

はあふれんばか りの人々で一杯であった。 そ

の時，主のみたまが私に臨んで，これ まで何

日か集会を開いて きたが， これがここでの最：

後の集会になると告 げられた。 そこで私 は人

人に向かって， これが皆 さん と会 う最後の集

会になるだろうと語 った。会が終わって，人

人は私に どこに行 くのか と尋ねた。私はわか

らないと返事 をした。翌朝，私は主のみここ

ろを伺った。する と主 はただ，『南に行きなさ

い』 と言われた。私は乗合い馬車に乗 り，南

へ130キ ロほど下 った。そして ピアフォー ド

シャーのジョン ・ベ ンボー家に初めて立 ち寄

った。家に入って30分 もたたないうちに，主

がなぜ私 をその地に送られたのか，そのわけ

をはっきりと知 ることがで.きた。そ こにいた

人々は，古代の宗教形態が知 りた くて祈 って

いたのである。彼らはキ リス トや使徒 たちが

教えた福音 を待ち望んでいた。結果は明 らか

であった。私はそこに着いてか ら約1カ 月間

で600名 の 人々にバプテスマ を施 した。 この

土地で働いた8カ 月間に，通算1，800名 の 人

人を教会に導 くことができた。なぜであろ う

か。福音 を受け入れる備えのできた人々がい

た上に， さらに主がその地 でみ業 を推 し進め

るように私 を送っで下 さったためである。私
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は， これまで私の身に起 きた良いことはすべ'

て神に栄光を帰 さなければな らない と思って

いる。私はそ れがだれの力に よって成 し得 た

ものかをよく知っているか らである。」(同 上

P.643)

そ してウッドラフ大管長はこう結んでいる。

「私がこれらのことを述べたのは
，皆さんに

同 じみたまを得 ていただきたいか らである。

外地にいようが国内にいようが，イスラエル

の長老たちは皆，このみたまが必要である。……

これは，神の 目的 をこの地上 で成就 させ る

ために私 たちが持たなければな らないみたま

である。私たちには他の どの賜にもまして必

要な ものである。敵のただ中にいる時も，暗

闇 と誘惑 のただ中にいる時も，私たちには神

のみたまの導きが必要である。この慰め主 を

いただくまで，主に祈 る必要がある。私たち

がバ プテスマを受けた時に約束されたのはこ

のこ とである。それは光明と真理 と啓示のみ

たまであって，私たちが皆同時に受 けること

ができるみたまである。」(同 上p.643)

霊 性 を高め，神の至高の力に自分の波長 を

合わせ ることは容易ではない。 それには時間

を要 し， しばしば苦闘することもある。 しか

もそれは決して偶然に得られるものではない。

たゆみない努力 と，神へ の祈 り，神の戒め を

守 るこ とによってのみ到達 し得 るものである。

使徒パウロは人生の大半 を，福音 を教 え，

世界各地に広がる教会の聖徒 たちの霊性 を培

うことに費や した。そして度々， スポーツや

試合や競技の用語を用いて教 えた。聖徒が戒

め を守 るのは運動競技に勝つのに似てお り，

訓練，努力，規則の遵守， 自己鍛練，勝利 を

得 ようとす る意欲など，運動競 技に共通 した

ものがあると言っている。このことをコ リン

ト人に宛てた手紙の中で，次の ように記 して

いる。「御存 じのように，スポーツで走者全員

が走って も賞を得るのはただひ とりである。

彼 らの ように，勝利 を目指 して走 りなさい。

運動選手はみな厳 しい訓練 をする。彼らは朽

ちる冠 を得 るためにそ うするのだが，私たち



の冠は永遠に朽 ちない。私事 を言えば， 自分

は眼前にはっきりした目標 を持 って走ってい

る。」(1コ リン ト9：24-26参 照)

またこれと同 じような ことを友人であ り，

伝道 の同僚で もあるテモテに語っている。

「わた しは戦 いをりっぱに戦いぬ き，走る

べ き行程 を走 りつ くし，信仰 を守 りとお した。

今や，義の冠がわたしを待 ってい るばか り

である。かの 日には，公平な審判者である主

が， それを授けて下 さるであろう。わたしば

か りではな く，主の出現.を心から待ち望んで

いたすべ ての人にも授けて下 さるであろう.。」.

(IIテ モ テ4：7-8)

パ ウ ロは運動競技から古代の極 限状態 とも

言 うべ き，血で血 を洗 う壮烈な戦 いに論題を

転 じ，その戦いについてこう記 している。

「悪魔の策略に対抗 して立 ちうるために
，

神の武具 で身 を固めなさい。

わたしたちの戦 いは，血肉に対す るもので

はな く， もろもろの支配 と，権威 と，やみの

世の主権者， また天上 にいる悪の霊に対する

戦いである。

それだか ら，.悪 しき日にあたって，よ く抵.

抗 し，完全に勝ち抜いて，堅 く立ちうるため

に，神の武具 を身につけなさい。

すなわち，立って真理の帯 を腰に しめ，正

i義の胸当を胸につけ，

平和の福音の備 えを足にはき，その上 に，

信仰のたてを手に取 りなさい。それ をもって，

悪 しき者の放つ火の矢を消すことが できるで

あろう。

また，救のかぶ とをかぶ り，御霊の剣，す

なわち，神の言 を取 りなさい。.'

絶 えず祈 と願いをし， どんな時でも御霊に

よって祈 り，そのために 目をさましてうむこ

とが なく，すべての聖徒 のために祈 りつづけ

な.さい。」(エ ペ ソ6：11-18)

予 言者 ジョセブ ・ス ミスは運動競技や戦争

の用語 を用いなかったが，進歩の要 因として

時間をかけ ることや，忍耐すべ きこ とのほか

に，霊的になることの必要性.を説いた。予言

老 ジョセブ・ス ミスはこう語 っている。「私た

ちは，神が人間を教育するに値する者 として，

また天から人間に告げられた光に従順かつ勤勉

に従 うその度合に応 じ，能力を高めることの

できる存在として創造 したもうた と考 える。

また，人間は完成に近つけば近づ くほど視野

が開け，喜びは大 きくなる。そしてついには

悪に打ち勝ち，あ らゆる罪への思いを断ち切

るようになる。そして，古えの人 と同 じよう

に，その信仰は高 まり，創造主の力 と栄光に

包 まれて共に住む ことのできる状態 となる。

しか しこの状態は，人が一朝一夕で達す るこ

との.できないものである。」(伍s如 ηqμ 舵

C伽 ア枕 「教会歴史」2：8)

私 た ちが霊性 を身につけ ようと努める時に

突 きあたる困難のひ とつは， なすべ きことは

多 くあるのに，自分はとてもそこまで達 して

いない と考えることである。確かに，私たち

は容易に完全な状態にはなれない。 しか.し私

たちは 自分の力で今自分が立っている所から

スター トして，神に関する事柄 を追い求める

こ とによって得 られる幸福 を捜すことはでき

る。次の勧告 をもう一度思い出していただき

たい。

「この故に善を為すに うむことなかれ
。こ

れ汝 ら今偉大 なる一事業の基礎 を置きつつあ

ればな り。それ，小なる事 より偉大 なる事起

る。

見よ，主は真心 と喜びて事に従 う精神 とを

求む。喜 びて従順 に従 う者たちは， この末の

世 に於てシオンの地の善 きもの を食わん。」

(教義 と聖約64：33-34)

主 が 「喜びて従順に従 う者たちは， この末

の世に於 てシオンの地の善 きもの を食わん」

と約束 して下 さったこの 言葉 は，私 たちに

とっていっ も励み となった。私たちはだれで

も 「喜びて従順に従 う」 ことはできる。 もし

も主が，完全な者のみが この末の世 に於てシ

オンの地の善 きものを食わん と言われたとし

たら私たちの中にはがっか りしてあきらめて

しまう人 も出たか もしれない。
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予言者ジョセブはこう述べ てい る。「幸福を

得ることが私たちの存在する目的であ り目標

である。 もし幸福につなが る道 を歩むな ら，

そこに到達 できることだ ろう。その道は，徳，

高潔，忠実，清いこと，そ して神のあらゆる

戒め を守 ることであ る。」(H競oηqμ 舵

C伽2肋 「教会歴史」5：134-135)

始 め る場所はここであ り，始める時は今で

ある。一度に一歩ずつでよいか ら前進 しよう。

私たちに幸福 を得 させ る計画 を立てて下 さっ

た神 は，幼な子のような私たちを導 いて下 さ

るからである。その ような過程 を経て，私た

ちは完全に近づ くのである。

私たちの中には，だれひとりとして，完全

な人，すなわちこの世で達成 し得る霊的成長

の頂点 を極めた人はいない。あらゆる人に霊

的成長は可能 であ り， またそれが必要である。

イエス ・キ リス トの福音 は永遠にその成長 を

続けてい くための神の計画である。それは倫

理以上の ものである。 また，理想的な杜会秩

序以上の ものである。 自己改善 と決断を促す

よい考えといった類 のもので もない。 この福

音は神権によって支えられ，聖 きみたまによ

って導かれている主イエス ・キ リス トの救い

を得 させ る力であ る。主イ.エス ・キ リス トを

信 じる信仰 と福音に対する従順 さを持 ち，強

さを求め， 自分の態度 を改め，.望みを増 しな

が ら一歩ずつ前進するな らば，やがて私たち

は良 き羊飼いの群れの中に自分を見いだすこ

とであろう。それには自制 と訓練，努力 と勇

気が必要である。 しかし，使徒パ ウロが言 う

ように，私たちは 「わたしを強 くして下 さる

かたによって何事で もす るこ とがで きる。」

(ピ リピ4：13)の で ある。

近代の啓示はこう約束している。「人を善行

に導 く 『みたま』に信頼せ よ。然 り，公平な

る行い，へ りくだるこ と，義 しき裁 き， これ

わが 『みたま』な り。

誠にまことにわれ汝に告 ぐ，われわが 『み

たま』を汝に与えん。わが 『みたま』』は汝の

心に悟 りを与 え，而 も汝に悦びを充 さん。

36

而 して，その時汝知るを得ん。すなわち汝こ

れによ りて義 しきことに関す ること，すなわ

ち汝がわれよ り受 くべ しと信 じて信仰に より

てわれに願 う何事 もすべてを知 るを得べ し。」

(教 義 と聖約11：12-14)

私 た ちがこの勧告に従ってその ように努力

し，生活 して神のみたまを得 ることがで きる

ように， イエ ス ・キリス トのみ名によ りへ り

くだってお祈 り申し上げる。アー メン。

大会の説教に聴 き入る人々



王国の家族の受け継ぎ

神の王国の一員 としてふさ'わしいことを行なうならば，だれでも王国の家族

の一員になることがてさる

七 十 人 第 一 定 員会 会 員

ロイ デ ン ・G∵ デ'リ ッ ク

聖 書を信 じている人々は・古代アメリカの
予 言者モロナイの訪れ を受けた とい う予

言者ジョセブ・ス ミスの言葉 を，容易 に受 け入

れることができるはずである。 それは，1823

年9月21日 ，ニ ュー ヨー ク州マ ンチェスター

で，起 きたことである。ジョセブ ・ス ミスは

その時の模様を次のように述べている。

「か ように私が神 を呼び求めている間に
，

私は室内に一種の光が現われるのをみつけた。

その光は次第に明 るさを増 して，ついには室

中真昼 よりも明る くなった。その途端に一 人

のお方が空 中に立って私の寝台の側に現われ

た。それは，そのお方の両 足が床か ら離れて

居たか らである。

このお方 は世 にも妙 なる白色のゆ った りと

した衣 を着 て居 りた もうた。……このお方の
あら

手も腕 も露わであって，衣の袖は手首の少 し
あら

上 まで， またその足 も露わであ って衣の裾は

足首の少 し上 までしかなかった。その頭 も首
あら

も露わであって……

この衣が世に も白かったのみならず， また

このお方の全身は筆に も口に も絶 した輝きに

充ち，御顔は誠にいなづ まのように輝いてい

た。室内は非常 に明るかったが， このお方の

体のす ぐ周 りは特別によ く光 り輝いていた。

私が始めてこのお方 を仰 ぎ見た時は恐れを感

じたが，す ぐにその恐れは去った。」(ジ ョセ

ブ ・スミス2：30-32)'

この あとモロナイは， 自分が14世 紀前に地

中に埋めた貴重な記録のことをジョセブ ・.ス

ミスに告げた。そして，マ ラキ書の言葉 を少

し変 えて次のように述べた。

「見よ
，主の大いなるおそるべ き日の来る

前に，予言者エ ライジャの手によりて，われ

神権 を汝に顕 さん。

彼は先祖になされ し約束を子 らの心に植え，

子 らの心 にその先祖 を思わしめん。 もし然 ら

ずば，主の来る時，全地はことごとく荒れ廃

れん。」(ジ ョセブ ・ス ミス2：38-39)

この重要な宣言の重み を， どのようにすれ

ば人々に強調 して伝 えることができるだろっ

か。この言葉を軽々しく聞き流 してはな らな

い。これは，私 たちの肩に神聖な責任 を負わ

せ る言葉だか らである。

1836年4月3日 ， ジョセブ ・ス ミスとオ リ

ヴァ ・カウ ドリは， カー トラン ド神殿で最 も

栄 えある示現 を受けた。復活された主が 目の

前に姿 を現わ されたのである。その光景 を描

写 したジョセブ ・ス ミスの言葉は，教会の聖

典 中最 も尊い聖 句のひとつである。(教 義 と聖

約110：2-3参 照)そ れか らモーセが現われ，

ふたりにイスラエルの集合の鍵 を渡 した。続

いてエライヤ スが現われ，福音の神権時代の

鍵 を渡 し，最後に予言者エライジャがこう告

げた。

「見よ，ここに於て正 にその時は全 く至れ
かつ

るな り。そは嘗てマ ラキの口に.よりて言われ

しことに して，すなわち主の大いなるおそる
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べ き日の来 らん前に，.彼(エ ライジャ)遣 わ

さるべ し。

すなわちエライジャは来 りて先祖の心に子

らを思わせ，子 らの心に先祖 を思わせ ん，然
のろ

らずば，全地は咀 いをもて打 たるべ し」(教 義

と聖約110：14-15)

実 際 に古代の予言者たちが現われ，この末

日に救いの業 を成就するために必要な鍵 を回

復 したことは，何 とい う栄 えあ る出来事であ

ろつか。

それ以来今 日まで，聖徒 たちは状況の許す

限り，いや，た とえどのような困難な状況下

にあっても，神殿 を建 て， 自分の救い と先祖

の救いに必要な儀式 を行なって きたのである。

これが，エライジャとマ ラキの語 った子 らの

心を先祖に向けることである。

私たちは， この世 を去ったすべての人々の

ために儀式を施す責任 を主か ら託 されている。・

現在はプライバシーの問題上，調べ る当人の

家系以外は，95年 前 より昔 に死んだ人々に し

か神殿の儀式 を行なっていない。

紀元1900年 以前の死亡者について，氏名や

必要な情報が記録 として保存 されているのは

60億 人 と推定 される。しか も， その大半は紀

元1200年 か ら1900年 の間の生存者である。そ

の っちおよそ10億 人の記録 はすでにマ イクロ

フィルムに収められ，5，700万 人は神殿 の儀

式を完了している。そして今では25億 人の個

人の記録 を入手す ることが可能 になってお り，

今後，他の国々の門戸が開かれれば， さらに

25億 人の記録が入手できる と見込 まれている。

現在，毎年1億 人の名前がマイクロフィルム

に撮影 され，教会の保管庫に納め られている。

これ らの記録の価値 と，それが いずれ消滅 し

てゆ くことを考 えれば，これは，教会だけで

な く，全世界にとっても大事業である。

教会は，神殿におけ る代理 の儀 式を行 なう

ための人名の調査を，長年主 として家族 と個

人の系図探求に頼って きた。 しか し，それは

自分に近い先祖 を除いてなかなかはか どらず，

非能率的である。例 えば，J・ トーマス ・フ
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アイアンズ長老の最近の発表によれば，彼に

は 自分 と同 じ2代 目曽祖父を持つ またいとこ

の子が348人 もいるという。(「聖徒の道」1979

年2月 号，p.40参 照)も しその人々が各 自で

同一人について調査 をする となると，途方 も

ない無駄が生 じることになる。

私.たちは， これまで熱心 に自分の先祖 を探

求 してこられたすべての方 々に賛辞 を呈 した

い と思 う。皆 さんの努力，皆さんの信仰 と勤

勉さが， この業 を推進する堅固な基礎 を築 い

たのである。お陰で教会本部の置かれている

この市は，世界の系図の中心地 として世 に知

れわたるようになった。皆 さんが築 いて下 さ

った評判のお陰で，あるいはこれな しには閉

ざされたままであったか もしれない，この業

の門戸が開かれたのである。

私たちがこの先 も個人の探求だけに頼ると

すれば，なすべ き神殿活動が十分に達成でき

ない恐れがある。近年はコンピュー ター時代

といわれ，新 しい技術の発展には 目を見張 る

ものがあ る。今すでに，主が与 えて下さった

この素晴 らしい機械技術を利用すべ き時が来

ているように思 う。

昨年，教会では人名抄 出プログラムが開始

された。神殿で儀式 を施せ るように，教会に

保管されているマイクロフィルムか ら， ステ

ーキ部 ごとに死者の名前を抄 出するプログラ

ムである。このプログラムは順調 に進んでい

る。技術が向上すれば，経費や労力 を削減 し

ながち，さらによい実績 をあげ ることが可能

である。

主が予言者を通 じて私たちに与 えられたこ

の責任 を果たす上で，今 自分たちは何 をなす

べ きか という質問が教会員か ら寄せ られてい

る。それに対す る私たちの答えは次の通 りで

ある。

1.4代 家族の記録 と系図表 を完成 させ る。

その記録 を自分の兄弟や姉妹 の記録 と照合

し，正確 を期すこと。その後，その系図記

録の一番上 に兄弟姉妹の名前を列記 し，代

表者がシー トを1組 だけ系図部に送 る。期 、



問は1979年7月1日 から1981年7月1日 ま

でである。(注 ：日本では，神殿の儀 式を施

すための4代 家族の記録プログラム を実施

しているので，この期間に制限されない。)

2.定 期 的に神 殿の儀式 を受ける。

3.依 頼 された時に，ステー キ部の人名抄出

プ ログラムに参加する。

さらに，これ までにな く強調 されているこ

とがある。すなわち，

4.個 人と家族の歴史を書 くことである。

テレビ番組 「ルーツ」，そして最近放映され

た 「ルー ツ， その2」 によって個 人や家族の

歴史に関心が高 まり，そ.のブームは今後も続

くであろうと専門家は見ている。先 日もある

主要テレビのネッ トワークでそのこ とが取 り

上げられ，教会の協力により個人 と家族の歴

史に関す る ドキュメンタリー番組が制作され

た。1980年 の世界記録会議では個人 と家族の

歴史の書き方が中心 テーマになる予定であり，

この会議 は教会内外を問わず大勢の人々が，

記録の作成方法につ いて世界各地の専門家か

ら学ぶ場 となるであろう。

皆 さんは自分が王国の家族に属 しているこ

とを考えたことがおありだろうか。この家族 ・

には，入に栄誉 を授 ける権威 を持った者か ら

受けた権能がある。あなたの家庭にはそ のよ

うな栄誉を受けている人がいる。使徒ペテロ

は当時の聖徒たちを指 して，「あなたがたは，

選ばれた種族，王国の神権者，聖なる国民，特

異な民である。」(1ペ テ ロ2：9欽 定訳 より

和訳)と 語 った。皆さんの家庭 には，王国の

神権者はいないだろうか。

王国の家族 とは，その一人一人が正直，誠

実，純潔であって，慈悲 と徳 を持 ち，節制，

忍耐，寛大，謙遜，勤勉で，知識があ り，律

法を守 る人である。主は， 「されど， われ は

汝らの小児たちを光明 と真理の中に導き来れ

と汝 らに命 じた り」(教 義 と聖約93：40)， そ

して 「その子供たちに祈 るこ とと，主の前に

正 し く歩むこととを教えざるべからず」(教 義

と聖約68：28)と 言 われた。またさらに 「汝

.ら最 も善 き書 より智恵ある言葉 を探 し求めよ。

また正 に研究 と信仰 とによりて学問を求むべ

し」(教 義 と聖約88：118)と も言われた。

王国の家族 とは， よく訓練 された両親 と，

自分の欲望 を抑 えることのできる子供たちの

いる家族である。主は， そのような人々に対

してこう約束 しておられる。「およそこれらの

言葉 を憶えて守 り且つ行 い， この誠命に従 っ

て歩むすべ ての聖徒 らは……智恵と知識の大

いなる宝 まことに秘れたる宝 を見出 さん。」

(教義 と聖約89：18-19)

王 国の家族 とは，模範的な家族である。彼

らは他の家族が見習 うべ き模範である。救 い

主は教 えに従 っ忠実な人々に対 して こっ言わ

れた。

「あなたがたは，世の光である。山の上 に

ある町は隠れることができない。

また， あか りをつけて， それ を枡の下にお

く者はいない。むしろ燭台の上において，家

の中のすべての もの を照させるのである。

そのよ うに，あなたがたの光 を人々の前に

輝か し，そ して，人々があなたがたのよいお

こないを見て，天にいます あなたが たの父 を

あがめるようにしなさい。」(マ タイ5：14-

16)

王 国の家族 は，受け継 ぎを持つ家族である。

多 くの教会貝の家族には開拓者の伝統があり，

また誇 りを感 じて然 るべ き何 らかの伝統があ

る。私たちの社会でこの伝統 を保持 してゆく

最良の方法は，家族の歴史を記す ことである。

家族 の歴史は子々孫々にわた り，最新の状態

にしておかなければな らない。さらに，家族

はそれぞれ 日記をつけ， それに よって個人の

歴史 を書 くことができる。キンボール大管長

も日記をつけ， それをもとに自叙伝 を書 き，

教会の文献に貴重な貢献 をされている。

個人の摩史は，先祖の人柄や徳 を子孫に伝

える家宝である。その先祖はその家系の人々

に とって，ダビデやサムソン，モーセ，アブ

ラハムの ような影響 力を持つ人である。 この

よ うな家族 と個人の歴史を書 くことは次第に
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一般化 し
，世 界中でます ます数多 くの人々が

これに関心を寄せるようになってきている。

しかし，私たち教会員にどっては，これは神

聖な責任である。子 らの心は今確かに先祖 に

.向けられているからである。

王国の家族 とは，必ず しも世 界の国々を統

治する政 治上 の王国ではない。あなた もこの

王国の家族の一員に加わるこ とができる。 ま

だこれを始めていなければ，今す ぐ始めるべ

きである。そして子孫が神の王国で忠誠を示

す数々の原則に忠実になれるように備 えるの

である。自己訓練はあなたや家族の人生 を豊

かな もの とす る。この豊かさを家族の中に築

き，絶やすことな く子孫に伝 え，私たちが真

実の意味で選ばれた民，王国の神権者，神の

王国のひとつの家族 となるように，そ して主

の再臨の時に全地が荒れすたれることのない

ように祈 っている。イエス ・キ リス トのみ名

により申し上げる。アーメン。

談 笑 す る十 二 使 徒 評 議 員会 会 員 の ブ ル ー ス ・R・ マ ッコ ンキ ー， マ ー ク ・E・ ピー タ

ーセ ン， リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ の 各長 老
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キ リス トの模範 に従 う

主は，私たちに自己の可能性を信 し，主に祝福を求め，犠牲を払い，奇跡を

願い，そしてそれらを謙遜 に受 けるよう望んでおられる

七 十 人第 一 定 員 会 会 員

ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア

き よ う・ こ の よ う に し て 主 イ ェ ス'キ リス
トのみ名によって，皆 さんに歓迎の言葉

を述べ られることは大 きな名誉であ り，特権

である。創造のみ業は，私たちすべてに何 ら

かの影響 を与 えてい る。また腰いの業は，か

つてこの地上に生 を受 けた人々だけでな く，

これから生 まれて くるすべての人々に及ぶ も

のである。

主はすべ ての点で実 りあ るこの世の生涯 を

過ごされた唯一の御方である。私たちと同 じ

ようにあらゆる誘惑 を受けなが らも，まった

く罪のない生活 を送られた御方である。(ヘ ブ

ル4：15参 照 〉そ して主は私たちが罪 と死に

勝利 を収あ ることがで きるようして下さった

のである。

私 たちは皆， キリス トに従って勝利 を得 る

ように期待 されている。そこで大切 なのは，

キリス トが使命 をどのように果 たされたか を

誠心誠意知 り， その模範に従 うように努 力す

るこ とである。言 うまで もな く，私 たちは主

とまった く同 じことはで きない。それは，主

の使命 と目的が私たちのそれ とは異なってい

るためである。主1ま救 い主であ り，私たちは

救 われる者である。主が神 と人との間の仲保

者であるのに対 して，私たちは仲立 ちを依頼

する立場にある。また，主は贈い主であり，

私 たちは贈いを受ける者である。主 と私たち

との違いを書き出す としたら，おそらく数限

りないこ とだろう。救 い主がモーセに与えら

れた言葉の中に，地上 における主御 自身の使

命が要約されている。「見よ，これわが業に し

てわが栄光，すなわち人に不死不滅 と永遠の

生命 とをもた らすな り。」・(モーセ1：39)こ

の使命の中で，不死不滅についてはすでに達

成 されている。すなわち，復活は現実のこと

となってお り，全人類1まいつかこれを受ける

ことがで きるか らである。

さらに私 たちには，人々に永遠の生命をも

たらす主の助け手 となることが許 されている。

いやむしろ，その ように勧められ，命 じられ

ているのである。言 うまでもなく，人に永遠

の生命をもたらす ことは主に与えられている

もうひ とつの偉大な使命である。主は自分 を

信 じる者は自分の行なっている業 をす るだけで

な く，もっと大 きな業をするであろうと約束 し

てお られ る。(ヨ ハネ14：12参 照)聖 典一を読む

人々はこの言葉に驚嘆する。この言葉 はいつ

までも私たちの耳に警鐘 となって響 く約束で

ある。

聖典 を調べてみると，キ リス トの生涯は私

たちに幾つかの成功の秘訣を教 えているよう

に思 われる。私 自身 もまだ主が行なわれ，教

えられたことのすべての意味 を理解 している

訳ではないが， これ まで研究 して きてわかっ

た5つ の基本原則をここで御紹介 したいと思

う。

1.自 分にもできる と信 じる。これが まず第

一に考 えるべ き大切 な.原則である。信 じる者
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には，すべてのことが可能にな る。(マ ルコ9

：23参照)確 かに私 たちは何か を得 ようと望

む前にまず信 じなくてはなあ ない。そうすれ

ば神 は私 たちの望 み に応えて下 さるのであ

る。(ア ルマ29：4参 照)望 みが強 ければ，

必ず実現できるであろう。 自分 自身を信 じる

こともこの原則に含まれる。立派な成果を上

げるのに， 自尊心ほど大切 なものはない。 自

尊心は， うぬぼれではない。 うぬぼれは， こ

の世の中で最 も悲 しむべ き病気 である。だれ

でも自尊心のない人間は，病気 にかか ってし.

ま う。自分 自身に対 して良 い思 いを抱 くこ と

は非常に大切である。そして人は自己の可能

性 を切 り開いて進んでいる時でなければ， 自

分に対 して良い思いを抱けない と私は信 じて

いる。さらに戒め を守 り，神の ものは神に帰

する思いがない限 り，精神的あるいは肉体的

な健康を得ることはできないと信 じている。

か と言って，従順であれば， 自分の行 ないす

べてに満足のゆ く行動がとれるか というと，そ

うでもないのである。私 自身も十分に満足の

ゆ く行動が とれたことはほ とん どない。確か

に，仕事の上の業績 を上げることはできる。

しかし，それ とても完全な満足感ではない。そ

れでも主の側に立ち，基本的な主の戒めを守るな

らば， 自分 自身に対 して良い思いを抱き， 自

分自身を神の子 として尊重す ることができる

ようになる。つ まり，自分の心の中に積極 的

な姿勢 を見いだすことがで きるようになるの

である。

ではどの ように積極的に振 る舞えばよいの

だろうか。答えは簡単である。あなたの言葉

の中か らすべ ての否定的な意味 を持つ言葉や

語句を捨て去ることである。人は，「その心に

思うそのままであるか らだ。」(箴 言23：7欽

定訳よ り和訳)ま た，否定的な話をしないこ

とである。そ してゴ悲観主義者ではな く，楽

観主義者になるのである。楽観主義者 と悲観

主義者の間には，大 きな違いがある。前者は，

積極的で信 じやすい人であるのに対 して，後

者は否定的で疑 い深 い人である。皆 さんも御
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存 じのよ うに，楽観主義者 とは靴が破れた ら

素足で歩けばよい と考 える..ような人である。

ところが悲観主義者は言 う。「見るまでは信 じ

ない」 と。.

危機に直面 した時に楽観主義者はす ぐに行

動 を起こすが，悲観主義者は椅子に座 って状

況 を見ることしかできない。皆さんが行動 に

移せ ないのは，心か らそれを望 んでいないか

らである。主は繰 り返しそのことを述べてお

られる。

「常に祈 りて信ぜ よ」(教 義 と聖約90：24)

信 仰 は福音の第一原則であり，それは信 じ

ることか ら始まる。人は心 の中で思 う通 りに

実現す ることができる。したがって 自分には

できると信 じることである。

2.主 に頼 り，主の祝福を求め る。「そもそ も

創世 の以前 より天に於て定められた る一つの

変 らざる律法あ りて，あらゆる祝福はこれに

基 くな りQ

す なわち，われ ら何にて も神 より祝福 を受

くる時は， この祝福の基 く律法に従 うにより

て然るな り。」(教 義 と聖約130：20-21)

私 た ちはこの聖句をしば しば引用する。 し

か し， これを信 じている人は少ない。むしろ

私たちは国や地域社会，家族や友人な ど，他

の ものを頼 りにする傾向があるように思う。伝

道で もだれか他の教会員が教 える手はずを整

えて くれ るの を当てに している。ある時，宣

教師が私のところに不平 を言ってきた。「教会

員がだれ も求道者 を紹介して くれません。で

すか ら，求道者がいません。」そこで私はこう

答えた。「そ うですか。それじゃ，あなたは教

会員が求道者 を紹介 しないか らと言 って主の
ノ

み業 を遅 らせ るのですか。教会員のことは忘

れて，あなた自身が主のみ業を遅 くすること

のないように注意 して下さい。チラシを配 り，

時間 をかけ，熱心に働 くことです。そうすれ

ば主は報いを与えて下 さるはずです。」

私たちは，主に頼 り，祝福を求め るべ きで

ある。なぜ ならば，主は世界 とすべ ての者 を

治めてお られるか らで ある。(詩 篇24：1参



照)

求 道者がいな.け.れば，戸別訪問や街頭伝道

などいろいう行 なってみることである。 自分

が当然いなければならない所に，時期 を違わ

ずいるように していただ きたい。そのような

行ないは自信を生むこ とだろう。教会員は，

そのような有能 な宣教師に自分の友人を教 え

て もらいたい と思 うものである。以前に， こ

の ような報告 を宣教師から受けたことがある。

「伝道部長
，私たちは求道者を一生懸命に捜

す ように努めました。 でもいくらチラシを配

ってもさっぱ り求道者は見つか りません。 と

ころが，思いがけないことで求道者が得 られ

たのです。 まるで木々の間か，天から舞い降

りて来たかのように私たちの 目の前に現われ

たのです。」確か に，この求道者は主か ら導か

れたのである。主に頼 り，祝福 を願い求めな

さい。「あ らゆ る良い贈り物，あらゆる完全な

賜物」(ヤ コブ1：17)を 与 えて下 さるのは，

主 をおいてほかにいないか らである。

3.犠 牲を捧げる。主にあっては代価な しで

得 られ るものは何 もない。祝福は祝福に基づ

く律法に従 うこ とによってもたらされ るか ら

である。(教 義 と聖約130：21参 照)主 は犠牲

を求めてお られる。つ まり，私 たちが普通に

できる以上のこ とをす るように望んでおられ

るのである。主は 「2マ イル行 く」ことの大

切 さを教 え，私 たちにそれを行 なうように命

じられた。(マ タイ5：41参 照)な ぜだろうか。

主は私たちに祝福 を授けたい と望んでお られ

るからである。主は，2マ イル先の ところに

すべての祝福 を用意 しておられる。 したが っ

て，その祝福 を受けるためには，そこまでた

どりつかな くてはな らないのである。

最初の1マ イルは私たちが負っている分で

あり， これは当然支払わなければな らないも

、のである。先 日どう考 えてみても.自分の責任

を.果たしている とは思われない長老 と話 し合

った時のことであ る。その宣教師はこう言 っ

た。「「借 りですか。別 に私は借 りがあるとは思

いません。」

そこで，私 はこう尋ねた。「で も今呼吸 して

いるで しょう。」

「はい
。」

.「それは，あなたが 自分でそ うしたもので

すか。主は私たちに息 を与え，毎 日毎 日生か

し，時々刻々私たちを支 えてお られると，ベ

ンジャミン王は述べています。」(モ ーサヤ2：

21参 照)私 たちはこれまで呼吸できることを

神 に感謝 したことがあるだろうか。呼吸困難

にでもならない限 り，普段 はそのようなこと

を考 えたことはないだろう。そ して， その よ

うな危機 に頻 して初めて主 を思い起こすので

ある。

犠牲は，別 の角度か ら定義するならば， 自

分のしたい放題のことをするのではな く，主

が望 まれることをす ることであると言える。

犠牲(い けにえ)が 「天の恵み」(讃 美歌144

番)で あるならば，主のみ業 を進めるために

自分 にできるすべてのことを喜んでなすべ き

ではないだ ろうか。そして必要であれば，「身

命を尽 くして」(教 義 と聖約123：13)も 行 な

うべ きではないだろうか。

確かに主のみ業では，私た ちがこれで十分

と思 える以上の働 きをした時に，主はそれを

覚 えて祝福 を下 さるのである。

これは単に私ひ とりの考えであると思わな

いでいただきたい。ここで王国の奉仕に関す

る大切 な聖句を聖典か ら少 し引用 してみたい

と思 う。

主は言われた。

「与えよ
。そうすれば， 自分にも与 えられ

るであろう。人々はお し入れ，ゆす り入れ，

あふれ出るまでに量をよくして， あなたがた

のふ ところに入れて くれるであろう。あなた

がたの量るその量 りで， 自分に も量 りかえさ

れるであろうから。」(ル カ6：38)

「与 えよ。そ うすれば， 自分にも与えられ

るであろう。」換言すれば，祝福 を受けたけれ

ば， まず与 えなければならないということで

ある。 これは，受領 してか らその10パ ーセン

トを納める什分の一 とは本質的に違 う。主は，
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まず与えなさい，そうすれば与 えられるであ

ろうと述べてお られ る。「ところで，どれほど

の ものが与えられるのだろうか。」(こ れが常

に問題 となる ところだが)主 はこう答えてお

られる。「お し入れ，ゆす り入れ，あふれ出る

までに量 をよくして……。」喜ば しいことであ

る。さらにこう続 いている。「人々は……あな

たが たのふ ところに入れて下 さるであろ う。」

「主 ではないのですか」 と問われ ることだろ

う。確かに， それをなさる方 は主である。た

だし，いつ も人を通 して行 なわれ るのである。

もしあなたが主か らの啓示 を祈 り求めるなら

ば，主は恐 らくあなたの監督 を通 してその答

えを与えられるであろう。あなたは近 くに監

督が いる限 り，天使に会 う必要はないのであ

る。また，主は次の ように も述べ ておられる。

「あなたがたの量るその量 りで
， 自分に も量

りかえされるであろうか ら。」

主か ら祝福 を得 たければ，祭壇に何かを捧

げることである。.犠牲を捧げるのである。

4.奇 跡を求める。私 たちは皆， ほとんど .

の場合奇跡を求めない。奇跡 を求め ようとし

ないか ら，奇跡が実際に起 きてもそれに気づ

かないのである。主は，福音 を 「あらゆる国

民， あらゆる血族，あ.らゆる国語の民， あら

ゆる世の人々」(教 義 と聖約77：8>に 伝 える

ように命 じられた。 そこで，私たちは現在 ま

だその門戸が開かれていない国々の障壁 を打

ち破 ることがで きるように，主が奇跡 を起こ

して下さることを祈 っている。 しか し私 たち

はその障壁が取 り払われた時に，その国々に

出かけて行 く若人の準備 を怠 りな くしている

だろうか。また同時に，私たちが隣家の垣根

を飛び越すために必要 な助け，すなわち主か

らの助けが必要であることを見過 ごしに して

はいないだろうか。

主は数 多くの改宗者がで ると約束してお ら

れる。 しか し聖徒 たちはその意味を正 しく理

解 しているだろうか。それは，少な く見積っ

て もひとつのステー キ部で毎週50名 か ら100

名 のバプテスマが必要だ というこ とである。
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私 の経験か らみても，これは可能な数字であ

る。ただし，バプテスマ ・フォントが一週間に

一回だけしか使用 できない とい うのであれば

また別のことだが。

また宣教師が求道者を見つけ，教え，フ善

ロー シップす るのを会員がただ黙 って見てい

るだけではこの数字を達成す ることはで きな

いだうつ。

教会員はすべてこの伝道の業に参加すべ き

である。予言者を通 して与 えられた主のみ言

葉 に耳 を傾けていただきたい。「父親である皆

さん，あなたが先頭をきって歩むのです。…… .

家族全員 で祈 りを捧げ，交際 したい と思 う家

族 を2，3選 んで下さい。親戚や友 人の中で，

だれに紹介す るか を考 えて下さい。月曜 日以

外の夕べに彼 らを招いて家庭 の夕べ を開いて

もよいでしょう。一緒に出来る活動 は，沢山

あ ります。そしてその家族が関心 を示 したら，

ワー ド部 もしくは支部の伝道主任 を通 じて，

あなたの家で宣教師か ら回復のメッセージを

伝 えて もらうよう手配 して下さい。」(ス ペ ン

サー ・W・ キンボール 「私には友達が必要で

す 教会 員のためのフレン ドシ ッピングガ

イ ド」P.1)

実 行 しようではないか。そ うすれば必ず改

宗 の奇跡が皆 さんの家庭 に起こることを私は

約束する。.

キ ンボール大管長の言葉に もあるように，

だれかが教会に来て，教会のことを尋ねるの

をじっ と待っているとい うような 「普通 の安

易な伝道から得られる.ゆった りとした自然増

を」待っているだけでは，大勢の改宗者 を実

際に生む ことはできない。

大管長はさらにこう述べている。「兄弟の皆

さん，今 こそこのみ業 を推 し進める熱意が必

要 である。」(グ ラント ・フォン ・ハ リスン，

ル跳s勿 ηαη0痂46「 伝道のガイ ド」p.59)

私 たちは，宣教師や会員たちに，今 こそその時

であることを教え，彼 らを励 まさなければな

らない。

主は 「歩み を速め，高 い目標 を掲げ，大 き
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なビジョンを持 ち， 自己の才能 を伸ば しなさ

い」 と言っておられる。それはまさに 「奇跡

を期待す る」ように と言っておられるの と同

じである。なぜな らば，奇跡はそのようにす

る時に生 まれるか らである。

予言者 は 「実行 しなさい」，そしてその時を

告げて， 「今，実行 しなさい」と言われた。こ

れ も奇跡を期待す る言葉であ る。

5.奇 跡 を謙遜な気持ちで受け入れる。す

なわち自分の力ではな く，主が行なわれたこ

とを素直に認めることである。そして 「栄光

とこしえに父にあれ」(モ ーセ4：2)と 祈 る

ことである。 この謙遜 さほ ど大切 なものはな

い。主は私 たちが謙遜であるな らば，導 きを

与 えて下 さると述べておられる。「汝須 らく謙

遜なれ， さらば主 なる汝の神は手 を取 りて汝

を導 き汝の祈 りに応えん。」(教 義 と聖約112

：10)

今 月成功 したか らと言って，中断 した り記

録を誇った りしてはな らない。主のみ名によ

って来月はさ らに立派な成果を残す よう，そ

の成功をひとつの刺激剤 とすることが大切で

ある。ニーファイはこう述べている。.「人が最

善 をつ くしては じめて，神のめ ぐみに より救

われることを知 ってい るか らであ る。」(IIニ

ー ファイ25：23)

私 の 考えであるが，人に不死不滅 と永遠の

生命をもたらすために主が示 して下 さった成

功の秘訣は，次の ようにまとめることができ

ると思 う。

第1に ， 自分に もできる と信 じる。主は，

私がこの世に 来たのは，「多くの人のあがない

として，自分の命 を与 えるためである」(マ タ

イ20：28)と 言 われた。

第2に ，主に頼 り，主の祝福を求め る。再

び主は言われた。「父よ，世が造 られ る前に，

わた しがみそばで持っていた栄光で，今み前

にわたしを輝かせて下 さい。」(ヨ ハネ17：5)

第3に ，犠牲を捧げる。主は述べておられ

る。・「わたしはよい羊飼である。 よい羊飼は，

羊めために命 を捨 てる。」(ヨ ハネ10：11)

第4に ，奇跡 を.求め る。主が言われた。「よ

くよ くあなたがたに言ってお く。死んだ人た

ちが，神の子の声を聞 く時が来る。今すでに

きている。そ して聞 く人は生 きるであろう。」

(ヨハネ5：25)

第5に ，奇跡 を謙遜な気持 ちで受け入れる。

「よくよくあなたがたに言ってお く。子は父

のなさることを見てする以外に， 自分か らは

何事 もすることができない。」(ヨ ハネ5：19)

そ して 「イエスは彼 らに答えて言われた。

『わたしの教はわたし自身の教ではな く
，わ

たしをつかわ されたかたの教 である』。」(ヨ

ハ ネ7：16)

私 は以上述べ たことが主のみ業を推 し進め

る上で非常に効果的であることを証する。そ

して， これらは世界中のどこでも通用す るこ

とを確信 している。イエス ・キ・リス トのみ名

により申し上げる。アーメン。
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今 日は犠牲の.日

悔い改めと神との誓約からもたらされる犠牲を含めて，犠牲というものは信

仰生活を送る上で不可欠のものである

十二使徒評議員会会長

エズラ ・タフ ト ・ベ ンソン

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私はこの牌 な
話の責任 を感謝の念をもって謙遜に果た

したいと思 う。 また，私の話 を聴 く方々が犠

牲の原則を信仰生活に不可欠の もの として受

け入れ， この原則に従って生活する気持ちを

強めて下 さるようにと祈 っている。 とい うの
き よう

は 「今 日は犠牲の 日」だか らである。

主は，1831年9月 に次の ように言われた。
ロ き よ う

「入の子 の来るまで今 より後を 『今 日』 と称

き よ う

えらる。誠に 『今 日』は犠牲の 日……な り。」

(教義 と聖約64：23)

予 言者ジョセブ ・ス ミスは，「信仰講話」の

中で，犠牲の原則について次のような注 目す

べ き言葉を残 している。

「あらゆるもの を犠牲にすること.を求めな

い宗教は1生 命 と救 いを得 るに必要な信仰を

人々に持たせ ることはで きない。」(五8伽 郷

oη 勘 娩 「信仰講話」6：7)

福 音のこの原則について考える時，私たち

に残された遺産 とも言うべ き先祖たちの信仰

と犠牲が心の中に浮かんで くる。

父祖アブラハムはイサ クをいけにえ として

捧げ，アブラハムのひまごに当たるヨセブは

青年時代に抗 し難い誘惑 を受 けなが らもこの

世的な快楽を振 り捨 てた。

リーハ イはすべてのものを残 して， この約

束の地を目指 した。

合衆国の建国者たちは生命や財産， また神

聖 な名誉 をかけた。また中には，すべてをな

げ うった人々もいた。

近代の予言者ジョセブ ・ス ミスは，評判，

名誉，賞賛，声望，家，土地，家族 を犠牲に

し， またついには真理のために自分 の命まで

も捧げた。

初期の開拓者は，土地や所有物，村や町 を

そのまま後に残 してこの山あいの盆地へ移住

した。

神の御子は，私 たちがふさわしいことを条

件に再び永遠の御父なる神のみ もとへ帰れる

ように，無限無窮のいけにえとなられたので

ある。

私たちの先達 となって きた幾千，幾万の忠

実な聖徒 たちの信仰，献身，犠牲について考

える時，予言者ジ ョセブ ・ス ミスの残 した次

の言葉に心か らの同感を覚 える。

「すべ てを捧げてきた人々と共同の相続人

であると思い込んだとして も，その人々が し

たように神に犠牲を捧げることをしないな ら

ば，それは何の益 にもならない。」(五θ6劾泥S

oη1勉 励 「信仰講話」6：8)

繰 り返 し申し上げたい。今 日はまさに犠牲

の 日である。そしてその機会はいつ も私たち

の前に備えられている。私はここで，この原

則 を実践するための方法 を4つ お話 したいと

思 う。

第1は ，神のみこころに背 くこ とをすべて

捨て，犠牲を捧げることである。これは，教

会貝だけでなく教会外の人々にも言 えること
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である。なぜな らば，私 たちはすべて同じ御

父の子供であ り， その御方は私たちが御 自身

のよっになることを望 んでおられるか らであ

る。モルモン経の時代の予言者モ ロナイは，

次のよ うに記 している。

「キ リス トの御許に来てキ リス トによって

全 くなれ。すべて神のみ こころに背 くことを

捨てよ。 もしこのようにして勢い と心 と力 と

をつ くして神 を愛するならば，神があなたた

ちに与 えた もう恵みは充分である。恵みが充

分な らばあなたたちはこの恵み を受けてキリ

ス トにより全 くなる。 もし神の恵み を受けキ

リス トに より全 くなるならば，決 して神の能

力と権能 とを否定することがで きない。」(モ

ロナイ10：32)

救 い主御 自身 も，次の ように宣言 された。

「世 界の隅々に至 る者 たちよ
。汝らは聖霊を

受けて聖められ， また終 りの 日にわが前に罪

なしとせ られるために今悔い改め，われに来

てわが名によ りてバプテスマ を受け よ。」(III

ニ ー ファイ27：20)

神 のみ こころに背 くことを捨てるとは，主

のみたまの導 きか ら私たちを遠 ざけ る一切の

罪を悔 い改め，儀式 を受け，主 と誓約を交わ

す ことに よってキ リス トの下へ来 るこ とであ

る。また神のみこころに背 くことを捨て ると

は，「真にへ りくだりたる心 と悔いる精神 とを

以て，汝の神に……捧物 となす」(教 義 と聖

約59：8)こ とである。

タバコや アル コール性飲料 を口にする，神

を冒1費す るような言葉 を遣 う，激 しい感情を
.むき出 しにす る

， あるいは不道徳 な行為に走

る といった悪 い習慣 を私たちは 自ら進んで断

っている。これ らの習慣は，.神の子供である

私 たちの本来あるべ き姿 を見失わせ るもので

ある。

私はこれまで1教 会の内外において，何 ら

かの悪習の故に， より大 きな幸福 と進歩への

機会 を遠 ざけている善良な人々， あるいは堕

落 した人々の姿 を目に.して来た。その善良な

人々のひとりに，教会員 にならなかったが，

この教会の素晴らしさをよ く知っていた人が

いる。 ある時，彼はタバコを手に しなが ら，

私に言 った。「エズラ。贈いをもた らす君の悪

徳は一体何だい。」私はこのような言い方 をそ

れ まで耳にしたことがなか った。兄弟姉妹の

皆 さん，主においては，贈いをもたらす悪徳

などとい うものはない。あるのは，瞭いをも

たらす徳だけである。

皆さんの中にまだ，真 にぺ りくだ りたる心

と悔いる精神 をもって罪を悔 い改め， キリス

トの もとに来 ようとしていない人がいるなら

ば，今 それをしていただきたい。皆さんが，

次の ように語 ったモルモン経に登場する古代

の王 と同 じ気持 ちで祈るように願 っている。

「神よ
，……汝の ことをわれに知 らしめたま

え。さらば，われは汝 を知 り，……わが一切

の罪を捨てん」(ア ルマ22：18)

第2は ，喜んで伝道に出ることによって，

犠牲 を捧げることである。伝道の召 しについ

て，キンボール大管長は次のように言ってい

る。「若い男性が，ふさわしい年齢に達 してい

なが ら，将来の人生設計や職業への準備に時

を費や し，創造主に仕えるというこの世 で最

も大切 な召しに携わろうとしないでいるとし

たら， それは非常に利己的で思慮に欠けたこ

とである。」.(地区代表セ ミナー，1977年9月

30日)

2年 間 を主に捧げる決心のできていない若

人が大勢いる。特に福音 を国々に宣べ伝える

大 きな役割 を担っているア メリカ合衆国や カ

ナ ダに住む若人の皆さんにお話 したい。皆 さ

んは人類史上かつて例のない繁栄 を享受 して

いる。主が皆 さんを地上 に， しか もこの よう

な恵まれた状況の下に送られたのば，皆 さん

に与えられた才能や教養，財産 を，人々に福

音 を分かち，祝福 をもたらすために使えるよ

っにといっことか らではないだろ っか。

先 日，南ア メリカの幾うかの国々を奉献 し，

ボ リビア とパ ラグアイにそれぞれ最初のステ

ー キ部 を組織 した折に
，ブラジルのサンパウ

ロにある宣教師訓練セ ンターを訪問 した。そ
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の時，訓練センターに来ている南米生まれの

若人の 多くは，生活のための貯金 を使 い，多

大の犠牲 を払 っている とhう ことを耳にした。

伝道管理部では，最低6枚 のワイシャツを持

参するように指示 しているが， リーハイの子

孫である彼 らは，1枚 か， 多くて も2枚 しか

持 って来られない とい う。 しか し， これらの

青年たちは，主に対する確固たる決意 と大い

なる愛 をもって，』この業に仕 えているのであ

る。

彼 らに与 えられ る祝福は，これ まで彼らが

払ってきたいかなる犠牲をもしの ぐもの とな

るだろう。主はふ さわしい行為には必ず報い

を与えて下 さる御方だからである。

若人の皆 さん，キンボール大管長の この言

葉を皆 さんのモッ トーに していただきたい。

「すべての男性会員は伝道に出るべきである
。」

(「聖徒の道」1974年9月 号，p.417)犠 牲 を

払 うようにお願 いしたい。私たちが犠牲 と言

うのは，これ よりも良い呼び方がほかにない

からである。犠牲 とは持てるもの を捧げ，献

身す ることである。この世で最 も偉大な奉仕

の業に志願 していただきたい。決 して責任 を

回避 しないでいただきたい。わか っていなが

ら拒む とい っよっなことはしないでいただき

たい。皆 さんが28，000名 の宣教師の軍勢に加

わるように願っている。その数は 日に 日に増

加 している。その時皆 さんは，回復された福

音のメッセー ジを世の人々に宣言す るとい う

務めに携わることになるのであ る。私たちが

皆さんを愛 し，信頼 していることを知 ってい

ただきたい と思 う。皆 さんが この召 しを果た

されるように願 っている。

第3は ，主の宮居で結婚す るために犠牲を

払うことである。南アメ リカを訪問 した時，

多くの聖徒が家族 の結び固めの儀式 を受ける

ために犠牲 を払 ってい る姿 を目にして心 を打

たれた。彼 らの体験 を幾つか聞いて，私は感

謝の涙 を流 した。

あるステーキ部長は家族 を連れてペルーの

リマか らサ ンパウロ神殿へやって来た。普通
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はバスで9日 間掛か るところを，バスのス ト

ライキや その他の問題が重 なって14日 間の旅

を強い られることになってしまった。

家族はサ ンパウロに到着す ると，初めての

儀 式を受けるために神殿に向かった。 そして

結び固めの儀式 を受けたのである。この後，

家族はす ぐに帰 り支度に取 り掛か った。神殿

長が彼 らに翌 日まで滞在 しては どうか と勧 め

ると，父親は，宿泊や 食事 のための費用がな

いのです ぐに出発しなければならない と.答え

た。さらに，行 きの旅 もそ うだったが，帰 り

の旅 も食事 を取 らずに数 日間過ごさなければ

な らない ということであった。そこで神殿長

は，その夜は泊 ま.って朝食を取ってか ら出発

するようにと勧めた。これは，全世 界の聖徒

たちの持つ犠牲の精神の典型である。

ここで，教会の若い男性 ならびに若い女性

の皆さんに，卒直に申し上げたい。皆さんが

結婚す.る時，その決定は皆さんだけでな く，

将来の皆さんの子供たちや，次の世代 にも影

響 を及ぼす ということを。 また，末 日聖徒 を

両親に持つ子供たちには，神殿で交わされ る

誓約の下に生 まれ，祝福 を受け る権利がある。

皆さんに，最 も神聖な事柄についてお話 し

たい と思 う。美しく飾 られた，ち ょうど居間

のような部屋 を思い浮かべ ていただ きたい。

部屋の中央には，ベルベ ッ トとレースで覆わ

れた聖壇がある。壁に沿っていすが並べ られ

てお り，家族や親 しい友人が儀式に立 ち会 え

るようになっている。皆さん は，いつの 日か

家族が見守る中で，神の権能 を有す る神権者

の司式により，伴侶 と聖壇 こしに向かい合い

ひざまず くように言われることだろ う。そこ

では様 々な指示が与えられ，ふた りの上に祝

福が宣言される。 こうして皆さんは，夫婦 と

して永遠に結び固められるのである。皆さん

の受ける約束はアダム，アブラハム， イサ ク，

ヤコブが受 けた と同 じものである。.教義 と聖

約の中か ら， これについて読んでみたい と思

う。主が言われたように，皆さんは本質的に

彼らと同じ約束 を受けるのである。



「汝 ら第一 の復活に出で来るべ し
。……而

して汝 ら王位，王国，公国，その他権能…… と

を受け 嗣ぎ……彼 らは……諸天使諸神の前 を

通 り過 ぎ，……各々最高の栄に進むを得 てあ

らゆる事に光栄 を受 くべ し。この光栄は最高

完全の光栄に して，永久にその子孫の続 くこ

とな り。」(教 義 と聖約132：19)神 殿 結婚は

昇栄に必要な福音の儀式であ る。1

一 緒に神殿に参入す ることので きないよう

な人に心 を奪 われて，幸福 を逃す ようなこと

があってはならない。必ず神殿で結婚 しよう

と今決心 していただきたい。ロマンチ ックな

交際が進む までこの決断を引き延ばす ことは，

危険を.冒す ことである。、そしてそれは，今推

し計 ることができないが，事 は重大である。

こりこ とについて， さらに真剣に祈 るよう

お願 いしたい。このような交際が根 を下 ろさ

ない内に， これらのことが真実であるという

証 を得 るようにしていただきたい。み こころ

に従 うという誓約 を天父 と交わし，道徳的に

清 く，みた まによる祝福 を得るにふさわ しい

生活をしていただ きたい。

永遠の結婚 によってもたらされ る祝福 を得

るためには，いかなる犠牲 を払って も払い過

ぎるとい うことは決 してない。多くの人々が，

神殿への参入を安 易に考えている。現実に容

易に参入できるため とも思われるが， 多くの

人々が祝福 を不用意に逃 している。福音に忠

実に従 って生活す るとい う点では他 の事柄 と

同様であるが，主の方法に従って結婚するた

めには，神のみこころに背 くこ とや この世的

な思いを自ら進んで捨て去 り，天父のみここ

ろを行なお うと決意す ることが必要 である6

このような信仰に基づ く行 ないを通 して，私

たちは神への愛 と，まだ生 を受けていない子

孫 を尊ぶ気持ち とを示すのである。この人生

の喜びの最大の源は家族であ り，家族が永遠

に続 くように と願 うものである。

第4は ， 自分の時間 と財産を地上における

神の王国の建 設に捧げるという犠牲である。

霊的な幸福 と成長にかかわる大 いなる律法に

ついて，救い主は次のように言ってお られる。

「だれでもわたしについてきたいと思 うな

ら， 自分 を捨て，自分の十字架 を負うて，わ

た しに従 ってきなさい。

自分の命 を救おうと思 うものはそれを失い，

わたしのために 自分の命を失 う者は，それを

見いだすであろう。」(マ タイ16：24-25)

自己 を捨てて他の人々のために働 く機会は，

日々の生活の随所に.見られ る。子供たちを世

話す る母親，時間をとって子供たちを教 える

父親 家庭生活のためにごの世的な楽 しみを

放棄する両親 年老いた両親を世話する子供

たち，ホームテ ィーチン.グ，家庭訪問，慈善

奉仕， さらには慰めを必要 としている入々を

慰めるこ と，教会の召しを熱心に果たす こと，

地域社会の一員あるいは公民 として自由を守

るために活動すること，什分の一，断食献金，

宣教師援助，福祉活動，建築および神殿計画

な どで経済的な捧げ物 をす ることもこれに含

まれる。犠牲の 日とは決 して過去のことでは

ないのである。

サタンの強力な武器のひ とつに高慢がある。

これは周囲の目を自分に向けさせ ようとする

あま り，創造主 と同胞に対 して心 をかた くな

にさせ るものである。高慢は不平不満，離婚，

十代の反抗，負債，そのほか私たちが直面 し

ている多くの問題 を引き起 こす原因 となる。

自分 自身 を見いだそ うとする人は， 自己を

捨てて他の人々のために働 くことである。 自

分を忘れてあなたの助け を必要 としている人

入を見つけていただきたい。その ようにする

な らば，幸福 で満ち足 りた人生を送るための

秘訣を見いだすであろ う。

ハロル ド・B・ リー大管長は次のように言

っている。

「私はひとつの偉大な真理 を信 じている
。

主が子供 たちに豊かな祝福 を与えようとされ

る時には，その息子あるいは娘に，犠牲を払

う機会 を与 えられる。」(CO瞬 ㎎η66R砂0π

「大会報告」1947年4月
，p.50)

まさにその通 りである。犠牲は天の祝福 を
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持たらす ものである。私はそのことを証 した

い。今は，主の民が，犠牲を.捧げる日である。

私は，今 日が 「犠牲の日」 であること，そ

してそれは神の子供である.私たちを祝福す る

ために主が.立て られた御計画の一部であるこ

と を皆 さ ん に証 した い 。 皆 さ ん が ， 詩 篇 の 作

者 の 勧 告 に 従 っ て行 動 で き る よ う に 祈 る もの

で あ る。 「義 の い け に え を さ さげ て主 に 寄 り頼

み な さ い 。」(詩.篇4：5)イ エ ス ・キ リス ト

の み 名 に よ リ 申 し上 げ る 。 ア ー メ ン 。

カ ミラ ・E・ キ ンボ ール 姉 妹(左)と 扶 助 協 会 中央 管 理 会 会 長 のバ ーバ ラ ・B・ ス ミ

ス姉 妹
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3月31日(土)神 権 部会にお け る説教

主の軍勢

これから宣教 師になる皆さ『んは，この特別な時期のためにとっておかれた。

収穫 は大さい。生涯の機会はあなたのものなのである

、

十二使徒評議員会会員

トーマス ・S・ モ ンソン

今 宵・私は・皆さん方が今までにな く多 く
の神権者を代表 してここに集ってお られ

ることを承知 している。私は天父の助けを求

め，天父が霊感 と勇気を与えて下さるよう心

か ら祈っている。

およそ24年 ほど前，私は， このテンプルス

クェアの南側 にあるアセンブ リーホールの合

唱団席に座っていた。ちょうどステーキ部大

会が開かれていた。 ジョセブ ・フィールデン

グ ・ス ミス長老 とアルマ ・ソニ長老が， ステ

ーキ部長会を再組織する責任 を受けて大会に

出席された。 この時，ア ロン神権者 たちは，

監督や副監督 と共に歌 を発表する責任 をいた

だいた。監督 として働いていた私たちも，青

少年 の中に入って一緒に歌 った。私 たちが最

初の曲を歌い終 えると，ス ミ不長老が演壇に

歩み寄 り，新 しいステーキ・部長会の名前を発

表 した。ステー キ部長会の他の人々は，事前

に話 を依頼 されていたのだろうが，私には知

らされていなか った。私の名前 を読み上げた

あと，スミス兄弟は，「モンソン兄弟が喜んで

この召 しをお受け下 さるのなら，私たちは是

非モンソン兄弟か らお話 を伺いたい と思 いま

す」 と言った。私 は演壇 に立 ち， 会場 一杯

の人を見渡 した時 たった今歌 ったばか りの歌

を思い出した。その曲 は， 「我 が子 よ，いい

えと言 える勇気 を持 て」 とい う曲であ った。

そこで私は 「我が子 よ，は い と言 える勇気

を持て」 とい うテー マで話 をす る ことにし

た。そのような勇気 を持 てるように願ってい

る。

ここに集ってお られる皆さんの姿を描いた

有名な讃美歌に次のような歌詞がある。

「見 よ
， 王 の 軍 は

い の ち

生命のい くさ

つわ ものこぞり

指揮者につづ き

旗 をかかげ

勝：らて進む
お お

強 く雄々 し

うたい進む

勝利よ勝利 よ われらに主あ り

勝利 よ勝利 よ.主 により勝たん」

(讃 美歌20番)

神権者 とは，強力な正義の軍勢，すなわち

王の軍勢のことである。私たちの指揮官は神

の予言者であ り， さらに最高指揮官は，私た

ちの主であ り救 い主であるイエス ・キリス ト

である。私たちに与えられている進軍の命令

は明瞭かつ簡潔である。マ タイは，主が私た

ちに与え られたチ ャレンジを次のように記録

している。「それゆえに，あなたがたは行って，

すべ ての国民を弟子 として， 父と子 と聖霊 と

の名に よって，彼 らにバプテスマを施 し，あ

なたがたに命 じておいたいっさいのことを守

るように教えよ。見よ， わた しは世の終 りま

で， いつ もあなたがたと共にいるのである。」

(マ タイ28：19-20)こ の 初期の教 会の時代

の弟子たちは， この神聖 な命令に忠実に聞き

従ったであろ うか。マルコは次のように記録
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している。「弟子 たちは、出て行って，至る所で

福音を宣べ伝えた。主 も彼 らと共に働 き……。」

(マ ルコ16`：20)

この命令は， まだ取 り消 されてはいない。

む しろ，改めて強調 されているほ どである。

現在，28，000人 の 宣教師が， この召しに応 え

て働いている。7月 には，新 しく9つ の伝道

部が創設され，全体 で伝道部数は，175に な る。

私たちは，何 とチ ャレンジに満 ちた躍動 の時

代に生きていることだろうか。

アロン神権 を持ち，それを誉れ としている皆

さん方は，歴史上 この特別な時期のために と

っておかれたのである。収穫は， まこ とに大

きい。誤解のないようにして欲 しいが，生涯

の機会をどうするかはあなた方 自身の手に委

ね られているのである。永遠の祝福は皆 さん

を待 ち受けている。では， どの ように して，

この召 しに応 えたらよいであろうか。私は，

皆 さんに，次の3つ の徳 を伸ば していただ き

たい と思 っている。

1.奉 仕 したい とい う望みを抱 くこと

2.忍 耐強 く準備 をす ること

3.喜 んで働 く精神 を持つこと

このような徳 を伸ばすことがで きるならば，

必ずや主の王の軍の一員に加 わるこ とができ

るであろう。そこで， この3つ の徳について，

個々に詳 しく考 えてみたレ㌔

第1に ，奉仕 したいという望み を抱 くこと

である。主がみ業に仕える資格について述べ

た言葉に 「見よ，主は真心 と喜びて事に従 う

.精神 とを求む」(教 義 と聖約64：34)と い う一

節があったことを思い起こしていただきたい。

末 日のある説教者は次のように述べ ている。

「喜んで物事をなそ うという精神が
，義務だ

からという精神 を押 し流す まで，人は，愛国

心 とい うみ旗の もとについて行 くのではな く，

徴兵 されたか らとい う理由だけで戦いを続 け

る。私 たちが仕事 を成 し終え，さらにできる

ことならなんで も喜んでします という気持 ち

にならない限り，義務が立派に果 たされたこ

とにはならないのである。」
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あなた方は 自分で自分 をこのみ業に召す こ

とはで きない。また，あなた方の両親が召す

ので もない。あなた方は，予言 と啓示によ り

神か ら召されるのであ る。あなた方への召 し

には，教会の大管長の署名がある。

スペ ンサー ・W・ キンボ乱ル大管長が教会

の伝道管理委貝会の委貝長 を務めてお られた

時，私は長年にわたってキンボール大管長 と

一緒に働 く特権にあずかってきた
。宣教師の

任地 を決定す る.会合 は，決 して忘 れることの

できない思い出であ り，この会合は，いつ も

霊感に満ち，時には.ユーモアを交えることも

あった。私はあるひとりの宣教師志願者の推

薦書のことを今でもよく覚 えている。その推

薦書に，次のような監督の言葉があった。「こ

の青年 は，特に母親 を慕 ってい ます。そこで

母親は，で きれば折に触れて訪問した り，毎

週竃 話 した りできるようにカ リフォルニアあ

た りの， 自宅に近 い伝道部に送 られることを

希望 してい ます。」私はこの推薦書の言葉 を読

み上げ，任地の発表 をす るキンボール大管長

の言葉 を待づた。大管長は， ちらっとまばた

きをし， 口.もとにほほえみを浮かべ ると，何

の説明 もな く，ただこう言われた。「彼を南ア

フ リカのヨハ ネスブル グ伝道部に送ることに

しましょう。」

ひ とつひとつの召しが神か ら与 えられた も

のであることを立証する実例は，枚挙にい と

まがないほど数 多い。私は，そのような神聖

な責任には，必ず神の霊感が伴 うことを知 っ

ている。その真理は教義 と聖約の中に簡潔に

述べ られている。「汝らもし神に仕 えん と望む

ならば，汝 ら神の業に召さるるな り。」(教 義

と聖約4：3)

第2に ，忍耐強 く準備す ることである。伝

道に出る準備 というのは決 して一 時的にでき

るものではない。物心つ く前か ら始 まってい

るのである。初等協会， 日曜学校，セ ミナ リ

ーで教 えを受けたこ と
， そして神権の責任 を

果た したこ とはすべて，広い意味で，宣教師

になるための準備であった。人の生命は静かに，



ほとんど知覚できないままに形造 られ，経験

を積み，成熟 した人間になってい くのである。

ある詩人はこう言 っている。

「救い主の計画に従 って少年 の心に触れる

人は，.や がて大人となる少年のために道 を切

り開 く人だ。」

このような少年たちの定員会のア ドバ イザ

ー として召されることは
，なん と大 きなチャ

レンジであろうか。ア ドバイザーの皆さん，

.自分 に与えられてい る機会につい.て真剣に考

えたことがあるだろうか。深 く心に思い計っ

ているだろ うか。ーよく祈 って準備 しているだ

ろうか。 自分に割 り当て られた少年たちに備

えをさせているだろうか。

私は15歳 の時，教師定員会 を管理する責任

に召された。私たちのア ドバ イザーは私 たち

に深 く関心 を持 っていたし，私たちもそれを

知 っていた。ある 日，彼が私に言った。

「トム，君はは とを飼 っているんだって。」

私はうれ しくなって 「ええ」 と答 えた。

す ると彼は，「純血種のバー ミンガム ・ロー

ラー を2羽 ，私にプレゼ ン トさせて もらえな.

いだろ うか」「と言った。

私 は 「は い， お願 い します」 と答えた。

おわか りのことと思 うが，私が飼 っていたは

とは，はとと言って も，小学校の屋根の上に

わなをしかけて捕 えたようなご くあ りきたり

の雑種ばか りだったか らである。

彼は，翌 日の夕方，彼の家へ来るよう招い

て くれた。その翌 日は，幼ない頃の私には，

最も長 く感 じられる一 日であった。私はア ド

バイザーの帰宅 を1時 間程待 った。仕事か ら

帰って きた彼は，私 を裏庭の納屋にあるはと

小屋へ連れて行って くれた。私はそこでいま

までに見たこ ともなかった程美 しいはとを見

たのである。「どれか雄のはとを一羽選びなさ

い。 そうしたら世 界中どこを捜 してもいない

ような変 わった雌ばとをあげよう。」私は一羽

の雄ば とを選 んだ。す ると彼は私の手に小 さ

な雌ば とを乗せて くれた。私 は， この雌ばと

の どこが そんなに変 わ.っているの と尋ね ると，

彼は 「注意 してよ く見てごらん。 目が片方 し

か ないか ら」 と言 った。言われてみればその

通 りで， この雌ば との片 目はなかった。ねこ

か ら傷 を負わせ られたのだという。「家へ連れ

て行って，君のはと小屋の中に入れてお きな

さい。そして10日 程小屋の中で飼ったら，外

に出 してみて君の小屋に戻 って来るかどうか

試 してみ るといい」 と彼は言葉 を添 えた。

私は言われた通 りにした。す ると雄ば との

方はは と小屋の屋根の上 を偉 そうに歩き回り，

しば らくすると，えさを食べ に小屋に戻って

きた。 ところが，片 目の雌ば との方は，す ぐ

にどこかに飛んでいって しまった。私は，ア

ドバ イザーのハロル ドの ところへ電話をして

尋ねてみた。「あの片 目のはとがあなたのはと

小屋に戻 っていませ んか。」

「来てごらん
，一緒に調べ てみよう」 と彼

は答えた。

二人は台所の戸 を開けては と小屋 まで歩い
ド

ていった。その途中に私のア ドバイザーはこ

う言 った。「トム，君は教師定員 会の会長だ

よ。」私はそんなことは言わなくて もわかって

ていると思った。すると彼はこう言った。「ボ

ブを活発化す るためにどんなことをするつも

りだい。」

私は，「今週の定貝会集会には出てもらうつ

もりです」 と答えた。

やがて彼は，巣に手を伸ば し，片目のは と

を取 り出して渡 してくれた。「2，3日 飼 って

みて，また試してみるといい。」私は言われた

通 りにや ってみたが，今度もこの前 と同 じよ

うには とはいな くなった。「来てごらん，戻 っ

ているか どうか一緒に調べてみ よう。」はと小

屋に行 く途 中で，彼が言った。「おゆで とう。

とうとうボブを神権会に出席させ たね。 じゃ

今度は，君 とボブで， ビルを活発化するため

に， どんなことをしたらよいだろっか。」

「今週彼 にも神権会に出席 して もらうつも

りです」 と私は答 えた。

その後何度かこのような経験が繰 り返 され

た。そ して私.は大人になって初めて私のア ド
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バイザーのハ ロル ドがこの片目のは とをプレ

ゼ ントして くれた本当の意味 を知 ることがで

きた。ハ ロル ドはそのはとが どこで放 して も

必ずハロル ドのはと小屋に戻 って くることを

よく知っていたのである。ハ ロル ドは，2週

間毎に教師定員会の会長 と理想的な神権個 人

面接 をす るために，霊感 を受けてこうした方

法 をとったのである。私が今 日あるのも，多 』

くはあの片 目のはとのおかげである。そして，

それ以上に，あの定員会ア ドバイザーに感謝

している。 これから出あう様々な機会のため

に私を備 えさせ るために辛抱強 く助けて くれ

たのである。

第3に ，喜んで働 く精神 を持つ ことである。

宣教師の仕事はたやすい仕事ではない。精力

を要する仕事である。また，能 力や才能の限

りを尽 くして働かなければならない仕事であ

る。そして最善 の努力 と，時にはそれ以上の

努力す ら要求 される仕事である。しか し忘 れ

てならないことは， 「必ず しも速い者が競争に

勝つのではな く.，強い者が戦いに勝つので も

ない」(伝 道9：11)と い うことであ る。む し

ろ，最後まで耐え忍ぶ者 こそ，勝利 を得 るの

である。是非次の勧告 を心に留めていただ き

たい。
o

仕事にしがみつ き，仕事が身につ くまでが

んば りなさい。

始める者は多いが，最後まで終える者は少

ない。

名誉，力，地位，賞賛， これらは皆，最後

まで仕事 を成 し終えた者の上にある。

仕事 にしがみつ き，仕事が身につ くまでが

んば りなさい。

腰を曲げ，汗 を流 し，ほほえみ を浮かべ な

さい。

曲がった腰 と流した汗 と浮かべたほほえみ

のかげか ら

人生の勝利はや って来るからである。

第二次世界大戦が最終の局面を迎えた頃，

私は18歳 になり，長老に聖任 された。海軍の
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軍務に服するために出発す るちょうど一週間.

前の ことである。私のワー ド部の副監督が駅

まで私 を見送 りに来て くれ た。汽車の出発す

る直前，彼は私 に一冊の本 を手渡 して くれた。

それが今晩， ここに持っている 「宣教師の手

引き」 という本である。私は笑いなが ら 「私

は伝道に行 くん じゃありませ んよ」 と言った。

す ると彼は 「とにか く持 って行 きなさい。役

に立つか もしれないか ら」 と言 った。

それが実際，大変役に立 った。私 たちが基

礎訓練 を受けていた時，部隊の司令官が， ど

うしたら大型の海兵隊のバ ッグに一番上手に

衣類 を詰め込めるか教えて くれた。彼はこう

言った。「バッグの底に固い長方形の ものを敷

くとよい6そ うすれば衣類はきちんと詰め ら

れる。」突然，私の頭にそれにぴった りの長方

形の ものが浮んできた。それが この 「宣教師

の手引き」だった。そして12週 間この本は立

派にその務め を果た.して くれた。

ク リスマス休暇に入る前の晩，例のご とく

私たちの心 はもう我が家に飛んでいた。だれ

一人 として兵舎 で騒 ぐもの もいなか った
。す

ると突然，隣 りの寝台で私 と同.じモルモンで，

レラン ド ・メ リル という親友が苦 しんでいる

ことに気がついた。「メ リル， どうしたんだ」

と私は彼 を呼んだ。

「体の調子がおか.しい
。苦 しいんだ」 と彼

は答えた。

私は彼に，基地内の診療所へ行 くよう勧め

たが，彼は，そんなことをした らク リスマス

に家へ帰れなくなるのはわか りきっていると

答えた。

何時聞か過 ぎた。彼のうめきはひどくな る

一方だった
。その時，彼は必死の思いで私に

ささやいた。「モンソン，モンソン。君は長老

だったよね。」私はその通 りだ と答 えた。す る

.と彼は 「ぼ くを祝福 して」 と言った。

私 はその時， 自分がそれまで一度 も祝福 を

施 したことがなかったことに気づ いた。その

ような祝福 を受けたこともなければ，祝福 を

授けたこ とも， また授けるのを見たこともな



か ったのである。 そこで私は神 に助 けを求め

て必死 で祈 った。 その答 えは 「海兵隊のバ ッ

グの底を見よ」であった。そして，夜中の2

時 に，私は甲板の上にバ ッグの中味を全部出

した。それか ら終夜灯の光の下で，例の固い

長方形の小冊子 「宣教師の手引き」を開いて，

病 人を祝福す る方法 を読んだ。

やがて，60人 ほ どの水兵 たちの好奇心の目が

見守る中で，私は祝福 を施 した。す ると，私

の祝福が終わるか終わ らないかの うちに， レ

ラン ド・メリルは子供のように眠 り込んでし

まった。

翌朝， メリルは，ほほえみを浮かべなが ら，

私の方を向いてこう言った。「モ ンソン，君が

神権を持っていて くれて うれしいよ。」彼の う

れしさ もさることなが ら，私 はそれ以上に感

謝 の気持 ちで一杯であった。

将来宣教師 となる皆さん，天父の祝福があ

って皆 さんが奉仕 したいという望み と忍耐強

く準備す ることと，喜 んで働 く精神 とを持つ

こ とが できるように，そして，私たち主の軍勢

である者が皆，次のような主の約束を享受する

ことができるように祈っている。「われ汝らの

前に先立ちて行 くべければなり。われは汝 ら

の右に在 り，また左に在 らん。わが 『みたま』

は汝らの心の中に在 り， またわが天使 らは汝
いだ

らを囲みて懐 き支えん。」(教 義 と聖約84：88>

これ こそ私が，心から熱心に願 うことであ

る。これらのことをへ りくだ リイエス ・キリ

ス トのみ名により申し上げる。アーメン。

大会に集 う聖徒たち
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個人と家族の経済的な備え

什分の一と献金を納め，負債を返済 し，残った資金を賢明に使う

七十人第一定員会会長

フランク リン ・D・ リチャーズ

愛 する兄弟の皆さん・私はこの神齢 が素
晴 らしい雰囲気の下に開かれていること

を喜んでいる。

私は自分の霊が，イエス ・キ リス トの福音

が回復されているこの時満 ちたる神権時代 に

地上に送 られ るために備え置かれていたこ と

を深 く感謝 している。私たちは，神 の予言者

である愛するスペ ンサー ・W・ キンボール大

管長から数 多くの助言 を受けている。

私たちはひとり残 らず，私たちの主なる救

い主イエス ・キ リス トの贈 いの犠牲 を通 して」

不死不滅の体 を得ることができる。しか し，

永遠の生命 を享受す るためには， 日々， 自分

自身の救いのために努力 しなければな らない。

何 と驚 くべき教 えであろうか。この福音は

行動の福音，永遠の進歩の福音である。デ ビ

ッ ド・0・ マ ッケイ大管長はこう述べている。

「働 ける特権は賜 であ り
， 働 く力は祝福で

あり，労働への愛は成功 をもた らす。このこ

とを私 たちは認識しよう。」(丁吻幻o'加1勉 娩

「信仰に誠実に」p .287)こ れ か ら私 は，特

に若い友人であるア ロン神権者の皆 さんにお

話 したいと思 う。皆 さんにはまだわからない

か もしれないが，若い時に身に付けた習慣は，

生涯皆 さんについてまわる。したがって，若

い時に良い習慣 を身に付けることは非常に大

切 である。

私は両親に心から感謝 している。両親は私

が少年の頃に，労働の喜びと，什分 の一 を納

めることの大切 さを教えて くれた。また，学

資や伝道資金 を少しでも貯めることがで きる

ように，収 入以上の出費をしないこ との大切

さについても教 えて くれた。

私は少年 の時に鶏 を飼って近所の人に卵 を

売 り，芝 を刈 り，倉庫や レンガ工場で働 き，

新聞配達 もした。働 くこ とによって，私は 自

分で使 うお金 を自分でかせいだ。そんな時，

自分が大人になったように感 じたものである。

私はまず什分の一を納め，伝道 と学業のため

に貯金 し，残 りを自分が欲 しい もの を買 うた

めに使った。

私 は両親から，什分 の一 を納め るこ とは天

父の戒めであ り，天父への愛 と，天父が与え

て下 さった祝福に感謝 を表 わす方法であると

教えられた。私は今でも8歳 の時に納めた什

分の一ゐ領収書 を持っている。それは私の大

切 な宝物めひとつ となっている。

このように大切な原則は，学ぶ年齢が若け

れば若いほ ど，それだけ生活の一部 とな りや

すい。私は確かにこれ まで多くの祝福 を受け

てきた。それ も，少年時代に働 き，倹約 し，

什分の一 を納め，伝道や学業のために貯金す

ることの大切 さを学んだか らである。

自費で伝道や大学に行 く若者は，一般に他

の若者 よりも熱心であ り， 多くの幸福 と大 き

な成功 を勝 ち得ている。

さて，ここで年輩の神権者の方 々に も一言

申し上げてお きたいと思 う。
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今 日世の中には数々の難…しい問題が存在す

るが，私たちはこの世 の資源を豊かに与えら

れていることを忘 れてはならない。事実，私

たちはこの世 の財産の管理人であ る。

教会の設立以来いつ も指導者 たちは個 人と

家族の備 えに関する教えを強調 してきた。個

人 と家族の備 えには6つ の分野すなわち，教

育，雇用条件 の改善，財政管理，健康，霊性

の強化，家庭 における生産 と貯蔵がある。

現在は，道徳的，社会的問題だけでな く，

全世界すべての国々で経済不安 とい う問題が

起きている。それ を考える時，個 人 と家族の

経済的な備えの大切 さについて是非 とも話 し

ておかなければな らない と感 じる。

私たちは多 くの不幸が経済的問題に起因し

ていること， そして家族の摩擦や離婚 の主な

原因になっていることを忘れてはならない。

主は 「備えあれば，恐るることなか らん」

(教義 と聖約38：30)と 言 われた。経済的な

恐れか ら解放 されることは，何 と素晴 らしい

祝福であろうか。、

ここで，経済的に備えるための3原 則を御

紹介 したい。

1.什 分の一 と献金 を納める。

2.負 債 を返済 し，借金 を避ける。

3.残 った資金 を賢明に使 う。

これは子供に も大人にもあてはまる原則で

あ り， ここでそれぞれについて簡単に説明 し

てお きたい。

第1に 什分の一 と献金 を納め る。主は次の

ように言われた。「人は神 の物 を盗むこと.を

す るだろうか 。 しか しあなたがたは，わた し

の物 を盗んでいる。あなたがたはまた 『どう

してわれわれは， あなたの物 を盗んでいるの

か』 と着 り。十分 の一 と， ささげ物 をもって

である。……十分 の一全部 をわた しの倉に携

えて きなさい。これ をもってわた しを試み，

わたしが天の窓 を開いて，あふ るる恵みを，

あなたがたに注 ぐか否か を見なさい。」(マ ラ

キ3：8-10)

今 日の神権時代 にも，主は次の ように啓示

された。「誠に 『今 日』は犠牲の 日，わが民の

『什分の一』を捧 ぐる日な り
。」(教i義 と聖約

64：23)

兄弟 の皆 さん，什分の一の律法に従 うな ら

ば，天の窓が開かれ るであろう。そして，犠

牲 と従順に よって物質的，霊的な祝福がもた

らされる。これが，個 人と家族の経済的な備

えの第一歩である。

主に対 して正直である限 り，納める什分の

一の額は問題 ではない
。未亡人や子供の捧げ

るわずかな金銭が，裕福な人の捧げ物 と同 じ

く尊重され，受け入れられるのである。

男女，子供 を問わず正直に什分の一 と献金

を納める人々は，すべて，主から知恵 を授か

り，残 りのお金で，什分の一を納めない時以

上 に多くの もの を得ることができる。そして，

物質面ばか りでな く，霊的，肉体的，情緒的

に も祝福 を得て豊かになることができる。私

はこれが真実であることを知っている。皆さ

ん もそのような証 を持 っているはずである。

主イエスはこう言われた。「受けるよりは与え

る方が， さいわいである」(使 徒20：35)

第2の 原則は，負債 を返済 し，借金を避け

ることである。近代の啓示の中で主は次のよ

うな戒めを与 えられた。「われ誠に汝 らの債務

に就 きて告 ぐ。見よ，汝 らことごとくその負

債 を償却すべ し。」(教 義 と聖.約104：78)さ

らに，「汝の負債 を支払いて束縛より免れよ」

(教 義 と聖約19：35>と も言っておられる、。

ジョセブ ・F， ス ミス大管長は，聖徒たち

に忠告 してこう言われた。「負債 を返済 し，借

金を避 けなさい。そうすれば，経済的な面だ

けでな く，霊的にも自由にな るであろ う。」

(Co⑳ 解η6θ1～6ヵoガ「大会報告」1905年10月 ，

P。5)

負債 を返済し，借金 を避けるために，個人

と家族 が適用で きる幾つかの原則がある。

1.収 入の範囲内で生活する。

2.短 期および長期の予算を組む。

3.収 入の一部 を定期的に貯金す る。

4.分 割払 いがどうしても必要な場合は，
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賢明に利用す る。例 えば，家の購入や教育

を受けるために必要 な負債は許 されるで

あろう。.、

5.資 金 は税金を考慮 し，計画 を立てて維

持，利用 を図る。

以上の基本原則に従 うならば，私 たちは必

ず負債 を返済 し，借金 を避けることがで きる

であろう。.これは個 人に とっても，家族 に と

っても， どんなに価値が あることだろっか。

ヒーバー ・J・ グラン ト大管長は，次のよ

うに述べている。「人間の心の中に，あるいは

家庭の中に，平安 と満足 をもた らす ものがひ

とつある とすれば，それは収入の範囲内で生

活するこ とである。反対に人々 を苦 しめ，落

胆 させ るものがひ とつあるとすれば，それは

支払 うことのできない借金 と債務 であ る。」

(R6〃 げ ∫06魏y1晦gα8碗6「 扶助協会誌」1932

年5月 号，p.302)私 は 自分 の経験か らこの

言葉が真実であることを証す る。

第3の 原則は，残った資金を賢明に使 うこ

とである。多くの点で人が真価 を問われるの

は， この世の財産に対する考え方 を通 してで

ある。神のことよ りも，この世の財産に重 き

を置 く人は，明らかに永遠の価値に対す.る理

解が不足している。

ブ リガム ・ヤング大管長は，このこ とを次

のように述べている。「神の王国を建設す るた

めにこの世 の富を正 しく用いる備 えが民にで

きているならば，主は喜んでそれらの富 を私

たちに授けて下さるであろう。……

私は人々が勤勉，倹約，節約によ り得 た富

を地上に神の王国を築 くために捧 げる姿 を見

たい ものである。」(ノo蹴 ηα1げ1万soo躍s6s

「説教集」11：114-15)

これ らの教 えに従 うにあたって，財産 を持

つすべての人々は，家族や同胞の福利 を図り，

神の王国を築 くために， その財産 をどのよう

に用いればよいのかその最善 の方法 を知 る知

恵を授かる必要がある。

個人 と家族の備えは，私たちの永遠の幸福

に欠 くことのできないものであ り，経済的に

58

しっか りとす ることは，霊的，精神 的，肉体

的な力 を得ることと同様に大切 である とい っ

ことを証する。

この経済的な力を得 るには，神の戒め を.守

り，什分 の一 を正直に納めることである。さ

らに働 く習慣 を身に付け，倹約に努め，収入

の範囲内で生活 し，財産 を賢明に使 っこ とで

ある。

今宵，すべての人々がこれらの偉大な原則を

生活に取 り入れる決心 をするよう願っている。

神権者の皆 さん，神は生 きてお られ る。 イ

エ スはキ リス トであ り，私たちの救 い主，贈

い主である。予言者ジョセブ ・ス ミスを通 し

て完全な福音が回復され，それと共 に神 のみ

名によって働 く権能 も与えられた。また，今

日この教会には，生ける予言者スペ ンサー ・

W・ キンボール大管長が与 えられている。こ

れほどの栄えある教えがほかにあるだろうか。

皆さんが正 しい判断力を持 って，大管長の勧

告 に従 うことができるよう， イエ ス ・キ リス

トのみ名により祈 るものである。アーメン。



主に頼 りなさい

すべて神に頼る者は，苦しみ悩み禍に逢う時に助けられてこれらを忍ぶこと

がでさる

第 二 副 管 長

マ リ ：オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

私 は特 に・ アロン神儲 にお話を.したいと
思 う。 しか しなが ら，私が これか ら申し

上げることは， 多分私たち全員にあてはまる
.ことだろう

。まず，アルマが息子 に述べた証

か ら話を始め たい と思 う。アルマほ，次のよ

うに証 した。「すべて神に頼 る者は，苦 しみ悩
わざわい しの

み禍に逢 う時に助け られてこれ らを忍ぶこと.
おわ あ

ができ， また終 りの 日に高く挙げられる。」(ア

ルマ36：3)

私 が，若いアロン神権者の皆さん と，また

すべての人々に訴 えたいことは，若 いうちに

主に頼 る決心 をし，さらに主の戒めを守るこ

.とによって，主が約束 された祝福 を受ける権

利 を得ていただきたいということである。例

えば，知 恵の言葉には次のよ.うな祝福が約束

されている。「およそこれらの言葉を憶えて守
か いましめ

り且つ行 い， この誠命に従って歩むすべての

聖徒 らは，そのへそに健康 を受けその骨に髄

を受けん。
か く

また智恵 と知識の大いなる宝まことに秘れ

たる宝を見出さん。

而 して走れ ども疲れず，歩けども気を失 う

ことなか らん。

主なるわれ彼 らに一つの約束を与 う。すな
し よ う に

わち， さつ りくの天使はイスラエルの小児た
ほふ

ちが如 く，彼 らを過 ぎ越 して屠ることなかる

べ し。」(教 義 と聖約89：18-21)

ここで殺 りくの天使はイスラエルの小児た

ちを過 ぎ越す と言われているが，これは，イ

スラエルの民の解放 をエジプ ト人に迫った時

の出来事の ことを言っているのである。
「主はエ ジプ トの国の

，すべてのういご，
ざ 　ち か

すなわち位に座するパロの ういこか ら，地下

のひとやにおる捕虜の ういごにいたるまで，

また，すべての家畜の ういごを撃 たれた。
し

… … エ ジ プ トに 大 い な る叫 び が あ っ た
。 死

にん

人のない家がなか ったか らである。」(出 エ ジ

プ1ト12：29-30>

しか し，主か ら殺害の使命 を受けたこの殺

りくの天使は，主によって指示 されたように，

か もいと入口の柱に小羊の血 を塗って印を付

けておいたイスラエルの人々の家は通 り過 ぎ

て行 ったのである。

知恵の言葉や その他の聖句か ら， この最後

の神権時代にはこの世に住む人々の間で働 き

を成す殺 りくの天使が存在するこ とは明 らか

である。主は，1831年 に予言者ジ ョセブ ・ス

ミスに対 しそ，すべての人は主の前に腐 り暗

黒の力が地上 にあるため，この天使たちが 「世
やき す

の毒麦を集めてこれを焼捨てんために世 を刈
たいめい

り取る大命を待ちつつあり」(教 義 と聖約38：

12)と 言 われた。.

1894年 に ウッ ドラフ大管長は次のように言

われた。「神 は長い間，殺 りくの天使ちたを制

してこられた。この天使たちが，小麦 と.毒麦

を一緒に刈 り取 ることがない よう.にするため

である。 しか し私は今皆さん に申し上げる。

この天使 たちはすでに天の門を出て，今 この
、
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ヒ

民とこの国の上に立 ち，裁 きを下そ うと天空

を舞っている。そして， まさにきょうを境に，

その裁 きが下され るであろう。不幸や災難が

この世に 多くなるが，それには意味があるの

である。」(加 ργo彬鯛6窺E矯 「インプルーブ

メン ト・エラ」1914年10月 号 ，p.1165)

さて，愛す る兄弟たち，主は私 たちの周囲

で起 こっている事柄 をこのように啓示 し，教

えて下さった。 もし私たちが知恵の言葉 を守

ることによって清い肉体 を持つな らば，殺 り

くの天使 たちは，ちょうどイスラエルの子 ら

を過 ぎ越 して殺すことがなかった ように，私

たちをも過 ぎ越 して行 くことだろっ。そのよ

うな約束 を受けることは，何 と素晴らしいこ

とではないだろうか。これが，知恵の言葉 を

守るこ とによって得 られる祝福のひ とつであ

る。

什分の一の律法 を守る者に約束 されている

祝福 も，知恵の言葉の約束 と同様，具体的で

ある。その祝福のひとつは，土地 の生産性 と

深い関係がある。私は，何年か前に，什分の

一の律法 に伴 う約束の言葉に強 く心 を打たれ

たことを覚えている。私が まだ若い頃，近代

におけ る偉大な使徒のひ とり， ジェームズ ・

E・ タルメージ長老は次のように言われた。

「産物の什分の一 を納める時に，その土地が

清め られるということを御存 じだ ろうか。実

際に土地は清められるのであ る。 自然の元素

や 力と，人の行 ないの間には，深 い関係があ

る。」(Co卿76ηoθR8ヵoγ'「 大会報告」1929年

10月 ，p.68)

この話は，ブ リガム ・ヤング大管長 の教え

に一致 している。ヤ ング大管長はこのように ・
き よ う こ く

言われた。「この豊か な峡谷について考えてみ

よう。この地上で私たちをおいて他に， この

地に来て生 き抹ける民はいない。私たちは こ

の地の至 る所で祈 り，この土地 を，水 を，大

気 を， またあらゆる物 を主に捧げた。そのた

めに，天の恵みがこの地に注がれ，土地の生

産性が高まったのである。」(ノ伽7ηα1(ゾ α輸一

60π7sθs「説教集」12：288)
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什 分 の一 を納めることか ら得 られる報 いを

もうひとつ挙げれば，それは， ちょうど収穫

保険をかけるようなものであると言える。聖

句 を読んでみ よう。
いえ

「わが家に食物あらしめんために，什分の

一 をこ とごとくわが倉に持 ち来 りてわれ を試
い

し見よ。われが汝 らに天に窓 を開 きて容 るる

所 なきほどのあふ るる恵みを汝 らに与 うるか

与 えざるか を見 よ。

もし汝らが什分の一をことごとく持 ち来 ら

ば，われは食い荒す者を汝らのためにふせ ぎ，
とど

汝 らの畑の作物 を食い荒すこ とを止むべ し。
み どう うち

また汝 らの葡萄の木をして熟せ ざる内にその

実 を落 さしめざるべし6万 群の主はか く言う。」

(IIIニー ファイ24：10-11)

グラ ン ト大管長は，主の王国を打 ち建 てる

ために財産 を惜 しみな く捧げる人々には，主

が必ず繁栄 を与えて下 さる とい う信仰 を強 く

持 っていた人であった。その信仰は，私の生

涯に も大 きな影響 を及ぼ している。何年 も前

のこと， グラン ト大管長がある断食集会に出

席 した時の出来事 を話 されたことがある。そ.

の集会で監督 は，会衆 に献金 を訴 えた。 グラ

ント大管長は，当時 まだ非常に若かったが，

ポケッ トに50ド ル持っていた。銀行に預金す

るつ もりのお金である。しかし，大管長は監

督の訴えに強 く心 を動 かされて，その50ド ル

全部 を差 し出 した。ところが監督は，5ド ル

だけ受け取 ると残 りの45ド ルをグラン ト少年

に返 し，君は5ド ルで十分だ と言った。グラ

ン ト大管長は，これに反論 して，「ウーリー監

督，監督は一体何の権利があって，私から，

主に負債 を委ねる特権 を奪お うとい うのです

か。私 の母 は未亡 人で，今200ド ル どうして

も必要 なんです」 と言った。

そこで監督は，「君は私がこの45ド ル を受

け取れば，す ぐにでも200ド ルが手に入る と

信 じているのかね」 と尋ねた。

「もちろんですよ」 とい うのがグラン ト大

管長の答えであった。

これ程の信仰 をもって言われれば，監督は



引き下が るしかなか った。こうして監督は残

りの45ド ル も受け取 ったのである。

グラン ト大管長の証によれば，その断食集

会か ら仕事 に戻 る途 中，「ある考 えがひらめ

き」， その考 えに従って行動 した結果，218ド

ル50セ ン ト得 るこ とができたという。後年，

この出来事 を振 り返 って，大管長は この よ.う

に言っている。「どちらにせ よ起 きたことだ」と

言う人もいます。

しか し私にはそうは思えませ ん。あんな考

えが浮かんで くるなんて， とても考 えられま

せん。……

私 は，金銭的に私 たちが果たすべ き義務 を
あ

果た した ら，主が天の窓を開けて，霊的な面

で数々の祝福を注 いで下 さるということを，

堅 く信ずる者です。この霊的な面での祝福は，

この世 の物質よ りはるかに価値のあるもので

す。 しか し，私は，主が物質的な面で も祝福

を与 えて下 さることを信 じて います。」(1初 一

ργo肥耀 窺Eη 「インプルーブメン ト・エラ」

1939年8月 号 ，p.457)

什 分の一を納めることによって受ける報 い

は， さらに救い主の再臨の時に も与えられる。

主の再臨の時に焼 き滅ぼ されずにすむという

保証であ る。教義 と聖約第85章 で主は，民に
おうはう

什分の一 を求めるのは 「応報 と焼滅ぼ しの日

に備 え」(3節)さ せるため であると語 ってお

られる。.さらに，第64章 で主は次のように言

っておられ る。「見 よ，人の子の来るまで今 よ

り後を 『今 日』 と称 えらる。誠に 『今 日』は

犠牲の 日，わが民の 『什分の一』を捧 ぐる日

なり。こめ 『什分の一』を納めたる者は人の

子の来る時火に焼か るることなし。」(教 義 と

聖糸勺64：23)

個 人 的な意見 を申し上げれば，私は常々1

この什分の一の律法はシオンの地における受

け継 ぎの律法であると考えてきた。 と言 うの

も，主が，この律法 を与え られた時， シオン

に集 まる者は皆この律法 を守 らなければなら

ない， もし守 らなければこの地 に住むにふ さ

わしくない と言われたからである。(教 義 と聖

約119：5参 照)

さて次に，注 目していただきたい第3の 特

別な戒め とは，これである。「汝ら姦淫するこ

となかれ。」(教 義 と聖約42：24)

皆 さんはここで，アルマが息子 コリナン ト

ンに与 えた教えを思い出す ことであろう。ア

ルマは，姦淫は神の 目か ら見て，殺 人に次い

で忌まわ しい罪悪であると教 えている。(ア ル

マ39：3-5参 照)ま た，パウロが コリン ト人

にあてた手紙を思い起 こす人 もいるだろう。

「あなただがは神の宮であって
，神の御霊

が 自分の うちに宿っているこ とを知 らないの

か。

もし人が，神の宮 を破壊す るなら，神はそ

の人を滅ぼす であろう。」(1コ リン ト3：16

-17)

か つて，大管長会は教会の若人に向けて次

のように宣言 した。「汚れたまま生 きているよ

りは，清いまま死んだ方がよい。」(α〃卿%耀

R砂 碗 「大会報告」1942年4月 ，.p，89)

私 は，父が姦淫の忌まわ しさを私の心 に深

く刻 み込んで くれたことを思い起 ごしている。

1920年11月12日 の早朝，父と私 は， アイダホ

州 レック琴バー グのある鉄道駅 に立っていた。

列車の汽笛が聞こえ，あ と3分 後にはオース

トラ リアへの伝道に旅立つ という時であった。

そのわずかな時間に，父は，他の様々な助言

に加 えて次のように言った。「家か ら随分遠 く

へ行 くこ とになる。 し.かし，母 さんも私 も兄

弟も，家族は皆，いつで もお前のことを思い，

お前のために祈 っているよ。お前が成功 した

ら，家族 も一緒に喜ぼ う。お前が失望 したら，

家族 も一緒に悲 しもう。お前が任務 を解かれ

て家に帰って くる時には，喜んで迎えよう。

しか し， このことは忘れないでほしい。 もし

お前が純潔を失い，汚れた状態で家に帰って

くるくらいなら， この駅に来て，列車からお
ひつき

前の枢 を降ろす方がはるかにいいということ

を。」

この時，私は父のその言葉を深 く考えてみ

た。 その時私は，客の言った意味 を完全には
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理解 していなかったと思 う。 しか し，私は，

その言葉 を一度 として忘れたことはない。

心の清 い者，徳高い者に約束されている祝

福以上に，熱心に求めなければな らない祝福

がほかに考えられるだろうか。イエスは，徳

高い行為にはそれぞれ固有の報いがあること

を話 されたが，最大の報.いを，心の清い者の

ために残 しておかれた。少な くとも私にはそ

う思える。「彼 らは神 を見るであろう」(マ タ

イ5：8)と 主 は言ってお られ る。そして，そ

の ような人々は主に まみ えるだけでな く，主

のみ前にあって安 らぎを感 じるこ とができる

のである。

その約束，すなわち救い主が与えて下 さっ

た約束を読んでみよう。「絶えず徳 を以て汝の
おもい

想 を飾るべ し。然る時は，汝の 自ら信ず るこ

と神の前に強 くな り……。」(教 義 と聖約121：

45).

徳 を維持 した報 いと姦淫を犯 した結果 とが，

ヨセブとダビデの生涯の中に劇的に描 き出さ

れている。

ヨセブは，エジプ トで奴隷の身ではあった

が， どれ程大 きな誘惑に遭って も，忠義 を守

り通 した。その報 いとして， ヨセブはヤ コブ

の息子たちの中でも選 り抜 きの祝福 を受けた。

イスラエルの中で，恵まれたふたつの部族の

先祖 となったのである。私 たちの大部分は，

ヨセブの子孫のひ とりに数 えられることを誇

りに思っているこ とと思 う。

一方
， ダビデは，主か らあれ程 までに恵み

を受けなが ら，(実 際，彼は，神御 自身の心に

かなう人とまで言われた 〔サムエル上13：14

参 照〕)誘惑 に負けて しまった。彼の不 貞はや

がて殺人を呼び，その結果，ダビデは自分の

家族 も昇栄 も失ってしまったのである。(教 義

と聖約132：39参 照)

さて兄弟たち，私はこれ以上お話 しようと

は思わないが，ただ， もう一度，主の約束を

信 じ，それにふさわ しい生活 をしていただき

たいという私の願い を再確認 して欲 しいと思

う。マラキの時代の人々のようにな らないよ
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うに しようではないか。彼らは，神に仕える

こ とは無益なことであ り，つ まらないことで

ある，それは，見ての通 り高ぶる者が祝福 さ

れ，悪を行 なう者が栄 え，神 を試みる者す ら

罰せ られないか らである，と言っていた。(マ

ラキ3：14-15参 照)現 在も，マ ラキの時代

と同様 に，主を畏れ，主のみ名を心に留めて

いる人々のために，主のみ前で覚 えの書が書

かれているとい うことを言，忍識 し， また忘 れな

いだけの良識 を持 とうでなはいか。.「.万軍の主

は言われ る，彼 らはわた しが手 を下 して事 を

行 う日に，わた しの者 とな り，わたしの宝と

なる。また人が 自分に仕える子 をあわれむよ

うに， わた しは彼 らをあわれむ。

その時あなたがたは，再び義人 と悪人，神

に仕える者 と，仕 えない者 との区別 を知 るよ

うになる。

万軍の主は言われる，見よ，炉のように燃

える日が来る。その時すべて高ぶ る者 と，.悪

を行 う者 とは，わらのようになる。その来 る

日は，彼 らを焼 き尽 して，根 も枝 も残さない。」

主はここで，義人に素晴 らしい約束 を下 し

てお られる。「しか しわが名 を恐れ るあなたが

たには，義の太陽がのぼ り，その翼 には，い
ぎゆうしゃ

やす力を備 えている。あなたがたは牛舎か ら

出る子牛のように外に出て， とび はね る。」

(マ ラキ3：17-18;4：1-2)

愛す る兄弟たち，主の戒め を守 ることによ

って，主の約束を信 じ， その約束 をかなえて

いただ くにふ さわ しい生活 をしようではない

か。 もしそうするならば，現在，その約束 を

かなえていただけ る確信がな くて も，いつか

必ず確信の得 られる 日が来 るであろう。
あ

「また善 を行 って決 して飽かず，謙遜 で柔

和な心 を抱け……。これ らのことをする者は
う

その身も霊 も安息 を得るか らである。」

アルマはさらに次の ように言っている。「忘

れずに青年の時智恵を得 よ。青年 の時か ら神

の命令 を守 ることを習慣 とせ よ。

汝の要す る一切 の助けを神 に祈 り求め よ。

何事 でもすべ て主のため に為せ。 どこへ行 く



に も主 のために行け。常に主 を念頭に置いて

心の愛情 をとこしえに主へ向けよ。

汝のす る一切 の働 きについて主のみこζろ

を伺え。そ うすれば主は汝の為 になる善い誠
ま

め を与 えた もう。眠っている問 も主が見守 り

たもうよう夜寝る時には 自分の身 を主に任せ

て寝よ。そして朝起きる時には神に感謝す る

念 を胸に満せ。このようにすれば終 りの 日にあ
高 く挙 げ られ る 。」(ア ル マ37：3437)

皆 さ ん 方 も， 私 た ち も皆 ， こ ぞ っ て こ の よ

う な 状 態 で い られ る よ うに へ り くだ っ て 祈 る

も の で あ る 。 イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り，

ア ー メ ン。

大会の光景
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「神の武具で身を固めなさい」

誘惑を受ける前に， 自分が行なう事柄と，行なわない事柄をはっき リ決めて

お くことが大切である

第一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

一 の ようにして世界中の至 る所に
，偉大な

一
大義のために集 まっている神権者 を目に

できることは，実に感銘深いδこの会場だけ

でなく，全世 界1，547カ 所 の集会所にいる神

権者のことを考 えると畏敬の念を覚えずには

おられない。

神のみ名によって行動す るよう委任 された

神の権能 を持つ神権者たちの軍勢は，何 と頼

もしい軍勢 であろうか。このような人々の集

まりであるこの集会の目的につ いて考えると，

非常に大 きな責任 を感 じる。

ここで讃美歌(173番)「 戦い止むまで」の

歌詞 を思い出して長・ただきたい。その歌詞は

今晩の証のテーマに則している と思われるの

で， その一部 を引用 して，私たち神権者に当

てはめてみたい と思 う。

戦い止む まで募 らる……
つわもの

兵士冠 を見よや われ らそれを受けん

いそぎゆけ い くさに

真実 を身によろい ほこ りの旗かかげ

喜び進まん……

聞け 隊長は呼ぶ を

遅れずにいざ行け 主のために戦え

み国のために世 と戦 う……

この隊に入 りうたい進 まん

やがて勝利を得 ん

危険は迫 るとも

指導者主は近 し 主はわれらを守 らん

(讃 美歌173番)

今 宵，私は，パウロがエペ ソ人に宛てた書

簡の言葉について述べたいと思 う。

「悪魔の策略に対抗 して立ちうるために，

神の武具 で身を固めなさい。

わたしたちの戦いは，血肉に対す るもので

はな く， もろもろの支配 と，権威 と，やみの

世の主権者， また天上にいる悪の霊に対す る

戦 いである。

それだから，悪 しき日にあたって……堅 く

立 ちうるために，神の武具 を身につけなさい。

すなわち，立って真理の帯 を腰に しめ，正

義の胸 当てを胸につけ，平和の福音の備えを

足には き，

その上に，信仰のたてを手に取 りなさい。

それ をもって，悪 しき者の放つ火の矢を消す

ことができるであろう。
み たま つるぎ

また，救いのかぶ とをかぶ り，御霊 の剣，

すなわち，神の言を取 りなさい。

絶 えず祈 りと願いをし， どんな時で も御霊

によって祈 り……なさい。」(エ ペソ6：11-

18)

今 日の世の中には，戦争 と戦争のうわさが

蔓延 し，人々の心は不安に大き く揺れ動いて

いる。 しか し，パウロが言 うように，今 日最

大の恐 るべ き戦 いとは 「血肉に対す るもので

はな く， もろもろの支配 と，権威 と，やみの

世の主権者， また天上にいる悪の霊に対す る
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戦 い」(エ ペ ソ6：12)で ある。

パウロがエペ ソ人に与 えた警告 は，現代の

私 たちにも当てはまる。すなわち，パウロが

.述べたように
，神 の武具で身を固め るならば，

私 たちは周囲の邪悪に打 ち勝つ ことができる。

聖典か ら幾つか例 を紹介 し，神 の武具 を身

にまとう人，つ まり神 のすべ ての戒め を守 る

人が， いかにして敵の攻撃 を打ち破 ったかに

ついて考えてみたい。まず， ダビデについて

お話 しよう。(サ ムエル上17章 参照)

イスラエルがペ リシテび とと戦 っていた時

のことである。 ゴリアテと名乗 るペ リシテび

とが，一対一の戦 いをいどんできた。負けた

方が勝 った方の家来になるというのである。

ゴリアテは，「頭には青銅のかぶ とを頂 き，

身には， うろことじのよろいを着ていた。……

また，足には青銅のすね当てを着 け，肩には

青銅の投げや りを背負っていた。……や りの
はた

柄は，機の巻 き棒 のようであ り，や りの穂の

鉄 は六百シケルであった。彼の前には，盾 を

執 る者が進んだ。」(サ ムエル上17：5-7)

一方
，この挑戦に応じたダビデは，「手につ

えをとり……なめ らかな石五個 を選び とって
ひつじかい

自分の持っている羊飼の袋に入れ」(サ ムエル

上17：40)， ペ リシテびとに近づいていった。

ゴリアテは， 自分 と戦 うためにイスラエル
あなど

軍が送 り出 した少年 を見て，侮 り，ダビデに

向かって言った。「『さあ，向かってこい。お

まえの肉を，空の鳥，野の獣のえ じきにして

くれ よう。』

ダビデはペ リシテびとに言った，『おまえは

つるぎと，や りと，投 げや りを持 って，わた

しに向かって くるが， わた しは万軍の主の名，

すなわち，お まえがいどんだ，イスラエルの

軍の神 の名によって，お まえに立 ち向か う。

きょう，主は，お まえをわたしの手にわた

されるであろう。わた しは，おまえを撃 って，

……イスラエルに神がお られ るこ とを全地に

知 らせ よう.。』」(サ ムエル上17：44-46)

神 の武具 で身を固め たダビデは，袋か らひ

とつの石 を取 り，石投げで，ペ リシテびとの

c.

無防備 な額を撃った。するとペ リシテびとは

地 に倒 れた。

さて，先程 ロムニー副管長は，王になった

ダビデが神 の武具 を身につけていなかったた

めに起こった悲劇について話をして下 さった。

私 たちはいつで も神の武具で身を固めなけれ

ばならない。 さもなければ，私たちの弱点を

攻撃 され，また戒めを守ることによって得ら

れる守 りをな くし，そのために誘惑 を受けや

す くなる。

神の武具 で身を固めていたために守られた

もうひ とつの例は，エ ジプ トに売 られたヨセ

ブの生涯に見られる。(創世37，39-41章 参 照)

彼 は若い頃か ら忠実で信仰が篤 く，常 に神の

戒め を守 っていた。

父親が ヨセブをかわいが るので，兄弟たち

は彼 をねたみ，殺そ うと図 った。 しか し，兄

のルベ ンの説得によつて， ヨセブは命を取ら

れることな く穴に投げ込まれた。やがて彼は

穴か ら.救い出されたが，エ ジプ トに連れて行

かれ，そこで王の侍衛長ポテパルに売 られた。

ポテパルはす ぐにヨセブの能力を認め，す

べ ての持 ち物 を彼の手に委ねた。聖書には 「ヨ

セブは姿がよ く，顔が美 しかった」(創 世39：

6)と 記 されている。

やがて，主人の妻が ヨセブに言い寄るよう

になった。 しか し， ヨセブはその誘惑 を拒ん

で，彼女か ら逃れた。その時につかまれた衣

を彼女の手に残 して きたために，ポテパルの

妻 はその衣を証拠に ヨセブを訴 えた。

主人は妻の言葉 を信 じて， ヨセブを獄屋に

投 げ入れた。それか ら何年間 も獄屋に閉じ込

められていたが，やがてエ ジプ トの王パ ロの

前 に呼び出される日が訪れた。

王はある夢 を見たが，エ ジプ トの魔術師や

知者はだれ もそれを解 き明かす ことができな

か った。その時， ヨセブが獄屋の中で夢 を解

き明か し， その通 りに成就 したことを覚えて

いた者がいた。

パロが夢 のことを話す と，ヨセブはそれを

解 き明 し，やがて7年 の豊作 に続いて7年 の
、

65



へ

ききんがエジプ ト全土を襲 うことを警告 し，

同時にパロにどうすべ きかを教えた。

ヨセブはまた， この夢の解 き明か しは神に

よるものであり，パロに夢を与えられたの も

同 じ神 であることを明らかにした。パロは神

が ヨセブと共にお られるこ とを知 り，彼 をエ

ジプ ト全土のつか さとした。 そして後に， ヨ

セブは自分の家族 まで も飢えか ら救ったので

ある。皆さんがよ く御存 じの話である。

ヨセブは神の武具でその身を固めていた。

苦難 を受けている間 も神が共におられたので，

彼はそれに耐 えることができた。ヲセブは戒

めを守 り，助け と力 とを求めて絶 えず神に祈

ったので，祝福 を受け，神が望 まれ ることを

行 なうことができたのである。

大切 なことは， 人生の早い時期に， 自分が

行なう事柄 と，行 なわない事柄をはっき り決

めてお くこ とである。喫煙，飲酒，不道徳な

行為，そのほか主のみたまの交わ りから私た

ちを遠 ざけるものは，誘惑を受けるずっと以

前にすべて拒否す る決心 をすべ きである。

私たちはそれぞれ異なった弱点 を持 ち，異

なった誘惑を受 ける。 したが って， 自分の生

活 を吟味 して，弱点 をはっ きりと知 ってお く

必要がある。 その弱点を強固な武具で覆い，

誘惑に陥ることな く，正 しいことを行 なうよ

うにしなければならない。

もうひとつの例 を挙 げてみよう。神 の武具

で身を固めることによって得 られる守 りをダ

ニエルほどはっきりと経験 した人はいないで

あろう。(ダ ニエル1-2，6章 参照)ネ ブカ

デネザル王の命令 により，ダニエルと数人の

イスラエル人は， ある訓練 を受けるために王

の宮殿で生活す ることになった。

3年 の間，彼 らを大切に養 い育 て，3年 後

に王の前に立たせ よっといっ計画であった。.

そのため彼 らには，王の食べ る食物 と，王の

飲む酒 をは じめ とす る特別上等な食事が用意

されることになった。

ところが シャデラク， メシャク，アベデネ

ゴと呼ばれ る3人 の若者 とダニエルは，王の
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食物 と酒 を口に しな くてよいように許可を求
かんがん

め た。す ると4人 を管理す る宙官の長はら ダ

ニエルに言った。「王の食物 を食べなかったた

めに， あなた方の健康の状態がほかの若者 よ

り悪 くな り見劣 りが したら，王は非常に怒 る

でしょっ」

そこでダニエルは言った。「どうぞ，しもべ

らを十 日の間試 して ください。わたしたちに

ただ野菜 を与えて食べ させ，水 を飲 ませ，そ

してわたしたちの顔色 と，王の食物 を食べ る

若者の顔色 とをくらべて ください。」

10日 間が過 ぎた時，彼らの顔色は他のすべ

ての若者 よりも美 しく，健康 であった。こう

して4人 は 自分たちが望む ような食事 を続け

ることができた。

それか ら3年 経 って， ダニエルたちが王の

前に連れて行かれた時には， どの点か らみて

も彼 らに並ぶ者がないほどに成長 していた。.

さ らに知恵 と理解の点でも，全国の博士や法

術士 よりも10倍 もす ぐれていたのである。

まさに知恵の言葉の約束の成就である。「お

よそこれ らの言葉 を憶えて守 り且つ行い， こ
い ま し め

の誠命に従っ.て歩むすべての聖徒 らは， その

へ そに健康 を受けその骨に髄を受 けん。

また智恵 と知識の大いなる宝 まことに秘れ

たる宝を見出さん。

而 して走れ ども疲れず，歩けども気 を失 う

ことなか らん。

主なるわれ彼 らに一つの約束 を与 う。すな

わち， さつ りくの天使はイスラエルの小 児た
ほふ

ちが如 く，彼 らを過 ぎ越 して屠るこ となか る

べ し。」(教 義 と聖約89：18-21)

この約束の一つ一つが， ダニエル と3人 の

若者に成就 したのである。次に挙げるのは，

その中で最 も興味深い出来事 であ る。

ネブカデネザル王は夢を見て心 を悩 ませ た

が，その夢 を思い出せなか った。王はダニエ

ル とその同僚 を含めて，すべての知者 と法術

士 を殺そうとした。王が見た夢 とその解 き明

しを示せ る者がいなか ったか らである。 しか

しダニエルは， しば らくの時 を与 えて下さる



よう王に願い， そして必ず自分が その夢 とそ

の解 き明 しを告げてみせ ます と約束 した。

ダニエルが神に願 い求めると，示現に よっ

てその秘密が明らかにされた。そこで彼はそ

の夢 と解 き明 しを王に告 げた。そしてダニエ

ルはその秘密 を明 らかに して下 さったのは天

におられる神 であることをはっき りと告 げ，

それはこの後 この王 国に起 こるべ きことと，

最後に神の王 国がこの地上に どの ように して

設立 されるか を王に知 らせ るためであると述

べた。

王は深 く感銘 してダニエルに言った。「あな

たがたが この秘密をあらわすことができたの

を見 ると， まことに，あなたがたの神は神々

の神，王たちの主であって，秘密 をあらわさ

れるかただ。」(ダ ニエル2：47)

ダニエルは，続 く2代 の王か らも信頼 され，

彼らに仕 えた。 しか し，王の側近の老たちは

それ をねたみ，何 とか彼を失 脚させ る口実が

ないものか と捜 し回っていた。 しか し， ダニ

エルが彼の神に祈 っているこ と以外，何 ひと

つ見いだせ なかった。そこで彼 らは王に取 り

入 り，王以外の神 または人を拝む者は， しし

の穴に投げ入れる とい う命令 を出させること

に成功 した。

その後 どうなったかは皆さんがよ く御存 じ

である。この禁令に もかかわらず， ダニエル

は祈 ることを止めなかった。人々は彼が祈る

のを見て，彼 を王の前に連れ出 した。ダニエ

ルを愛する王は，その禁令を出 したことを憂

い，何 とか彼 を救お うとした.し か し， メデ

アとペルシャの法律 によれば，1王の立てたお

きては二度 と変更 を許 されず，その まま実施

しなければな らな かった。

ダニエルが レしの穴に投げ込まれ る時，心

に不安 を感 じた王は次のように言った。「どう

か， あなたの常 に仕 える神が， あなた.を救 わ

れ るように。」(ダ ニエル6：16)

眠れ ぬ.ままに一夜 を明かした王は，翌朝早

く，「ししの穴.へ行 ってみた。そして， ダニエ

ルが まだ生きていることを知 って喜 んだ。ダ

ニエルは王に言った。「わたしの神はその使を

お くって， ししの 口を閉ざされたので， しし

はわた しを害 しません.でした。これはわたし

に罪のないことが，神の前に認められたから

です。王よ，わたしはあなたの前に も，何 も

悪い事 をしなか ったのです。」(ダ ニェル6：

22)

王 は ししの穴か らダニエルを出して，彼を

訴えた人を穴 に投げ入れた。彼 らはす ぐに飢

えた ししにかみ殺された。

すべての戒め を守 ったダニエルは， まさに

神 の武具 を身にまとっていた。私たちは絶 え

ず神の戒めを守 り続けたヨセブや ダニエル，

ダビデのよっに， また真の神 を礼拝 し仕え，

その戒めに忠実に従 うことによって守 られて

きた他の多 くの人々のように行動する備 えが

で きているだろうか。

次の質問について考えていただ きたい。

福音に関す る知識 と信仰 と証 を増すために，

私 たちはいつ も聖典 を研究しているだろ うか。

戒め を守 っているだろうか。人 との交際や取

引 きを正直に行なってい るだろうか。安息 日

を聖 く保 っているだろうか。知恵の言葉 を守

っているだう りか。什分の一 を正直に納めて

いるだろうか。集会に出席 し，権威 ある人か

ら与 えられた召 しに応 えているだろうか。心

と思い と行ないはいつ も清 く純粋で徳高 いだ

う つか。

私たちの周囲に蔓延するポルノや堕胎，タ

バ コ，アルコール，薬物乱用などの悪 と戦っ

ているだろうか。 自分の信念 を守るために立

ち上がる勇気 を持 っているだろうか。キ リス

トの福音 を恥 としていないと心か ら言えるだ

ろ うか。人の悪口や陰 口を言った り，根 も葉

もない うわさを流 した りせずに，隣人 と平和

に暮 らしているだろうか。自分 自身を愛する

ように隣人を心か ら愛 しているだろうか。

これらの質問にすべて 「はい」 と答えられ

る人は，神の武具で身を固めている 人であ り，

必ずや敵の攻撃や害か ら守 られ ることであろ

う。 しか しもし 「いいえ」 と答えざるを得な
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へ

い質問がある人は，武具が貧弱か武具で覆わ

れていないところがあって，攻撃 を受けやす

い。そのよ.うな人は，執拗に入の弱点につけ

入ろうとす るサ.タンの手にかかって，傷つ き，

あるいは破滅 して しまうであろ う。

もう一度 自分の武具 を点検 していただ きた

い。無防備 な部分はないだろうか。 もしあれ

ば，そこ.を補 う決心を今 していただ きたい。

あなたの武具にボロボロになった個所や欠陥

があったとして も，あなたにはそれ を補修す

る能力があるというこ とを，いつ も忘 れない

でいただきたい。

偉大な悔い改めの原則があるので，私 たち

は今す く"自分の生活 を変 え，聖典 の勉強をし，

祈 り，そして神に仕 え戒め を守 る決心 をす る

ことによって，神 の武具で身を固めることが

できる。

最後に，神権の誓詞 と誓約を引用 して この

話を終わ りたい。 もし神権者が この神権の誓

詞 と誓約 を守るならば，約束されたすべての

祝福にあずか り，守 りと保護 を受け ることだ

ろう。

「およそ忠実にしてわが今語れる二つの神

権を得，而 してその天よ りの召 を全力を尽 し

て遂行す る者たちは， 『みた ま』により聖め ら

れてその肉体再新 さる。

これ らの者はモーセの息子たち とな り，ア

ロンの息子たちとな り，アブラハムの子孫 と

なり， また教会員にして王国の民 となり神の

選民 となる。

主は言 う，またすべてこの神権 を受け入 る

る者は，われを受 くるな り。

そは，わが僕 らを受け入るる者はわれ を受

くればな り。

また，われ を受け入るる者はわが父を受 く

るなり。

而 して， わが父を受け入るる者はわが父の

王国を受 くるな り。この故 にわが父の もてる

すべては彼に与えらるべ し。

而 してこは神権に属け る誓詞 と誓約により

て然るな り。
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この故にこの神権 を受 くる者は，すべてわ

が父の この誓詞 と誓約 とを受け，而 しでこれ

をわが父は破ることも変 えることも為 したも

うはずな し。
ひとたび

されど何 人にまれ一度この誓約を受けて後

これ を破 り， またこ とごとくこれに違背す る

者はこの世 に於 ても未来の世 に於て も罪の赦

しを受 くることなかるべ し。」(教 義 と聖約84

：33-41)

神 権者の皆 さん，神は生 きてお られ，私 た

ちは神の霊の子供である。神の御子イエス ・

キリス トは，私たちが復活 して永遠の生命 を

享受 できるようにその命 を捧げて下さった。

このような知識 を持つ私た.ちは何 と祝福 され

ていることだろっ。

私 たちは，予言者 ジョセブ ・ス ミスを通 し

て再 び地上に設立された末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教 会に所属 し，神 権 を有 して いる。

この教会の発展は，私たちにかかっている。

すなわち，私たちがいかに与えられた召 しを

全力 を尽 して遂行 し，現代の予言者 スペンサ

ー ・W・ キンボール大管長の指示に従えるか

にかかっているのである。

すべての人々が大管長のメッセージに注意

深 く耳を傾 け，それに従 うよう切にお勧めす

る。 イエ ス ・キリス トのみ名によ り申し上 げ

る。アー メン。

七十人第一定員会会員の繭地良彦長老
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教会で奉仕するための備え

キ リス トは私たちの模範てあ リ，導き手であり，友である。また，使徒や

予言者たちも私たちの模範である

大管長

ズペンサー ・W・ キンボール

兄 弟の皆さん・今宵私たちは注 の僕たち
の話 を聴 く素晴 らしい機会にあずか った。

主の僕 たちは真理 と正義.の言葉を語って下さ

った。今杳，指導者たちの話 を聴 いたすべ て

の方々が，これらの言葉 を深 く心に留めて下

さるように願 っている。

今朝，ハ ワー ド・W・ ハンター長老は， ウ

イルフォー ド・ウッ ドラフ大管長について話

された。その話を聴 きながら，私は以前に読

んだ ウッ.ドラフ大管長の体験談を幾つか思い

出 した。 この集会の最後の話 として， その中

から2，3御 紹 介したい と思 う。いずれ も，

ウ ッドラフ大管長がアロン神権者の皆 さん と

同 じように若い頃に体験 した出来事である。

ウッ ドラフ大管長は， この神権時代 におけ

る 「霊的な巨人」のひ とりである。彼は主か

ら夢や示現をた くさん見せて いただいた。ま

た彼は，今 日よく知 られているよ うに，何千

人もの人々にバプテスマ を施 し，実に多 くの

奇跡 を行なった。ウッドラフ大管長ほど聖 き

みたまの導きを享受 した人は少ない。彼は主

イエス ・キ リス トの使徒であ ワ，生涯雄々 し

く忠実に働 いた。そ して主の王国において，

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の第4代 大管

長に召された。彼は1893年 に ソル トレー ク神

殿 を献堂 した。また，セン トジョー ジ神殿で，

神殿の儀式の執行 を求めるア メリカ合衆国創

設者たちの訪れを受 けたのもウッ ドラフ大管

長である。兄弟の皆さん，御存 じのように，

このような奇跡，示現，啓示は，極めてまれ

なことである。ア メリカの憲法を制定 した人

人は， この地上に福音が 回復 されていない時

代に住んでいた。その上，高潔で善良な彼ら

には，私たちに与 えられているすべての祝福

を受ける資格があったのである。

私 たちは皆，尊敬 し称賛で きる英雄を必要

としてい る。 自分の生活の模範になる人々が

必要 である。その最たる御方がイエス ・キリ

ス トである。「汝らはいかなる人物にてあるべ

きか。」主はニーファイ人の弟子 たちに自ら答

えて言われた。「まことに汝 らはわれと同 じ人

物ならざるべか らず。」(IIIニーファイ27：27)

キ リス トは私たちの模範であ り，導き手 であ

り，手本であ り，友であ る。主の ようになろ

うと努める人は，常にキリス トと共にいるの

である。 また，主に倣 って生涯を過 ごした予

言者や使徒 たち も，主に及ばないまでも，私

たちの模範である。

先程の特別な示現に話 を戻そ う。ウッドラ

フ大管長は，神殿において，権能 を持つ 人々

に より，これ ら合衆国の偉人たちがエ ンダウ

メン トや祝福 を受け られ るように手配 された。

また，神殿の儀式 を願 う女性たちのためには，

.姉妹 たちが儀式を行なった。神殿活動につい

て ロイデン ・G・ デ.リック長老が きょうお話

下 さった理由 を， これでお分か り.いただけた

と思 う。霊界にいる大勢の霊たちが， 自分の

ために儀式が行なわれの を待 ち望んでいる。
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儀式が行なわれれば，.安 息につけ るか らであ

る。しか し，儀式が行なわれ るまでは，それ

以上進歩する ことはできないのである。

ウッ ドラフ兄弟は次のように述べ ている。

「私 が この教会 で初めて説教 を聴 いたのは

1833年 のこ とで，説教者は，年老いたゼラ ・

パルシファー兄弟である。彼は80歳 を越える

天寿 を完うして南部 で死んだ。彼の説教こそ，

私が子供の頃から祈 り求めていた ものであっ

た。

私は説教 を聴いた時，す ぐにそれが真実で

あるという証を持った。同時に心に深い感動

を覚えた。彼は学校の校舎で福音 を説いてい

た。その建物は，ニュー ヨー ク州 オスウィゴ

の私たちの農場にあった。集会が始 まる頃に

は，会場は人でいっぱいであった。ふ と気が

付 くと，私は会衆 を前にしてベ ンチの上 に立

っていた。何のためにそこに立ったのか私に

も分か らなかった。 しか し，私は口を開いて，

隣 人や友人たちに この ように言 った。『この

(ふ たりの)方 々 と彼 らの証につ いて皆 さん

が話す言葉に気を付けて下さい。おふた りは

神の僕だか らです。おふた りが私 たちに証 し

た真理 を，私は子供の頃か ら捜 し求めてきま

した。』

私は進み出てバプテスマを受け，教師に聖

任 された。私は最初に執事にな.れなか ったこ

とをいつ も残念に思 う。なぜなら， 自分のふ

さわしさに応 じて段階 を追 って神権が授けら

れることを願っていたか らである。私は何年

もの間，福音 を聞!だ けでな く，同胞に宣べ

伝える特権 と権能 を得たいと願い続けた。私

は製粉所で働いていたので，真夜中にそこへ

行 き，何時間 も光 と真理 を求めて主に祈 った。

キ リス トの福音 を聞け るように， また同胞に

福音 を宣べ伝えることができるように祈 った。

そ して，喜ば しいことに，その機会が訪れた

のである。」(DガS60π駕6SOノ 曜'⑳ 雇 卯bo4吻 ∬

「ウイルフォー ド・ウ ッドラフ説教集」p
.

304)

ウ ッ ドラフ大管長は，1807年5月1日 に生
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まれ，1833年12月31日 にバ プテスマ を受けた。

そして，1834年1月25日 ，26歳 の時に教師 に

聖任された。

この話か らわか るこ とは，彼が子供の頃か

ら真理 を知 るこ とができるように祈 り，青年

時代に幾晩 も主を呼び求めて きたということ

である。彼は福音 を宣べ伝 えることを願い，

正 しい心 を持ち，福音 を聞 くとす ぐにそれ を

信 じた。

若 人は証 を求め，伝道に出たい という望み

を持つ ようにすべ きである。午後の集会で伝

道について話 して下 さ.ったエズラ ・タフ ト ・

ベ ンソン会長に感謝 してい.る。教会のすべて

の若人は，宣教師に.な.ることを熱 心に願い求

めるべ きである。また，.養育 の義務 を終 えた

両親 を援助 して，彼 らも伝道の召 しを果たせ

るように助けるとよいでしょう。

さて，ウ ッドラフ大管長の2番 目の経験で

ある。彼は次の ように述べている。

「11歳の時に
， とて も興味深い夢 を見た。

そ して，その夢の一部 は，まさに文字通 り成

就 している。夢の中で，私は大 きな淵 を見た。

それは，世 のすべての人々が死んだ後に入る

場所であった。 しか しそこに入る前に，この

世の物 をすべて置いて行かなければならなか

った。そこに， ビーバーハ ットをかぶ り，上

等なスーツを着た老人が立っていた。 とても

悲 しそうだった。彼は何かを背負って来たが，

淵の中に入るにはそれ を置いて行かなければ

な らなかった。当時，私はまだ少年だった。

それか ら数年 後，私は両親 と一緒にファー ミ

ン トンに移 り，そこで私 はあの老人に会った。
一 目見て

，私 にはその老人が夢で見た人であ

ることがす ぐに分かった。老人の名前はチ ョ

ーンシー ・デ ミンと言った
。さらに数年後，

彼は病気になって死んだ。私 は彼の葬儀に列

席 した。

彼は人か ら守銭奴 と呼ばれるような人間で，

数十万 ドルの財産があると言われていた。棺

が墓に納められる時，私はあの夢 を思い出 し

た。その夜，義理の息子は，老人の残 した十



万 ドルを地下室で発見 した。あの夢は私に真

理は何であるか を示 した ものだと思 う。 この

世の人々は，財産を持って墓 に入ることはで

きないのである。

また，先の夢の中で，老人の場面に続いて，

私は立派な神殿に参 入した。そこは神の王国

と呼ばれた。その時，私 の方に近づ いて くる

人がいた。お じのオゼム ・ウ ッドラフとおば

だ った。私はふた りをその宮居に招 き入れた。

それか ら時が流れて，私は福音 を受け入れ，

テネシー州へ最初の伝道に出かけた。伝道中

に，私は 自分の見た夢のことをパ ッテン兄弟

に話 した。すると彼は，数年 以内に私がおじ

に会ってバプテスマを施すだろうと言った。

その言葉は文字通 り成就 した。後に私は，お

じ夫婦 とその子供たち数 名にバプテスマ を施

したので.ある。そのほか，私の父，継母 とそ

の娘， メソジス トの牧師にもバプテスマ を施

した。事実，私は父の家に住むすべての人を

改宗 した。これは，夢が時 として現実になる

こ とを示 す もの で ある。」(D乞sooπ鷹s〔 ゾ

冊鵡め名び賄oげzげ 「ウイルフオー ド・ウツド

ラフ説教集」pp.283-84)

ア ルマは次のように述べ ている。主は 「天

使 によって男ばか りでなく女に も御言葉 を伝

えたまい，そればか りでな く，またたびたび

賢人や博学の人の知識 も及ば ない御言葉 を子

供に与えた もう。」(ア ルマ32：23)

幼 い子供.たちは，両親 と同様に，主の祝福

を受ける資格がある。御父 と御子の訪れ を受

け，この神権時代の幕を開けた時，ジ ョセブ・

ス ミスはわずか14歳 であった。そ して，モロ

ナイが現われて，モルモン経が記された金版

を埋めた場所 を告 げたのは，彼が17歳 の時で

ある。

若入は福音を研究 し，教会で奉仕する備え

をし，できる限り勤勉に戒めを守 らなければ

な らない。

さて，3番 目の出来事 であるが，ウ ッ ドラ

フ大管長 は次の ように述べている。

「教師の職 にあった時
，私 はシオンの陣営

の一員 として ミズー』リ州に向かった。途中，

多 く.の試練や苦難に遭 い， コレラに見舞われ

て，15名 の兄弟たちが死んだ。 ミズー リ州に

到着 した私たちは，ライマン ・ワイト兄弟の

家に滞在 した6そ の家では，予言者 ジョセブ・

ス ミス，オ リヴァ ・カウ ドリ，デ ビッ ド・ホ

イ ットマー， その他教会の指導者が集 まって

評議会が開かれた。私 もその集会に出席 した。

デビッ ド・ホイッ トマー兄弟はシオンのステ

ーキ部の管理者であったが， ジョセブ兄弟か.

ら激 しい叱責 を受 けた。他の何入かの兄弟 も

同 じように叱責 された。神の命令に従 うこと

を怠 り，与えられた義務 を十分に果たさなか

ったか らである。

その集会で，私 は福音 を携 えて伝道に出た

い とい う強い願望 を持った。そして， 日曜日

の夜，ワイ ト宅か ら数百メー トル離れた森の

中にただひとりで入って行 き，私のために伝

道の扉が開かれるように と主に祈 った。 この

世 の栄誉 を得るために伝道 しようとは思わな

かった。私は，宣教師がどのような経験 をす

るか，私の及ぶ限 り十分に理解 していた。私

が願 うものは，栄誉でもなければ，.富でもな

い。私は金銀 を求めてはいなかった。私はこ

れがキ リス トの福音であることを知 っていた。

神の力によ りその ことが私に明らかにされて

いたか らである。 これはキ リス トの教会 であ

り， ジ ョセブ ・ス ミスは神の予言者である。

そのことを知 っていたので，私は世の国々に

福音を伝えたい と願ったのである。私はこの

特権を求めて主に祈った。す ると主はその祈

りに応 え，私の願 いがかなえられ ると言われ

た。私は喜びに満 たされて立 ち上が り，200

ヤ ー ド(約180メ ー トル)ほ ど歩き，.通りに出

た。そこで， ジャッジ ・ヒグビー兄弟に会っ

た。彼はこう言った。『ウッ ドラフ兄弟，主が

私 に告 げられました。あなたは聖任を受けて，

福音 を宣べ伝 えるために出かけなければなり

ません。』『主がそ う言われたのですか。』

『その通 りです。』

『わか りました。主が福音 を宣べ伝えるよう
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に望まれるのなら，租は喜んで伝道に行 き，

その務めを果たします。』私はこのために祈っ

てきたことに は触れなか?た 。

ライマン ・ワイ ト兄弟の家 で開かれた評議

会に出席 した時，私はアロン神権 の祭 司の職

に召され，聖任された。他の兄弟たちは長老

に聖任 された。私はパー トリッヂ監督 に呼ば

れ，南部の州へ伝道に行 くように言われた。

パー トリッヂ監督は実 に多くのこ とを尋ね，

私 も監督にいろいろと質問 した。 当時， ミズ

ー リ州 ジャクソン郡に立ち入るこ とは
，教会

貝に とって危険なことだった。監督は私にア

ー カンサスに行 くように言った
。 しか し，そ

こに行 く道はジやクソン郡を横切 っていた。

(私には長老の職 を持つ同僚がいたが)ジ ャ

クソン郡 を通 って行って もよいか監督に尋ね

た。す ると彼はこう答 えた。

『あなたにそれだけの信仰があれば
，行け

るで しょう。私には とて もできませ んが。』

監督らしか らぬ言葉だ と思った。 次いで私は

尋ねた。

『ところで
，主は財布 も旅の袋 も持 って行

かないようにと言われ ましたが，私 たちもそ

うすべ きで しょうか。』

『それは神の律法です。信仰があれば，で

きるで しょう。』

監督は自分にはジャクソン郡に立ち入る信

仰はないと言った。 しか し，私たちはジャク

ソン郡 に向かった。そして，危 うく命を失いそ

っになった。けれ ども，奇跡 とも言え る方法

で私たちは救われた。それか ら，アーカンサ

ス と周囲の町を巡 り歩いた。

その時の出来事 を長々と書 こうとは思 わな

い。私は祭司であ り，同僚は長老だった，私

たちは数千 キロも旅 をし， 多くのことが私た

ちに顕わされた。これだけ記せば十分である。

神権の召しを全力を尽 くして遂行す るならば，

その人が祭司であれ，使徒であれ，何ら違い

はない。このことを是非共忘れないでいただ

きたい。祭司は天使の導 きど恵み を受け る鍵

を握っでいる。私は祭司の職にあった時，使
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徒，七十人，長老，そのいずれの職にある時

にも増 して豊かな主のみ守 りを受けた。主 は

示現や啓示，聖 きみたまによ り， 多くの事柄

を私に顕わ して下 さった。」(Z万soo嬬6sげ

レ四'るめ%4凧)047zφ 「「ウイルフオー ド・ウッ ド

ラフ説教集」pp.298-300)

ウ ッ ドラフ大管長は，教師の時に伝道に出

る特権 を願 い求め，祭司の時に宣教師 として

出かけて行 った。主は彼 を祝福 し，守 り， 多

くの示現 と啓示を顕わされた。

最後にこのこ とを申し上げたい6神 権を持

つ 多くの兄弟たちが一堂に会 したこの集会は

実に素晴 らしい。今宵 この会場に集 った神権

者の皆 さんは，年齢の別な く， 自分の有す る

神権 と与えられた特権 を尊重 し，感謝 してい

ただきたい。私 たちは全世 界の神権者 と，そ

の妻 と母親に愛と感謝 を捧げて， この集会 を

閉 じたい と思 う。 自分の持つすべての証に対

して正直で，また忠実であっていただ きたい。

このみ業が神のみ業 であることを証する。私

たちにはなすべ き特別な業がある。それを達

成 しなければならない。すべ てイエス ・キリ

ス トのみ名によ り申し上げ る。アー メン。



4月1日(日)午 前 の部 にお ける説教

私たちの教会，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

主の啓示 は，この教会が 『全地の面に於ける唯一の真にして生命ある教会』

である ことを証 している

第 二 副 管 長

マ リ ：オ ン ・G・ ロム ニ ー

す る兄弟姉妹，ならびに教会員でない友
.愛 人の皆 ，ん

，皆、んか・今躁 、てお 、，し

るこの大会は， しば しばモルモン教会 とも呼

ばれる末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の4月

の年次総大会である。

この教会や，また教会員が，モルモンとい

うニ ックネームで呼ばれることがある。それ

は」私たちがモルモン経 という書物 を聖典 と

して受け入れているか らである。この書物 は

金版に刻まれた古代の記録を翻訳 した もので，

その金版は1827年9月 ，21歳 の青年ジョセブ・

ス ミスが天使 より受け取 ったものである。

天使はジ ョセブの もとを訪れた時，次のよ

うに語っ鵡 「われは神の御前より汝に遣わさ

れし者 にしてわが名 をモロナイと言い……」

「アメ リカ大陸の先住民の記録 とその起源

とを金版に刻んだ一部 の書物が埋め られてあ

って， その中には古代 の住民に救 い主がお伝

えになった ままの完全な永遠の福音が載せて

ある。……

また，銀のつ るにはめた二個の宝石があっ

て金版 と共に埋めてあ.る。 これ らの宝石は一

つの胸 当に附けてあって，いわゆる 『ウ リム

と トミム』 を成す。そ してこれらを持って使

った者が，古代すなわち先の時代の 『聖見者』

となったのであ り，かの書物 を翻訳す るため
あらかじ

に神は この宝器 を豫め備えて置きた もうたの

である。、」(ジ ョセブ ・ス ミヌ、2：33-35)

ジ ョセブ ・ス ミスは神の力によりその記録

を翻訳 し，1830年 に，「モルモン経」という書

名でこの翻訳物 を出版 した。

その記録から，モルモンがモロナイの父親

であることがわかる。モルモンは当時の有能

な軍の指導者であ り，博学な歴史家，偉：大な

予言者であった。彼は4世 紀の後半にアメ リ

カに住んでいた。そして彼が当時残されてい

た歴史記録 をま とめ，編 さんしたことから，

この書物に彼の名前が付け られたのである。

ジョセブ ・ス ミスがモロナイか ら受け取って

翻訳 した金版の大部分は，モルモンの手によ

ってまとめられたものである。そしてモロナ

イはそれ を紀元421年 頃，ニューヨー ク州西

部の クモラの丘に埋めたのであった。

教会員がモルモンと呼ばれることに， また

教会がモルモン教会 と呼ばれるこ とに，私 た

ちは少しの抵抗 も感 じていない。 しか し前に

も述べ たように，それは教会の正式な名称 で

はない。教会の正式な名称はすでに述べたよ

うに， 「末 日聖徒イエス・キ リス ト教会」であ

る。(教 義 と聖約115：4)

この 名称は，1838年4月26日 ， ミズー リ州

ファーウェス トで，教会の管理役員に与えら

れた啓示の中でイエス・キ リヌ、ト御 自身により

公式に確認された。す なわち， キリス ト御 自

身が次のように語ってお られる。「主，誠にか

くの如 く汝に告 ぐ;わ が僕 ジョセブ ・ス ミス

(二 代 目)よ ……また……ひろ く全世界に散

在せ る末 日聖徒 イエス.・キ リス ト教会の全長
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老 お よび 全 会 員 た ち よ.。'
すべか

わが教会は，末の世に於て須 ら く末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会 と称 えらるべ し。」(教

義 と聖約115：1，3-4)

主 の この宣言は，復活後間 もなくア メリカ

大陸を訪れて，その地の弟子 たちに導 きと教

えを施 し，彼らに宣言を下 したもうたキ リス

トの言葉を思い起こさせ る。その時のこ とが，

モルモン経に次のように記されている。「イエ

スの弟子たちは旅 をして歩いて，それまでに

見た り聞いた りしたことを宣べ伝 え，またイ

エスの御名によってバプテスマ を施 した。 こ

の弟子たちは，ある日のこと集って熱心に祈

りと断食とをしていたが，

イエスの御名によって御 父に祈 りを捧げた

ところ， イエスが また現われてかれ らの中に

立ちたまい，『汝 らは何をわれより与.えられん

と願 うや』 と仰せになった。

そこで弟子たちは答 えて，『主よ，この教会

の名は何 と言ったらよいか，これ を私 たちに

教えたまえ。それはこれについて民の間に論

争がある故 に』 と言った。

す るとイエスは弟子たちに答 えて言 いたも

うた 『われまこ とに汝 らに告 ぐ，民が このこ

とにつきてつぶや き争 うは何故 ぞ。

かれらは 「汝 らキ リス トの名 を受 くべ し」

と言 う聖文 を読 まざるか。キ リス トとはわが

名に して，終 りの 日に汝らはこの 名にて呼ば

るべ きな り。

さて，わが名 を受けて終 りまで堪 え忍ぶ者

は，終 りの 日にな1λて必ず救わ るべ し。

されば，何事にてもわが名に よりてなさざ

るべか らず。故に教会にはわが名をつけ， ま

た御父がわがために教会 を祝福 したもうよう，

わが名によりて御 父に祈れ。

わが名をつけ ざるものはいかでわが教会な

らんや。教会に もしもモーセの名 をつけた ら

ばそはモーセの教会な り。あるいは またある

人の名 をつけた らばそはある人の教会 なり。

もしわが名をつけて，わが福音 を基 となさば，

そはわが教会な り。
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わ れまことに汝 らに芦Lぐ。汝5は わが福音

を基 となす故に，何事にて も名 をつ くる もの

はわが名前 をつけよ。故に，教会のために御

父に祈 るときこれをわが名によりて祈 らば，

御父は汝 らの祈 りを聞き届けた もう。
もとづ

さらにまた教会 もしもわが福音に基け ると

きは，御父は教会に於てその御業 を現 わした

もう。

され ど教会もしもわが福音に基かず人の.業

か悪魔の業に基かば， しばらくの間その業を'

：喜ぶ ことあら.んも，次第に終 りの 日近づ き来

りて，これらは切.り倒 され，一度入 らば二度.
いず あた

と出る能わざる火の中に投げこまれん。

これらは自らのな したる行いの報 いを受 く。
あし

切 り倒 さるるはその行いの悪きによる。よ り

てわれがすでに汝 らに告 げたることを記憶せ

よ。

見 よ，われはすでにわが福音 を汝 らに授け

たるが，その福音 を言い換 うれば次のご と.し。

まずわが父われをつかわしたまいたれば，わ

れは父のみこころを行わん とてこの世 に来れ

り。

わが父のわれ をつかわしたまいしは，われ

が十字架にかけ られて，後にあ らゆ る人々 を

われに引きよせんがためな り。 また人がわれ
　

を十字架 に上 げた圏故 に，今度は御父が世 の

中の人を必ずひき上げて， これを各々の行い

の.善悪に応 じて裁判するためにわが前 に立た

せ たもう。

われが十字架にかけられ.たるはこのわけな

り。すなわぢ，われは御父の権能によ りてあ

らゆる人間をわれに引きよせ， それぞれの行.

いに よりて裁判をなす。

悔い改めてわが名によりてバプテスマ を受

くる者は聖霊に満 さる。またその者が終 りま

で忍ばば， われが世の中の入々を裁判する 日

に，御父の前にてこれ を罪無き者 とせん。

終 りまで忍ばざる者は， また切 り倒 されて

火の中へ投げこまるべ し。その者は御父の正

義が要求す るによりて， いつまで も火の中よ

り出ることを得ず。



こはすなわち御父が世の人々に告げたまい

し言葉 にして，御父は必ずこれ を成就 した も

う。御父は偽 ることな く，その告げたまいし
.言葉 をことごとく実現 させ たもう

。

そ もそ も清 からざるものは御 父の王国に入

るこ とを得ず。信仰 をし，すべ ての罪を悔 い

改め，終 りまで誠 をつ くし，以てわが血によ

りてその衣 を洗いし者のほかには御 父の安息

に入 り得る者な し。

さて，世界の隅々に至る者たちよ。汝 らは

聖霊 を受けて聖め られ，また終 りの 日にわが

前に.罪な しとせ られんために今悔い改め，わ

れに来てわが名によ りてバプテスマ を受 けよ。

これ(復 活 した贈い主か ら古代ア メリカ人に

.対して， さらに現在 も)汝 らに与 うる命令な

り』。」(IIIニ ー ファイ27：120).

これ が， ときどきモルモン教会 と呼ばれる

この教会の正式な名称であ り， また基本的な

教義 である。

すでに述べた ように瞭 い主は 自ら御 自身の

教会 を 「末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会」 と

名付けられただけでな く，この教会 を 「全地
おもて しか

の面に於ける唯一の真にして生命あ り而 も主
よろこ

なるわれの悦ぶ教会」(教 義 と聖約1：30)と

宣 言された。

次のような背景の下 でこの宣言が下された

のであった。「千八百三十年四月の六 日……に

先立つ こと六年以上の期間 を通 じて予言者ジ
い ま

ヨセ ブ ・ス ミス は ， す で に 神 よ りの 啓 示 と誠
しめ

命とを折々受けて居たのであった。……
い ま しめ

早 くも千八百三十年の夏に，神の誠命に従

って活動 していた予言者は，その当時までに

受けた啓示 を明らかに一巻の書 として世 に公
も つ

.にす る考えを以て，整理，筆写 に従事 してい

たのである。千 八百三十一年十一月一 日， オ

ハイオ州ハ イラムに於て開かれた当教会の長

老会議の際，これ らの(予 言者が受 けてま と

めた)啓 示 を世に公にする事に就いてはっき

りした処置が とられ， この編集された書物は
いましめ くわたて
『誠命の書：』 と名づけ られた

。主がこの企 を
か のう

嘉納 したもうたことは，本書(教 義 と聖約)

第1章 に載 っている啓示を下 したもうたこと

によって明らかにせ られたのであって， この

啓示は…… 『前書』 として知 られているとこ

ろである。」(教 義 と聖約 の解説。教義 と聖約

1章 の序文 を参照)

この啓示の内容は全人類に とって重要なも

のである。したがって， その啓示 をここに引

用 し，私 の話の結び とす る。主は教会員だけ

でな く，すべての人々に注意を促 し，次のよ

うな言葉 で啓示 を切 り出してお られ る。「聴け，

汝 らわが教会の人々よ。い と高 きところに住

みて，すべての人を見まもる者の声は告 ぐ。
い わ コ は る

曰く，誠 にわれ告 ぐ，汝 ら民 よ，遙かなる所

より耳を傾けよ。海の島タにある'者よ，共に

聴け。

誠に主の声はすべての人々に及ぶ ものなれ

ば，一人ものが るる者なし。 目として見ざる

はな く，耳 として聞かざるはな く，心 として

刺 し貫かれざるはなし。

また，およそ教 えにそむ く者たちは大いな

る悲 しみに刺 し貫かれん。そは，彼 らの罪悪
おこない

は公に告げ知 らされて，そのか くれたる行為
あば もつ

の発かるべ きを以てな り。

而 して，この末の世にわが選 びたる弟子た
い ま し

ちの 口よ り，すべての人々に警めの声は及ぼ

ん。

この末の世の弟子たちは進み行けど，一人
と ど

もこれを止む る者なか らん。そは主 なるわれ，

彼 らに命 じたればな り。

この世に住める人々よ，見よ，こはわが権

威に して またわが僕 らの権威な り。 こはまた
い ま し め

わが誠命の書のはしが きにして，その書は汝

らに公にせんためわが彼 らに与 えしところな

り。

この故に汝 ら世の人おそれおののけ，そは
い ま し め

主なるわれ誠命の中にて命 じたることは成就

すべければなり……

この故に，主の声は耳ありて聞かん とする

すべ ての人々に聞かれんため地の果にまで及

ぶ。

されば汝 ら備 えをなせ， まさに来 るべ き事
、
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のために備えをなせ，.そは主の来るは近けれ

ばな り。
つるぎ

而して主の怒 りは燃え，主 の剣は天にてう

るおいたれば，今や この世 に住む人々の頭に

下されん。
かいな

その時主g腕 現 われて，主の声 もまた主の

僕 らの声 も聞かん とせず，予言者に して使徒
ことば

なる者たちの言に も耳傾けん とせ ざる者のそ

の民の中より絶たるべ き日来るな り。

そは彼らわが儀式 より離れ去 り， わが永遠

の誓約 を破 りたればなり。

彼らは主の義 を打建 てんために主 を求めず

して，あらゆる者おのが心のままに振舞いお

のれらの神の姿 を求むれども，その姿は人の
かたち

世の像にしてその本質は一個の偶像 なり。そ

は古びてついにバビロンにて，すなわちつ い

に亡ぶべ き大バ ビロンにて朽ちん。

されば，主な るわれ， この世に住め る人々
わざわい

に襲 い来るべ き禍 を知 れば，わが僕 ジョセブ・
い ま

ス ミス(二 代 目)を 呼び天 より語 りて彼に誠
しめ

命 を下せ り。

また他の者 どもに もこれ を世の人々に宣ぶ
いましめ

る様誠命 を与 えたれ ど，すべてこは予言者た

ちの記せ し事の成就せ んがためな り。……

見よ，われは神 な り。而 して この事 を語れ
い ま し め

り。これらの誠命はわれより出で， わが僕 ら

の理解せんがため，彼らの言葉ぶ りにな らい

てわが僕 らの弱 きままに与えられた り……

またさきにニーファイ人の記録を受けたる

後，誠にまことにわが僕な るジョセブ ・ス ミ
めぐみ ちから

ス(二 代 目)は 神の恩恵を通 して神の能力に
うから

よりモルモン経 を翻訳す る能力 を与 えらるる

を得，
いましめ

またこの誠命 を受けたる者た ちもこの教会
も と い

の基礎 を置 き，人に知 られぬ所 よりまた暗 き
おもて

所よ り，全地の面に・於ける唯一の真に して生
しか ド よ ろ こ

命あ り而 も主なるわれの悦ぶ この教会 を明る
ちから え

みに出す能 力を与 えらるるを得。われ悦ぶ と

は一一人一人を指すにあらず して，わが教会員

全体に就 きて言えるな り。.

す なわち，主なるわれは罪を見ていささか
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もこれ を許すを得ざればな り。
い ま し め

さりなが ら，悔い改めて主の誠命 を行 う者

は赦 されん。
しか

而 して悔改め をなさざる者は，彼のすでに
ひかり

受けたる光明まで も取 り去られん。そは，わ

が 『みたま』常には人を励 まさじ， とは万群

の主の言なればな り。

またわれ誠に汝らに告 ぐ，世 に住める人々

よ。主なるわれは， これ らの事 を進んですべ

ての人に知 らせん と思 うな り。

そは， われは人々を偏 り見 る者にあらざれ
すみやか

ば，すべ ての人々をしてその日の速に来 るを

知 らしめんと思 えばな り。而 して地 より平和

の取 り去 られ，悪魔 自らの領土を支配す る時

はなおいまだ しといえども今や近 きにあ り。

され ど主 もまたその聖徒 らを支配 し，その

真中にあ りてこれを統治せ ん。而 してイヅ ミ
さぱき

ヤ，すなわちこの世に下 る審判のために天 よ

り降 り来 らん。
い ま し め

人々よ，これ らの誠命 をしらべ よ。そはこ
い ま し め

れ らは真実確 なる誠命に して， その中に言わ

れたる予言 も約束もすべて成就 さるべければ

な り。

主，われ言いたることは，われ言いた るな

り。われ言い逃れせ ず。天地は過 ぎ行 くとも，

わが言は過 ぎ行 くことな くして成就すべ し。

わが声にて言わるるも，僕 らの声にて言わる

るもみな一つな り。

見よ，みよ，主は神に して 『みたま』は証

す。 また，この証は.真実に：して真理 は永遠 に

変ることなし。アーメン。」(教i義 と聖約1：

17，11-18，24，29-39)

これ らの偉大な啓示が真実な ものであるこ

とを証 し，すべてを主 イエ ス 兜キ リス トのみ

名により申し上げる。アー メン。

'、
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金をふきわける者の火

人は苦痛のさなかにある時，神の羊飼いの小さ'なささやさに耳を傾けようと

するものである

十二使徒評議員会会員

ジェームズ ・E・ ファウス ト

一 の説教壇に立つたびに
，私 は非常に謙遜一

にな る。私は聖 きみたまの助けを求め た

いと思 う。私はみた まの導 くままに話すこと

がで きるよう， また皆 さんの上 にみたまが豊

かに注がれて， その特別なみたまによって皆

さんが私の話 を理解 して下 さるように祈 って

いる。

今朝，私はすべての方々に，特に耐え難い

大 きな試練や悲 しみ，心痛，苦悩を抱え，そ

の逆境のさなかにあって苦 しみの波にのまれ

んとしている方々にお話 したいと思 う。私の

話から少 しでも希望 と力と慰めを見いだして下

されば と願 っている。私は 「金 をふ きわける

者の火」(セ ラキ3.：2)に つ いてお話 したい と

思 う。

何年か前， この壇上でデ ビッド・0・ マ ッ

ケイ大管長が，マーテ ィン手車隊の経験談を

話された。これ らヨーロッパで改宗 した当時

の移民の多くは，非常に貧 しく，牛 も馬も，

馬車 も買えなかった。そのために彼 らは，所

持品のすべ てを積んだ手車 を自らの力で引い

て大平 原を横断す ることを余儀 な くされた。

マ ッケイ大管長は， この勇敢な移民の旅の後，

数年たって起 こったある出来事につ いて次の

ように話 された。「クラスを教 えていたひ とり

の教師がマーテ ィン手車隊がそのような状態

で大平原 を渡 ろうとしたのは まった くの愚行

で，それ を許可 したことも間違 っていると言

った。

また.〔クラスの生徒に よると〕彼は手車以

外何 の必需品 も防備 も持たない改宗者にあえ

て大平原の横断を許可 したことで，教会の指 .

導者 をかな り厳 しく批判 した。

すると部屋の隅の方にいて， それまでじっ

とがまん して話 を聴 いていたひとりの年輩の

男性がすっ くと立ち上がった。その場に居合

わせ た人々は，彼の言葉 を決 して忘れないこ

とだろう。感情が高ぶっていたせいか，彼の

顔色は青 白かった。けれ ども彼は穏かに，慎

重に， しか し心 を込めて力強 くこう言った。

『その ような批判はやめて下さい
。あなたは

事実 をまった く御存 じない。歴 史上の事実を

冷た くあしらったところで，ここでは何の意

味 もないでしょう。そのような問題に対 して

適切 な解釈は何 も与 えられませんか らね。シ

ー ズンも遅 くなってか ら手車隊 を送ったこと

が間違 っていたで しょうか。確かに間違って

いたか もしれませ ん。 しか し，私はその手車

隊の中にいました。妻 もそうです。そして皆

さんが今話されたネ リー ・ウンサ ンク.姉妹 も

その一員で した。私たちの苦 しみは皆 さんの

想像 を絶するものでした。大勢の人が飢えと

寒さで死にました。けれ どもあなたは，その

隊の生存者が非難の言葉 をつぶや くのを聞 い

たことがあ りますか。その隊には信仰 を捨て

教会を去った人ばだれひとりいませ ん。その

ような苦難の中で，私 たちは神を身近に感 じ，

神は生 きてお られる と.いう絶対的な知識をも
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って生 き抜いて きたからです。

私は病気や飢えで体が非常に衰弱 し，一歩

足を踏み出すの.もや っとどい う状態で手車 を

引きました。前方に広が る砂漠 と丘の斜面 を

見て，私はあそこまでは何 とか行けて もそれ

以上は無理だ，荷物 を引いてその丘 を越す力

はないと言いました。』さらに続けて彼はこう

言った。『私はその砂漠 をめ ざして 進 み ま し

た。やっ とのことでそこに到着すると，今度

は手車が私 を押 し始めるのです。だれが押 し

ているのか と何度 も振 り返って見ましたが，

だれ も見当た りません。私にはその時，神の

み使いたちがそこにいることがわか りました。

私は手車で来たことを悔やんだでしょうか。

いいえ，その時 も;ま たそれ以来ず っと現在

に至るまで一度 も悔やんだ ことはあ りません。

神 を身近に感 じるためにそのような代価 を払

いましたが，それは払 う価値のある ものでし

た。私はマーティン手車隊の一員 としての特

権にあずか れた こ とを感謝 して います。』」

(1～読げSo6∫の ル1σg儂勿θ「扶助協会誌」1948

年1月 号，p.8)

ここに偉大な真理がある。苦痛，苦悶，人

生の大 きな試みの中で，私たちは金 をふきわ

ける者の火を通 り抜けるのである。そして人

生の中で意味 もなく重要 でないものはかすの

ように溶か されて，私たちの信仰は輝 きのあ

る完全な強 いもの となるのである。このよう

にして人間の中に神の姿が写 し出され るので

ある。これは神 を身近に知 ろうとす る人々に

要求 され る清め の代 価の一部 である。人は

苦痛のさなかにある時，一層神の羊飼いの小

さなささや きに耳を傾けようとす るものであ

る。

人生には，心痛む絶望的な逆境の 日々が付

きものである。熱心 に善 を求め る人，信仰深

くあろうとする人を含め，すべての人に大 き

な悩み，苦痛，.時には胸が張 り裂けるほどの

悲しみがある。心 を刺 し，肉体 を突き刺すそ

の とげは，時 として何の意義 も希望 も失われ

て しまったかのように人生 を変 えることがあ
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る。その変化は しば しば残酷 とも思える精錬

の過程 を経てもたらされ る。 ごあように して，

人問は主のみ手にある軟 らかい粘土 となって，

信仰，奉仕の精神，美，強.さを備 えた生活を築

くのである。ある人々に とって，金をふ きわけ

る者の火は神への信仰 を失わせ るものとなる。

しか し永遠に向.ける人は， それを完全に至 る

ための一過程 と見る。

私たちは苦難の中で再び生 ま.れ変わ り，心

も霊 も新たに.することができる。 もはや世 の

流れには乗 らず，新たな力を得，「わしのよう

に翼 をはって，のぼることができる」(イ ザヤ

40：31)と い うイザヤの約束 を喜ぶのである。

信仰 とはまだ見ないものを信 じることであ

ると，モロナイは証 している。「信仰の度 を試

してか らでないと証が得 られない。」(イ テル

12：6)こ の信仰の試しは非常に貴重な経験

とす るこ とができる。ペテロはこう言ってい

る。「あなたがたの信仰 はため されて，火で精

錬されても朽 ちる外はない金 よりもはるかに

尊いことが明らかに され，イエス ・キ リス ト

の現れる とき， さんび と栄光 とほまれ とに変

るであろう。」(1ペ テロ1：7)試 練 と逆境 は

私たちに新たに生まれる備 えをさせて くれる。

霊的な逆境か ら生 まれ変わるこ とによって，

私たちは新たな者 となる。モーサヤ書に記さ

れているように，す.べての人々は新たに生ま

れなければならない。すなわち神に よって生

まれ変わ り，贈われ，高め られて神の息子，

娘 とな らなければならない。(モ ーサヤ27：24

-27参 照)

マ リオン ・G・ ロムニー副管長は主に関す

る話の中で， この奇 しき力について次の よう

に語 っている。「人それぞれの生活に及ぼす影

響はみな非常に よく似ている。魂が燃えるよ

っな神のみたまに照 らされている人で， この

罪 と暗黒の世にあってただ受身的に じっとし

ている人はだれ もいない。彼は義 を推 し進め，

人々の身と心 を罪の束縛から解放す る積極 的

な神の代理人 となるために自らを備えるよう

心を駆 り立てられるのである。」(Co吻 廻η68
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R⑳07'「 大会報告」1941年10月4日 ，p .89)

再 び 生まれるとい う気持 ちをパーレー ・，

P・ プラ ッ.ト長老は次のように述べている。

「私に とっては世 界をひっ くり返す ことや
，

山を掘 り下げること，地球の果てまで行 くこ

と，アラビアの砂漠 を横断することの方が，，

神権 を受けなが ら何 もせずにいるよ りはたや

すい。私 は聖 なる油 を注がれ た。 したがっ

て，最後の敵が征服 され，死が滅ぼ され，真

理が勝づ までは決 して休んではいられない。」

(ノo%7ηα1げ 」動b60π欝6s「 説教集」1：15)

残 念 なことに，私たちの受ける大 きな苦難

の幾つかは，私たち自身の愚かさや弱さのた

めに， あるいは私 たち 自身の軽率 さや罪のた

めに もたらされる。これ らの問題 を解決す る

.にはまず正 しい道へ戻 り，必要に応 じて完全

な悔い改めへの各段階 を忠実に踏 まなければ

ならない。 この偉大な原則を通 して多 くのこ

とが完全に正され，すべてのこ とがよ り良い

状 態になるのである。私たちはほかの人に助

けを求め ることもできる。ではどのような人

に助けを求め ることができるだろうか。オル

ソン ・F・ ホイッ トと 一長老 は， この問いに

次のように答えている。「悲 しみと苦難の中に

あって助け と慰めが欲 しい時，だれの ところ

に行けばよいだろうか……苦 しみ を経験 した

人々の ところである。彼らは 自分の苦 しい経

験 を通 して，今困難の さなかにある人々に同

情 と慰めを豊かに注 ぐことができる。 自ら苦

しみを経験 したことのない人にこのようなこ

とがで きるだろうか。

……神の 目的は
，御 自分の子供たちに苦 し

み を経験 させ るこ とではないだろ うか。神は

子供たちが もろと御 自身のようになる.ことを

望 るでおられる。神は人がかつて経験 した，

あるいはこれか ら経験す る苦 しみ よりはるか

に大 きな苦悩 を経験された。 したがって，神

はあわれみ と慰め を豊かに注 ぐことが おでき

になるのである。」(∫窺ργo%耀 短Ezα 「イン

プルーブメン ト・エラ」1918年11月 号 ，p.7)

救 い主の誕生以前に，イザヤは救い主 を「悲

しみの人」(イ ザヤ53：3)と 言 った。教義 と

聖約の中で，救い主は御 自身のことをこの よ

うに言われている。「その苦 しみたるや，われ
うち

神，すなわちすべての中最 も大 いなる者な り

といえども痛苦のために身をふ るわせ，あら
あな ふた

ゆる毛 の孔よ り血を湧かせ，身 と霊 と両つな

が らを苦 しめ，すなわちこの苦 きさかず きよ
の

り呑 まず してしりごみするも可な らんことを

欲 した り。」(教 義 と聖約19：18)

自分 たちの受 ける苦 しみ を罰 と考える人々

がいる。ロイ ・ドクシー兄弟は次のように述

べている。

「予言者 ジョセブ ・ス ミスが教 えているよ

っに，聖徒 たちは病気，疫病，戦争など，末

日のあらゆる裁 きを免れると信 じることは誤

りである。これらの災いは罪より生 じるとい

うのは神を汚す原則である……。

.ジョセブ ・F・ ス ミス大管長は
，私たちの

被る病気や苦 しみが神の慈悲か怒 りのいずれ

かによるものであると信 じることは取 るに足

らない考えであると教えた。」(㍑6Doo屠 麗

α磁Co肥 襯 痂s助6盈s「 教義 と聖約は語る」

第2巻p.373)

パ ウロは この ことを完全に理解 していた
。

救 い主について触れ，パウロはこのように言

っている。

「彼は御子であ .られたに もかかわらず，さ

まざまの苦 しみによって従順 を学び，

そして，全 き者 とされたので，彼に従順で

あるすべての人に対 して，永遠の救いの1源と

なられたのである。」(ヘ ブル5：810)

あ る 人々にとって， その苦痛は並々ならぬ

ものである。

スティルマ ン ・ポン ドは，ノーヴーの七十

人第2定 員会の会員であった。彼はマサチュ

ーセ ッツ州ババー ドス トンからや って来た初

期の改宗者 である。他の人々 と同様，彼 と彼

の妻マ リア，それに子供 たちは脅か され， ノ

ーヴー を追われた11846年9月
，.彼らは西部

への大移民団の一員 となった。その年の冬，

早 くか ら彼 らはマラ リア， コレラ，結核など
、
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の つ ら い 苦 難 に あ っ た 。 こ の 家 族 は こ れ ら3

つ の す べ て の病 気 に 見 舞 わ れ た 。

マ リア は 結 核 に な り， 子 供 た ち は み な マ ラ

リア に か か っ た 。3人 の 子 供 た ち は 雪 の 中 を

旅 す る 間 に 亡 くな っ た 。 ス テ ィ ル マ ン は 彼 ら

を 平 原 に 埋 葬 し た 。 マ リア の 病 状 は 悲 し み と

苦 痛 ， マ ラ リア の 熱 で 悪 化 し て い っ た 。 彼 女

は も はや 歩 く こ とが で き な か っ た 。 病 気 で 衰

弱 し て い なが ら， 彼 女 は 双 子 を 出 産 した 。 そ

して そ の 双 子 は ジ ョセ ブ， ハ イ ラ ム と名 付 け

られ た 。 しか し ふ た り と も数 日後 に 亡 くな っ

た 。

ス テ ィ ルマ ン ・ポ ン ドの 家 族 は ウ イ ン タ ー ・

ク ォー ター ズ に 到 着 し， 他 の 大 勢 の 家 族 と同

様 ， テ ン トの 中 で 苦 し い 生 活 を 続 け た 。 ウ イ

ン ター ・ク ォー ター ズ ま で の 旅 の 途 中 で の5

人 の 子 供 た ち の 死 は ， 彼 ら に とっ て 苦 難 の 始

ま りで しか な か っ た 。

ホー レ ス ・Kお よ び ヘ レ ン ・マ ー ・ホ イ ッ

トニ ー の 日記 に よ る と， ス テ ィ ル マ ン ・ポ ン

ドに は 他 に4人 の 子 供 が い て 亡 く な っ て い る

こ とが わ か る。

「1846年12月2日 水 曜 日
，14歳 の ロ=ラ ・

ジ ェ ー ン ・ポ ン ド， 寒 さ と熱 の た め 死 亡 。」 そ

れ か ら2日 後 の 「1846年12月4日 金 曜 日，11

歳 の ハ リエ ッ ト ・M・ ポ ン ド， 寒 さ の た め に

死 亡 。」3日 後 「1846年12月7日 ，18歳 の ア ビ

ゲ イ ル ・A・ ポ ン ド，寒 さ の た め に 死 亡 。」 そ

れ か ら丁 度5週 間 後 の 「1847年1月15日 金 曜

日，6歳 の ラ イ マ ン ・ポ ン ド， 寒 さ と熱 の た

め に 死 亡 。」さ らに4カ 月 後 の1847年5月17日

に は ， 妻 の マ リア ・デ イ ビ ス ・ポ ン ドが 亡 く

な っ て い る 。 平 原 横 断 中 に ， ス テ ィ ル マ ン ・

ポ ン ドは9人 の 子 供 と妻 を失 っ た 。 しか し彼

は ユ タ の 著 名 な 開 拓 者 と な り， 七 十 人 第35定

員 会 の 先 任 会 長 を務 め た の で あ る 。.(レ オ ン ・

Yお よ びH・ レ イ ・ポ ン ド編 ，S'"㎜ η」%η威

α捌og鵤 ρ〃6α1S肱 漉 「ス テ ィル マ ン ・ポ ン ド

の 略 伝 」pp.4-5)

ス テ ィ ル マ ン ・ポ ン ドは ， 平 原 横 断 中 に9

人 の子 供 と妻 を 亡 く し た に もか か わ らず ， 信
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仰 を失わなかった。彼は途中で旅 をやめるこ

ともな く，進んで行 った。彼は他の多 くの人

人が行なった ように，神 を身近に知 るために

犠牲を払ったのである。

神 の羊飼いは，すべての人々に希望 と力と

救いをもたらす メッセージを持 ってお られ る。

もしも夜がなければ，私 たちは昼 を感謝す る

ことはないだろう、また星や広大な天 を目に

す ることもないだろう。私たちは甘 さと苦 さ

を共に味わわなければな らない。私 たちが 日

日出会 う逆境には神聖な 目的があ る。それは

私たちを備 え，清めて くれる。またそれは私

たちに とって祝福 となるのである。

私たちはバ ラの花を摘 もうとす る時，同 じ

枝につ いている トゲで手 を痛めることが しば

しばある。

栄光 ある救いは精錬の火に よってもた らさ

れ るのである。それは高貴な永続する再生で

ある。そして神を身近に知 るための代価 は払

われ，神聖 な平安が訪れる。眠れ る内なる力

が呼びさまされるのである。義の心地良い外

套が私 たちを包み，守 り，霊 を暖めて くれる。

そして祝福 を数 える時に 自己憐欄は消 え失せ

るのである。

私はイエスがキ リス トであり，聖 なる贈 い

主であることを証 して話 を結びたい と思 う。

イエス ・キ・リス トは確かに生 きてお られ る。

イエス ・キ リス トの言葉は永遠の生命 を得 さ

せ る愛の言葉である。イエス ・キ リス トは生

ける神の御子である。これは主の聖なるみ業

であ り，栄光である。そして この教会はイエ

ス ・キ リス トの教会であ る。 この ことは真実

である。私はこのような聖 なる知識に心から

感謝 している。このように証 しできることは

私に とって素晴 らしい特権 であ り義務である。

これ らの ことを謙遜に主イエス ・キリス トの

聖 なるみ名により申し上げる。アーメン。



個人の決意

決意とは，行なわなければな .らない ことを行なうことが大切一である。それ に

よって実践する人の生活に確かに平安と力がもたらされる

七十人第一定員会会員.

ジ ェームズ ・M・ パラモ ア

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私は末曜 徒イ
エス ・キリス ト教会の会員であることを

感謝 している。私は会員の皆さんが過去2年

間私のために して下 さったことを心か ら感謝

申し上げる。これから決意 というテーマで話

すにあた り，皆 さんの信仰 と祈 りを心からお

願いしたい。

最近，私はある特別な夕食会に出席 した。

それは長年の間ある特別な人々のために立派

な働 きをしてきた友人 をたたえての会であっ

た。次々といろいろな グルー プの人が贈 り物

を手にやってきては抱 き合い，彼の行なった

こ とに感謝 を述べていた。その晩，何百人 も

の人々を前に して立っている彼を見なが ら，

私はこう思った。「まだ若いのに，彼は一体 ど

のよっに してそんな短期間に多くのこ とをな

し遂 げたのだろ う」 と。

それから私は，彼が そこにいる人々のため

になした非常に多 くの私欲 を捨 てた行 ない，

すなわち打 ち勝 ち難い困難に直面 している人

人を励 ます彼の姿 を思い起こした。彼は時間

と家，お金，技術 を提供 し，彼らを助けるた

めにで きるこ とは何 でもしようと決意 して，

それ を実践 したのである。さなが ら証会にで

も出席 しているようであった。私は彼の生 き

方 と，ひ とりの人の行 ないがそれほど重要な

ものであるという事実 を主に感謝 しなが ら，

その場 を去 った。私はそめ晩，.だれにで もで

きるこ とであ りなが ら， しか もあまり行 なわ

れていないことをすることが大切だ と知 った。

この若者のように，人が何か をしようと決意

す るのは， 巨大なダムの水 門を開いてその水

力を人々のために役立てるのに似ている。

決意について考 える時に，私は救 い主の生

涯の多 くの荘厳な 日々の中か らひとつの出来

事 を思 い出す。 イエスは大祭司の僕のひ とり

の耳に触れ，癒 された。その僕はその直前に

剣で耳 を切 り落 とされた人であった。それか

らイエスはその大祭司の家 に連れて行かれ，

あ ざけ られ，縛 られ， 目隠 しをされてつば を

はきかけられた。翌 日イエスは再び議会の前

に連れ出され，そこで もまたむち打たれ，責

めを受けた。イエスは自らを救 うことも可能

であった。 しか しイエスはののしる人々の前

に堂々 と立ち， 自ら神の御子であ り王である

こ とを主張 して，御父と全人類に対する御 自

身の決意 を示 されたのである。このことによ

ってすべての生け る者の行 く末が変え られた。

疲労 と飢え，苦痛，失望のゆえに，イエス御

自身この決意 を放棄 しようと思えば幾度 とな

くその機会はあったはずである。

救い主の決意は確かに特別 であった。それ

は救い主によってのみ果たせ るものであった。

しか し私たちにも救い主に対 して， また自分

の家族に対 して，他の人々に対 して決意 しな

ければな らないことがある。これは，現世に

おける私たちの幸福，来世 における昇栄に欠

かせ ない ものである。1
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決意 とは何だろ うカ)。それは本当に重要な

ことだろうか。1831年8月1日 ，主は予言者

ジョセブ ・ス ミ冬にこの原則について次の よ

うに語 られた。

「われ誠に汝 らに告 ぐ
，人は努め て善 き業

に従い， 多くの事をその自由意志によりて為

し，多 くの正 しき事 を為 し遂 げよ。
おの

ぞは人 自らの中に自由の意志あ りて己れの

事 を自ら為す者なればな り。」(教 義 と聖約58

：27-28)

今述べ てきたように，決意 とは，善の模範

となることである。すなわち，「努めて善 き業

に従い」，「自由意志 によりて」「多くの事 を」

行なうことである。強制的にではなく，「多 く

の正 しき事 を為」 したい とい う積極 的な気持

ちでするのである。決意は口で言 うだけでな

く，実践するものである。それは容易ではな

い。決 して容易なことではない。決意は模範

的な指導力でもある。決意には義務 を果たす

という抱東力が伴 うが， しか し同時に喜びを

もたらす ものである。それは穏やかではある

が，人 を行動に駆 り立てる力強さを持つ もの

である。決意は正 しい生活を送 る上で欠かす

ことができない。それはだれにで もで きるこ

とをす ることである。それは行動 を促す 美し

い原則である。

数年前伝道部 で働いていた頃，私は，いつ

もレッスンを教えバプテスマ を施す求道者の

いるひ とりの宣教師に 目が とまった。彼は出

かけて行 く先々に，人々に受け入れて もらえ

る決意 と幸福 と愛 を携えて行 った。彼が道 を

歩 くと， 多くの人々がこの並 はずれた若者 を

一 目見 ようと自分 の家の窓か らのぞいた とい

う。彼は特に言葉 の面で優れていた訳ではな

い。 しかし，何千人という人々に力強い証 を

述べることができた。

私の友人の ように，彼 もまた，だれにでも

できることであ りなが らあまり行なわれない

ことをしたに過 ぎないのである。

救い主 に対す る決意
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決 意 とはイエス ・キ リス トの福音 を守ろ う「

と決心 した人は，天の力 と癒 しを求め るこ と

ができる。巨大な ダムの背後 の水の ように，

その力は その人自身の世 界を一変 して しまう。

古代のア メリカの予言者のひ とりは，救い

主に対す る決意 を持つことがいかに重要であ

るか を次のように述べている。

「さてわが子 らよ。お前たちは神 の御子で

キ リス トである私 らの贈 い主の岩 を基にしな

くてはならないことを忘れるな。贈い主の岩

を基にするな らば，悪魔がその大風 を吹かせ

て柱の ように立つつむ じ風をまき起す とき，
ひ ょ う

また悪魔の電 と暴風雨 とがお前 らを打つ とき，

悪魔はお前らに打ち勝って不幸の淵 と永遠の
ちか ら う

悲惨 にお前たちをひき落す能力はない。なぜ

ならば，お前 らの立つ岩 は堅 固であって人が

その上に立つ と倒れることのできない基 であ

るか らである。」(ヒ ラマン5：12)

私 た ちは救い主に従おうと決意す る時，心

の平安 と安 らぎを覚 える。主はこのように約

束 しておられる。「わたしは平安 をあなたがた

に残 して行 く。わた しの平安 をあなたがたに

与 える。」(ヨ ハネ14：27)主 との約束 を果た

す時に，私たちは祝福 を受け ることがで きる。

「汝 らわが言 うところを行わば，主なるわれ

これに対 して責任あ り。され ど，汝 らわが言

うところも行わずば汝 ら何 ら約束 を受けず。」

(教義 と聖約82：10)

あ る新聞杜 に読者が このような質問を寄せ

た。「世の人々にとって最 も重大 なニュースは

何でしょうか。」慎重に考えた末，編集者はこ

のように答えた。「イエス・キ リス トが今 日も

生 きておられるこ とを知ることです。」確かに

これはだれ もが知 るこ とのできる最 も重要な

ニュースである。

私 たちは皆 さんにイエス ・キリス トが確か

に生 きてお られることを厳粛に証.申し上げ る。

イエス ・キ リス トは御 自身の教会 を回復 し，

神の予言者 を通 じて教会 を導 いておられる。

神 と福音の原則が回復され，生活の中にそれ

らを受け入れようとする人々に祝福 をもたら



している。私たちは皆 さんに，今お聞きにな

った事柄か ら， これらの教義 を研究 し，それ

が真実かどうか を個 人的に真心か ら天父に尋

ねてみるようにお勧めする。

家族 に対す る決意

私たちは主 と主の原則に従お うと決意す る

と同時に，家族のことについて も決意 しなけ

ればならない。家族は永遠である。義 しい生

活を送るならば，私たちは族長制度の下に永

遠に結び固め られる。その喜び を感 じている

私たちは，世の人々 もこのことを知 っていた

だきたい.と心から願っている。私 たちはすべ

ての人々の生活が神聖 で重要であることを知

っている。子供 たちは皆贈 り物 であ り，祝福

である。家庭は，家族一人一人が神 の律法に

従って生活 をす る能 力を養 うための学びの場，

愛を育む場である。私たちはこれ らの律法が

永遠不変 であることを証す る。まずこのこと

に対 して決意す るこ とが大切 である。神 に.従

う家族を持つこと以上に心に平安 をもた らす

ものはない。

数年前のある日，教会の指導者 として， ま

たビジネスマンとして多忙なある父親が私に，

家族 を非常に愛 しているのであ ることを決意

したと話 して くれた。彼の決意 したこととは，

毎週幾晩か と，土曜 日の一部 を家族のために

使 うというものであった。そして彼はそれを

スケジュールの一部に加えた。福音が彼に家

庭 を第一にすることの重要性 を理解 させたの

である。その後，仕事や教会の責任 ，その他

で毎 日多忙 な日が続いたが，彼はこの決意 を

守 り通 した。彼に とって，家族 と共に過ごし，

家殊 を養 うことは変更で きない義務 であ.り，

求めていた喜びであった。彼はすべ ての父親

ができること， しなければな らないことであ

りなが ら， あまり行 なわれていないこ とをし

たのである。

予言者たちはいつの時代にも，共に祈 り.，

学び，働 き，遊び，あ らゆ る聖 さの中でひと

つと.なるように家族に勧告 して きた。これ こ

そ現在 この世 で幸福 と平和 と一致 を得 る鍵で

あ る。将来もそうである。 しか しそうなるた

めには決意が必要 である。私たちにできるこ

とをすべ てするという決意である。知識だけ

では十分 ではない。可能なことをすべて 「努

めて」行 なう決意が必要なのであ る。

ある人が述べた言葉 をもう一度繰 り返 した

い と思 う。愛する人の心に触れようとす る努

力を惜 しんではならない。決 して，決 しで階

しんではならない。祈 りと，正義に従おうと

す る個 人の決意の後に天め祝福が もたらされ

るか らである。真心か らこのように努力しよ

うとする時，偉大な内なる力が湧き上が る。

私たちは もっと愛 を示す と同時に， もっと大

きな助け を与えることが大切 である。昨 日，

息子が改心するという祝福を受けた予言者，

熱心な父親アルマについてペ リー長老が話 さ

れたことを，私たち会貝は決 して忘 れること

ができない。

他の人々に対 する決意

他の人々に福音 を分かち合 うように努めよ

うと決意 して いた男性が，ある日事務所 を

出ると，ひ とりの人が廊下 を走って くるのに

出会 った。その人の指にステー プルの刺 さっ

ている.ことを知 った彼は， ポケッ トに手 を入

れ，薬 と救急絆創膏を取 り出 し，傷の手当て

をした。 ショックを受けていたその人は驚い

た様子で，なぜ このようなこ とをして くれた

のか を尋 ねた。する と彼はこう答 えた。「私は

モルモンです。モルモンはこ うい うことをす

るんです よ。」この男性には，必要 な時にはい

つで も人 を助ける準備がで きていたので ある。

あるステーキ部大会で，大勢の話者がある

特定の人について話 した。大会のあ とで，教

会幹部はその人と会 った。彼は他の人々か ら

彼のお陰で50人 以上 もの人が教会に加わった

ことを知 らされた。手入れの行 き届いた庭，

幸福な家庭，隣人ぺの奉仕 など，すべてが他

の人々に福音が どれだけ彼の生活に祝福をも

たらしているか を語るきっかけ となったので
、
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ある。

ただこれらふた りの男性は，だれにで もで

きることを.しようと決意 しただけのことであ

る。

私 は大勢 の人々を面接 してみて， 多 くの

人が祝福 を得たい と心か ら願 っていることを

知った。ただ彼らはどこへ行 き， どのように

すればよいかがわか らずに，闇の中で助け を

求めて叫んでいるのである。彼 らの永遠の霊

は助けを求めているのである。社会生活を営

む私たちは，お互 いを必要 としている。彼 ら

に手を差 し伸べ ようとす る決意は，救い主が

切に勧めておられることである。愛 をもって

これを行なう時，私 たちは彼らを贈 う助けを

するこ とになる。 これ こそまさ しくイエ ス ・

キ リス トへの信仰 を告 白す る以上の こと，す

なわち行なわなければならないことを行な う

ことなのである。

教会の指導者や ホームテ ィーチャーには助

けを与える特別な機会がある。彼 らのすべて

の働き，集会，信仰，祈 りは，各個 人と家族

を助けることを目的 として行なわれる。

フランスで教会に加入 したある姉妹が，以

前加わっていた教会の牧師の訪問 を受け，一

体なぜ そのようなことをしたのか と問われた。

その時の彼女の答 えは，私 たちにとって大 き

な励 ましとなる。その答えは私たちに他の人

入のために働 こうとする堅い決意が どれほ ど

重要であるか を教 えて くれる。彼女は少なく

とも毎月一度，教会の指導者や会員が彼女 を

訪問 して くれるこ.とを話 した。 そして彼らが

彼女の霊的，物質的必要 に常に心 を配って く

れたことを話 した。それか ら彼女は牧師に向

かって， 自分が赤ちゃんの時にバプテスマを

受けて以来，前の教会の人が訪問 して くれた

のはきょうが初めてであること，それも別 の

教会に加わった理由を聞 くためであることを

話 した。

努めて主のため，人のために働 こうと真心

か ら決意することは，敵の多 くの誘惑を克服

する最 も確かな方法である。
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福 音に従お うと決意 している人は， 自分の

生活に幅が できて， あらゆ る良い ものに対 し

て感謝の気持ちが強まることに気づ くであ ろ

う。 また神 と神の素晴 らしい被造物に対す る

認識が深 まる。主は1831年5月 に予言者ジ ョ

セブ ・ス ミスに， この過程が どの ように進む

かを啓示の中で次の ように語ってお られ る。

「神によるものは光明な り。その光 明を受

けて神に従 うこといよいよ久しき者は，その

受 くる光明いよいよ明 らかな り.。.その光明い

よいよ明 らか とな りてついには完き昼 とな る

べ し。」(教 義 と聖約50：24)

兄 弟姉妹 の皆 さん，善 を生み出す決意をし

ている人には， 人を引き付ける力がある。 そ

のような人は光 と真理 を学んでそれを実践 し

なが ら自信を深め ることが できる。そして主

に対 し， また主の子供たちに対 し愛を示すた

めに，可能 なことは何で もしたい という願 い

を竪い決意に変えて来 られた現在の予言者 ス

ペ ンサー ・W・ キンボール長老の ようになれ

るのである。

私 たち もまたきょう， 自分の気持 ちを明 ら

かに し， 自分 を捧げる決意 をす ることができ

る。すなわち，だれもができることを行なう

とい う決意をす るこ とができるのである。主

イエス ・キ リス トのみ名により申し上げる。

大会訪問者



「わ た しの 羊 を 養 い な さ'い」

主に仕えたいと望む夫婦は監督から声がかかるのを待つ必要はない。監督室の ド

ァを叩いて 「私たちには出かける準備がでさています」と言っていただきたい

十二使徒評議員会会員

デ ビッ ド ・B・ ヘイ ト

私 はタバナクル合唱団が教会の最も繭 的
な讃美歌のひとつ 「夜 あけだ，朝 あけだ」

(189番)を 歌 っている時，感激のあ ま り胸

が高鳴 るのを覚 えた。皆 さんは，み業 を世 界

に広め るために予言者 ジョセブ ・ス ミスによ

り英国に遣わ された十二使徒のひとり，パー

レー ・P・ プラ ット長老がこの曲の作詞者で

あることを思い起 こされ るであろう。この歌

詞は， まこ との福音のメッセージを世に伝 え

るために書かれたものである。プラッ ト長老

は次のように書いている。

「夜あけだ 朝あけだ

シオンの旗掲げ よ

あか るい夜：あけだ」(讃 美歌189番)

福 音の夜明けの光は全世 界を包み，暗やみ

の影 は消え，主のみ業の威厳が充 ち満ちてい

る。幾万 もの人々が現在救 いの福音 を受け入

れている。

数 カ月前，私 たちはチ リのオソル ノ伝道部

の レスター ・ヘ イモア伝道部長夫婦 とチ リ海

岸沿いを ドライブ した。幾つ もの町 を訪れ，

村か ら村へ と車 を走 らせなが ら，私たちは宣

教師の伝道の成果 を目の当た.りに した。私た

ちは大勢の新会買に会 った。そして彼 らの信

仰 と， 自分たちの受け入れた福音 をもっと知

りたい とい う謙虚な望みに深 く胸 を打たれた。

旅 を続けなが ら，私たちは，増加 の一途 をた

どっている新会員に異国入や宿 り人という気

持 ちを持たせず，彼らも聖徒 と同 じ国籍の者

である と感 じさせ るにはどうすればよいだろ

うか と考えた。彼 らが鉄の棒 にしっか りとつ

か まり，知識 を増 し加 えていけるように彼ら

の信仰 を強め るにはどうすればよいのだろう

か。

私たちは神権会や扶助協会，それに 日曜学

校の クラスの ことを考 えた。多 くの夫婦が，

福音の中で訓練されてお り，その多 くは並は

ずれた才能 を持っている。 しか し，教会の組

織 でその才能が十分に生か されていない。ま

たステーキ部によっては，伝道の召しを受け

る十分 な備えができている年輩の夫婦が非常

に多い ところもある。彼らは福音の伝道に大

きな助け を与 えられるだけでな く，非常 な勢

いで教会員が増えている地域の新会員を強め

ることに も力 を注 ぐことがで きる。今 くつろ

いだ気持ちで座 っている人々は，教会に慣れ

ずに不安な気持 ちでいるバプテスマ を受けた

ばか りの 多くの新会員 を励 まし訓練 を施すこ

とができるのである。私たちは何百人 という

信仰深 い，備 えのできた夫婦を，生涯で最良

の経験 を得る場所へ送 り出せ たらと考えてい

る。

ア ミュレクはこのように語っている。「また

神の御子はその民の罪 を贈 うためにこの世 に

降臨 し……。」(ア ルマ11：40)私 た ちは 「そ

の民」 を励 まし，一致 させ，彼らに主の降臨

に対す る備えをさせ る必要があるのではない
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だうつか。

一般には
，専任宣教師は若い未婚 の男女だ

けがなるもの だ と考 え られ てい る。しかし

今や新 しい社会形態が出現 している。職場の

第一線を退き，隠居 している男女の数 は増加

する傾向にある。しか も，キンボール大管長

や リグラン ド・リチャー ズ長老に比べると，

非常に若 い年齢で現役 を退いている。

最近受け取 ったカ リフォルニアの友入か ら，

学校の教師 を辞めたのでユ タに戻 りたいとい

う手紙が来た。そ して彼はこの ように言 って

きた。「そちらに戻ったら，教会のために何か

できるでしょうか。」

そこで私はこう返事 したd「 ユタには戻って

来ないで下 さい。あなたの教会での経験 はほ

かの地で必要 とされています。何年か前に宣

教師 として働 いた頃学んだノルウェ∴語 をも

う一度勉強 して下さい」 と。彼 らは間 もな く

伝道に出るはずである。彼はこの2度 目の伝

道の機会を非常に喜んでいる。しか も今度は

伝道中ずっと同じ同僚 と組める とい う祝福が

加わっての伝道である。

多くの夫婦が備えをし，監督か らの伝道の

召しを待っている。監督はほかの ことで忙 し

すぎて，彼らを見過 ごしているか もしれない。

主に仕 えたい と望 む夫婦は監督か ら声がかか

るのを待つ必要はない。監督室の ドアを叩い

て，「私たちには出かける準備 がで きてい ま

す」 と言っていただきたい。

最近 メキシコで，素晴 らしい立派な夫婦の

宣教師，ジ ョン ・フォ ッサム兄弟姉妹にお会

い した。ふたりはこのように話 して くれた。

「私たちが今一番必要 としているのは，訓練

された指導者です。教会の責任 を何年 も経験

してきた夫婦は文字通 り奇跡 を行な うことが

で きます。今なお，支部の指導者 を訓練する

組織 を持たない支部が方々に22カ 所 もありま

す。新会員が増え，急速に進歩 している中で，

経験ある指導者が不足しているのです。」

フォッサム夫婦はさらにこう続けた。「伝道

に出て， 多くの祝福が与えられました。その
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祝 福は自発的に奉仕す る時にいつでも主か ら

注がれるものです。ベ ッ ドや揺 り椅子の上 で

息をひきとる老人がいますが，私たちはそう

した くなかった.んです。主は私 たちが伝道に

出たい と願っていることを御存 じで した。で

すか ら私たちは召 しを受 けたのです。夫婦の

中には，家族がそばにいないと生 きていけな

い と思っている人や，体のことを心配 してい

る人もいるようです。私たちはステー キ部長

か ら任命 を受けた時，主が家族 を見守 って下

さることと，伝道が終わるまで健康が保たれ

ることを約束 されました。私たちの年齢では

宣教師のスケジュールに従 うのは困難 なはず

です。けれ ども実際にはできるのです。これ

は伝道：の報いだと思います。」

それからフォッサム兄弟はこの ように語っ

ている。「50年前，私はハワイで伝道 し，ハワ

イ語 を勉強 しました。当時それは大変 なこと

で した。今度 もこの年 で宣教師訓練センタ.一

でスペイン語を勉強 しましたが， とて も大変

で した。 しかし私 たちは勉強 しました。本当

に素晴 らしい勉強の経験にな りま した。霊的

な宝を貯 えるためなら，それ位努力 しても価

値があ ります。」

フォッサム姉妹 はこう語っている。「普通の

おばあさんには26人 もの孫 と遠 く：離れ暮 らす

のは とて もつ らいことでしょうが，私 は大丈

夫です。時々 とて も会いた くなることがあ り

ますが，なん とか頑張れそ うです。」

この献身的な夫婦は次の ような言葉 で話 を

結んでいる。「年輩の人々にとって伝道の業は

豊かな報いの多い経験です。隠居 してただ生

きているだけでな く，余生 を有意義に過 ごし

たい と思 う人々に とっては特 にそ うです。」

現在私たちは，「主 のために何ができるでし

ょうか」 と進んで尋ね，黄金の年 月の一部 を

喜んでこの大切な奉仕 の業に使いたい と思 っ

ているフォッサム夫婦のような夫婦 を， もっ

ともっ と多 く必要 としている。

教会の初期の時代に，聖徒 たちは主のみ業

を行な うために犠牲を払い，最善 を尽 くさな



ければならなかった。1831年 ，家族 を残 して

ミズー リ州に行 くように命 じられた兄弟たち

に，次のような主の勧告が与え られている。

「この故に善 を為す にうむこ となかれ
。こ

れ汝ら今偉大なる一事業の基礎 を置 きつつ あ

ればな り。それ，小なる事 より偉大なる事起る。

見よ。主は真心 と喜 びて事に従 う精神 とを

求む。喜びて従順に従 う者たちは，この末の

世 に於てシオンの地の善 きもの を食 わん。」

(教義 と聖約64：33-34)

年 輩 の夫婦に申し上げたい。計画 をす るの

に退職記念晩餐会や記念の金時計 を手にする

まで待つ必要はない。.今始めていただきたい。

人生の中で最 も報いある経験 となるもののた

めに備えていただ きたい。知識を増 し，外国

語 を勉強 して視野 を広めることを今す ぐに始

めてみてはいかがだう りか。

スペイン語で もドイツ語 でもよい。キンボ

ール大管長は中国官語の勉強 を奨励 してお ら

れ る。

妻のルビーは，50年 のブランクがあ りなが

ら再 び大学へ戻 り，今 スペ イン語 を学んでい

る。勉強は大変だろうか。確かに大変 である。

何時間 も勉強 しなければならないだろ うか。

そう，何時間 も必要である。だれが食事の仕

度 をす るのだろ うか。時々私が している。報

いがあるだろうか。アルゼ ンチンや メキシコ

の会員に通 じた とい う彼女の謙遜な証 をきい

て，私は妻 を非常に誇 らしく思 う。

私 たちはこの最後の神権時代 に主のみ業が

とど.まることな く広まるのを目にしている。

何百万 もの人々が生活 を改めたいという願 い

をもって待 っている。 キ・ンボール大管長はも

っと多くの年 輩の経験ある夫婦 を求めている。

そのような人々は至 る所で必要 とされている。

特に外国へ行 ける家族持ちの経験ある会員が

求め られている。すべてを捧げて主のみ業 に

従事する時， あなたは霊的に生 まれ変わるこ

とがで きる。祈 りは心に深みを与え，聖典は

熟考 を促 し，理解力を増す。そして聖霊は心

に明るい光 をもた らす ことだろ う。その結果，

人を愛す るあなたの気持 ちが増 し，家 で待つ

家族には祝福が注がれ る。そして，彼 らはあ

なたの自己 を捨 てた主への奉仕の業 を誇 りに

思うことだろう。

モルモン経の予言者モロナイは，新 たにバ

プテスマ を受けた人々に特に注意 を払う必要

のあることをこのように述べている。

「人々はバプテスマ を施 され
，聖霊の力で

清め られてか ら，キ リス トの教会の会員の中

に数えられ，その名を書き留め られた。それ

はこの人々を忘れてなおざりにせず，神の善

い教えでこの人々を養いたえず善 い道 をふま

せ，たえず慎んで祈 ることをつ とめ させ……

るためである。」(モ ロナイ6：4)

世 界各地に， モロナ イが言っているように，

愛 と関心 と励 ましを与え，たえず善い道 をふ

ませ るようにしなければならない改宗者がい

る。 しか し，援助 を与えることのできる経験

ある夫婦はたいていそこに住んでいない。私

たちは訓練や励 まし，中でも特に愛ある関心

を示すことのできる経験豊かな教会員の助け

を必要 としている。

そのような愛 と献身によって何が可能 とな

るか を示すために，ここで再 びフォッサム夫

妻の言葉 を紹介 しよう。彼 らは こう言ってい

る。「日曜 日には私たちは朝4時 に起 きて，朝

早 くバ スに乗 り，支部のひとつ を訪問 しまし

た。神権会の間，フォッサム姉妹 は姉妹たち

に音楽の レッスンをしました。彼女が音楽の

指揮の基本を教 えていた姉妹 たちの中に， リ

ズム感の よい13歳 の女の子がいました。その

女の子は今聖餐会の指揮 をしています。 また

今ではその支部に聖歌隊の指揮者がいます。」

フォッサム兄弟はこう言っている。「私は何か

手助けができれば と，その支部の支部長会の

集会に出席 させて もらいました。数カ月前ま

で，この支部ではホームテ ィーチングや訪問

教師の訪問は単なる手引き上の知識で.しかあ

りませんでした。それが現在では，9組 のホ

ームティーチャーがいます.
。 また訪問教師に

よる訪問 も間 もな 《始 まろうとしています。
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けれ どもこれ らは表面上 の報いにす ぎませ ん。

もっと大きな報いは，私 たちの捧げる奉仕 と，

謙遜な新会員への愛に よって得 られるのです。

つ まり，彼 らの生活に従来にない良 い変化が

生 じて，私たちも豊かにされるのです。」

きょう私たちは，「規則に規則を加え，誠命

にいましめを加 え」(教 義 と聖約98：12)て 備

えてお られる皆 さんに，世 に出て行 くように

と申し上 げたい。手 をす きにかけていただき

たい。(ル カ9：62参 照)皆 さんの愛 と信仰で

新 しい会買に祝福 をもたらしていただ きたい。

たえず正 しい道 をふ ませ，祈 りの気持ちをも

って信仰の主 キリス トに頼るよう教えていた

だきたい。救 い主は魚でいっぱいになってい

る網 を指 さしてペ テロに教えられなかっただ

ろうか。ペテロを通 して私たちに示 され なか

っただろっか。

「『あなたはこの人たちが愛する以上に
，私

を愛するか』。ペテロは言 った，『主 よ， そう

です。わた しがあなたを愛す るこ とは，あな

たが ご存 じです』。イエスは彼に 『わた しの小

羊 を養いなさい』 と言われた。

また もう一度彼に言われた，『ヨハネの子シ

モンよ，わたしを愛す るか』。彼はイエスに言

った，.「主よ，.そうです。わた しがあなた を愛

することは，あなたがご存 じです』。イエスは

彼に言われた，『わたしの羊を飼いなさい』。

イエスは三度 目に言われた，『ヨハネの子シ

モンよ，わたしを愛す るか』。ペテロは 『わた

しを愛す るか』 とイエスが三度 も言われたの

で心 をいためてイ手スに言った，『主よ，あな

たはすべてをご存 じです。わたしがあなたを

愛 していることは，おわか りになっています』。

イエスは彼に言われた，『わたしの羊を養いな

さい』。」(ヨ ハネ21：15-17)

キ リス トの教会に属する私たちに，「わたし

の羊」すなわちキリス トに従 う者， キ リス ト

の福音 を受け入れた者 を養 う義務があること

は明白である。彼 らはキ リス トの ものである。

キ リス トはそれ らの人々が御 自分にとって大

切であると言っておられないだろ うか。皆 さ
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んは彼 らよ りも強 く，信仰堅 固である。新 し

い会員 と親 しくなっていただ きたい。「わた し

の小羊 を養いなさい」 と主は私たちに言 って

お られる。

十分に準備 のできている多 くの教会員が，

さらに祝福 を得るために，世の事 をさておい

て羊飼いとな り，奉仕の業に献身 して下さる

ように と願っている。 これらのことを主イエ

ス ・キ リス トのみ名により申し上げる。アー

メン。

大会訪問者



ベテ ロは外に出て激 しく泣 いた

ベテロのように主を否みながら，またべテ日のようにそれを乗り越えて立派

な擁護者となる入が大勢いる

十 二使 徒評 議 員会 会 員

コ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レー

一 の霊感に満ちた午前の部 の大会 も終わ り
一
に近づいた今， ここでしばらくの間，エ

ルサ レムで最後の晩餐が行なわれた後のあの

恐ろしい一夜 に思いを巡らしていただ きたい

と思 う。イエスと弟子たちは町 を出ると， オ

リブ山へ向かった。恐 ろしい試練が間近 に迫

って.いることを知ってお られたイエスは，愛

す る弟子 たちにこう言われた。「今夜，あなた

がたは皆わた しにつまず くであろう。(つ まり，

私 を見捨てるであろう).

す るとペ テロはイエ スに答えて言った，『た

とい，みんなの者があなたにつまずいて も，

わた しは決 してつ まずきません』。

イエ スは言 われた， 『よくあなたに言ってお

く。今夜，鶏が鳴 く前に，あなたは三度わた

しを知 らないと言っだろっ』。

ペテロは言 った，『た といあなた と一緒に死

なねばならな くなって も，あなたを知 らない

などとは，決 して申しません』。」(マ タイ26：

31，33-36)

その後間 もな く，主はゲッセマネの園で非

常 な苦 悶を受け，さら.に弟子のひとりに裏切

られたのであった。行列が カヤバの邸宅に向

かって行った時，「ペテロは遠 くか らイエスに

ついて，大祭司の中庭 まで行 き， そのな りゆ

きを見 とどけるために，中にはいって下役 ど

もと一緒にすわっていた。」(マ タイ26：58)

イエ スを笑い者にす る裁判が進み，告発者

たちはイエスの顔につばきをかけ，こぶ しで

打 ち，手のひらで叩いていた。するとひとり

の女がペテロを見て言った。「あなたもあのガ

リラヤ入イエ スと一緒だった。」

「するとペテロは
，みんなの前でそれを打

ち消 して言った，『あなたが何 を言っているの

か，わか らない』。

そう言って入口の方に出て行 くと，ほかの

女中が彼を見て， そこにいる人々にむかって，

『この人はナザ レ人イエス と一緒だ.った』 と

言った。

そこで彼は再びそれを打ち消して，『そんな

人は知 らない』 と誓って言った。

しば らくして，そこに立っていた人々が近

寄ってきて，ペテロに言った，『確かにあなた

も彼 らの仲間だ。言葉づかいであなたのこと

がわか る』。

彼は 『その人のこ とは何 も知 らない』 と言

って，激 しく誓いは じめた。す るとす ぐ鶏が

鳴いた。

ペテロは 『鶏が鳴 く前に，三度わた しを知

らない と言 うであろう』 と言われたイエ スの

言.葉を思い出し，外に出て激 し く泣 いた。」

(マ タイ26：69-75)

この 言葉には何 という悲哀が込められてい

ることか。忠誠 と決意を誓い，決 して主を否

定 しない と約束 したペ テロが， 人を恐れ，肉

の弱 さに負け，非難の圧力に屈 して もろ くも

崩れたのである。そして自分の弱 さと誤 りを

知ったペテロは 「外に出て，激 しく泣いた」
、
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、

のだった。

私はこの出来事 を読んでペ テ甲に心か ら同

情した。ペテロのような人間は私たちの中に

大勢いる。忠誠 を誓 い，勇気を失わない と決

意し， どのようなこ とが起ころうと自分は正

しいことを行ない，大義 を守 り， 自己と他人

に誠実 を尽 くす と時には公衆の面前 で宣言す

る。

しか し，そんな彼に圧力が加わって くる。

それが時に応 じて，杜会的な圧力であったり，

個人的な欲望 であった りする。 また誤った野

心であることもある。意志の弱 さ， 自制力の

欠如か ら誘惑に屈 して，後悔 と自責の念と悔

恨の苦い涙 を味わ うこともある。

私たちがほ とんど毎 日のように 目撃す るひ

とつの大きな悲劇 は，高 い目標 を掲げていな

がら，低 い実績で終わって しまうことである。

彼らの動機は高遽 で，いつ も素晴らしい抱負

を語って くれる。能力 もす ぐれている。 しか

し自制心が弱い。怠惰に負け，欲望に屈 して

しまう。

私の知人の中に もその ような人が いた。彼

は教会員ではなかったが，一流の大学を卒業

し，前途は洋々たるものであった。立派な教

育 を受け，仕事にも恵まれていたこの青年は，

大きな夢 を抱 き， それに向か って一心に突 き

進んだ。勤め始めた会社で，彼は階段 をかけ

のぼるように出世 し， あっとい う間に会社の

トップにおど り出た。 しか しそのために何か

と酒を飲むことが多 くなった。そして他の人

と同 じように，彼も自分 を制御 できな くなっ

た。結局アルコール中毒 とな り，抑えること

のできない欲望 のとりこになってしまった。

助けを求めなが ら，プライ ドが邪魔 をしてな

かなか 自分を変えることができなかった。

そして，流星のように暗闇の中に消えてしま

ったのである。私はあちこちの友人に問い合

わせ，ようや く彼の悲しい結末 を知 った。高

い目.標と優iれた才能 を持っていた彼は，大都

会の片隅で一人さび しく一生 を終えたのであ

る。ペテロのように，彼 もまた 自己の可能性
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を最大限に伸ばす能力 と力が 自分にあること

を知 っていた。 しか し彼はその能力 を自ら否

定 してしまった。そして失敗の影が彼の周囲

に しのび寄って きた時，彼 もまた，ペテロと

同 じように，外に出て激 しく泣いたに違 いな

いo

また私 には，英国諸島で伝道 していた時に，

教会員になった友人がいる。彼には当時喫煙

の習慣があった。そこで彼は，教会員になろ

うとした時， タバコをやめられるよ うに祈っ

た。主はその祈 りに応えて，彼にその習慣 を

断ち切 る力を与えて下 さった。彼は神 を仰 ぎ

.みて，いまだかつてなかったような喜びの生

活を送ることができた。 しか し問題が生 じた。

家族 と杜会か ら圧力がかかったのである。そ

の結果，ついに彼は 自分の標準を下 げ，欲望

に屈するようになった。 タバ コの煙が彼 を誘

惑 した。 それか ら何年か して，私は彼に会っ

た。ふた りで古き良 き時代のことを語 り合っ

た。 そして彼 もまたペテロと同 じように激 し

く泣いた。彼はあれが悪いのだ， これが悪 い

のだと責任を転嫁 していたが， その時私の頭

の中にキャシアスの言葉が浮んできた。

「ねえ
，ブルー タス，僕 らがうだつの上 ら

ないのはね，なにも運勢が悪いん じゃない，

僕 ら自身が悪いんだ。」(「 ジュ リアス ・シー

ザー」第1幕 第2場 ， 中野好夫訳)

高遽 な理想 を掲げて始めたのは よいが結局

しりすぼみになってゆ く人，元気一杯にスタ

ー トしたのは よいがへ とへ とに疲れて帰って

くる人， こっいっ人はた くさんいる。大勢の

人々が，人生におけるゲームで一塁や二塁，

あるいは三塁 までたどり着 くことができる。

しか し， どうして も本塁 まで帰 って くること

がで きないでいる。彼 らは寛大な心 を否定 し，

自分の財産に しがみつ き，生活は 自己中心的

で殺伐 としてお り，才能や信仰 を他 人と分か

ち合 うこともな く， ただ自分だけで生 きよう

とする傾 向がある。主はそのような人々につ

いて，こう言ってお られ る。「而 して主の来 り
さば

た も う 日， ま た 審 き の 日， ま た 主 の 怒 り の 日



に汝 らは歎 き悲 しみて言わん。あ ・，刈 り入

れは終 り夏はす でに過 ぎ去 りぬ，われは救わ

れず， と。」(教 義 と聖約56：16)

しか し私は もっと具体的に，ペテロのよう

に主 を愛 し，主のみ業 を愛 していると公言し

なが ら，口に出 して言お うが言 うまいが， と

にか く主を否定す る人々について一言 申し上

げたいと思 う。

かつて信仰 も篤 く，献身的に主のみ業に励

んでいたひとりの青年が いた。彼は感 じやす

い年頃の私 を導 いて くれた友であった。彼の

生 き方，熱心な奉仕 は，主 と教会のみ業 を彼

がどれほ ど愛 していたか をよ く物語っていた。

ところが，彼の能力 をあてこんで自分たちの

勢力を伸展 させ ようとする仲間の甘言にのせ

られ，次第に教会 を離れていった。 自分の信

仰や行ないの中に仲 間を導 くのではな く，逆

に誘 いにのって正反対の方向に行 ってしまっ

たのである。

別に自分の持 っていた信仰 を汚す発言 をし

たわけではない。そんなことは必要なか った。

彼の生活態度の変わ りようを見れば，信仰を

捨てたことは明 らかであった。それから数年

して私たちは再会 した。彼は迷 いか らさめた

よっに語った。かつて宝のよっに大切 にして

きた信仰の錨 を断ち切 った後の流浪の生活を，

低 い声で， しか も伏 し目がちに話 して くれた。

そして話 し終 えると，彼はあのペ テロのよう

に男泣きに泣いたのである。

先 日ある友人 と話 をしていて， ひとりの神

権者のことが話題にのぼ った。彼は仕事の面

でかな りあ成功 を収めている人である。「とこ

ろで，彼は教会ではいかがですか」 と私が尋

ねると，友人か らこうい う返事が返 ってきた。

「心の中では教会が真実 だとわかっているよ

うですが，それ を恐れる気持 ちがあるんです

ね。教会員 として教会の標準を守るようにな

ると，今の同僚たちか ら相手にされなくなり

は しないか と心配 しているんです。」

その時，私は こう思った。「彼は年取るまで

気づかないか もしれないが，いずれ静かに自

分 を振 り返った時に， 自分が持 っていた長子

の特権 を1杯 のあつ もの と交換 したこと(創

世25：34参 照)を 知 って， 自分で確かに知 っ

ているこ とを否定 したペテロの ように後悔の

涙 を流すことだ ろう。」 それは自分自身主 を拒

んだだけでな く，子供たちの前で王 を拒んだ

ことにもなるか らである。彼のお陰で子供 た

ちも大切 な信仰 なしに育つこ とになったので

ある。」

主 は自らこう言われた。「邪悪で罪深いこの

時代 にあって， わた しとわた しの言葉 とを恥

じる者に対 しては， 入の子 もまた，父の栄光

の うちに聖な る御使 たち と共に来るときに，

その者 を恥 じるであろう。」(マ ル コ8：38)

さて，最後にもう一度，主を否定 して泣い

たペテロのことを考 えてみたい。ペテロは自

分の誤 りを認め， 自分の弱 さを悔いて，心を

いれか え，復活された主を証す る力強い代弁

者 となった。そ して，先任使徒 として，生け

る神の御子イエス ・キ リス トの使命 と，死 と

復活 を証することに余生を捧げた。ペンテコ

ステの 日に，彼が力強い説教 を述べ た時，群

衆は聖霊の力によって心 を動かされた。ペテ

ロは また救い主か ら受けた神権の権能によっ

て， ヨハ ネと共に足なえを癒 した。 しか もそ

の奇跡が もとで彼らに迫害が及ぶ ようになっ

た。 しか し彼は議会に引 き出 された時 も，兄

弟たちの前で臆せず証 を述べた。 また， 異邦

人に福音 を宣べ伝 えるように という示現 を受

けたの もペテロであった。(使 徒24，10章

参照)

ペ テロは， 自分 を人間 をすなどる漁師に召

して下さった主の証人 として，鎖につながれ，

牢獄に入れ られ，そして恐ろしい殉教の道 を

たどっていった。(マ タイ4：19参 照)こ うし

て復活された主が11人 の使徒たちに命 じられ

た最後の教えを忠実に最後まで守 り通 したの

である。「あなたがたは行って，すべての国民

を弟子 として，父 と子 と聖霊 との名によって，

彼 らにバプテ スマ を施 し」(マ タイ28：19)

な さ い。またこの神権時代には，ヤ コブ， ヨ
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ハネと共にこの地上 を訪れて，聖.なる神権 を

回復し，この末[1に イエ ス ・キ リス トの教会

を組織 して，今 もその組織 を動かす神聖 な権

能を与えて下 さったのは，ほかならぬペ テロ

である。 これらの大いなる働 きと， そのほか

に も.数々 の貢献 をなしたペテロも，一度は主

を否定 し，悲 しみに暮 れた。 しか しその悔恨

か ら立ち上がると，救 い主が昇天された後の

み業を推 し進め， さらにはこの神権時代への

み業の回復に寄与す ることとなったのである。

さて，もし私のこの話 を聞いている方々の

中に，言葉や行ないで信仰 を拒んだ方がおら

れるならば， イエスと寝 食を共に しなが ら，

主とさらに 自分の証 をも否定 したペテロの例

から慰め を得て，新たな決意 をして下さるよ

うに祈 る次第である。ペテロは， その悲しみ

の状態か ら立ち上が り，立派な擁護者，力強

い支持者 となった。同 じように皆 さん も自分

を変え，力 と信仰 を増 し，他の人々と協力 し

て神の王国を築 くことがで きるのである。

きょうこの会場 に集っている入々の中に，

教会を愛して育 ったひとりの男性がいる。彼

はかつて仕事.に熱rlエし大きな野心 を抱 き， そ

のためにfL董仰 を拒み始めたことがあった。生

活もほとん ど信仰 とは無縁の もの とな リ始め

た時，幸いなことに，深みにはまる前に彼は

静かな細い声の ささや きを聞 くことができた。

そして後悔の念に駆 られた。そ して今 ではシ

オンのステーキ部の部長 として人々の前に立

ち， さらには国内だけでな く世 界で も有数の

]業 会社の役員を務めてお られる。

同 じように迷 いを持 っている愛す る兄弟姉

妹の皆 さん，教会はあなたを必要 としている。

あなたもまた教 会が必要なはずであ る。教会

には温かい心 を持って耳 を傾ける人が大勢い

る。皆 さんを引き戻 して くれ る大勢の援助 の

手がある。あなたの心 を温めて くれ る入がい

るであろう。そこにある涙 は苦 しみの涙では

なく，喜びの涙である。

願わ くは，みたまの力によって主が皆 さん

の心 を動か し，皆さんの希望 を増 しで ドさ り，
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皆さんが確固たる決心 をすることができるよ

うに。そ して心の中で真実だと感 じているも

のに立ち返 ることによって得 られる喜 びと，

平安 と満足を十分に 其受す ることができるよ

うに心か ら祈っている。この証のすべてを私

たちが仕 えるイエス ・キ リス トのみ名によ リ

申し一ヒげる。アー メン。

礪 ，

　

購
亀 翼

雛鑑

大会訪問者

蕪



4月/日(日)午 後 の部 におけ る説 教

進歩を阻む障害

受けた苦痛をいつまでもくよくよと考えること，悲 しみに負けて しまうこと，

過ちや恐れ に縛 られること，これらは進歩を阻む障害である

.β .討

十 二 使 徒 評 議 員会 会 員

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

数 週 間前・3人 の幼い子供たちを抱えて夫
に先立たれた不幸な母親が， もう教会に

は来た くない と語っていた。「どう.して行 く必

要があるんですか。4カ 月以上 も同 じアパー
.
トに住んでいるのに，だれひ とりとして声 を

かけに来て くれないんです よ。」

そこで私は彼女に，「それでは，私か らその

ことをお 伝 え してお きましょう」と言 う代わ

りに，「あなたは引っ越 して来 られてから何軒

の家に挨拶に回 りましたか」 と尋ねてみた。

彼女は私の言葉にいささか驚いた様子であっ

た。

大勢 の人がだれか 自分を捜し出 して助けて

くれないか とじっ と待ち， 自分の進歩に壁 を

設けて，みすみす不幸を招 いているようであ

る。 きょうの消極的な態度は，明 日の停滞 と

悲惨 を招 く。豊かな人生 を求めて熱心に努力

して然るべ き人々が，受けた痛手にこだわっ

ていつまで もくよくよしている。私 たちはみ

な神の子である。神 を愛 して いるな らば，

自分の状態の善 し悪 しにかかわ りな く， どこ

にいようとも神の羊 を養 うはずである。私た

ちは何かに飢 えを感 じ，現在の群れに完全な

満 足を覚 えていない時の方が，かえって他の

人々 をよ く養 えるこ とが多い。飢え と寒さに

見舞われている人が，同 じような経験 をして

きた人か ら救われることが よくある。心身共

に疲 れ果て，弱っていて も，状況が好転す るの

をただ黙 って待っていてはならない。む しろ，

自分の力 を行動や奉仕に向け，他人を引き上

げるために用いる時，癒 しの力が生 じて くる

のである。

合衆国の教育者，ブッカー ・T・ ワシン ト

ンは次の ような名言 を残 している。「成功は，

入が人生で到達 し得た地位 ではなく，成功 を

めざして克服してきた障害に よってこそ測 ら

れる。」(7力6∫ 班6γηα'勿η認1)ゴ漉0ηαη(ゾ

勉oπg配s「 国際思想辞典」ジョン・P・ブラッ

ドレー他編，p.698)人 生 の勝利は， その道に

横 たわる障害物に立ち向かい， それを排除す

る能力か ら生 まれる。私たちは 自分 自身の山

を登 りながら成長す るのである。

トーマ ス ・カーライルはこう述べ ている。

「天上の最高の輝きを持つ王冠 は
，銀難の炉

を通 って試され，磨かれ，精錬されて美 しく

なる。」(W'認Q%o'観oηs「 金言集」エマー ソ

ン ・ロイ ・ウェス ト編，p.312)

こ こで，個 人の進歩 と教会活動に対 して障

害 となる4つ の要 因について考えてみたいと

思 う。(1>受け た苦痛のことをいつ までもくよ

くよと考 える。(2)不幸や悲しみに負けて しま

う。(3)良 くない習慣や過ちに縛 られる。(4)恐

れが先に立って進歩 を妨げる。

そこで，永遠の進歩を妨 げるこれ らの敵に

.つ いてよ く調べ， それを断ち切 る勇気が どう

すれば得 られるがを皆さん と共に考えてみた

い。

、
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受けた苦痛の ことをいつ まで もくよくよと

考える

私たちは毎 日，神の助けを得て，他 人の不

注意な言葉によって自分の行 く末や一 日を左

右されることのないよっに決心 しなければな

らない。思いや りのない言葉によって心が傷

つき，そのために有用な人生 までも無 にして

しまう例を時 として見かけるが，それは実に

悲しいことである。的確に素早 く対処せずに

かえって傷 口を広げ，化膿させ てしまってい

る。入生のレースを放棄することで相手 に仕返

しをしようとす る人 もいる。「あの人がいる限

り，戻 りた くない」 という言葉 を時々，耳に

するが， これほ どいじけた，有害 なそして束

縛的な言葉はない。時折， 自分が傷つけられ，

無視 されるのを，傍観者の ように見ている人

がいる。他人か ら軽率 な言葉 をかけ られるの

を予期 して聞き耳をたてたり，声をかけ られ

る当て もないのに人か ら声 をかけ られ るのを

心待ちにした り，また何か言われた時に まっ

た く見当違いの解釈 をしたりす る人々もいる。

優秀なバスケッ トボールの選手のひと りに，

一番の成功の秘訣は何か と尋ねた時
，彼はこ

う答えた。「どんなに苦 しくてもとにか く練習

したことです。けが をしても，転倒 して も，

決して練習を少なくした り止めた りはしませ

んでした。」

偉大な教師であり， そして指導者である御

方は，このような冷酷な言葉や残酷な仕打ち

を受けた時に， どう抵 る舞えば よいかその模

範を世の人々に示 してお られる。主はただこ

う言われた。「父 よ，彼 らをおゆるしください。

彼 らは何 をしているのか，わか らずにいるの

です。」(ル カ23：34)

イエ スはこの地上での務めを果たしている

間， たとえそれが入々を傷つけ，不満の もと

となるものであ って も，遭遇 したこ とはすべ

て有益な経験 とされた。決 して反対す ること

もな く， またそれを恥 じるこ ともなかった。

常に堅忍 と忍耐 を持 ち， しか も雄々 しく振 る

舞い， 自分の御父の仕事 を行なうのをためら
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われたことは一度 もなか った。そして他に類

を見ない最大の苦悩 と苦痛 を味わわれた時に

その偉大さを示 された。 どんなにとげのある

.言葉 も非常な行為 も，救い主の 目的 を阻むこ

とはできなかった。いかなる人 も傷つき，苦

しみ，苦難を味わわず して人生 を味わい尽 く

せ るものではない。

賢い人ならば苦汁の水に端 を発す る苦痛 と

憎 しみを回避するこ とだろう。明 らかに不正

による障害物が 目の前にあったとして も，彼

ならば，立ち止まらずに救 い主 の道を歩み続

けるであろう。狼狽す ることな く前進するか

どうかは私たち次第である。赦す ことや忘れ

ることのできない人は，私 たちが渡 らなけれ

ばならない橋 を自ら壊す人である。私たちは

人か ら無視 されている，必要 とされていない，

ふさわし くない と思 い込み，停滞に拍車 をか

けていることが意外に多い。結局 自分 で抑え

るしかないのである。 とすれば，同情も禁物

である。一方，傷つけられる暇のない人たち

を見ていると何 とも爽快な気分になる。大切

なのは， 自分が何 を持 っているか，あるいは

どう言われているかではな く， 自分は どう対

処 しているかということである。

不幸や悲 しみに負けて しまう

私たちは しばしば夫，妻，父，母，そのほ

か愛する人々 を失 うことによって人生の岐路

に立つことがある。ある人々は，愛に満 ち，

しか も全知全能の永遠の御父がお られるのに，

どうして自分にこのようなことが起こるのか

と，良 くない思いに捕われることがある。心

の痛みに耐えかねて，私たちが苦難の最 中に

ある時でも必ず守 ると約束 して下 さった御方

との固い絆を断ち切 って しまうことがある。

絶望の瞬間に力 と慰めと平安の懐か ら苦 しみ

飛び出してしまうこともある。また時には暗

やみの中で 「どうして神は私や家族 をこのよ

うな不幸 な目にあわせ るのだ ろうか。一体私

たちはどのような悪いことをしたとい うのだ

ろう」 といった疑問に心 を悩 まし，光 を見失



うこ とがある。

ユタ州オー レムに住むル シル ・F・ ジョン

ソン姉妹は 自分の経験を次のように語って く

れた。「ひとりのとても魅力的な女性がいまし

た。だれ もが彼女 と親 しくしたい と思ってい

まレたし， また実際一緒にいると楽 しいので

す。彼女は人生や人間を心か ら愛 しているの

でしょう。 いつ も周囲の人を楽 しくして くれ

るのです。ある 日，私は思 いきって彼女に尋

ねてみ ました。『あなたはいつ も楽 しそ うに し

ていますが，どうしてですか。私にその秘訣

を教えて下 さい。』・すると彼女はこう答 えまし

た。

『あるひ とつの言葉によって私の生活が変

えられましたの。』

『あなたを変えたその言葉は何ですか
』 と

私は尋ね ました。

『実は
，悪性 という言葉なんです』びっく

りした私に，彼女は こう説明して くれました。

『お医者さんはその言葉 を使 って
，私 の命 も

あとわずかだ と言われました。そこで私はみ

んなをみ じめにす るか，みんなを幸せ にす る

か， 自分で決めなければならないと思 いまし

た。そ してひざまずいて祈 った時，たとえ自

分は重い病気を背負っていて も一 日は一 日だ

と気付いたのです。そうす るとこれまで考 え

て もみなかったようなことがわか りました。

夫 も子供たちも， どの ような人も皆，それぞ

れ信 じられないような素晴 らしい もの を何か

持 っている。 そう考えてみ ると，たとえ人生

が1日 であろうが，1年 であろうが，それは

素晴 らしい賜だ ということが わかったのです。

それか ら私は 自分の人生 を可能な限り楽 しも

うと思 うようになったのです。』」

神のみ業がこの ように癒 しのか たちで表わ

れるか， あるいはそれに立ち向か ってゆ くか

たちで表 われるかは，すべて を知 り尽 くして

お られる御方 の最終的な知恵に委ね られなけ

ればな らない。不幸や悲 しみにめげず少 しず

つ前向きに歩む人々の生涯はなん とすがすが

しいこ とであろうか。

一隻の舟が東へ
， もう一隻が

西へ行 く

同 じ風を受けて。

進路 を決めるのは，

風 ではない，

帆の向きである。

人 の 行 く手 も

海 を 吹 く風 に似 て ，

人 生 の 航 海 で

そ の 目 的 を決 め る の は ，'

な ぎで も な け れ ば ， 嵐 で もな い ，

心 の 持 ち 方 で あ る 。

(エ ラ ・ウ ィー ラー ・ウ ィル コ ッ ク ス 「丁肋

癬 η4s(ゾ 勘'〆 伽s'θ ゆ ガ666s(ゾR61顧oπ ∫

y薦6『 運 命 の 風 』 「宗 教 詩 傑 作 集 」 ジ ェー ム

ズ ・ダ ル トン ・モ リ ソ ン編 ，p .314)

良 くない習慣や過ちに縛 られる。

つい数 カ月前に目的のある生活をし，教会

活動に活発に参加する力強い歩みを始めたば

か りの私の友人が，次のように語った。「長年

の経験か ら申し上げますが，不活発で消極的

な本当の理由 を解明 し， 自分 を変えていくよ

りも， 入を非難し，社会の既成秩序 を攻撃す

る方がはるかに容易です。」

自分 を変 えることはなかなか容易ではない。

私たちの中には，悪い習慣 を克服 し，誤 りを

正 そ うとせずに，むしろ不活発であることの

言い訳 をしようとする人がいる。しか し，ある

ものをあきらめてさらに多くの ものを得よう

とす るところに私 た.ちの進歩があるのである。

自分 自身に正直であり，実現可能な望 ましい目

標 を毎 日定め るようにすれば，おのず と私た

ちの進むべ き道は決まって くる。 目標 を書 き

出し， それぞれの価値 を考 えてみる。そして

毎 日少 しずつ現状 を変 える。代価 を払ってゆ

けば よい。そうすれば一時に途方 もない代価

を支払 う必要はないであろう。

主は，完全な悔い改めの過程 を経た者のそ

の罪を忘れると約束してお られる。主がその
、
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ように約束 しておられるのに， なぜ私た ちが

そ うしないのであろうか。過 ちは赦 される。

習慣は変えちれる。進歩を阻む障害は必ず取

り除 くことができるのである。.

逆 に良 くない習慣に安住 し， よ り良い 自己

管理ができる人間へ と歩み出そうとしない人

を見ると，何 とも悲し くなって くる。

ウィ リアム ・ジェームズはこっ言っている。

「関心 を持つことが行動 を決定する
。」真に悔

い改めた人は過 ちから学び，過 ちから離れ，

進歩成長をもたらす行為 に目を転 じる。私 た

ちが 自分を神に委ねることができるならば，

神は私 たちの手を取 って，私たちをさらに高

い標準へ引き上げて下 さる。これほ ど大 きな

慰めはない。 自分の生活の過ちに気づ き，代

価を払っ.て.主の道に立 ち返 るこ とは，個人に

とって素晴らしい勝利である。

恐れが先に立 って進歩 を妨 げる。

私たちの永遠の進歩を妨 げるもうひ とつの

障害物は，恐れである。私たちは失敗や拒絶

を恐れて，意義あるこ とを試み ようとしない

ことがある。また，過 ちを恐れて，教会や社会

における奉仕の機会 を受け入れよ うとしない。

「神がわたしたちに下 さったのは
，臆する

霊ではな く，力 と愛 と慎みとの霊 なのである。」

(IIテ モテ1：7)私 た ちが 日々の生活の中

で試み ることを恐れ，決定す るこ とを恐れ，

主 を信頼す ることを恐れ，あるいは誤った判

断をす ることを恐れるとしたら， それは私た

ちに とって悲劇以外の何 ものでもない。ペテ

ロが恐れ を抱き，歩 くのを止めて沈みかけた

時，救 い主が何 と言われたか覚 えておられる

と思 う。

「ところが舟は
， もうすでに陸か ら数丁 も

離れてお り，逆風が吹いていたために，波に

悩 まされていた。

イエ スは夜明けの四時ごろ，海の上 を歩い

て彼 らの方へ行かれた。

弟子たちは， イエスが海の上 を歩いてお ら

れるのを見て，幽霊だ.と言 ってお じ惑い，恐
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怖 のあまり叫び声 をあげた。

しか し， イエスはす ぐに彼 らに声 をかけて，

『しっか りするのだ
，わた しである。恐れ る.

こ とはない』 と言われた。

する とペテロが答えて言った，『主 よ，あな

たで したか。では，わたしに命 じて，水の上

を渡ってみもとに行かせて ください』

イエ スは，『おいでなさい』と言われたので，

ペテロは舟か らお り，水の上 を歩いてイエ ス

の ところへ行った。

しか し，風 を見て恐 しくな り， そしておぼ

れかけたので，彼は叫んで，『主 よ，お助け く

ださい』 と言った。

イエスはす ぐに手を伸ば し，彼 をつかまえ

て言われた，『信仰の薄い者 よ，なぜ疑ったの

か』。(マ タイ14：24-31)

信仰 を持 ち， 目的を持 って前進すれば，人

生の恐れは克服できる。

最後にもう一度 申し上げておきたい。受け

た痛手をいつ までもくよくよしていることは

ちゅうちょして前進 しようとしない人の言 い

訳に過 ぎない。不幸や悲 しみに負けて しま う

と，進歩が妨げられ，障害 を克服する機会 をも

逃 してしまう。良 くない習慣や間違 った行為に

縛 られると， 自ら自分の失敗の犠牲者 となっ

てしまうことがある。恐れで進歩が妨げ られ

るのは，失敗 を恐れて試す ことをしないか ら 、

である。永遠の進歩を阻む障害物は，だれ も

ひ とりで歩む必要はないとはっきり知 った時

に，捨て去ることができる。神の助 けがあれ

ばできないことはない と知 った時に，幸福 の

第一歩が始まるのである。

私たちがそのような幸福 な日々をめ ざして

努 力し， それを知 るこ とが できるように，心

か ら祈っている。神は確力.・に生きておられる。

私たちの祈 りを聞いて答えて下さる。私はそ

のことを証申し上 げる。イエス ・キ リス トの

み名に より，アーメン。



みたまは生命を与える

戒めは私たちを霊的に整え，神と共に住めるようにする律法である。そのた

めに私たちは戒めを守るのてある

七 十 人 第一 定員 会 会 員

ロ ー レ ン ・C・ ダ ン

末 瞠 徒仁 ス.キ リス ト教会の特徴は・
みたまの勧め と導 きによって救い主がこ

の教会 を治めておられることである。

教会の責任に召 されている人々は，本来の

能力を補い，あるいは能力以上のことをする

ために， よく祈 り，みたまの霊感 を求める。

そして，教会がこの地上に存在す る時はいつ.

で も，導 き手であるみたまの顕われがある。

これは，指導者 自身の過去の経歴 を問わず，

必ず 目にすることである。

その典型的な例が，新約時代の偉大な予 言

者パウロと，教会の第2代 大管長 ブ リガム ・

ヤ ングである。パ ウロはパ リサイ人で，ガマ

リエルの弟子であった。 また，ユ ダヤ参議 院

(サ ンヒ ドリン)の 議員で もあった。 もしあ

る人がパウロの仕事 を知識や学問を結集 した

ものである と考えるな らば，それも確かであ

ろう。しか しパウロは改宗後，この ような考

え方をはっきりと区別 している。そしてコリ

ン ト人への手紙の 中でこう述べた。

「ところが
，わたしたちが受けたのは，こ

の世 の霊ではな く，神か らの霊である。それ

によって，神か ら賜わった恵み を悟 るためで

ある。

この賜について語 るにも，わたしたちは

人間の知識が教える言葉 を用いないで，御霊

の教える言葉を用い，霊によって霊の ことを

解釈す るのである。」(1ゴ リント2：12-13)

一方
，ブ リガム ・ヤングは分別があり， し

か も徹底 した実務家 であった。彼は工芸職人

であったが，予言者 ジョセブ ・ス ミスの死後，

教会の第2代 大管長 となった。彼は聖徒 たち

を道なき荒野へ導き，飢えか ら守 り，砂漠に

花 を咲かせて新 しい生活を築い た。(イ ザヤ

35：1参 照)宗 教生活 と神への奉仕におけ る

実務面の大切 さを認めなが らも， この予言者

は，次のよ うに語っている。

「目，耳，手な ど五感は欺 くことがで きる。

しか し，神のみたまを欺 くことはできない。

みたまに霊感されると，全身は知識に満たさ
うんばく

れ，霊の眼で物 を見，人の力では論駁するこ

とのできないことを知 るようになる。」(ノoπ挽α1

q!酬s60%駕 θs「説教集」16：46)

これ らふたりの偉大な予言者の生涯か らわ

か るように，言葉以上に，みたまか らもたら

される力 と強 さを見いだす ことが必要 である。

私たちがみたまについて語る時，それは聖

霊の賜の ことを指 している。キ リス トの光は

世に来るすべての人を照らすが，聖霊 のみた

まはそれ よりさらに大 きなものである。聖霊

は神会の第3番 目の御方であ り，霊の御方 で

ある。聖霊 は御 自分の ことは語 らず， ただ万

人にイエスがキ リス トであ り，神 の御子であ

ることを証 し，人に主のみ旨 とみこころを伝

える。(ヨ ハネ16：13-15参 照)聖 霊は人の身

と霊 を清める力を持 ち，またみたまの賜の源

でもある。エペ ソ書にあるように，主はひ と

つ，信仰はひとつ，バプテスマはひとつであ
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るが(エ ペ ソ4：5参 照)'こ の聖霊の賜 もひ

とつの方法で しか与 えられない。バ プテスマ

も聖霊の賜 も，正 しい権威があって初めて受

けることがで きるものである。そのことは，

パ ウロがエペ ソへ旅 をした時にはっき りと示

している。つま り，パウロはバプテスマ を受

けた人に もう一度バ プテスマ を施 し，聖霊 を

授けている。(使 徒19章 参 照)

聖霊のみた まは， この福音がイエス ・キ リ

ス トの福音であるこ とを人に証す るが，聖霊

の賜はバプテスマ を受けて教会に入ってか ら

でない と授け られない。ただ し，真理 を求め

て心から祈 る人は，平安 と確信 を得 ることに

よってそれがわか る。聖典にはこう記 されて

いる。

「然 り
，見 よ，われ今 汝に来 りて汝の心の

中に留るべ き聖霊によ りて汝の智 と情に告げ

ん とす。」(教 義 と聖約8：2)「 これに よりて

汝にその正 しきを感ぜ しむ。」(教 義 と聖約9

：8)

ある 人々は，私たちがやがて受ける最：後の

裁 きと報いは，どれだけ 多くの律法 と戒めを

守ったか， またどれだけ 多くの律法 と戒めを

守 らなか ったかによると考えている。ある意

味でそれは正 しい。 しか し，それだけでは戒

め を守ることの もっと大 きな霊的な 目的が失

われている。私は若い頃，バスケッ トボール

に熱中 していた。寝て も覚めて もそのことば

か りで，時間があれば練習をした。すると次

第に，頭で考 えな くて も動きが取れ るように

なって きて，体 も気持 ちも反射的に動け るよ

うになった。練習を重ねた結果， それがすっ

か り自分の身につ いたのである。

これ と同 じように，私 たちは霊的な状態 を

整えるために福音 の教えや戒め を守 っている。

問題は どれだけ 多くの律法 を守 っているかい

ないかではない。私たちが戒め を守 るのは，

それがみたまを支配す る法則だか らである。

みたまは私たちを清め，私たちの霊的な状態

を整えて，やがて私たちが神 の住む王国に行

けるようにして下さるのである。聖典には次
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の ように記されている。「わが汝 らに与えたる

律法，すなわ.ちキ リス トの律法によりて聖め

られざる者たちは別の王国……をつがざるべ

か らず。」(教 義 と聖約88：21)み た まを支配

す る律法はまさしく教会 を治める律法でもあ

る。また，予言者 をは じめ，.他の管理の職 に召

されている人々を喜んで支持する者には，あ

ふれんばか りのみたまが注がれるのである。

確かに，みたまは私たちの生活に活力を与

えることがで きるし，また私たち も生活の活

力 を得 るようにしなければならない。そして

私たちはみたまに関するはっきりとした証 を

持たなければならない。私たちは，キ リス ト

の律法 と戒め を守るすべての人に約束されて

いるみたまの賜には，いろいろな ものがある

ことを心に留めるべ きである。

私 たちは戒め を守 り，信仰の祈 りによって

みたまを求めなければならない。ふ さわしい

状態で聖餐にあずか ることもそのひとつ であ

る。そうすれば 「御子の 『みた ま』」を受け る

ことができる。(教 義 と聖約20：79参 照)

かつて，モーサヤの息子だちはレーマ ン人

への伝道の準備のために断食 と祈 りをして，

主のみたまが少しでも自分たちの上に注がれ

るように願 った。その祈 りの答えが こう記 さ

れている。「それで主は 『みたま』をかれらに

与 え，安 心せ よと言いたもうたのでかれらは

それで心が安 らかになった。」(ア ルマ17：10)

主 が みたまに よってあなたに同様の経験を与

えて下 さるならば， あなたは どんなに大きな

安 らぎを感 じることであろうか。

予言者アルマはこう言 っている。「わが教会

の兄弟諸君よ。私はあなたたちに聞 くが， あ

なたたちは今 日霊によって生れ神の子になっ

ているか。あなたたちは神の御姿 を自分の身

に受けているか。あなたたちは今言ったよ う

な大 きな改心 をすでに感 じているか。」(ア ル

マ5;14)

アルマは，教会員は聖霊の賜を授か ってい

るだけでな く，大 いなるみたまの清めの力を

も受けているとはっきりと述べている。霊に



よって生 まれ，新 たに生まれ変わる時に，そ

れが どっい っことかわかるとアルマは述べて

いる。アルマは，心の持 ち方や気持 ちが良い

方に変わ り，外見がキ リス トの姿に似は じめ

ると青った。
と も

この聖霊の賜は何 と頼 もしく力強い伴侶で

あろう。確かに，救 い主の教 えに立ち返 って

その律法 を守 るすべての人はみた まによって

癒 される。(IIIみ 一 ファイ9：13参 照)彼 らは

キリス トの思いを持 ち(1コ リン ト2：16参

照)，神の性質にあずか る者 とな り(IIペ テ 白

1：4)， キ リス トの御姿を自分の身に受け る

(アルマ5：14参 照)よ うになるのである。

実にこの福音は，パ ウロの言 うように，言葉

だけでな く，聖 きみた まの清め と人の身 と霊

を高める力 とによって伝 えられるのである。

(1テ サ ロニケ1：5参 照)

予 言者 ジョセブ・ス ミスの死後，ブ リガム・

ヤングは夢 を見た。その夢の中にジ ョセブ ・

スミスが現われてこう助 言した。「兄弟たちに，

聖霊が訪れた時に受け入れ ることができるよ

うに， 自分の信仰 に対 して心を開いてお くよ

うに伝 えなさい。主のみたまはほかの霊 とは

明 らかに異なっている。主のみた まは人々の

心に静かな平安 と喜び をもた らし，心から悪

意 と憎悪 と争いな どのあらゆる悪 を取 り去 る。

そしてすべての願いが善 を行ない，義 をもた

らし，神の王国を築 くことへ とつなが ってい

く。兄弟 たちに，主のみたまに従えば，道 を

踏みはずす ことはないと教 えなさい。人々に，

みたまを失 りことがないよりに告げなさい。」

(エ ルデ ン ・J・ ワ トソ ン編，1瞼 ηπso吻'

.餓s'oη(ザ8万g勿 挽}ζoπηg「写本ブ リガム ・

ヤ ング伝」pp.52930)

最 後 に，教義 と聖約か らひ とつ読んでみた

い。「故に，汝 らの心誠心誠意神 に向わんがた

めに，汝ら自ら聖 くせ よ。 さらば，汝 ら神 を

見るの時あらん。そは，神その面 を汝 らに現

わすべければな り。而 してそは神の時，神の

欲す るまま，神の旨に よりて起 るべ し。」(教

義 と聖約88：68)

この ように，みたまの働 きの最後は，私た

ちが救い主であ1り蹟い主であるイエス ・キリ

ス トに直接 まみえることができるようにする

ことである。

予言者に忠実で，神のみ言葉に祈 りをもっ

て従 うならば，必ずみたまの力を得 ることが

で きる。みたまの影響力は，私たちを清め，霊

的に整えて，私たちが主に直接 まみえ，入 と

人 とが語 るように語 り，神の王国すなわち 日

の光栄の王国に住めるように備 えて くれるの

である。

聖霊の証，

それ を知る人から伝わ り，

私 を再び高 きあなたに近づけた，

魂の父よ。

彼らの証 を聞 く，

私の心 をみた まが満 たし，

闇は去 り，義は力 を得る。

告げ るのは，汚れなき真理。

あなたは天におられる。

救 い主は治めてお られる。

予言者は語 る，

私たちの永遠の恵みを願 いなが ら

聖 きみたまはすべての疑 いを取 り去 り

人の心 を照らす。

万人に言 う。「我に立ち返れ，

我が大いなる計画に従え」 と。

眼は濡れ，心はあふれ，

みたまは今 も語 る。

ああ，主 よ，私 の生活 を新たに し，

私の胸に留ま りたまえ。

証は心 を満たし，

日々の痛みを和らげる。

一瞬，天国の景観が

限前に留 まる。
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私たちが人の世の言葉を越 え， この詩の大

いなる精神を理解することがで きるよう，主1

の 助 け を祈 る 次 第 で あ る。 イ エ ス ・キ リス トの

み 名 に よ り申 し上 げ る 。 ア ー メ ン 。

大会の光景
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愛が必要てある

現代人は愛する能力を失っている。イエスが警告されたように，愛が冷やか

になることは末 日の特徴である

七十人第一定員会会員

セオ ドァ ・M・ バー トン

.兄 弟姉妹 ならびに・友 人の皆 さん・大管長

会か らこの大会で話す ように依頼された

時，私は 「ヨー ロッパの人々にとって今一番

必要なメッセー ジは何だろうか」 と考えてみ

た。 この大会の模様は ヨー ロッパでも放送 さ

れることになっているので，そのこ とについ

てお話 したい と思 う。 また，ヨーロ ッパの人

人にとって最 も必要なこ とは，取 りも直さず

全世界の人々に必要 なこ とである。

ヨーロッパの人々が今最 も必要 としている

ことは， まことの愛の原則につ いて学ぶこと

である。私はきょう，利己心をなくすための

愛についてお話 したいと思 っ。 まこ との愛は，

世 界を包み込んでいるように思われる現代の

利己的な考え とはまった く相反する考え方で

ある。利己心は互いの人間関係 をゆがめ，家

族の絆さえも弱めて しまうか らである。

まことの愛の基は無私の心にあるが，現代

の世の中では， そのことが よく理解 されてい

ないようである。現代人は愛す る能 力を失 う

ている。イエスは，末 日の特徴 のひ とつは人

人の間から愛が次第に失われてゆ くことであ

ると警告 された。「不法 多 くなるが故に多くの

人の愛ひややかにな らん。」(ジ ョセブ ・ス ミ

ス1：10。 マ タイ24：12も 参照)主 が述べ ら

れたこの不法は，個 人の利己心に根 ざしてい

ると，私は思 う。人々の間に愛が失われてい

くの もこの理由にほかな らない。

またイエスは，末 日の不法がはなはだしく
う

増長 し，「為 し得べ くんば，誓約によりて選民
だま

たる真の選 民をも騙 さん とするなり」(ジ ョセ

ブ ・ス ミス1：22。 マ タイ24：24も 参 照)と

警告 しておられる。私はこの言葉を，主 と誓

約を交わした，最 も忠実な聖徒たちでさえも，

現代の思想に脅か され，あるいは汚染される

時が来る という意味に理解 している。そのた

め，主の再臨が早 くなければ， いかなる人 も

この潮流に押 し流されずに立っていられない

ことだろっ。

このよ うな現代社会の利己主義こそ，世 の

人々の不幸な生活の大きな原因 となっている

ように思 われる。それは私 たちの毎 日の仕事

に も見 られる。例 えば，仕事 を紹介された時，

その仕事が どれだけ人のためになるか尋ね る

人はまれで，まず頭に浮かぶのは，「この仕事

は私 にとってどれだけ好都合か」 という考え

である。給料が安す ぎる。引っ越 してほかの

町に住むなんて私にはできない。旅行はいや

だ。机にすわ りきりはごめんだ。勤務時間が

長す ぎる。また，働 き始める前に， 「退職金は

いくらもらえるだろう」 と考 える者 もいる。

難iしい仕事 をきらい，ただ安定のみを求めて

仕事 を選ぶ という具合である。

まず若人の皆 さんに，男女交際をす る時の

利己的な態度についてお話 したい。そもそも

デー トの 目的は何であろうか。相手が将来ど

の ような伴侶になるかを互いに よく知 り合 う

ことではないだろ，か.。相手の性格や趣味，
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へ

才能，能力を知 ること.ではないだろうか。そ

れとも，デー トは単に欲望 を満 足させ る機会

にす ぎないのだろうか。人は皆一度はこの問

いに自分で答えなければならない。その確か

な道 しるべ となるのが，救 い主の次のような

み言葉である。「われ重ねて汝らに告 ぐ，汝ら

皆己が身の如 くに兄弟 を思 うべ し。」(教 義 と

聖糸勺38：25>

交 際期間中にこの非利己的な愛 を実践す る

ことほど，結婚生活にとって必要な ものはな

い。 ロマンスだけ を求める人は，す ぐに現実

の結婚生活を見て， それに耐えられな くなっ

てしまう。ところが本や雑誌では このロマ ン

スや物質的な喜 びのみが強調されている。広

告はそれをア ピール し，映画や テレビで も繰

り返 し放映されている。まさにポルノ文学の

宣伝手段以外の何 もので もないのである。 人

人はすっか りそれに慣 らされ，個人的な満足

を得 ることのみを期待する気持 ちがふ くらん

でゆ く。このような個人の利己心こそ世 界的

に離婚が増加 している主な原因である。

自分の満足のみを追求す る気持ちが強 くな

って くると，結婚生活に一致がな くなって く

る。 自分のことしか関心がない夫婦は意志の

疎通がうま くいかない。意志の疎通が うま く

いかない と，それはまこ との愛 を養 う上 で大

きな障害 となる。そして夫婦の間に意志の疎

通がな くなると子供 を生む ことも後 回しに さ

れ，さらに重大な罪である堕胎へ と走るよう

になる。このこともその根底にあるのは利己

主義である。レビ記には，子供 を鉄でできた

モレクの神に捧げた当時の偶像礼拝者のこと

が記されてい.る。この記事 を読む と身震いが

する。 ところが，現代 人は堕胎によって自分

の子供を利己的な物質主義 とい う偶像 のいけ

にえ として捧げてい る。はたして，堕胎につ

ながる利己心 を持 っていて神の 目に背いてい

ない と言えるのだろうか。

ヨー.ロッパでは，家族数 に制 限があって，

夫婦 で子供を2人 以上持つ と隣人や友人か ら

白い目で見 られ るという状態がある。 ある国
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では産児制限 と堕胎が当たり前のこ ととされ，.

人 口が下降線 をたどり始めている。 その上，

多 くの主婦が，家や車， カラーテレビ，豪勢

な旅行のために外に出て働いている。そのよ

うな夫婦にとって，子供は不要のお荷物，余

計な出費にす ぎないのである。

子供がほしくなければ， どうして結婚 をす

るのだろうか。お互いに飢 きて きた ら相手を

変えればいい と思っているのな ら，なぜわざ

わざ結婚 の重荷 を負うのだろうか。 自己満足

だけを求めている人に， どうして貞節が必要

なのだろ うか。人間が自分の快楽 と満足 しか

興味を示 さない世 にあって，真理の回復が必

要だ とすれば，それは今 をおいてほかにない。

今 日， ヨーロッパだけでなく，世 界各地 で

多くの人々が互いに争 い合 い，敵対 している。

その様子 を見ると， イエスが絶 えず愛の必要

性 を強調 されたわけがよ くわかる。イエス ・

キリス トの福音は愛の福音 であるユ.し か し，

特に隣人の争 いや家族の中のいがみあいが 日

常茶飯事のこ ととなっている現在， この よう

な愛のある生活 を営むことは，決 して容易で

はない。人々はこれまで傷つ くことがあま り

に も多か ったために，他人に対 して常に警戒

するようになってきた。 自分の周囲に堅い壁

をめ ぐらし，なかなか中へ入れようと.しない。

彼らは愛について学ぶこ とが必要である。

家庭の不和は妻子 の虐待に通 じる。これ も

また個 人のわがままか ら来 る。 これは世の 中

だけでな く，すでに教会の.中にも忍び込んで

いる。教会の急速な発展に伴い，私たちはま

すます愛について教 えることが急務 となって

いる。そのために も，教会指導者はホームテ

ィーチャーを通 じて担当家族 を見守 るよ う勧

めなければならない。聖典 には こう記されて

いる。「教会員 を守護 し，彼 らと共にありて彼

らを強 くすべ きもの とす。
よこしま

また教会員の中に邪曲なきよう，互いの間
かたくな

に頑固なることのなきよう， また虚言，蔭口，

悪 口などもなき様注意すべ きもの とす。」(教

義 と聖約20：53-54)」



イエ スは純粋 な無私の愛か ら，私たちのた

めに命 を捨て られた。 イエ スが もしも今 日の

私たちのように利己的 であった としたら，瞭

罪はなかったであ ろう。私 たちは永遠に神の，

み前か ら絶 ち.切られて，肉欲 と悪徳の真った

だ中に取 り残されていたこ とだろう。 しか し，

イエスは利 己的ではなかった。イエスは，す

べての人が人生で幸福 と大 きな喜びを見いだ

す ことができるように道 を備えて下 さった。

しか し，その喜 びは無私の愛による主の方法

でしか もたらせ ないのである。

私は今， イエスがなぜあのように論争や争

いをしないようにと強調 されたのかがよ くわ

か る。争いは神ではな く悪魔か ら来 る。現代

の予言者が神 と交流 を持たなければな らない

わけ も，私 にはよ くわか る。神の子供たちを

真理 と正義 に導こうとす る予言者たちの努力

がわか る。彼 らの言葉 は，たとえ人気を博す

ことがな くても，必要なのであ る。なぜ なら，

これをおいてほかに幸福に通 じる道はないか.

らである。教会の内外を問わすすべての方々

に申 し上げたい。今私たちが住んでいるのは

末の時代で，愛が冷ややかになっている時代

である。これ らの警告 の声に聞き従わない人

人は， 自ら滅びに備 えていることになる。 イ

エス ・キリス トはやがて力 と栄光 をもって来

臨 される。主が来 られる時，神を愛 し，互い

に心 と体力 と精神 と力 を尽 くして愛 し合 うこ

とを実践 している人々だけが命を救われるこ

とだろっ。

私は，神が生 きてお られ， イエスがよみが

えられたキ リス トであることを証する。神は

現在 も，神 より召されて物事の真理 を知って

いる予言者たちを通 じて私たちに語っておら

れる。どうか，彼 らの言葉に耳 を傾けていた

だきたい。イエス ・キ リス トのみ名により申

し上げる。アーメン。

大会の説教に聴 き入る聖徒たち
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「私 の こ とUや な い の よ 」

悲しいことだが，主が約束さ'れた慰めと赦 しの祝福が 自分に対するものであ

るということを信 しられない人々がいる

七十 人 第 一 定 員会 会 長

マ リ：オ ン ・D・ ハ ン ク ス

き よっ・私は感謝の証 を述べたいと思 っ・
数 日前の夜に開かれた家族の集 まりで，

きょうは私たちの母親の誕生 日だ という話が

出た。夜，私は これ までどれほ ど多 くの世代

が互いに助け合い，教え合 って きたか考 えて

みた。そして私たちは互 いに愛 し合い，感謝

し合 うべ きだ と思った。私の甥のひとりが，

ある時自分の幼い娘が本を読む時に自分 そっ

くりに人差 し指 を湿 らして絵本 をめ くってい

るの を見て，びっくりしたと話 していた。実

を言えば，その娘は左手の指 を湿 らして，右

手の指 でページをめ くっていたのである。 こ

のことから，私は改めて模範の力の大 きさを

痛感 し，さらに私たちと同様，彼女 もまだ ま

だた くさんのこ とを勉強 しなければならない

といっことがよ くわか った次第である。

その晩，私は大 きくなった愛するふた りの

娘を見ていて，昔のひとつの出来事 を思い出

した。そめことを中心にきょうの話 を進 めた

いと思う。私はその出来事 を思 い出すたびに

つい涙っぼ くなる。ちょうど，下の娘が生 ま

れたばか りの頃で当然のこ となが らみんなか

ら可愛が られていた。 それまで私は上の娘 を

「王女 さま」 と呼んでいた
。しかしよく考え

てみると，2番 目の娘 もその称号 を受 けて し

か るべ きである。どうせなら2番 目の娘 も「王

女 さま」 と呼ぶのがよいだろうと考 えた。

そんなある日，私は上の娘 に 「さあ，王女

さま，一緒にママのおつかいに行 こうよ」 と

呼びかけた。 しか し娘には聞こえない様子で

あった。そ こで妻が 声 をかけた。「パパが呼

んでいます よ。」

すると，娘は見 るからに悲 しげな様子で，

「で も，私の ことじゃないのよ」 と答えたの

であ る。私は胸を引き裂かれる思いが した。

私は今で も，娘が 自分の ことじゃないのよ，

と言 った時の娘の声 と顔の表情 をはっきりと

覚 えている。

神はすべての子供たちを愛 してお られ，決 し

て愛することを止めたりなさらない。 また私
.たちに絶えず望み をかけ

，手を差 し伸べて待

っておられる。私 もそれを信 じる者 のひ とり

である。 イザヤ書にはこう記されている。

「それゆえ
，主は待 っていて，あなたが た

に恵みを施される。それゆえ，主は立 ちあが

って，あなたがた.をあわれ まれる。」(イ ザヤ

30：18)

しか し私はこれまで長年世 界各地を訪問 し

て，神 の立派な子供たちの中にも，主が 自分

たちに心 を掛けてお られる とい うこ とを心か

ら信 じることのできない人々が いることを知

った。彼らは，主が慰め と赦 しと平安の源で

あること， また主 を求め，扉 を叩き，主の愛

を受け入れなければならないことを知 ってい

なが ら，主の約束された祝福が 自分たちのた

めにあることを窮地の最中にあって もなかな

か信 じようとしないのである。ある人々は神

と自分の良心に反す ることをした後で心か ら
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後悔はす るが，喜んで自分 自身 を赦そ うとせ

ず， また，神が赦 して下 さることをなかなか

信 じようとしないでかえって障害物 を設けて

いることがあ.る。そして時折，心か ら赦 し，

心か ら忘れ，心か ら喜ぶ ことをなぜか渋 った

りして，それが引き返す時の大 きな障害 とな

っていることがある。

主の計画 と約束は聖典にはっきりと記 され

ている。この計画の真髄は，今朝ほ ど合唱団

が歌った感動的な歌にも述べ られている。そ

の歌詞の告 げる聖句は次の通 りであ る。

「神はそのひ と'り子 を賜わったほ どに
，こ

の世を愛 して下 さった。それは御子 を信 じる

者がひとりも滅びないで，永遠の命 を得 るた

めである。

神が御子 を世 につかわされたのは，世 をさ

ば くためではな く，御子によって， この世が

救われるためである。」(ヨ ハネ3：16-17)

キ リス トが来 られたのは，私たちを救 うた

めであった。そのことをよく理解 していたひ

とりの子言者は，その計画 を 「贈いの計画」

「憐…みの計画」「幸福り計画.」(ア ルマ42：13
，

15，16)と 呼 んだ。.主は字句にのみ捕われて

いたパ リサイ人た.ちに，「迷った小羊」，「失 く

した銀貨」「放蕩息子」などのた とえ話をして，

神の子供たちすべてに価値があることを述べ，

「罪人がひ とりでも悔 い改 めるなら
，……大

きいよろこびが，天にあるであろう」 と言わ

れた。主はまた， 自分 の悪行に気づいて戻っ

て来た息子 を憐 れみ，走 り出て迎えた父親の心

情 を私 たちに教 えておられる。(ル カ15：3-

32参 照)こ のような数 々の教 えの中に，私た

ちは互 いに どう交わるべ きか， さらに私たち

は主に対 してどのような責任があるか といっ

た点で主の愛 と期待 をよ く知 ることができる。

パ リサイ人シモンの家で，涙で主の足を濡

らし，髪の毛で足をぬ ぐい，それか ら香油を

塗 った女のことを思い出していただ きたい。

(ル カ7：37-39参 照)ま た救 い主は，金貸

しとふ たりめ男の話 をして，批判的なシモン

に教えを説いた。「『ある金貸 しに金 をか りた

人がふた りいたが， ひとりは五百デナ リ， も

うひ とりは五十デナ リを借 りていた。

ところが，返すこ とができなかったので，

彼はふた り共ゆるしてや った。このふた りの

うちで， どちらが彼を多 く愛す るだろうか』。

シモンが答えて言った，『多くゆるしてもら

ったほ うだ と思います』。イエスが言われた，

『あなたの判断 は正 しい』
。」(ル カ7：41-

43)

それか ら主はその女のことをこう言われた。

「この女は多 く愛 したから
， その多くの罪は

ゆるされているのである。少しだけゆるされ

た者は，少しだけ しか愛さない』。

そして女に， 『あなたの罪はゆるされた』と

言われた。……

『あ なたの信仰があなた を救ったのです
。

安心 して行 きな さい』。」(ル カ7：47-48，

50)

当 然の ことなが ら，ここでは罪そのものを

いささか も認めてはいない。女はすでに改心

し，心か ら悔い改めていたので， これか らは

主の戒めに従 い，赦 しを受け入れることだろ

う。そして，天にも地にも喜びがあることだ

ろう。

モルモ ン経の予言者アルマのことは，昨 日

もここで述べ られた し，皆 さん もよ く御存 じ

である。アルマはこの原則 を勇気と類 まれな

愛情 をもって教 えた。アルマは彼自身偉大 な

予言者の息子でありながら，若い数人の仲間

と重大な罪を犯 していたが，天使の訪れを受

けて良い道に立ち返 った。 こうして悔 い改め

て生 まれ変わったアルマは，主のために働 く

力強い指導者 となったのである。彼は 「罪悪

は決 し.て幸福 を生 じたこ とは ない」(ア ルマ

41：10)と 述べ，心か ら悔い改めた者に赦 し

をもたらす 「憐みの計画」について感謝を述

べながら証 した。(ア ルマ42：15参 照)彼 は

民の指導者 として断固正義 を守 り，悔 い改め

て悪から離れた人々 に温かい愛情 を注いだ。

アルマは，道徳上の重大な過 ちを犯 した息子

を含むすべての子供 た.ちに，.罪がもたらす苦
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悩うゴさらに悔い改め と.赦しによって もた らさ

れる言い尽 くせぬ喜 びについて説明 した。

「わが子 よ，お前に言 う、が，私が その時に

感 じたほ どの劇烈な苦痛がこの世 にまた とあ

ろっか。またその時に感 じたほ どの甚 しく美

しい喜びがこの世 にまた とあろうか」。(ア ル

マ36：21)

気取 ったところの まった くないこの偉大な

高潔の士は，やがて最初，大判事，大祭司 と

して教会 を治め るようになった。彼は 「身 も

霊 も劇烈な苦痛 を感 じ，主イエス ・キ リス ト

に憐れみを願い求めて祈 り，身 も霊 も安 らか

に」(ア ルマ38：8)な った。そこで大勢の人

人が主に立ち返って戒めを守り，「悔い改めを

す る人々に及ぶ」(ア ルマ42：23)憐 れ み を

受けられ るように力 と愛 をもって教 えたので

ある。

これは聖典 を貫 くメッセージである。気高

い青年予言者ニーファイは，私 たち を励 まし

導 く悔悟 と，信仰の麗 しい歌をニーファイ第

二書の4章 に記 している。「と言 うものの，主

がその驚嘆すべ き大御業を私に示 したもうと

きに現われる恩恵が大 きいのにも関わらず，

私は心の中で叫ぶのである。『ああ，私は不幸

な人間である』 と。まこ とに，私はわが肉体

のために心に憂いがあ り， 自分の罪悪のため

に私の心は悲 しむ。

私は非常にたやす く迫 って くる誘惑 と罪悪

とのために取 り巻かれている。

故に私が喜ぼ うとすると， 自分の罪のため

に私の心は苦 しみに うめ く。さりながら，私

は今までに誰を頼みに しているか を知 ってい

る。」(IIニ ー ファイ4：17-19)

ニー ファイは，真の後悔 は呪いではな く，

神からの恵みであ り，祝福 であることも理解

していた。真の後悔には悲 しみ も苦 しみ もあ

るが，その悲しみには意義があ り，前向 きで

清めの働 きの伴 うものである。そしてそれは

「この世の悲 しみ」ではな く
，「救いを得させ

る悔改めに導」 く 「神のみ こころに添 うた」

悲 しみである。(IIコ リン ト7：10)
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また，主は予言者エゼキエルを通 して，神

の子供たちが罪のために苦 しむのを決 して好

まないと教えられた。主が喜ばれ るのは，悪

人が その行った悪 を離れて」，「自分の命 を救

う」「ようになることであると， エゼキエルは

述べている(エ ゼ キエル18：23，27-28)

使徒 パ ウロはコ リン トの聖徒 たちの行状に

失望 し，それ を叱責す る手紙を書いた。そこ

でコリン トの聖徒たちは悔い改めた。それを

知 ったパ ウロは，大いに慰め られた と再 び手

紙 で書き送った。「今は喜んでいる。それは，

あなたがたが悲しんだか らではな く，悲 しん

で悔い改めるに至ったか らである。」(IIコ リ

ン ト7：9)

これ らのことの まとめ を，アルマが気 ま ぐ

れな息子 コリアン トンに語った言葉から捜 し

てみよう。彼はその力強い説教 を非常 に含蓄

のある言葉で締め くくっている。この言葉に

よって救 われる人 も多いことであろう。

「今わが子よ
。私はこれか らお前がこれら

のこ とについて心を悩 まさず，ただ 自分に悔

改め をさせるような心配 を以て 自分の罪につ

いて心 を悩まして欲 しい。」(ア ルマ42：29)

全 能 の神は，私たちが心か ら悔い改めたな

らば，罪を赦 し，忘 れ，二度 と取 りあげるこ

とはないと約束された。そして神は，私たち

がその罪 を建設的に，感謝 しなが ら， 自己を

へ りくだ らせ るもの として覚 えるよ うに人々

に悔悟の念を授けて下 さった。「どのようなさ

さいなことでも，神の正義にさか らって， 自

分の罪を弁解 しようとしてはならない。む し

ろ，神の正義 と憐み と寛容 とを自由にお前の

胸の中に往 き来させて， 自分の心 を地にひれ

伏すばか りにへ りくだ らせ よ。」(ア ルマ42：

30)

こ っしてコリアン トンもまた，み言葉 を宣

べ伝 える者 として世に出ていったのである。

私 たちは指導者 として，神の最 も尊 くかつ

繊細な被造物である神 の子 をあずかっている。

悪か ら教会を守る責任 を果たす上で，私た

ちは次のことをよく考 えてみ る必要がある。



「大虐殺 は原子爆弾だけが引 き起 こすので

はない。大虐殺はひとりの人間が恥辱にさら

された時に も生 じる。」(ア ブラハム ・ジ ョシ

ュア ・ヘ ッセル)

ジ ョセブ ・ス ミスは，合衆国外に住む聖徒

たちに次の ように書き送った。

「すべての人はぶどう園で働 く備 えをし，

少 しで も時間を取って，嘆 き悲 しむ人を慰め，

失意にある人を励まし，背教 した人を改心 さ

せ，迷 う入を連れ戻す ように してほ しい。 ま

た，教会か ら切 り離された人を再び王国に招

き，熱心に働 き，義の働 きをす るよ うに彼 ら

に勧めてほ しい。喜んで事に従 う者たちが祝

福を受ける約束の良き地， シオンの順いに精

出す備えを，心 をひ とつにし，思いをひ とつ

に して行 なってほ しい。神の 目か ら見れば，

人間はいつの時代にあっても大切 な存在であ

る、長老たちは人を地獄に落 とすために召 さ

れているのではない。全地のすべての人々に

悔 い改め を説 き，彼 らが救：いを受け継 ぐ者 と

なれ るようにす ることが長老たちの召 しなの

である。」(Hガ5'o乃，(ゾ伽C加 肋)「 教会歴

史」2：229)

私 の娘は，初め私の呼びかけが 自分に対す

るものだ と気づかなかった。妹 のことだ と思

っていた。「で も，私のことじゃないのよ。」

きょう，私の話 をお聴 きになっている皆さん

の中に，神が悔い改めを呼びかけ，慈悲 と赦

しと愛 を与えようとされているのが 自分のた

めだ とい う確信 を得たいと思 ってお られる方

に，私は心からその ことを証 申し上げる。 イ

エス ・キ リス トのみ名により。アー メン。

大会に集う聖徒たち
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「あなた がた はキ リス トを ど う思 うか 」

「あなた がた はわた しをだれ と言うか 」

すべての人は永遠の進歩のいずれかの時点で，いつの日かこれらの質問に答

えなければならない

暫

七十人第一定員会会員

ロバー ト・D・ ヘイルズ

英 甲の聖徒と宣教師から港 に私の愛する
伴侶であるメア リー と共に今働いて.いる

ロン ドン伝道部 の聖徒 と宣教師か らのあいさ

つを皆さんにお伝 えしたい。

この偉大な回復 された教会の七十人に召さ

れ，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の宣教師

として， また特別な証 人として，お話できる

ことは何 と大 きな喜びであろうか。 イエ ス ・

キリス トについての証 を柔和に，そしてへ り

くだった気持 ちで，友人や家族，隣 人に宣べ

伝えるこ とは，宣教師だけでなく，すべての

教会員に与えられた権利 である。いや，.義務

と言った方が よいか もしれない。

世 のすべての人は永遠の進歩のいずれかの

時点で，真理につ いて考 え，「あなたがたはキ

リス トをどう思 うか」(マ タイ22：42)と いう

質問に答えなければならないであろ う。

お考えいただきたい。永遠 の進歩のいずれ

かの時点で，私たちは皆，イエス ・キ リス ト

がどのような御方であるか答えなければなら

ないのである。聖典 にはすべ ての 目は見，耳

は聞 き，あらゆるものがひざをかがめ，あら

ゆる舌が，「イエス・キ リス トは主 である」と
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告 白す る と記 さ れ て い る 。(ピ リピ2：10-11

参 照)「 終 りの 日に 万 民 が 賄 い 主 に 裁 判 を受 け

る た め に 立 つ 時 か れ ら は 貝費い 主 が 神 で あ る と

認 め る 。」(モ ー サ ヤ27：31。 ロー マ14：11;

教 義 と聖 約76：110も 参 照)

「あ な た が た は キ リス トを ど う思 うか 。」

(マ タ イ22：42)「 あ な たが たは わ た し を だ れ

と言 うか 。」(マ ル コ8：29)

「パ リサ イ 人 た ち が 集 ま っ て い た と き
， イ

エ ス は 彼 らに お 尋 ね に な っ た ，

『あ な た が た は キ リス トを ど う思 うか
。 だ

れ の 子 な の か 』。 彼 ら.は 「ダ ビデ の 子 で す 』 と

答 え た 。

イ エ ス は 言 わ れ た ， 『… … こ の よ うに ， ダ ビ

デ 自 身 が キ リス ト を主 と呼 ん で い る な ら， キ

リ ス トは ど う して ダ ビ デ の 子 で あ ろ うか 』。

イ エ ス に ひ と言 で も 答 え う る 者 は ， な か っ

た し， そ の 日か ら も はや ， 進 ん で イ エ ス に 質

問 す る 者 も， い な くな っ た 。」(マ タ イ22：41

-43
，45-46)・

ま た あ る時 ， 人 々 は イ エ ス に 向 か っ て 言 っ

た 。 「『そ の 人 の 子 と は， だ れ の こ と で す か 。』

こ の よ う に 多 くの し る し を 彼 ら の 前 で な さ

っ た が ， 彼 らは イ エ ス を信 じ な か っ た 。」(ヨ

ハ ネ12：34，37)

さ ら に ， イ エ ス は 弟 子 た ち に 尋 ね て 言 わ れ

たp「 人 々 は 人 の 子 を だ れ と言 っ て い る か 。」

(あ る い は 言 い換 え て ， 人 々 は 神 の 子 を だ れ

と 言 っ て い る か)

「彼 ら は 言 っ た ， 『あ る 人 々 は バ プ テ スマ の

ヨハ ネ だ と言 っ て い ま す 。 し か し ， ほ か の 人

た ち は ， エ リヤ だ と言 い， ま た ， エ レ ミヤ あ

る い は 預 言 者 の ひ と りだ ， と言 っ て い る 者 も

あ りま す 』。

そ こ で イ エ ス は 彼 らに 言 わ れ た ， 『そ れ で は ，



あなたがたはわた しをだれと言 うか』。

〔先任使徒 の〕 シモン ・ペテロが答 えて言

った，『あなたこそ，生ける神の子キ・リス トで

す』。」(マ タイ16：13-16)

またほかの折に，イエスはサマ リヤの女 と

話 をされた。「女はイエスに言 った，『主よ，

わた しはあなたを預言者 と見 ます。……

(さ らに)女 はイエスに言った，『わた しは，

キ・リス トと呼ばれ るメシヤがこられ ることを

知 っています。そのかたがこられたな らば，

わたしたちに， いっさいのことを知 らせ て下

さるでしょう』。

イエスは女に言われた，『あなたと話 をして

いるこのわた しが，それである』。」(ヨ ハネ4

：19，25-26)

それ では皆 さんはキ リス トをどうお思いだ

ろうか。キ リス トは どのよ うな御方であろ う

か。イエス ・キ リス トに従うと告 白しながら，

イエスを知 らないクリスチャンが大勢 いる。

「永遠の命 とは
，唯一の， まことの神でい

ますあなたと，また， あなたがつかわされた

イエス ・キ・リス トとを知ることであ ります。」

Cヨハネ17：3)

多 くの人々が， 自分は クリスチ ャンである

と告 白しなが ら， イエ ス ・キリス トは文字通

り神の御子であ り，実に父なる神の長子であ

ることを信 じていない。人々はイエスの教 え

の一部に喜んで従お うとするが， イエスが神

の御子であ り， その永遠の目的， さらにはイ

エスの生涯が全人類に とって どれほ ど重大な

意味を持っているかについては知 ろうとしな

いのであるる「あなたがたはキリストをどう思

うか。」 さらに 「あなたがたはわたしをだれ と

言 っか。」 これ らの質問は，イエスが人々に考

えさせ るために出された質問であ り， それに

よって人々に御 自分が何者であるかを教えよ

うとされたのである。 またイエスは，人々が

自由意志を行使 し， 自らの結論 を出 し，決心

しも主に従い，御 自分が神の御子であ り私 た

ちの贈い主であるという証 を得 るように して・

下 さったのである。

私 たちは聖典 を読むことによって，イエス・

キリス トについて知 ることが できる。イエス

は単に偉大な教師にとどまらず，救い主であ

る。イエスは私た.ちのために自ら進んで命 を

投げ出された。また，イエスはそれがおでき

になるただひ とりの御方である。そのことを

聖典は証 している。

「この人による以外に救いはない
。わたし

たちを救 いうる名は，これを別にしては，天

下のだれにも与 えられていないか らである。」

(使徒4：12)
い ま し め

「われは主なる汝の神な り。われこの誠命
よ

を汝に与 う。すなわち人はわれに由 らずまた

わが律法なるわが言によらずして父に来るべ

か らず，と主 は言 う。」(教 義.と聖約132：12)

「イエスは彼に言われた
，『わたしは道であ

り，真理 であ り，命である。だれでもわたし

に よらないでは，父のみもとに行 くこ とはで

きない。」(ヨ ハネ14：6)

イエ スは一体 どのような御方であろ うか。

聖典か らイエスについて調べてみよう。まず，

キリス トの光はすべての人の中にあり，人々

が福音 を受け入れ， キ リス トにつ いての証 を

得 るように導 く。すべての人々が善悪 をわき

まえるのは，良心の導 き，すなわちイエス ・

キリス トの光によるのである。(モ ロナイ7：

12-19参 照)

イエス ・キリス トは神である。旧約聖書の

エホバであ.り，新約聖書の救い主である。(ア

ブ ラハム2：78参 照)

イエス ・キ リス トは，御父 と共に天上に住

んでおられた。そして私 たちも， 父なる神の

霊の子供 として御父やイエス ・キ リス トと共

に住んでいた。(ヨ ハネ1：1-5参 照)

イエ ス ・キリス トは御父の永遠 の計画 を提

示 され，私たちは今 その計画に従 って生活 し

ている。この試しの期間を過 ごし，すべての

ことには反対の ものがあることを知 るために，

私たちはこの地上にやって きた。.そして，自

由意志 という永遠の原則.によって，私たちは

義 しい生活 を送るならば自由と永遠の生命を
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得 て ， 神 の み も とに 帰 る と とが で き る し， 逆

に 束 縛 と霊 の 死 を選 ぶ こ と もで き る よ う に な
.
っ た の で あ る 。(モ ー セ4 ，：1-4参 照)

イ エ ス ・キ リス トは ， 御 父 の 指 示 の 下 に こ

の 地 上 の 万 物 を創 造 され た 御 方 で あ る 。(モ ー

セ1：33;エ ペ ソ3：9参 照 〉 「父 が 御 子 を世

の 救 い 主 と し て お つ か わ し に な っ た 。」(1ヨ

ハ ネ4：14)

イ エ ス ・キ リス トは ， 死 す べ き体 を持 っ た

母 マ リヤ か ら 生 ま れ ， こ の 地 上 に や っ て こ ら

れ た 。イ エ ス の 御 父 は 全 能 な る神 で あ る 。(ル

カ1：2635参 照)

イ エ ス ・キ リス トが バ プ テ ス マ の ヨハ ネ に

よ っ て 水 に 沈 め られ るバ プ テ ス マ を 受 け られ

る と， 次 い で聖 霊 が 「は との よ う に 」 イ エ ス

に下 っ た 。そ して 天 父 は 言 わ れ た 。 「あ な た は

わ た し の 愛 す る子 ， わ た し の 心 に か な う者 で

あ る 。」(マ ル コ1：10-11)

イ エ ス ・キ リス トは 教 会 を 組 織 さ れ ， 十 二

使 徒 や 予 言 者 ，七 十 人 を選 ば れ た 。(エ ペ ソ4

：11;ル カ6：13;10：1)

イ エ ス ・キ リス トが 伝 え る メ ッセ ー ジ ほ ど

か け が え の な い もの は な い。 イ エ ス は 私 た ち

と天 父 の 間 に立 つ 仲 保 者 で あ る。(教 義 と聖 約

76：41-43;ヨ ハ ネ3;17参 照)イ エ ス を通

じ， イエ ス に よ っ て ， 全 人 類 は 救 わ れ る の で

あ る。

イ エ ス ・キ リス トは ， 腰 い 主 で あ り， 私 た

ち の 救 い 主 で あ る 。 自分 の 死 に よ っ て 願 い を

成 就 し， 全 人 類 を 救 う こ とが で き る の は ， 死

す べ き体 を持 っ た 母 と， 不 死 不 滅 の 体 を持 っ

た 父 を両 親 に 持 つ イ エ ス た だ お ひ と りで あ る。

しか も イ エ ス は ， 自 らの 自 由 意 志、と選 び とに

よ っ て そ れ を さ れ た の で あ る。(マ タ イ26：

39;マ ル コ14：34-36;ル カ22：41-42参 照)

イ エ ス ・キ リス トは 復 活 し， そ の 後 多 くの

人 々 に 現 わ れ た も うた 。(ヨ ハ ネ20：11-18，

24-30;ル カ24：13-44参 照)そ して イ エ ス

は， 復 活 し た 者 の 物 理 的 な 特 徴 に つ い て 教 え ，

ま た イエ ス の 模 範 に 従 うな らば ， 進 歩 し て イ

エ ス 御 自身 の よ うに な る こ とが で き る と言 わ
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れ た。

イエス ・キ リス トは，弟子 たちの見ている

前で昇天 された。 しか し，将来再び同じ有様

でまたおいでになると約束されている。(使 徒

1：9-11参 照)今 日，.主の再臨のしるしが

数 々現われていることか ら，イエス ・キ リス

トの再臨が間近いことがわかる。

イエス ・キ リス トはこの末 日に御 父 と共に

現 われ，昔この地上に住んでおられた時に設

立されたと同 じ組織を，予言者 ジ.ヨセブ ・ス

ミスを通 じて回復 された。そ して聖書のほか

に， イエ スの神聖な召しと働 きを証す るもう

一冊の書物
， モルモン経が世 に出 された。イ

エス ・キ リス トは，現在でも，予言者に啓示

を与え，御 自分の教会 を導 き，指導 しておら

れる。そして今 日も，スペ ンサー ・W・ キン

ボール大管長や副管長，十二使徒たちを召し，

イエス ・キリス トがこの地上 にお られた時 と

同 じように教会を導いておられるのである。

(教義 と聖約102：9，23;信 仰 箇条第9条)

イエス ・キ リス トは 「わた しに従 って きな

さい」(ヨ ハネ21：22)と 言 われたが，これは

私 たち一人一 人に与えられたチャレンジであ

る。イエ スはこの世 に生を受 ける前，霊 界で

父なる神 と共に住んでお られた。す なわち，

イエス ・キリス トは神の御子である。 また私

たちは死すべ き体 を得た。そ してこの世 で，

数 々の経験を積むのである。 また私 たちは将

来死 を味わ う。けれども，イエス ・キ リス ト

め贈いの犠牲によってやがて復活す る。イエ

スは栄光 をお受けになるだろう。そして私た

ち も，ふ さわしい生活 をすれば，イエス と同

じ光栄の位，すなわち日の光栄の王国を受け

継 ぎ，再び父なる神 と御子 イエス ・キ リス ト

と共に永遠に住む ことができるのである。

きょう初めてこのメッセージを聞かれた方

も大勢おられ ると思 う。よ く心に思 いはか っ

ていただきたい。そ して，末 日聖徒 イエス ・

キ.リス ト教会の教会員か，宣教師に尋ねてい

ただきたい。 また， もし以前にこのメッセー

ジをお聞 きになったことがあ り，みたまによ



って心 を動かされ，それが真実であるとい う

証 を持 ったことがおあ りならば， もう一度末

日聖徒イエ ス ・キリス ト教会の活動や 交わ り

の中に戻 ってきていただきたい。若い方々も，

退職 して余生 を送っておられる方々も，世 の人

人にこのメッセージを伝えるために伝道に出

るよっにとい りみたまの勧めを感 じたならば，

その勧めに従 うことを今す ぐ決意 していただ

きたい。私の両親 も退職後に伝道に出た。そ

れはふた りの息子，ひ とりの娘，そして11人

の孫 と4人 の曾孫 のよい模範 となっている。

この復活祭の時期にあたって，私は特に証

を述べ たい。イエスはよみがえり，現在生 き

てお られ る。 イエスは神の御子であ り，御父

の独 り.子であ り，約束されたメシヤであ り，

順 い 主 ， 救 い 主 で あ る。 そ して ， イエ スは 模

範 に よ っ て 福 音 を教 え る た め こ の 世 に 来 ら れ

た御 方 で あ る。 あ あ ， 私 に 天 使 の ラ ッパ と み

声 が 与 え ら れ ， こ の こ と を全 人 類 に 告 げ 知 ら

せ る こ とが で き た ら よ い もの を。 イエ ス ・キ

リス トは ， 私 た ち を イ エ スの み も とに 立 ち返

れ る よ うに 教 え導 き， 私 た ち を 永 遠 の 生 命 へ

導 く と い う神 聖 な 使 命 を 負 っ て お られ る 。 救

い は イ エ ス の み 名 に よ り， イ エ ス の み 名 を通

し て 得 られ る も の で あ る。(使 徒4：12;教 義

と 聖 約132：12;ヨ ハ ネ14：6参 照)こ の こ

と を 私 た ち の 救 い 主 ， 贈 い 主 な る イ エ ス ・キ

リス トの 聖 な る み 名 に よ っ て 申 し上 げ る 。 ア

ー メ ン
。

灘

鞭

大会の光景
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へ

.「うわべで人をさばかないで」

教会の指導者が何か良くないことをしているという話を聞いて信仰が揺らい

でいる方々へ

十二使徒評議員会会員

ボイ ド ・K・ パツカー

私 は・だれにでもあ りがちな倒 エロの言式しと
闘っている教会員にお話 したい。

信仰が ぐらついているその人の手を取 り，

支えるこ.とができるならば，そのためにはほ

かの方々の時間 を少 しいただ くこ ともよいか

と思 う。

時折私のところへ，教会の指導者であるだ

れそれが良 くないことをしているそうだと聞

いて，信仰 を失いかけている人がやって くる。

例えば，ある青年は教会で活動 しているこ

とを仲間からいつ も馬鹿にされていた。その

仲間は，監督が仕事でだれかをだましたとか，

ステーキ部長が契約の一部 を偽 ったとか，伝

道部長が借金 をしているとか，そのようなう

そを言いふらしていた。

また，ある人に冷た くして神殿推薦状 を発

行 しなかったのに，資格 のないことが明らか

なあの人にはひいきをして推薦状 を発行 した

とも言 っ。

おそ らく彼 らは教会指導者について も同様

に言っていることだろっ。そして， この種の

ことが，福音は真実でない，教会は神から霊

感 を受けていない，あるいは間違 って導かれ

ている というこどの証拠 として話 され る。

青年はその ような非難に満足な答えができ

なかった。そして何らなすすべな く，そのよ

うなこ とを愚か しく感 じた。その上，教会 を

批判する仲間に引かれそうな気持 ちにさえな

った。
うの

彼は聞かされた話を鵜呑みに したのだろう

か。それはわか らない。 しか し， 多少はその

ことを信 じだに違 いない。

もしあなたがその ような信仰の試 しに遭遇

したらどうであろ うか。私が その青年 に尋ね

た質問に答えてみて.いただ きたい。

あなたはこれまで，神権会，聖餐会，扶助

協会， 日曜学校，大会や ファイアサ イ ド，セ

ミナ リーの授業や神殿のセ ッション，その他

教会が主催する会に出席して，不正直や仕事

上の不正や詐欺 を奨励 されたことがあっただ

うつか。

青年はいいえ と返事 した。

次の質問であるb

あ なたは教会のパンフレッ トや聖典，レッ

スンのテキス ト，教会誌で， うそや盗み，不

正，詐欺や不道徳，無作法，冒濱，野蛮，生

き物の虐待などを肯定 している記事 を読んだ

こ とがあるだろうか。

青年 はじっ くりと考 えた.末に， またもいい

え とい う返事であった。

あなたは訓練会や指導者会や面接などで，

罪や不正 を奨励 された経験があるだろ うか。

過激なことや，無分別 なこと，極端なことを

勧め られた経験があるだろ うか。

青年 はいいえと答えた。

あなたは教会にいて，監督や扶助協会会長，

高等評議員， ステー キ部長，教会幹部 などと

身近に接 している。 これらの人々が， これま
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で述べ たような行 ないをしているように見え

るだろっか。

青年 はいいえと答 えた。

あなたは教会に活発で，責任 を与え られて
み じん

きた。教会がこれまセ述べてきたことを微塵

も推賞 していないこ とはよ く御存 じのはずで

ある。

その通 り，よ く承知 していると彼は答えた。

私は彼に尋ねた。それでは，そういう話 を聞

いた時に，なぜ教会が悪いと考えるのだろうか。

教会の教 えや教義 には，不正直でよい，不

道徳でも無責任 でも無頓着で もよい とは一言

も言われていない。

あなたはこれまでの人生 で，教会員が，そ

れも特 に高い職 にあればなお さらのこと，何

かの点で資格がない と言われる時，それは教

会の標準に反 していること，だ と教 えられなか

ったであろ うか。そのような入は教会の教 え

や教義 と調和せず，指導者 らしくない。

そうであるとすれば，ほ とん どの噂は間違

いか，あるいは偽 りである。そのような人づ

ての話によって 自分の信仰 を弱 くしてよい も

のだろっか。.

だれかが落胆 していると，教会が原因だ と

考える人々がいる。離婚する人があ ると， ど

うい うわけか教会が悪いと言われる。そのよ

うな{列は数々ある。

大 きな事件で人物や内容が報道される時，

当事者が教会員であると，たいていそのこと

が情報 として載 る。

しか し，皆さんは強盗や窃盗，横領，殺 人，

自殺 の記事で，バプテス ト教会やメソジス ト

教会，あるいはカ トリック教会が関係団体 と

して報道されているのを見 たこ とが あるだ ろ

うか。おそらくない と思 う。

では，不幸なその人物が モルモンであるこ

とをわざわざ記事にす るのはなぜだろう。

実際，それは逆説のほめ言葉 である。教会

員は善良で行ない も良い とされているので，

それに反 したことがあると，教会が引き合 い

に出 され るのである。

論争 と争 いを促す人々に注意 していただき

たい。「まこ とに，まことに汝らに告 ぐ，争い
つ

を好む心ある者はわれに属 く者にあらず して
つ

悪魔に属 くものなり」 と主は言っておられる。

(IIIニー ファイ11：29)

次 の質問は， あなたの信仰を揺るがす人々

についての ものである。

彼 らの言 うことは本 当に公正だろうか。教

会の高い標準に従 えない言い訳や 自分の怠慢

をつ くろうために，教会に責任 を転嫁 して人
うんぬん

の行状 を云々しているとは考えられないだろ

うか。これは一般に よくあるこ とである。

では，教会の責任ある役職の人がふさわ し

くない言動 をす ることは1果 た してないだろ

うか。

当然なが ら，「ある」というのが答えである。

例外ではあるが， しか しある。'-

私 たちはステーキ部長や監督を召す時，次

のよ うに言 テことがある。

「あなたの責任は会員たちを管理す ること

です。彼 らは常に誘惑に遭います。ですか ら，

その闘いに勝てるよ うに彼 らを助けてあげて

下さい。彼 らが成功 を収め ることができるよ

うに，適切 な方法で管理 して下 さい。そのた

めに 自分 を捧げて働 いて下 さい。

ついでですが，管理するあなた も試練や誘

惑 を必ず受け ます。指導者ですか ら，誘惑や

試練はなおのこと大 きいでしょう。最善 を尽

くして，御 自分の闘いに勝 って下さい。」

もしも指導者にふさわ しくない行為があっ

た場合，それは教会が主張するものへの敵対

行為であ り，その人は解任 されるべ きである。

ご くまれにではあるが，重大な不法行為や

道徳的問題で指導者 を教会か ら破門 しなけれ

ばならないこ とがある。そ うすることは悲 し

い責任である。

しか しそれが教会に対する教会貝の信仰 と

非教会員の教会に対する信用 をぐらつかせ る

ことはない。む しろ信頼 を増すはずである。

私が学生であった頃，私の信仰に とって一

番の試 しは三人の見証者の背教であった。も
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しも教会の体面 を繕 って教会の原則に妥協 を

加えるという誘惑がかつてあったとすれば，

それは見証者の背教 の時であったと思 う。 し

か し教会は妥協 しなかった。そのために，か

つて私の信仰 を揺 るがせたその出来事が，逆

に信仰を強 くするひ とつの錨 と変わったので

ある。

人の話 を聴 く時は，賢明であってほしい。

みんなと話 して，すべてのことを聴 くのでな

ければ，所詮本当のことはわか らないか らで

ある。混乱の中に首 を突っ込んでしまわない

ように，注意 していただ きたい。

当事者 として全部 を知っているのでなけれ

ば， 入を裁かない方がよい。

「人をさば くな。 自分がさばかれないため

である。

あなたがたが さば くそのさば きで， 自分 も

さばかれ……るであろう。」(マ タイ7：1-2)

何年 も前のことになるが，私は裁 きについ

てひ とつのこ とを学んだ。

私がブ リガム ・シテ ィーの市議会議貝 を務

め， またステー キ部高等評議員の責任があっ

た時のことである。ある晩遅 く，高等評議員

会を終 えた後，その会のことをあれ これ思い

返しなが ら帰宅の途に就 いた。

その途中，私は，赤いライ トをともし，サ

イレンを鳴 らしたパ トカーに捕 まり，時速45

キ ロの制限区域 を70キ ロで走った とい うこと

で違反切符 を渡 された。私は自分の不注意だ

と思ったので抗議せずに切 符を受.け取った。

そして翌 日，判事はいつ も朝が早かったの

で，私はセ ミナ リー を教 える前に手続 きを済

ませたい と思い，彼の ところへ出向いた。

当時，判事は新 しい備品の購入願いを出 し

たばか りで，私 もひ とりの市議会議員 として，

申請の承認と書類の署名に携わる立場にあっ

た。 引

彼は私の違反切 符を見ると，笑いなが ら，

「まあ
，時には例外 もあ ります よ」 と言った。

私は彼に， 自分の立場上，一般 の市民 と同

様に扱ってもらいたいと言った。
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「で は，15ド ル支：払って下 さい。」

こうして私は罰金 を払 った。

それか ら2日 後の夜，市議会でバ ンデ ィー

議員が警官の免職処分の報告 をした。そこで

市長が理由 を尋ねる と， こういう返事であっ

た。「はい，彼はいつ も見当違 いの逮捕 をする

ものですか ら。」

あ とで，バンデ ィー議員は町に蛮行が あっ

たこ とを説明 して くれた。夜中に何者かが改

造車 を使 って， フォレス ト通 りに植 えられた

若木をみんな折 って しまったのだ という。共

同墓地に も被害があった。.

そ の時，警官はどこにいたのであろう。掲

示板 の陰にひそんで違反運転者 を待 っていた

のである。

バンデ ィー議員は， ここ数週間，警察官に

深夜のパ トロールを申請 していたが，若 い警

官がひとりだけ一向に腰を上げようとしない

ので，彼 を解雇 した とい うのが真相 である。

その警官は，私に違反切符 を渡 したあの警

官であった。2日 後に彼は免職 になった。市

議会で数人の証 人が出て，「彼はいつも見当違

いの逮捕 をした」 という証言 を並べ たてた。

さて，その警官は 自分が解雇された原因が

私にはないことを信 じて くれるであろうか。

私がもしそのことをうわべだけ見ていたら，

彼の解雇に反対す るか，時期 を遅 らせ ようと

したこ とだろっ。

とにか く， うわべだけで判断すれば，私が

権限 を不当に行使 した様子が濃厚であった。

もうひとつ別の例であ る。何年か前に，教

会の学校でひとりの教師が即時解雇された。

しか し同僚 たちは，公表 された解雇理由に承

服で きなかった。

代表者たちが校長室へ行 き，その教師の復

職 を要求 した。校長はそれを拒否 し，それ以

上の説明は何 もしなかった。

そのため， その代表者たちは校長の独断だ

と結論 した.。校長 とその教師 との間に，考 え

方の大きな開 きのあったことが知 られていた

からである。



その教師は， よくあることだが，被害者然

とした行動で同僚 たちの抗議 をあおった。

しか し，教会教育委貝会は，その教師があ

る重大な過ちを犯していることを知っていた。

もしそれが公になれば，教 師として再就職 で

きるか どうか危ぶまれるほ どの過 ちであった。

しか し，校長にはある信 念があった。事が

表 ざたにな らなければ，彼は悔い改め るこ と

により，教会の学校 で再び教え られるように

なると考えたのである。

この校長 は長い間多 くの非難を浴び，悪 口

を言われた。けれ ども彼は， 自分の仕事上の

一時的 な評判 よりも
，教師の家族や教師 自身

の復帰の方が大切だ と考えていた。

私は彼の模範に励まされた。これは教会の

ワー ド部や ステー キ部でそれこそ何百回，何

千回 と繰 り返されているこ とである。

監督やステーキ部長の行動が，真実 を十分

に知 る立場にない人々か ら誤解 されることは

よ くある。

監督 も彼の裁 きを受ける教会員 も，問題 を

一般の会貝に公表する義務はない
。監督は秘

密 を守 らなければならない。

万事 を語 り尽 くし，なし尽 くしたところで，

ほ とん どの場合，私たちには関わ りのないこ

とがは っき りしている6

問題 を監督に持 って行かないで，直接教会

幹部の ところへ行 こうとする人がいる。監督

は秘密 を守って くれない，ワー ド部のだれか

が監督のところへ行 くと問題がたちまちみん

なに知 れわたると言 うのである。

そのような例 を調べ てみると，初めに当の

教会員が隣人に打 ち明けているこ とが 多い。

打ち明けられた隣 人は解決策がわか らずにそ

れを親友に話 し， また自分の姉 に話す と意見

が食い違ってしまった。やがて彼女の夫が，

車に乗 り合 わせ た男性か ら監督の ところへ行

く方が よい と言われた とい うように， 口から

口へ伝わる例が多い。監督が他言 したのでは

ない。監督は秘密 を守 る人だからである。

使徒 ヨハ ネはこう勧告 している。

「うわべ で人をさばかないで
，正 しいさば

きをす るがよい。」(ヨ ハネ7：24)

地 に しっか り足をつけ， 自分の信仰を守っ ＼

ていただ きたい。私はイエス ・キリス トの福

音が真実であると証申し上げる。神は生 きて

お られ，み業 を導いておられる。教会は正 し

い道を歩んでいる。予定通 りに進んでいる。

教会が神の予言者により正 しく導かれている

ことを証申し上げる。

今 はつまず きの石 となっていることが，い

つの 日かあなたの踏み石 となるであろう。

しか し， この教会あ るいは教会員が反対や

批判や迫害 をまった く免れる 日が来ることを

期待 してはな らない。その ような日は来ない

であろう。

ただ， このことを心に留めていただきたい。

「わたしのために人々があなたがたをのの

しり， また迫害 し，あなたがたに対 し偽 って

様 々の悪 口を言 う時には，あなたがたは，さ

いわいである。

喜び， よろこべ，天においてあなたがたの

受け る報いは大 きい。あなたがたより前の預

言者たちも，同 じように迫害されたのである。」

(マ タイ5：11-12)

イエ ス ・キ りス トのみ名 により申し上げる。

アー メン。
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へ

より高い地点に向かって前進 しよう

教会はすでに成長と円熟の域に突入し，私たちがさらに前進を遂げるために

最後の準備をする時に来ている

大 管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

愛 する兄弟姉妹階 さん・今大会は素日青ら
しい大会であった。大会のためにいろい

ろな場で働いて下さったすべての方々に感謝

申し上げる。私はこの大会で耳に した話や歌

に深 く胸 を打 たれた。そして心は喜びにあふ

れ，思いが高め られて様々なことが心に浮か

んできた。

さて，兄弟姉妹の皆さん，教会はすでに成

長 と円熟の域に突入し， 私たちがさらに前進

を遂げるために最後の準備をする時に来てい

る。このような印象 を私は どうして も拭い去

ることができない。 これ までに数々の事項が

決定されて きた。またほ かにも懸案事項が残

されているが，それ もやがて組織的に明確に

されてくることだろっ。 しか し，私たちがひ

とつの民 として前進 を遂げ るために必要な基

本的決定は，教会員一人一 人が行なわなけれ

ばならない。教会の歩みは私たち各個 人の歩

みにかか っているのであ る

私 たちは平坦地で十分に休んだ。これから

『
は， より高い地点に向かって前進 しようでは

ないか。家庭で も，ワー ド部でも，隣近所で

も，他の人々に不承不承手を差 し伸べ るよう

な態度は今後終わ りに しようではないか。個

人 として，また全体 として前進す るために，.

これ まで時には忘れることがあった基本原則

に，今 こそ心 を集 中しなければなち ない。

教会員の努力は見かけは小 さくて も，それ

を結集すれば，かつてな.く教会を前進 させ る

大 きな力となるこ とだろう。兄弟姉妹， もし

も活発な家族が来年の4月 大会までに別の一

家族 または一個人を教会に導 くとしたら，ど

のようなことが起 こるか考えてみていただき

たい。何十万 という新教会員が生 まれること

だろう。各ワー ド部からもう一組ずつ円熟し

た夫婦が専任宣教師に召 されたら，宣教師数

は27，500人 か ら40，000人 以上になる。各家族

が今から来年の4月 大会 までに不活発な家族

をひ とつ または個人をひ とり助けて再び教会

に導いたとした らどうな るか， その結果 を考

えてみていただきたい。それ ら大勢の人々の

中で，・私たちはいかに大 きな喜び を得 るこ と

だうつ。

もしも神殿推薦状を所持 している人が今年

度中にもう1回 余計にエ ンダウメン トを受け

るとしたら，現世 と幕の彼方の両方でいかな

る祝福があることか。10月 大会までに，教会

に関心があるかないかは問題にせず，隣人や

友人にクリスチャンらしい静かな奉仕の行な

いを1回 余計にす るとしたら， どう感 じても

らえることだろ う。

もしも伴侶や子供 たちに毎月もう少 し多 く

の時間を割 いて心 を向けたな らば，家庭生活

が さらに どれだけ豊かになることだろう。

兄弟姉妹，私 たちは大 きい祝福 を生むこの

ような一見小 さいこ とを行な う用意があるだ

ろうか。 もちろんあると，1私は思 う。私 は，

主の教会は今や霊性 の飛躍間際にあると思 う。
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私たち一人一人の霊的成長こそが，王国が 目.

に見えて大 きく成長する鍵であ る。教会は，

数年前にはできなか ったことを今や行 なう用

意を整えている。そして私たちに もまた，教

会員 としてその用意がある。私のこの勧告 を

受け入れて下 さるならば，皆さんは教会員 と

して，これ らの ことを実行に移すその用意が

自らに整っているこ とを知 るであろっ。

兄弟姉妹，霊的成長の一歩を踏み出すこと

をため らって家族や隣人に奉仕する新たな機

会 を逃すことのないようにしようではないか。

主 に信頼 を寄せて，それぞれの生活の中で

次の一歩 を踏み出そ うではないか。主は御 自

身のことを，私 たちの備えの程度 を計 る優 し

い養育掛であると言っておられる。

.「汝らいますべての事に堪 うる能わず， さ

りながら心安かれ。われ汝らを導 きて行けば

な り。」(教 義 と聖約78：18)

主 は私たちに力以上の ものを求め られず。

まだ用意のない ことを強い られない。 しかし

また，私たちは歩む用意のある時に，いつま

で も待っていてはならない。

教会には，歩みが進まない理由が大 きく分

けてふたつあるように思われる。第1は ，罪の

結果 として生 じる無関心や停滞や罪悪感，第

2は ，立派な教会員が 自分の模範を過小評価

した り，光 を輝かすの を恥ずか しが った りし

て， あと少 し奉仕の手 を伸ばす ことをため ら

うという状態である。 しか し今 こそ，見た目

には小 さな一歩でも，結集すれば教会の大 き

な進展につながる歩み を，皆で踏み出そ うで

はないか。.

今私たちが直面 している大 きなチャレンジ

は，急増す る教会員のために訓練 を積んだ指

導者 を用意す ることであ り，教会員が世 の汚

れに染 まらないように助けることである。

世 の侵害は私たちの生活を非常におびやか

している。多 くの人々に とって，世 にありな

がら世の もの とならないことはいかに難 しい

ことか。

教会員が義 しい生活を送って清め られ るよ

うに，私たちは 日々絶 えず祈 り，またそのた

めに努力 している。私たちは教会員に，「聖 き

所に」(教 義 と聖約87=鋤 立つ ように と勧告

したい。

今 日の世 の状態 と，悪が広がる現状に不安

感を抱 く人 もいるであろ「う。しか し主は，「も

し汝 らに備えあらば怖 るることなからん」.(教

義 と聖約38：30)と 言 っておられる。

福音は私たちの生活に目的を与 えて くれ る。

それは幸福へ の道である。個人あるいは教会

全体 としての成功は，私たちが どれだけ忠実

に家庭で福音を守るかにかかっている。

個 人の責任 と，家庭や家族の役割 をはっき

り認識 した時に初めて，私たちは神権定員会

や補助組織 さらにワー ド部やステーキ部の

存在す る目的，すなわち教会員が家庭におい

て福音 を実践できるように助け るためにそれ

らが存在す るということを理解で きるのであ

る。教会のプ ログラムは，福音 を中心 とした

家族の活動 を滅ず るものではな く， それ を支

援す るものでなければな らない。

教会員は個人 と家族の備 えを十分に行ない，

自分の家族や他の人々を主の方法によって物

質的に も霊的に も助け，強め るようにしてい

ただ きたい。

皆が力を合 わせて，家庭を居心地の良い所，

語 り合い，学び合 う場所，お互いに愛 と支持

と感謝 と励 ましを感 じる場所に していただき

ない。

心安 らかでいよう。主は約束通 り私たちを

導 き，道を示 して下 さるか らである。私たち

が 自分の時間 と才能 を日.々どの ように使 うか

を決め る時に助けて下 さるからである。焦ら

ないようにすれば，前進 は早まるであろう。

基本を大切にすれば，本当の進歩が得られる

であろう。また，奉仕すればす るほど， 多く

の ことが理解できるようになる。多 くの こと

に耐えられるようになれば，さらに多くのこ

とが教 えられ るであろう。(ヨ ハネ16：12， マ

ル コ4：33参 照)

主 は私たちが大 きく.進歩できるように，私
、
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へ

たちの準備 を助けて下 さっている。さあ，出

かけて行って，世の人々を主の再臨に備えさ

せ よっではないか。

兄弟姉妹の皆 さん，私は，よ く準備 をして

福音の原則を説 いて下 さった教会幹部の兄弟

たちの説教 を聴 き，深い感動 を覚 えた。非常

に明瞭で，わか りやすい話であった。

私はここで， これまでに引用 された聖句 を

幾つか再び取 り上げてみたい。ひ とつはこれ

である。

「イエスがピ リポ ・カイザ リヤの地方に行

かれたとき，弟子 たちに尋ねて言われた，『入

人は人の子 をだれ と言っているか』。

彼 らは言 った，『ある人々はバプテスマのヨ

ハネだと言 っています。しかし，ほかの人た

ちは，エ リヤだ と言い， また，エレ ミヤある

いは預言者のひとりだ， と言っている者 もあ

ります』。

そこでイエスは彼 らに言われた，『それでは，

あなたがたはわたしをだれ と言 うか』。

シモン・ペテロが答えて言った， 『あなたこ

そ，生ける神の子 キ リス トです』。」(マタイ16：

13-16)

これ が私たちの伝えるメッセー ジである。

あらゆる国民，あらゆる血族，あらゆる国語

の民，天下の万人が具体的にこのメッセー ジ

を聞 くことがで きるように，私 たちが世 に伝

えようとしているのはこのメッセージである。

先程の聖 句の先 を続けよ う。「すると，イエ

スは彼にむかって言われた，『バルヨナ・シモ

ン，あなたはさいわいである。 あなたにこの

事をあらわ したのは，血肉ではなく，天にい

ますわたしの父である。……

わたしは，あなたに天国のか ぎを授けよう。

そして，あなたが地上でつな ぐことは，天で

もつながれ，あなたが地上で餌 くことは天で

も解かれるであろう』。」(マタイ16：17，19)

これは，私たちが世 に出て行 く時の役割の

大切さを語 っている。私たちは世 の人々に真

理 を教 え，その真理に どの ように従 うべ きか

を教え，そして真理 を授ける権 利が私 たちに
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天か ら与 えられ るというその祝福 を約束する。

死期 を間近にしたペテロの言葉を少 し引用

してみたい。

「それは， わた したちの主イエス ・キ リス

トもわたしに示 して下さったように，わた し

のこの幕屋を脱 ぎ去 る時が間近であることを

知 っているからである。

わた しが世 を去 った後に も，これ らの こと

を，あなたがたにいつも思い出させ るように

努め よう。

わた したちの主イエス ・キ リス トの力 と来

臨とを，あなたがたに知 らせた時，わた した

ちは，巧みな作 り話 を用いることは しなか っ

た。わたしたちが，その ご威光の 目撃者なの

だカ1らである。

イエスは父なる神か らほまれ と栄光 とをお.

受 けになったが，その時，おごそかな栄光の

中か ら次のようなみ声がかかったのである，

『これはわたしの愛す る子
，わたしの心にか

なう者である』。

わたしたちもイエスと共に聖 なる山にいて，

天か ら出たこの声 を聞いたゐである。

こ うして，預言の言葉は，わた したちにい

っそ う確実 なものになった。あなたがたも，

夜が明け，明星がのぼって，あなたがたの心

の中を照す まで，この預言の言葉 を暗やみに

輝 くともしび として，それに目をとめてい る

がよい。

聖書の預言はすべて， 自分勝手に解釈すべ

きでないことを，まず第一に知 るざきである。」

(IIペ テ ロ1：14-20)

さ らに，近代の聖典か らつけ加 えたい。

「さて
，この子羊に就 きて為 されたる様 々

の証の挙句，われらの為す最後の証はすなわ
これ

ち 『主は実に生 きた もう』 こと是な り。

われらは，彼がすなわち神の右に座 した も

うを見たり， また，御父の生みたもう独子 な

}りと証 した もう声 を聞け り
。

すなわち諸々の世 界は彼の手に より，彼の

手.を経.て， また彼に因 りて先に作 られ，また

現に作.られ，これに住む者たちも皆神 より生



れ た る 息 子 と娘 な る こ と を証 し た も う。」(教

義 と聖 約76：22-24)

ま た こ の よ う な 聖 句 もあ る.。 「され ど，今 や
みたてまつ

われ この目を以て神 を見奉 りき。されど，肉

眼にてはあ らず霊眼 を以て見奉 りたるな り。
はず

何 となればわれ肉眼にて見奉 り得る筈なか り
か

し故な り。そは，神の御前に於てはわれ枯 れ
しぼ

萎みて死に しならんためな り。 され ど，神 の

栄光わが上にあ りて，われ御顔 を見奉 りた り.。

これ神の御前に於 て，わが身の変 りし故 を以

てな り。」(モ ーセ1：11)

また もうひ とつの聖句を引用 したい。

「彼 らが食事 をす ませ ると
， イエ スはシモ

ン ・ペテロに言われた，「ヨハネの子シモンよ，

あなたはこの人たちが愛す る以上に，わたし

を愛す るか』。ペテロは言った，『主 よ，そう

です。わたしが あなたを愛することは，あな

たがご存 じです』。イエスは彼に 『わたしの小

羊 を養いなさい』 と言われた。

またもう一度彼に言われた，『ヨハネの子シ

モンよ，わたしを愛す るか』。彼はイエスに言

った，『主 よ，そうです。わたしがあなた を愛

す るこ とは，あなたが ご存 じです』。イエスは

彼に言われた，『わ.たしの羊 を飼いなさい』。

イエスは三度 目に言われた，『ヨハネの子シ

モンよ，わたしを愛す るか』。ペテロは 「わた

しを愛す るか』 とイエヌ、が三度 も言われたの

で，心をいためてイエスに言った，『主よ，あ

なたはすべてをご存 じです。わたしがあなた

を愛 していることは，おわか りになっていま

す』。」(ヨ ハネ21：15-17)

主 は， ここに集っておられるすべての方々

と， この教会に加 入したすべての方々に，「わ

た しを愛するか」 と言っておられる。それな

らば示 しなさい。そのこ とを示 しなさい。わ

たしの羊 を養 いなさい， と。この地上の多く

の国々で，喜 びに満 ちた素晴らしい人々の数

が増 している。皆さんに再び主のみ言葉 を告

げよう。「わたしの羊を養いなさい。」私 たち

がそれを しているか いないかは主が御存 じで

ある。主 はいつで も知ってお られる。言葉に

する必要はない。何 も説明する必要はない。た

だ，実際に主の羊 を養えば それで十分である。

私はもうひとつ，ヘ イ ト兄弟が言われたこ

と，つ まり年配者が福音を教えるとい うこと

についてお話 したい と思 う。これは今まで見

過 ごされてきたことではないだろっか。私た

ちはむ しろ忘れていた。これ まで私 たち年配

者は退職すると， キャンプの道具 を持って気

楽に出かけられる場所 を捜 してきた。 自分の

考 えや良心を安 易な方法で満足させて，み業

は進むはずだ， 自分の子供 を送 り出すからと

言って きた。

私はヘ イ ト長老が述べたことに同感である。

私たち全員に責任があるのである。ひとり残

らず全員に力がある訳ではないが，大勢の人

に，私たちの多 くに，その能力がある。何万，

何十万 という末 日聖徒は，与えられているま

まに福音を思慮深 く賢明な方法で宣べ伝える

ことができる。

主 は私 たちに，必要な助け と力 と霊感 を与

える と約束して，ただ こう言っておられる。「わ

たしの羊 を養いなさい。わた しの子羊を養 い

なさい。」世界の諸国に，養 うべ き子羊は何千，

何万，何百万 といる。

兄弟姉妹，私 たちが これまで提案 して きた

ことを行な うように， ここ.で再びお願いした

い。 自分の家庭をしっか り守ること， 日記を

つけ ることなどは，その一例である。すべて

の人が 日記をつけていただきたい。 日記はだ

れで も書けるはずである。それを，家族に大

きな祝福 と幸福をもたらす啓発の書 としてい

ただ きたい。 日記をつけていない方がおられ

たら，きょう悔い改め，生活 を変えていただ

けないであろ うか。

もう話 を終 えなければならない。兄弟姉妹

の皆 さん，私 たちは心か ら皆 さんを愛 してい

る。皆さん全員 を愛 している』皆 さんの働 き

を感謝す ると共に， さらに多 くのことを行な

って下 さるように願 っている。.

祝 福 を求めている隣人にあなたの祝福を及

ぼ し， また今祝福を必要 としている世界の各
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地域に福音が届 くよう，大の御父が皆 さんに

祝福を分かち与える力を授けた もうように願

う次第である。今か ら次の大会まで， そして

その後 も，天父が皆さん と共におられるように

祈 るものである。ここで再 び申し上げる。イ

エ ス は 私 た ち の 光 で あ り， 私 た ち を 支 え て ド

さ る 御 方 で あ る 。 私 た ち の 救 い 二主 で あ る主 は ，

確 か に 生 き て お ら れ る 、， こ の 証 を， イ エ ス ・

キ リ ス トの み 名 に よ っ て 申 し上 げ る 。 ア ー メ

ン 。

説教 中 の スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管長
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3月31日(土)福 祉部会 にお ける説教

教会の評議会

教会の宗務と実務を相互調整するために地域，複合地区，地区の評議会が設

けられた

第一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

キ ンボール大管長の要請にょ り・ここで皆、
さんに，地域 と地区における教会の諸務

を取 り扱 う手続きが拡張されたことについて

お話 したいと思 う。.教：会蜘 隠発展.と燭際

化に伴い， また全世 界の教会の宗務 と実務の

統一化 を図る必要性が増 したこ とで，教会の

評議会の役割がさらに強化 されることになっ

た。

これによって，すべての管理 レベルで教会

の活動の運営が秩序正 しく保たれ ることにな

る。.このあ と，十二使徒評議員会のエ ズラ ・

タフ ト・ベ ンソン会長 と， ビクター ・L・ ブ

ラウン管理監督がその詳細 を説明し，教会の

各部においてこれが どの ように変更されるか

を語って下 さるはずである。

教会は，設立後現在に至 るまで，指導者に

より構成される評議会によって運営されてき

た。教義 と聖約の中で繰 り返 し説明されてい

るように，神権評議会 は教会の基本体制であ

る。

これ らの評議会は時に，諮問機関の働 きを

す る。例えば，補助組織の指導者がワー ド部

の諸事につ いて監督や メルケゼデク神権指導

者に助言を与えるワー ド部評議会がその例で

ある。

また評議会が統制機関 となることもある。

1977年 に大管長会よ り発表 された教会中央相

互調整評議会がその例 である。この評議会は

大管長会，十二使徒評議員会，ならびに管理

監督会から構成 される。この評議会では，教

会の方針 と手続 きが決定され，教会の活動が

相互調整 される。

この教会中央相互調整評議会は，十分な検

討 を行なった結果，教会の地域 と地区におけ

る評議会の設置 を承認 した。 また，必要であ

れば複合地区評議会が設置される。

これ らの評議会が設け られることにより，

今後は教会の諸事がすべて機能的に統合 され

るこ とになる。すなわち，地区や地域の指導

者は，各レベルに何が必要 で，何が大切 で，

それを満たすどのような機会があるか を十分

に討議することによって，教会の諸事 を計画

し，相互調整 し，規定す ることができるよう

になる。

またこれらの評議会は，管理監督会の下に

ある実務機関の業務がさらに効果的に実施 さ

れ るよっに必要な手段 を提供することになる。

地域評議会は七十入第一定員会の会員が，

また地区評議会は地区代表がそれ ぞれ指導 し，

各 レベルにおける活動 の相互調整 と統合が確

実に図られることになる。これ らの評議会が

適切 に組織 され，運営されるな らば，教会の

宗務 と実務の活動の一体化が図 られ，個人と

家族に豊か な祝福がもたらされることだろう。

この神権評議会の拡張が，効率化 と調和 を

増すだけでなく，教会員の霊性の高揚 をも促

す ものと，私たちは確信 している。パウロが

エペ ソ人への手紙4章 の中で，美しい言葉 を
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も っ て 語 っ て い る よ うに ，.教 会 が あ る の は ，

「聖 徒 た ち を と との え て 奉/十 の わ ざ を させ ，

キ リ ス トの か ら だ を建 て させ ， わ た し た ちす

べ て の 者 が ， 神 の 子 を信 じ る/爵仰 の 一 致 と 彼

を知 る知 識 の 一・致 とに 到 達 し， 全 き 人 とな り，

つ い に， キ リ ス トの 満 ち み ち た 徳 の 高 さ に ま

で 至 る た め で あ る。」(エ ベ ソ4：1213)

ま た ， そ れ に 続 く2節 の 聖 句 を特 に 強 調 し

た い 。 これ らの 聖 句 は 晋 通 あ ま り 引 用 さ れ な

いが ， こ の 度 発 表 さ れ た 神 権 評 議 会 を.考 え た

時 に ， 特 に 深 い 意 味 を持 つ もの で あ る 。

1愛 に あ っ て 真.理 を語 り， あ ら ゆ る 点 に お

い て 成 長 し， か し ら な る キ リ ス トに 達 す る の

で あ る、，

ま た ， キ リ ス トを基 と して ， 全 身 は す べ て

の 節 々 の助 け に よ り， し っ か り と組 み 合 わ さ

れ 結 び 合 わ さ れ ， そ れ ぞ れ の 部 分 は 分 に 応 じ

て働 き，か らだを成長させ，愛の うちに育て

られてい くのである。」(エ ペ ソ4：15一 一16)

.兄弟姉妹の皆 さん，全身がすべての節 々す

なわち評議会の助けにより結び合わされ.ると

い うところに注目していただ きたい。今 日こ

の.方針によって，神権の鎖は宗務 と実務 の両

面で完全に結ばれるのである。指導者の皆 さ

んは各レベルの神権評議会に よって力を授か

り，同時に祝福を与えられることだろう。私

たちはそのことを知っている。

シオンを確立 し，聖徒たちを地Lに おける

主の最終的な統治に備 えさせ るこの偉 大なみ

.業を進めるにあたって，柔の祝福が .豊かに注

がれるように願っている。これ らの ことをイ

エ ス ・キリス トのみ名により中し一.Lげる、，ア

ー メン。

説 教 中 のN・ エ ル ドン ・タ ナ ー第 一 副 管長
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評議会による教会管理

さよう，私たち は王国の発展のために，一歩踏み出す。この結果，さ『らに大

いなる一致が得 られ，効率よく主の王国を建設でさるようになることだろう

十二使徒評議員会会長

エズラ ・タフ ト・ベンソン

愛 する兄弟姉妹の皆 さん・ タナー副甑 力》
ら発表のあったように，この度地域や地

元におけ る教 会の管理制 度が 多少変更 され

ることになった。最初に申し上げてお くが，

これか ら皆 さんにお話す るこ とは，私たちが

数カ月間祈 りをもって研究 し，熟考 した末に

決定 した事柄 である。教会の評議会に関する

この発表は，新 しいものではなく，聖典の記

述 と，従来の教会管理手続 きに基づ く原則を

強化するものである。合衆国に住む方々の中

には，これが地区集会の半年後に催 され る集

会ですでに行なわれていることとまった く同

じであることにお気づ きの方 もあるだろう。

これは非常に大切 な事柄なので，必要に応

じてスライ ドを使いなが ら説明 したいと思 う。

しか し，まず皆 さんに， この発表が大管長会，

十二使徒定員会，七十人第一定買会，管理監

督会 の一致 した承認を得たものであることを

お伝 えしてお きたい。 きょう皆 さんにお話す

る事柄が，教会の各レベ ルの伝達 と一致 を大

いに促 し，王国の発展に寄与す るこ とに，何

ら疑 いはない。

評議会の設置の意義 をよ く理解できるよう

に，少 しその背景についてお話 しよう。

教会が設立 されてか ら，一般に宗務は十二

使徒定員会，実務は管理監督会がそれぞれ携

わってきた。 これは今 日でもそのまま実施さ

れている。

もちろんすべての方が御存 じのように，管

理の系統は大管長会か ら十二使徒定員会，七

十人第一定貝会会長会，地域担当教会幹部，

地区代表，ステーキ部長 を経 て監督に至 る。

今後もこの権能の系統に何 ら変更はない。

先頃， 各地の実務 を効果的に処理する必要

が生 じたことか ら，ある国々に地域管理監督

を召すこ とが認可された。地域管理監督は地

域担当教会幹部 と協力 して働 き，実務に関す

る自分の責任 につ いて管理監督会に報告 して

きた。次 いで，管理監督会が大管長会に報告

す る制度が とられていた。'

か つてデビ ッド・0・ マッケイ大管長 の第

一副管長 スティー ブン ・L・ リチ ャー ズ長老

は次のように語ったが，私 たちはその原則を

ここで再び強調 したい。

「教会管理の真髄は評議会により管理する

ところにあると思 う。大管長会評議会，十二

使徒評議員会，ステー キ部長会評議会……監

督会評議会など……私はこれまでの経験か ら

評議会の価値 を十分に認識 している。……こ

こに知恵がある。神 の王国を治めるために評

議会が設けられたのは，神の知恵によるので

ある。人々は同 じみたまの下 に働 くならば，

表面上異なる考 えを持ち， また過去の経験に

大 きな相違があっても，必ず意見をひとつに

す ることがで きる。そして，みたまの導 きの

下で互いに話 し合 うならば，一致に到達でき

るのである。」(Coψ 廻η66Rのoπ 「大会報

告」1953年10月 ，p.$6)
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大管長会，十二使徒定員会，管理監督会は，

中央，地域 地区の各レベルで評議会を組織

することを決定 した。これらの評議会は，教

会相互調整評議会(中 央 レベル)，地域評議会，

複合地区評議会(必 要な場合のみ)，地区評議

会 と呼ばれる。そのほかに，現在のステー キ

部や ワー ド部 で行 なわれているコー リレー シ

ョン評議会がある。

各レベ ルの管理運営 を効率 よ く行 なうため

に，これらの評議会がすべての教会プログラ

ムを代表す るとい う広い理解 を持ち，それぞ

れを各レベルにおける相互調整，企画，決議

機関 とすることになった。正 しく組織 し，運

営すれば， これらの評議会は，教会の宗務 と

実務の処理 を一体化できることだろっ。

また，「地域担当教会幹部」の名称が 「代表

役員」に，さらに合衆 国とカナダ以外の国で

は 「地域管理監督」が 「地域監督」にそれぞ

れ変更されることになった。この名称変更は

直 ちに発効す る。合衆国とカナ ダでは，管理

監督会が，教会本部 または地域か ら，実務 を

取 り扱 う代表者 を任命することになる。

さてここで，地域 地区，その他 のレベ ル

で評議会の管理運営 に携わるすべての方々に

一言申し上げてお きたい。十二使徒定員会は

引き続き実務に深い関心 を寄せ，管理監督会

適 宗務 にかかわ りを持つ。私たちに とって，

これはひとつの大 きなプログラムである。 こ

の責任の分担は，管理上の便宜 を図るために

定められた ものに過 ぎない。主にかかわるす

べては霊のことだからである。(教 義 と聖約29

：34参 照)

では，各 レベルにおける評議会について簡

潔に説明しよっ。

1.教 会相互調整評議会

この評議会は，大管長会，十二使徒定員会，

管理監督会か ら成 る。

また，七十人第一定員会会長 は，この評議

会 と，中央福祉活動委員会に招待 される。

教会相互調整評議会は，方針 を定め，例外
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が あればそれ を認め，履行 を認可 し，地域評

議会で解決できない問題を処理す る。

教会相互調整評議会 と地域 との連絡は，教

会の宗務 と実務のラインを通 して行なわれる。

さらに，この評議会は(必 要 な範囲内で)

優先順位 を定め，地域 と地区の評議会が設定

された指針に沿って運営できるよう」こす る。

またこの評議会は，教会の様々なプログラム

や活動に当て られる時間と資金の配布 のバラ

ンスをとる という大 きな役割 を果 たす。例え

ば，各地の地域評議会か ら年間に800の 建 物

の建築 申請が出されたが，教会の資金 と時間

は600分 しかなか ったとす る。その場合，教

会相互調整評議会が，必要度の最：も高い場所

はどこか を判断す る。

この評議会は また，様々な方針が履行され

る前に，宗務 と実務に関す るすべての計画 を

検討 し，認可する。

2.地 域評議会

地域における各種の事項を相互調整 し，計

画 し，決議する主体 となる評議会は，地域評

議会である。この評議会は，代表役員の指示

の下に運営 される。地域評議会は，地元に関

連する事項を考慮 し， また教会本部で認可 さ

れたプログラムや活動 をすべての地区 とステ

ー キ部 め役員に伝達す る。 また，この地域評

議会は少な くとも3カ 月に一度会合を開 く。

地区代表は地域評議会に出席 し，代表役貝

に協力 して働 く。また地区代表は，代表役員

とステーキ部長の間に立つ役員である。ただ

し， この管理権には例外があり，それはすで

に通達されている。 この評議会制度では，地

区代表 も管理者 とみなされる。現在，地区代

表は地区レベルで教会の諸務 を管理する責任

を負っている。

地域評議会は，地域のための計画，すなわ

ち大規模な活動や 目標を概説 した一般的な指

針を定め る。そ して，実務担当者は，実務に

関す る詳細な計画 を進める。他方，地区代表，

伝道部長(招 待された場合)， ステー キ部 長



(招待 された場合)は ，宗務に関す る詳細な

計画 を進め る。代表役員 と実務 担当者は，そ

れぞれの計画 を実行に移す前に，地域評議会

にすべての計画を提示 し，検討を加え，認可

を受 ける。

それでは，地域評議会の果たす役割 を，合

衆国ならびに カナダ以外の国 と，その両国の

地域に分けて見てみ よう。

A.合 衆国 とカナ ダ以外の国におけ る地域評

議会

合衆国 とカナダ以外の国における地域評議

会は，以下の人で構成される。代表役員，地

域監督，地域内のすべての地区代表。

また，話 し合 う内容に応 じて以下の責任者

が招待 される。地域福祉部長，地域総合施設

部長，地域財務部長，地域資材管理部長，地

域情報管理部長，教会教育部地域デ ィレクタ

ー
，教会広報地域デ ィレクター。必要に応 じ

て，代表役員は伝道部長 を招待す ることがで

きる。

全世界の代表役員の責任は次の通 りである。

1.地 域 を管理 し，宗務面での指導 を与 える。

2.地 域評議会の集会を管理する。

3.優 先順位 を決め る。

4.計 画の管理 を行な う。

5.教 会の方針か らはずれないように見守る。

6.訓 練す る。

地域監督の責任は次の通 りである。

1.宗 務面の必要が満たせ るように業務の運

営 を行なう。

2.計 画に必要 な援助 を与える。

3.技 術的な援助 を提供する。

4.訓 練 を助ける。

代表役員(教 会幹部)と 地域監督(管 理監

督会の代表者)は それぞれ独 自の管理の職 を

与 えられてい るが，達成する目標は共通であ

る。地域の諸事 をすべて相互調整す るために，

合衆国とカナダ以外の国では，代表役員 と地

域監督で構成 される評議会の役 員会 を設ける

ことが認可 されている。代表役員と地域監督

は協力して評議会のアジェンダを決定 し，指

針 を計画 し，四半期評議会で どのような実務

的事項を取 り上げ るか を決める。また，その

際秘書の援助 を受ける。このような協力体制

を組むことに よって，報告系路はそれぞれ違

いながら，共通の 目的を達成できるようにな

る。役員会は通常週に一度開 く。あるいは状

況に応 じて頻度を増 して もよい。

では，合衆国 とカナダにおける地域評議会

について見てみよっ。

B.合 衆国 とカナ ダにおける地域評議会

地域評議会の構成員は，代表役員と地域内

のすべての地区代表である。必要に応 じて，

代表役員は伝道部長 を招待することができる。

また，話 し合 う内容に応 じて以下の責任者

を招待す る。福祉活動地域デ ィレクター，教

会広報地域デ ィレクター，教会教育部地域デ

ィレクター，その他必要 とされる人々。福祉

活動に関する事柄は，福祉活動地域デ ィレク

ターの出席がなければ話 し合ってはならない。

合衆国 とカナダにおける地域評議会の役割

は，他の国々における地域評議会のそれ とは

異なっている。合衆国とカナダには地域監督

が いないからである。したがって，教会本部

が代表役員 と協議 した上で，福祉活動 と総合

施設の部門を担当する人々を選任する。これ

らの人々は代表役員 と協力して働 き，必要に

応 じて地域評議会に出席す る。管理監督会は，

実務 担当者を選任するか， さもなければ定期

的に開催 され る地域評議会への教会本部の職

員の招待 を認可す る。管理監督会により選任

されたこれらの人々の責任は，次の通 りであ

る。

1.宗 務面の必要が満たせ るように業務の

運営 を行 なう。

2.計 画に必要 な援助 を与える。

3.技 術的 な援助を提供す る。

4， 訓練を助ける。

3， 地区および複合地区評議会
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福祉活動には，複合地区レベ ルの評議会が

必要である。ここで，複合地区評議会 につい

て見てみよう。

A.複 合地区評議会7

複合地区評議会には，福祉活動 を取.り扱 う

権限が与えられている。この評議会 を管理す

るのは代表役買で，運営方法は地域評議会に

準 じる。 また，複合地区評議会 を構成す るの

は，代表役員，福祉活動地域デ ィレクター(必

要な場合)，該当地区の地区代表，複合地区福

祉活動デ ィレクターである。福祉活動 につい

て話 し合 う場合は，代表役員が指定 したひと

つの地区評議会か ら， ステー キ部監督評議会

議長 とステー キ部扶助協会会長が出席す る。

複合地区評議会の会合 は必要に応 じて開催 さ

れる。

では，地区評議会に話 を移 そう。

B.地 区評議会

地区評議会は，地区代表 とステー キ部長で

構成される。

また，話 し合 う内容 に応 じて以下の責任者

を招待す る。地区福祉 活動主任，地区広報デ

ィレクター，教会教育部地区指導主事， その

他必要に応 じて宗務 と実務プログラムの代表

者。福祉活動につ いて話 し合 う場合は，地区

代表によ り指名 されたステーキ・部監督評議会

議長とステー キ部扶助協会会長が出席する。

代表役員か ら許可を得れば，伝道部長 を招待

す ることもできる。

地区評議会は，教会の中央，地域，複合地

区の各評議会の活動 をすべて伝達 し実施す る

だけでな く，複数 のステーキ部に関係する管

理運営事項 と相互調整事項 を処理す る。地区

評議会の集会は少な くとも3カ 月に一度開 く。

集会を簡易化 して不必要 な旅行 を避け るため

に，中間打合せ会を開いて，地区評議会の集

会の改善 を図る。

地区代表の果たす義務は，地域評議会にお

ける代表役員のそれに準 じる。

地区評議会の業務 を促進するためには，地

区レベルにおけ る福祉活動の運営 を担当す る
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地 区福祉活動の主任を召す必要がある。

4.ス テーキ部評議会

ステーキ部 コー リレーシ ョン評議会 とステ

ーキ部福祉活動委員会の構成貝は，現状のま

まである。

5.ワ ー ド部評議会

教会の評議会について強調されたことが，

そのままワー ド部に当てはまる。.ワー ド部 コ
ー リレー ション評議会 とワー ド部福祉活動委

員会の構成員に変更はない。

各レベルにおける評議会制度の大要は，以

上 に述べた通 りである。

6.家 族会議

家庭 の団結 と一致が大切であるので，家族

会議につ いて触れてお く。家族会議 を開 くよ

うに両親に奨励す ることにより，天の家庭に

倣 ってこの世の家族を築 くように していただ

きたい。

愛するステーキ部長の兄弟たちに申し上げ

たい。

現在は過渡期である。これまでステーキ部

長が手がけてきた福祉活動や広報活動に関す

る責任の多 くは，現在地区代表の手に移され

ている。この変遷の時期に支障を来さないよ

っにしていただ きたい。ステーキ部長やその

他，現在責任 を与 えられている人々は，代表

役員に よって正式に解任されるまで，担当す

る地区，複合地区，あるいは地域の責任 を続

けて果たしていただ きたい。この変更にあた

って，代表役貝は教会教育部や広報部の代表

者， また特に福祉事業部の代表者に会 って，

(担 当者の召しと解任 も含めて)業 務のすべ

ての面について十分に検討することが必要 で

ある。

終わ りにあたって申し上 げたい。

教義 と聖約には，教会を導 く定員会に特 に

与えられたものであるが，すべての評議会 に

適用で きる原則が記されている。教義 と聖約



第107章 か ら 引 用 し よ う。
い ア

「而して
，以上の何れの定貝会 〔「評議会」

に置き換 えることができる〕の為す決議 も，

ことごとくその一致の挙手によって為 さざる

べか らず。すなわちこれ ら定員会 〔評議会〕

の全会員は……一人一人皆 その決議 に賛同せ

ざるべからず。……

これ らの定員会 〔評議会〕……の為す決.議

は，全 くの正義，神聖，謙遜，柔和，堅忍，

イ言仰，善徳，知識，節制，忍i耐，敬 度i，同情，

仁愛 などによりて為 され ざるべか らず。

そは， もし彼らこれらの徳に高む時は，主

に就ける知1識に乏 しか らざるべ し， との約束

ある故な り。」(教 義 と聖約107：27，3031)

主 は私 たちがこの規範に倣 って，教会のす

べての管理 レベルで神権評議会を運営す るよ

うに期待 しておられると，.私は思 う。私たち

はこの業のすべての面において，すなわ ち宗

務 と実務 において，ひ とつにな らなければな

あか

らない。私たちが主 と崇めている御方にとっ

て，すべ ては霊にかかわ ることだからである。

教会の諸事.の管理運営について考えた時に，

今大いなる一致に向かって大 きく一歩を踏み

出 したこ とがおわか りいただけたと息 う。私

たち神権者は，先程引用 した啓示の中で主が

告げておられるように行動す る必要がある。

兄弟姉.妹の皆 さん，このことを理解 してい

ただきたい。私たちは王国に とって最善のこ

とを行な うために，すべてのカを注いできた。

きょう，私たちは土国の発展のために新 たな

㎝渉 を踏み出 している
。 この神権評議会の制

度 を実施 しようとす る私たちの働 きを，主が

祝福 して一ドさるように願 っている。そして，

みたまの導 きの下に，さらに大いなる一一致が

得 られ，効率 よく主の王国を建設できるよう

に，イエス ・キ リストのみ名によって祈る。

アーメン。

説 教 中の エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン十 二使 徒評 議 員会 会 長
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実務面の計画と優先順位

評議会と，教会の総合施設，財務，福祉事業，資材管理，情報管理の各部門

の間には深いつなが りがある

管理 監 督

ビ ク タ ー ・L・ づ ラ ウ ン

愛 する兄弟姉妹の皆 さん・ベ ンソン会長力ご
提示 された事柄の幾分かでも，皆 さんが

理解 して下 さればと願っている。これは，教

会管理におけ る画期的な第一歩であ り， これ

までにない教会の発展に神権者 を備 えさせ る

ものである。 また，かつてな く効果的に計画

と決定を行なう機関 を導入す るものである。

私は今，畏敬の念を持 ってここに立ち，主の

み手がこの神の王国の僕たちを導いてお られ

るこ とを証す る。地区，複合地区，および地

域の評議会が設けられたことは， まさに画期

的な出来事である。管理監督会は， これ まで

述べ られたすべてρ事柄に心か ら賛成の意を

表 したい と思 う。

御存 じのよ うに，管理監督会は，大管長会

の指示の下に，実務面の 多くの諸事 を管理す

る責任 を負っている。総合施設，財務，福祉

事業，資材管理，情報管理が これに含まれる。

私 たちはこれ らの実務組織 を管理 しながら，

全世 界の神権者の必要 を満たし，教会活動を

支援 しているのであ る。合衆国 とカナダでは，

教会本部の実務ディレクター と管理運営チー

ムがこれにあたる。 しか し中には，施設管理

部門の ように，各地に分散 している部門 もあ

る。合衆国とカナダ以外の国々では， これ ら

の部 門はすべ て各地域に分散 され，各地域の

地域監督 によって管理 されている。そして，

地域事務局が上記の活動のすべ ての責任 を負

うようになっている。

ここで，地域事務局の職員が負っている4

つ の主要 な責任について，さらに詳 しく御説

明 したい。これ らの責任の幾つか，中でも福

祉活動に関する業務は，ステーキ・部長や地元

の委員会，その他の入々の協力により現在 ま

で実施 されて きたので，特に留意 いただける

もの と思 う。

第1に ，私 たちは宗務上の必要 を満 たすた

めに働かなければならない。つま り，実務担

当者は，土地の購入，建物の建築，デゼ レ ト

産業，監督の倉庫，雇用センター，社会福祉

機関の運営，教会出版物の配送などを行 なう。

しか し，福祉生産事業はこの中に含 まれない。

教会本部の5つ の部門の管理運営チーム と

地域監督はそれぞれ，予算を組み，業務の調

整 を図 り，実績 を調査 し，法律や税制上の制

約 を守 りなが ら，業務を遂行する責任がある。

私たちは， これが非常に大切 な責任であるこ

とを理解 している。

第2に ，地域評議会を通 じて計画の援助 を

与 える。み業 を推進する上で必要な計画 は，

宗務 と実務の双方の指導者が協力 して立 て，

代表役貝の指示の下 に遂行される。時折，技

術 を要する計画があるが，その場合詳 しい計

画はおもに，実務担 当者が立てる。 この中に

は，各部門あるいは各組織に必要な情報 の収

集，物質的な援助の要求に関する調査，印刷

物の要求見通 し，経費節約計画の立案，福祉

事業の物理面の本計画な どが含 まれる。 しか

128



し，決 してこれだけではない。

第3に ，広範 な技術援助 を提供する。例 え

ば，集会所の設計，福祉農場の業務監査，会

員記録制度の確立な どがこれに当たる。

第4に ，いつ， どこで， どの程度の訓練 を

施すか地域評議会で決定 されたことに基づ い

て，訓練を施すの を手伝 う。その際，訓練資

料の準備 と，業務の技術面に関す る教育の両

方で援助 を提供する。

これ らの責任 を果たす時に大切なのは，最

小の経費で最大の効果 をあげ ることである。

このことは，全世界 どこの地域 において も言

えることである。

幾つかの地域 では，すでに私 たちの職 員が

これらの業務 を果た している。これ ら実務担

当者が適切に責任 を果たす時，宗務 の指導者

にかかっている時間や労力の重荷 を取 り除 く

ことができるのである。

例 えば，アイダホ州ボ イシの場合，評議会

の基本である協力 と相互調整の体制 が複合地

区でできあがってお り，この一年間その体制

で運営が速め られて きた。そのために，地元

の福祉面での 自立が 目に見えてよ くな り，生

産物 も7種 類か ら21種 類 と，約3倍 の増加 を

見ている。また，地元でかん詰にされる生産

物 も3種 類か ら11種 類に増 え， それだけ現金

による支出が減 っている。76，000ド ル もあっ

た支出が，現在ではわずか3，000ド ルに減 っ

ているのである。 また，1980年 の計画では，

さらに18種 類の生産物 を増やそ うとしている。

このことによって，監督の供給指示書の中に

含 まれる基本食料品が，44種 類 にもなろうと

しているのである。

また，農場間の生産物の流通 も次第に統合

.されつつある。例えば，福祉プログラムで酪

農業を行 なっている農場 は，干 し草 を作って

いる別の福祉農場か ら必要 な干 し草 を購入す

る。これが効率 よ く行なわれ ると;一 般の市

場で取引きする必要がな くなり，倉庫資源制

度の下で生産された ものがますます 多く使わ

れるようになって くる。 これが行なわれ るよ

うになったのは，ボイシ地域の神権指導者が

自分たちのなすべ き事柄についてビジョンを

持ち，実務担当者の協力を得てその計画を実

施 してきたか らである。計画は実行に移 され，

その結果， 自給 自足という大 きな目標に向か

って着実 な進展 を見 ることができたのである。

先程ベ ンソン会長が， この評議会の全般的

な概 念を説明 して下 さったので，そのこ とに

ついては私がここで繰 り返す までもない と思

う。しか しただひ とつ，合衆国 とカナダにお

け る地域評議会の組織 と，他 の国の地域評議

会の組織 との間に，非常に重大な違 いがある

ことを強調 したい と思 う。管理監督会は合衆

国 とカナダでは地域監督 を任命 しない。その

必要がないか らである。そのた.めに，権 限を

分散 している教会本部の実務部門，例えば福

祉事業部や， あるいは現場での仕事が主にな

る総合施設部 などでは，管理 監督会に より

指名された地域 デ ィレ クターや その担 当者

と，教会本部 の実務デ ィレクターが，代表役

員 と協力 して働 く。合衆国や カナダにおける

これらの担当者は，他の国の地域監督が一括

して負っている同じ義務 と責任 を果 たすので

あ る。

すでに広範な福祉活動が進め られている・合

衆国 とカナダでは，地域福祉活動デ ィレクタ

ーの全貝が任命されるまでドなお数週間 を要

す るであろう。そこで，今現場で業務に携わ

っている人々は現行の報告体制を維持 し，新

しい組織が設けられて，地域評議会 とのつな

が りが明確になるまで，現在の業務 を継続す

るようにお願いしたい。 この大会の後，これ

らの変更が皆さんの地域で どのように行なわ

れ るか，詳しく説明されるこ とになっている。

複合地区と地区の評議会は，複数の地区あ

るいはステーキ部の活動 を管理 し，相互調整

す る。同時に，地域評議会で決定された事項

を伝達 し，実施する。この複合地区 と地区の

組織は，合衆国で も，カナダでも， それ以外

の国々で もまった く同じである。

地域評議会 と複合地区お よび地区評議会と
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の大きな違 いは，複合地区 と地区レベ ルでは，

現在の福祉活動評議会 あるいは委貝会が含ま

れることに.ある。簡単 に言えば，福祉活動に

ついて話 し合われる時はいつで も， ステーキ

部監督評議 会議長 と指命 されたステーキ部扶

助協会会長が正式な一員として評議会の集会

に出席する。合衆国とカナダ以外の国々では，

地域監督は，討議事項 を見計らって，複合地

区評議会 と地区評議会に適切 な実務面の代表

者を出席させ るようにする。

今回の評議会に関す る変更の特筆すべ き点

は，それぞれの地域で優先事項 を判断 して，

それ を進め るための計画を立てられるように

なったことである。宗務 の系統 を通 して指示

されるままに，代表役員は，地域の必要 を満

たすために何 を優先す る必要があるか を明ら

かにする。そして，私 たち実務担当者は， こ

れ らの優先事項 を実施するのである。これは

特に，教会の福祉活動に関 して言 えることで

ある。

ここ数年 間，地元の指導者か らしばしば次

のような質問を受けてきた。「私たちのワー ド

部， ステーキ部，地区では どっいっことをし

たらよいのでしょうか。福祉活動の どうい う

点を強調 したらよいのでしょうか。」ここに出

席しておられる神権指導者の皆 さん も，一度

はこのような疑問を持 ったことがおあ りの こ

とと思 う。 とりわけ，40年 間福祉活動が実施

されてきた合衆国の西部以外の地域のステー

キ部指導者は，そ う感 じているのではないだ

うつか。

福祉活動が広範囲に及ぶ こと，特 に倉庫資

源制度の運営が幅広 いために，かな り入念な

検討が必要である。その上で，計画が正 しい

かどうか，それが主に受け入れ られるものか

どうか主に尋ねてみる必要がある。

大管長会は神権指導者に，地元の教会員の

自立 を促す計画 を慎重に祈 りの気持 ちをもっ

て立てるように と勧告 している。会員が必要

としているものが変わってきたこと，教会の

急速な発展，不確実性の時代， 困ってい る教
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会 員 に援助の手を差 し伸べ るとい う教会の義

務， 自立するように とい う主の戒め， こ.れら

のことを考える時に， このことが特に重要に

なって くる。 しか し， これは秩序正 しく，時

宜 を得 て行なわなければならない。

私たちは中央福祉活動委員会の一員 として，

教会の総大会時や，あるいは全世 界の各地 を

訪れた折に皆 さんにお会いして，皆さんが広

範な福祉活動に積極的に参画 したい と願って

いることをよく知 ることができた。事実，総

大会に出席する大勢の指導者が， この西部 山

岳地帯で実施 されている高度な福祉活動の実

際の姿 を見て，地元でもそれ を行ないたい と

強い励 ましを得て帰 って行 く。 しか し，十分

な計画 を立てずに行な うと，成果が上が らず

に挫折感のみを残 し，結局指導者に とって.も

教会員に とっても大 きな失敗 を招 くこ とにな

る。

もちろん，必要 としている事柄，時機の問

題，あるいは援助手段など状況はそれぞれ違

ってお り，私たちはそのための手段や方法 を

開発 して，皆さんのお役に立ちたいと考えて

いる。

計画の立て方は2段 階あると思 う。つまり，

基本計画 と本計画である。

基本計画は正式の計画ではな く， まずワー

ド部 レベルか ら始 まる。監督はまず，ワー ド

部福祉活動委員会 を確実に開 くようにする。

名前が示す通 り， これはあ くまでも基本計画

であ り，福祉活動委員会 と評議会 を組織 し，

福祉活動に関連 した福音の原則を教 え，個 人

と家族の備えを推進 し，断食献金か ら教会員

に援助を与えることなど，基本的なことのみ

を行 なう。

地域や地区の組織が十分整い，倉庫資源制

度を実施する準備ができている所では， さら

に広範で密度の濃い計画が必要 となる。 これ

.が，福祉活動の本計画である。

福祉活動の本計画は，次のような段階 を踏

んで立てる。

1.福 祉活動の原則を教える計画 を立てる。



2貧 しい人，困っている人，悩 んでいる

人の必要 を明らかにする。

3.こ れ らの必要 を満 たすために教会の援

助手段 を調整する。

この本計画が完全に実施 され るようになる

と，貧 しい者，悩んでいる者の世話 をす る監

督を援助する倉庫資源制度の要素が地域 内に

生まれて くる。(教 義 と聖約52：40参 照)

この本計画の 目的 を達成するための一番良

い方法は，段階的に進め るこ とである。まず

第一段階では，机上に図表 を広げて検討 し合

うといった大局的な話 し合いが持 たれる。こ

の第一段階の計画では， その地域で現在行な

われてい る福祉活動の状況を調べ，今後 どう

なるべ きか，あるいは どうなってい くかにつ

いて記述す る。第二段階はむ しろ，技術的す

なわち運営上の問題である。 この第二段階で

は，地域や ゾーンが 自立できるよ うに倉庫資

源制度 をいつ導入すれば よいか， その青写真

を作る。

この本計画 を実行に移すためには，7つ の

ステ ップが考えられる。宗務および実務双方

の役 員は，地域評議会 を通 じて以下の事柄 を

段階的に行な う。

1.原 則とプログラム とを教 えるための正

式な地域計画 を立て，それを実施す る。

2.地 域の必要 と援助手段の調査 を行な う。

3.監 督の倉庫の在庫 を調べ る。

4.法 律，税制，農業政策等，地元の状態

と制約 とを研究する。

5.宗 務上の管轄 区域 と，工場や施設の設

置予定地を記入 した地図 を準備す る。

6.必 要な事業，施設，活動 を推薦する。

7， 計画案を中央福祉 活動委員会に提出し，

承認 を得 る。

本計画 では複雑な ところは何 もないが，た

だ時問 と努力を要す る。そこで，地域の代表

役員の指示の下に，地区代表 とステーキ部長

は， この福祉活動の本計画 を進め るために必

要な手続きを開始 していただきたい と願って

いる。皆 さんの計画が完全に近ければ， それ

だけ私たちは皆 さんの地域の福祉活動が適切

に実施されるよう協力できるということを御

理解いただきたい。福祉事業部の職員は，い

つ でもお役に立ちたい と願 っている。彼らは

受 け入れ態勢 を整 え，経験 を積み，将来への

展望 を持 っている。 したがって，皆 さんが霊

感 と思いを地元の必要に向け るな らば，やが

て数年後に福祉活動を実施で きるように，指

針 となる青写真が描けるごとだろう。

ここで，その基本計画 と本計画の一例 を御

紹介 したい。

皆 さん方の中には，昨年10月 の大会で，私

が メキシコのベル メヒロ支部 のことについて

述べたの を思い出される方 もおられ ると思う。

支部長 と福祉活動委員会は，福祉活動宣教師

の助けを得て，教会福祉活動 の基本プログラ

ムを支部内で実施する基本計画 を立てた。そ

の結果，教会貝の生活に大 きな変化が見 られ

た。教会員たちは 自分の家屋 にペンキを塗 り，

家畜の囲いを作 り， さらに個 人と家族の備 え

の基本を教 えて健康 を維持す るこ との大切 さ

を生活に取 り入れてきた。

そ して，現在彼 らは教会の礼拝堂 を建てて

いる。それも， レンガ造 りか ら始め，ほ とん

どの仕事 を自分たちの手 で行 なっている。ま

た，ロ ドルフォ ・ウィリアム ・モーテンセン

伝道部長によると，ベルメヒロ支部はすでに

ワー ド部になっているという。ほとんどの家

族が菜園 を造 り，中には蜜蜂 を飼 って蜂蜜を

とっているところもある。さらに，大半の家

族が一年分の食糧貯蔵を始めている。この一

年，改宗者のバプテスマ も急激に増加 した。

これらはすべ て，8年 前に改宗 したカス タネ

イダ監督が，ベルメヒロの人々を福音に添っ

た生活 をす るように導 く方法についてビジョ

ンを持った結果 として起 こったこ とである。

まず教会員の福祉か ら出発 し，徐々に生活の

すべ ての面へ援助の手を伸 ばしてゆ く基本計

画によって， このワー ド部は以前には想像 も
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つかない高さにまで高め られたのである。

ここでもうひ とつ， これ とはまった く違 う

例を合衆国の中か ら拾 ってみ よう。 ジョージ

ア ・アラバマ複合地区では，本計画の7つ の

ステップを実行に移 した。教会本部でその計

画が承認 され ると，福祉活動デ ィレクター と

その事務所を通 じ，ステーキ部の福祉活動.委

員会，ならびにこの複合地区を構.成する2つ

の地区評議会の協力 を得て，直ちにこの計画

が実行に移された。それか ら15カ 月間に，23

の生産事業が行なわれるようになった。以前

は何もなかった所にである。 そして現在，資

金も集ま リ，倉庫 を建築中である。 この倉庫

は，今年の夏の終 わりまでには完成する見込

みである。また，末 日聖徒社会福祉機関 もす

でに開設されている。このため，監督たちも

困っている人々 を助け る適切 な訓練が受 けら

れ るようにな り，聖徒 たち もこのプログラム

に参加す ることによって，非常に大きな安心

感 を覚 えるようになってきた。そして，15カ

月前に抱いていたような怖れを抱 く必要が ま

ったくな くなったのである。⊥は こう述べて

おられる。「もし汝 らに備えあらば怖 るること

なか らん。」(教 義 と聖約38：30)

私 た ちがこれまで実際に日にしてきたよ う

に，神権指導者 と実務担当者がまず，主の望

んでおられる事柄 を理解 し，評議会を開いて

よく計画 を立て，その計画 を実施するな らば，

この現代の予言者の教え も，占代の もの と同

じように必ず実行できるはずである。願わ く

は，私 たちが この大会 を機に， さらに よく自

分の義務 を理解 し，任命された務めを勤勉に

果 たすことができるように。(教 義 と聖約107

：99参 照)イ エ ス ・キ リス トのみ名に より申

し上げる。ア… メン。

大 管長 会 のN・ エ ル ドン ・タナ ー 第 一副 管 長 ， ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンポ ール 大 管長 ，

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー第 二 副 管 長 と十 二 使 徒 評 議 員会 会 員 の エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン

ソ ン， マー ク ・E・ ピー タ ーセ ンの 各長 老(左 よ り)
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「一 切 の 生 くる者 の 上 に 自立 せ ん 」

自分や子孫の上に振 リかかるあらゆる事柄に備え て，

力，活力，能 力，手段を十分 に利用する必要かある

自分の持てる才能，体

十 二 使 徒評 議 員会 会 員

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

私 は本日激 会員の皆さんの前に立ち・警
告 の声を発 したい と思 う。 これは予言者

の声である。なぜ なら，私が話すことは，か

つて私たちの時代 について使徒や予言者たち

が語 ったことだか らである。

それは，オ リブ山上でのイエスのみ声であ

り，バ トモス島でのヨハネの声であ り， ミズ

ー リ州における暴虐 と虐殺の さ中での ジョセ

ブ ・ス ミスの声である。それは，今 にも世の

人々に注がれ ようとしている測 り知れ ない苦

難 と滅亡に備えるよう主の民に呼びかける声

である。

平和 と繁栄の時代はわずかの間であ り，い

つ までもそれが続 くわけではない。前途には

大 きな試練が待ち受けている。過去の悲 しみ

や危機は，来 るべ き出来事の前兆 に過 ぎない。

今や私 たちは，物質的にも霊的に も自らを備

えなければならない。

霊的な備えは，神の戒めを守 り，聖 きみた

まの導 きに従 うこ とによってできるのであ る。

この備 えのある人は，この世 を去った後に，

パラダイスで安息 と平安に就 き， 日の光栄の

王国において究極 の栄光 と栄誉 を受け継 ぐこ

とだうつ。

また，物質的な備えは，主が定められた方

法で地球 の資源 を用いて，生活の必需品 をま

かな うようにす ることによってできるのであ

るげ主は次のように言われた。「あらゆるもの

はわが ものなれば，わが聖徒 らを扶養す るは

わが 目的な り。されどその事 たるや，必ずぬ.
かな

が道に適いて行われざるべか らず。」(教 義 と

聖約104：14-18参 照)

一般に よく言われることであるが，物質面

で人を救 うことのできない宗教は，霊的にも

人を救 う力を持たない。この世における物質

的な必要 を満 たせ なくて， どうして来るべき

世 において霊的な祝福 を得 ることがで きるで

あろうか。

土地や家屋や作物，労働や汗や=苦労， 人間

アダムが顔に汗 してパ ンを食べたことなど(創

世3：19参 照)，物質的な事柄について主は次

の ように言われた。「汝らもし，日の栄の世界

に一つの所 を得んことをわれに願わば，わが

命 じて汝 らに求むるところを行ないてその備

えを為 さざるべか らず。」(教 義 と聖約78：7)

そ して主は，教会 とその会員に，福音の律

法に従 って物質的な 「備 えをなし且つ組織」

す るように命 じられた。さらに次のように言

われた。「これ，汝らに如何なる銀難下 るとい

えども，わが摂理によ りて 日の栄 の世 界の下

に在る他の一切の生 くる者の上にわが教会員

の自立せんがために して， また，汝らが来 り

て汝 らのために備 えられたる冠 を得て， 多く

の王国の統治者 とせ られんためなり。」(教 義

と聖糸勺78：1L14-15)

福 音 をもたらす教会 と同様，福音を受け入

れた聖徒 も， この世のあらゆる権力に左右 さ

れることな く，主を畏れか しこみ，霊的にも
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物質的に も自らの救いを全 うす るようにすべ

きである。

しかし，銀難が間近に迫っていることを忘

れてはならない。戦争が国か ら国へ と広がっ

てすべての国々 を覆い，武装 した2億 人の兵

士が♂・ルマ ゲ.ドンに集まるであろ う。

廷 ：髄 から平廻 興2 、孝.らμ・殺 「)くの

天使が働 き始めている。殺 りくの天使の剣は，

丑三示旦¢!君グ来 与れ で.悪∠へを1球犀.し.，..太ヤ∴なる

福千年の到来を告 げられ る時まで， さや に納

められないであろう。

地震や洪水や飢饅が起 こり，津波が押 し寄

せ，雲は雨 を降 らせず，地の作物は枯れてし

まっことだろ っ。

伝染病，疫病，疾病が蔓延 し，死 を招 くで

あろう。また，激 しい苦悩が地 を覆 い，荒廃

を招 く病気が全地に広がるであろう。あぶは

この世に住む人々に とりつ き， そこにうじを

生じさせ，「人々の……肉は骨よ り離れ眼は落

ちくぼむ。」(教 義 と聖約29：14-20参 照)

ガデアン トン流の強盗団がすべての国々に

横行 し，不道徳 な行為や殺人，犯罪が増加す

るであろう。 また，兄弟同士争 い合 うような

状態 となるであろう。

これらの事柄 について， これ以上 説明する

必要はないであろう。私たちは聖典 を調べ る

ように命 じられている。聖典には，これ らの

事柄がはっきりと記されてお り， これらの事

柄は必ず現実 となることだろう。

和平条約 を結ぶ外交官によって平和が得 ら

れる，入類が平和に暮 らして神 の戒めを守る

ようになれば福千年 が来る，予 言された末 日

の災いや破滅は何 らかの方法で回避 できる，

これらはいずれ も現代におけ る悲しむべ き邪

説である。

私たちは平和を宣言 し，戦争を避け，病気

を癒 し，天災に対 して備 えるために全力 を尽

くさなければならない。 しか し， そのよ っに

力 を尽 くして も， なお来 るべ き出来事か ら逃

れ ることはできないであろう。

自分の知識 を吟味 し， 自分に与えられてい
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る光 と知力を働かせ て，個人 として， また教

会 として私たちは備 えなければならない。自

分や子孫の上に振 りかかるあ らゆる事柄に備

えて， 自分の持てる才能.体 力，活力，能力，

・手段 を十分に利用する必要があるのである。

悪人が滅ぼ される世の終わ りの時まで，世

の邪悪な状態は続 くであろう。私たちは この

世 の中で引き続 き暮 らさなければな らない。

しか し，主に助けを求めるならば，世の もの

とはならない。私 たちはあらゆる種類の肉欲

や世欲 を克服するように努め る。そ して，す

べての入に，バ ビロンか ら逃れて教会に加 わ

り，末 日聖徒 として生活するように勧め るも

のである。

至高者の聖徒 として，私 たちは 「日の栄の

下に.在ゑ他の二 翅俊生 ≦.る.者の上に∵.∴自立」

(教義 と聖約78：14)す るよう努める必 要が

ある。私 たちの望む ことはただ，罪の束縛か

ら解放 され，暗黒の鎖を断ち切 り，世の人々

の上 に立ち，高潔な生活 を送 ることである。

常 に主 を信頼 し，世に染まるこ とな く， 自

立 しなければならない。神か ら授か った自由

意志を働かせ て，経済的，物質的な問題 を解

決するようにす ることが必要 である。

私たちは今働 くためにこの世にいる。長 時

間，一生懸命に，勤勉に働 き，背中が痛み，

筋肉が疲労 して固 くなるまで一 日中働 くので
ち ト　

ある。この死すべ き試 しの世 では，元の塵に

帰 る日まで，顔に汗してパ ンを得なければな

らない。

労働は人生の律法 であ り，末 日聖徒の生活

を支配する原則である。体力が続 く限 り， 自

活するという責任 を他の人に委ねてはな らな

い。施 しは悪に満ちている。勤勉，倹約， 自

立は，救いに不可欠な要素である。'

私 たちは自分自身の健康 を管理 し，畑に種

をまき，食糧 を貯蔵 し， 日常生活の諸事 を処

理するために教育 と訓練を受 けることが必要

である。霊的に も物質的にも， 自分 自身の救

いを全 うできる人間は， 自分以外にいないか

らである。



私たちは，家族の必要 を満たすためにこの

地上にいる。妻は夫 に，子供は両親に，年老

いた両親 は子供に，兄弟や親戚はそれぞれ互

いに扶養 を求め る権利があるのである。

教会の 目的は聖徒 の自活を促 し， また必要

に応 じて食物や衣服，他の必需品を作 る助け

を与 えることである。これは，聖徒 が施 しと

いうバ ビロンの悪に頼 ることのない ようにす

るためである。貧 しい人々を助 けるために，

教会は農場 を経営 し，ぶ どう畑を作 り，酪農

場や工場 を経営す るなど，多 くのことを行な

っている。いずれも，世 の悪の力か ら自立す

るためである。

いつ末 日の災害や苦難が，私たち個 人の上

に，あるいは聖徒の群れの上に注がれるか，

私たちは知 らない。それ らはすべて，死すべ

きこの世 で受ける試練 と経験の一部である。

しか し，主は故意に再臨の時 と，それに先立

つ銀難の訪れ る時を私たちに知 らせ るこ とを

控 えてお られ る。そして，主は私たちに， 目

を覚 まし，常に備えているように とだけ告げ

てお られ るのである。

私たちが最善 を尽 くして将来起こるこ とに

備えるならば，主は私たちに必要なものを与

えて助けて下 さると，私 は確信 している。

主はイスラエルが飢えのために滅 びること

のないように，40年 の間，週に6日 ，天か ら

マナを降 らせ て下 さった。ところが， カナ ン

の地 で焼いたパ ンを食べ られるようになると，

翌 日か らマナは降 らな くなった。そ して， 自

分の手で食物 を得 るように求め られたのであ

る。(出 エ ジプ ト16：3-4，35参 照)

また，荒野にいた40年 の間， イスラエルの 一

人々が身に付けていた着物 と，足に覆いてい

た くつは古びなか った。 しか し，約束の地に

到着す ると，主は彼 らに， 自分の着物は 自分

で作 るように命 じられた。(申 命29：5参 照)

エ リヤ(エ ライジャ)の 言葉により， イス

ラエル全土に飢饒があった時，主が再び地の

表に雨 を降らせ て下さるまで，や もめの家の

かめの粉は尽 きず，びんの油は絶 えなか った。

(列 王 上17：10-16参 照)イ エ ス の 次 の 言 葉

は 注 目'に値 す る 。 「そ こ に は 多 くのや もめ が い

た の に ， エ リヤ は … … ひ と りの や もめ に だ け

つ か わ され た 。」(ル カ4：25-26)

来 るべ き滅 亡 の 日に す べ て の 聖 徒 が 救 わ れ

るとに断言で き.な℃飢L々 レ，.とこで申 し上

げ られる.のは，.主を愛 し，主から命 じられた

すべてのことを行なお うと努めている人々以

外に，安全や保護を約束 され る人はいないと

いうことである。

例えば，将来確かに訪紅るであろう原水爆

の大破壊から個人や集団を守れるのは，信仰
バ の や ド コ 　　ヒ　いゆ　　 　 　 　

の友惹剛勧 権能を除竺て即}に ない・
そこで，私たちは警告の声 を挙げて申し上

げるのである。「警戒 しなさい。備えなさい。

目を覚 まして準備 しなさい。」徒順 と「数 と正

義以 外に安全な道はない。

主は次のように言われた。「主の責罰は夜と

な く昼 となく来 り，またその風説はすべての

人々を悩すべ し。誠にそは，主の来るまで止

め らるることなか らん。……

さ りなが ら，シオンもしわがすでに命 じた

るところを何にてもすべて守 り行わば免れん。

され ど，シオンもしわがすでに命 じたると

.ころを何 にて も守 り行わ ざる時は， われ激 し

き苦悩，疫病，災，剣，応報および焼尽す火

をもて，すべ てシオンの為 したる業に従 いて

これを報 いん。」(教 義 と聖約97：23，25-26)

父 な る神 よ，旋風のごとく全地に来る難難

の 日に，平安 と安全 と保護 とを私たちに与え

た まえ。

悪の力を退け，私たちの前に道 を開き，汝

の民を個 人として，教会員 として， 日の光栄

の世 界の下にある他の一切 の生 くる者の上に

自立させ たまえ。

私たちを汝の愛のみ腕の中に永遠に抱 きか

か え，私たちに，汝の王国における永遠の救

いを得 さぜ たまえ。

イエ ス ・キリス トのみ名により.申し上げる。

アー メン。
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教会福祉の基本

主は断食献金を惜しみなく納めるように言われた。これを行なう者には豊か

な報いが与えられる

第 二 副 管長

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

私 はこの集会で・教会福祉の基本につレ'て
話す責任を与えられた。皆 さんは，マ ッ

コンキー兄弟の説教 をお聴きになって，教会福

祉の基本が よくおわか りになったことと思 う。

自らの労働に よって生活す るように という

のが，教会福祉の基本である。主 は，私 たち

の始祖に言われた。「あなたは顔に汗 してバン

を食べ，ついに土に帰る」(創 世3：19)と 。

私たちは世の方法 を取捨 して，生活必需品

の支給 を政府に求め るとい う，世間7般 に.見

られる態度を拒絶 しようではないか。この慣

例が， もしも全面的に取 り入れ られ ることに

でもなれば， 自由社会 は隷属社会に変 わって

しまうことだろ う。労働の大切 さを教 える福

音を擁護 しようではないか。そ して， 自立 し

よう。救いは個 人の問題であり，集団の救 い

などあ り得 ない。ある人々は，パ ウロの次の

言葉 を誤って理解 している。「あなたがたの救

われたのは，実に，恵みにより，信仰による

のである。それは，あなたがた 自身か ら出た

ものではな く，神の賜物である。決 して行 い

によるのではない。」(エ ペ ソ2：89)こ

の聖句か ら，行 ないすなわち労働は不必要で

あるとい う誤った解釈牽している人がいる。

しか し，ニー ファイは次のように真理 を語

った。「人が最善 をつ くしてはじめて，神のめ

ぐみにより救われる。」(IIニ ーフ.アイ25：23)

イエ ス ・キリス トの腰いの血の効力を自分

自身に招いて救いを得るには1最 善 を尽 くす

ことが必要である。政府の施 しを受けていて

は，真珠の門を くぐることはで きない。 また，

だれかの助けを当てにしている人も， その門

をくぐることはできないのである。

したがって，教会福祉における行動 の第一

の原則は，できるだけ自挿する ことである。

第二の原則は，家族が団結 して，互 いに支

え合 うことである。両親は子供 を扶養するよ

うに神か ら命 じられてお り，子供たちは両親

を養 う責任 を課せ られている。

しかし，戸活できず，家族か らも援助 ..を受

けられない教会員には，教会福祉の第三の原

則が適用 され る。すなわち，神が命 じてお ら

れるよっに，教会員がその ような人を援助す

るのである。

福音の神権時代ご とに，主は聖徒たちにこ

れらの原則を教 えられた。

ここで私は， 自活す ることの大切 さについ

てお話 したいと思 う。 多分皆 さんは何回 とな

くこのことを耳にされたことだろ う。皆 さん

は.，過去のいかなる時代に も増 して，生活物

資の不足す る日に対する備 えを今十分 に行な

っておかなければならない。その 日はやがで

来 る。私は，その 日があまり速 く来ないよう

に願っている。 自分の生 きている間に来ない

ことを願っている。 しか し，遅かれ早かれそ

の 日は来ることであろ う。

た とえ数年前ほど， 自給の大切 さについて

多くの ことを聞かな くなったとして も，決 し
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てこの ことを忘れてはならない。それは，聖

徒たちがこの盆地に到着 して以来，ずっと教

えられて きた基本原則だか らである。私たち

は，収穫の 日に，次の収穫 日まで自給できる

だけの物 を蓄えるように勧め られている。欠

乏の時代に 自給できるだけの備えをしていた

だきたい。

私は， どのようなことが起こるか知 らない。

私に次のように尋ね る人がいる 「どうすれば

よいのでしょう。もし私たちが一年分の貯蔵

をしても，他の人々が しなければ，貯蔵品は

一 日でな くなって しまいます
。」確かに，貯蔵

品が尽きれば終わ りである。 しか し，私 はそ

冗、のよ.うな心配をしていない。主か ら告げられ

たことを行ないさえすれば，主は必ず私たち

に必要.な助けを与えて下さるであろ う。
.主はイスラ

エルの民にエ ジプ トの地 を出る

ように告げ られた。そして，御存 じのよりに，

彼 らはエジプ トを出た。 しか し，彼 らが紅海

にたどりついた ところで，パロの軍隊に追 い

付かれた。 どうした らその軍隊か ら逃れるこ

とができるか， イスラエルの民は思い悩んだ

ことであろう。彼 らにはその方法が分か らな

か った。 しか.し，主は御存 じであった。その

時が来ると，主はモーセに言われた。「あなた

のつえを上 げ……な さい。」(出 エジプ ト14：

16)モ ー セがつえを上げ ると，紅海の水が分

かれて乾いた地が現われ，イスラエルの民は

ひとりの命も失われずにその海 を渡 った。 も

し彼 らが主か ら命 じられたことを行なってい

なければ，その ように守 られ，救われること

はなかったであろ う。

主から告 げられたことを行 なお うではない

か。そ して，主 を信頼 しよう。そ うすれば，

欠乏の時代にも，主は私 たちに必要 な助け を

与えて下 さるであろう。

主か ら告げられた大切 な戒めのひ とつ に，

惜 しみな く断食献金 を納めることがある。 こ

の戒めを守る者には，物心両面の豊かな報い

が与 えられることを知 っていただきたい。主

が言われるように，私たちの祈 りが答え られ

るか否かは，貧 しし}人々に寛大であるか どう

かに よる。イザヤの時代に，主はこのことを

明らかに された。当時，人々は次の よっに不

平 をもらした。「われわれが 断食 したのに，

なぜ， ごらんにならないのか。われわれがお

のれ を苦 しめたのに，なぜ，こぞんじないの

か。」(イ ザヤ58：3)す る と主は答 えて言わ

れた。

「この ような ものは，わた しの選ぶ断食で

あろうか。人がおのれを苦 しめ る日であろう
あ ヒ

か。そのこっべ を葦のよっに伏せ，荒布 と灰

とをその下に敷 くことであろうか。あなたは，

これ を断 食ととなえ，主に受け入れられる日

と， となえるであろうか。」(イ ザヤ58：5)

私 たちは どうであろうか。断食をする時に，

顔をしかめていないだろうか。今に も飢え死

に しそうな顔をすることはないだろうか。古

代のイスラエルの民に，主は次のように問い

かけてお られる。

「わた しが選ぶ ところの断食は……飢えた

者に，あなたのパンを分け与 え， さす らえる

貧 しい者 を，あなたの家に入れ，裸の者を見

て， これに着せ，……などの事ではないか。」

さらに主は言われる。

「そうすれば
，あなたの光が暁の ようにあ

らわれ出て，あなたは，すみやかにいや され，

あなたの義はあなたの前 に行 き，主の栄光 は

あなたの しんが りとなる。

また，あなたが呼ぶ とき，主は答 えられ，

あなたが叫ぶ とき，『わたしはここにおる』と

言われる。……

飢 えた者にあなたのパンを施 し，苦 しむ者

の願いを満ち足 らせ るな らば， あなたの光は

暗きに輝 き， あなたのやみは真昼のようにな

る。」(イ ザヤ58：610)

これ らの比類ない祝福について考えていた

だ きたい。すべては，貧 しい人々に惜 しみな

く与 える人へ の約束である。

「主は常にあなたを導 き，良き物をもって

あなたの願いを満ち足 らせ，あなたの骨を強

くされる。あなたは潤った園のように，水の
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絶えない泉のようになる。」(イ ザヤ58：11)

モル モン経の偉大な予言者，ア ミュレクの

教えによれば，祈 りが答えられるか否かは，

貧しい人に寛大であるか どうかによる。 この

偉大な予言者は，アルマの伝道中の同僚であ

る。アルマ書第34章 に記されている彼の説教

は，モルモン経の中で最 も偉大 な説教のひと

つに数 えられている。彼はキリス トの贈罪に

ついて語った後，次の ように述べている。
「それであるか ら私の兄弟 らよ

，ねがわ く

はあなたたちが悔改め を生ずる信仰 を起 し，

神が 自分たちを憐み たもうよう，神の御名に

よって祈 り始め ることを神が許 したまわんこ

とを。」(ア ルマ34：17)

こ こでア ミュレクは，美 しい言葉で祈 りに

ついて教 えている。

「家に居る時はあなたの家族全体について

朝 も昼 も晩 も神 に祈れ。……

一切 の義 しいことに敵対す る悪魔 を防 ぐこ

とができるように神に祈れ。

あなたの田畑の収穫が豊 であるよう，その

作物について神 に祈れ。……

こればか りではない，あなたが一人で部屋

に居るときも，秘密の所に居る ときも， また

野に居 るときも心にあることを うち明けて祈

れ。

声 をあげて主に祈 らない時でも， 自分の為

また 自分の まわ りの人々の為 を思ってたえず

心の中で主に祈れ。」(ア ルマ34：21，2324，

2627)

さて， このように祈 る入々は極めて善良で

ある と考える人が いるか もしれない。 しか し，

ア ミュレクはもうひとつ大切な資格 を付け加

えている。
はらから

「私の愛する同胞よ
。これで満足だ と思 っ

てはいけない。たとえこれらのことをみな行

っても， もしも貧 しい者や着る物のない者の

願いをことわ り，病んでいる者，あるいは悩

んでいる者 を見舞わず，持物があ りなが らそ

の幾分 を貧 しい者に施 さないならば，あなた

たちの祈 りは空 しくなってその効果はな く，
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またあなたたちの神 の言葉 を否定する偽善者

のようになるであろう。

それであるから， もし忘れずに慈善 を行わ

ないならば，あなたたちは金銀 を精製す る人

たちに(価 がないから)棄 てられて，人の足

で踏 まれる鉄かすのような者である。」(ア ル

マ34：2829)

貧 しい人に寛大でなければ， この ような恐

るべ き結果に見舞われるというこ とは，何 と

も驚 くばか りである。旧約聖書やモルモン経

の聖 句には拘束 された くないと考 える人は，

教義 と聖約から引用する次の聖 句を考 えてい

ただきたい。

教義 と聖約第104章 か ら数節をお読み した

い と思 うが， その前に，その聖 句の内容につ

いて御説明 しよう。ここで主は，地球が御 自

分の ものであることを宣言され，私 たちが主

から離れて独 自に管理 したり所有 した りでき

ないと述べ てお られる。貯蓄や債券の額が ど

れほ ど多 くても， また所有する土地や財産が

どれほどあっても， それらはすべて私たちの

ものではない。主のものである。さらに主は，

私たちにすべての祝福を授け，それ らを管理

する責任を与えると言われ る。主の 目的は聖

徒たちを扶養す ることにある。 しか も，主の

方法 で行なうように，主は求めてお られる。

その方法 とは，持て る者が持たない者に与え

ることである。主は私 たちを管理の職 に任 じ

るにあたって，私たちに 自由意志 を与 えて下

1さ っている。これらの祝福 .を受けていなが ら，

貧 しい人々に自分の持 ち前 を分かつことを拒

む時， その人は どこに行 くのか，主はそれを

告げてお られ る。.では，その啓示 を読 んでみ..

よ っ。

「そは
， わが生 くる者の為に造 りて備 えた

つかさ

るこの世 の幸福 を掌どる者 として，すべ ての
せき

人をしてその責に任ぜ しむるは主なるわれ必

要 とす るところなればな り。

主なるわれは諸々の天 を拡げ， わが手つか

ら創れ るもの，すなわちこの地を築 きた り。

されば， その中にあるよろずの ものはわが も



のな り。

あらゆるものはわが ものなれば，わが聖徒

らを扶養す るはわが 目的な り。
かな

され どその・事たるや，必ずわが道に適いて

行われ ざるべか らず。見 よ， この道は主なる

われ，わが聖徒 らを扶養するため命 を下 した

るところにして，貧 しき者は高 くせ られ， そ

れにて富め る者 は低 くせ られんことな り。

地は物に満ち足りて余 りあり。然 り，われ

よろずの物 を備 えて人の子 らにこれ を与え，

人各々 を自由意志によ りて動 くもの となす。
なにぴと

この故に， もし何人たりともわが造 りし多
おきて

くの物の中より取 り，わが福音 の律法に従 い
と ロ ま え

てこれ を貧 しき者乏 しき者 に自己の取前 をわ

かつことをせ ざる時は，悪人と共に地獄に落
み

ちて苦悩 を受け目を挙げて望み視ん。」(教 義

と聖糸勺104：1318)

この 啓示は，私たちへの指針 としてこの神

権時代に与 えられた ものである。 この啓示に

照 らして考 えた時に，貧 しい人々に 目をくれ

ずにいて，主の祝福を受けられるといえるだ

ろっか。言 えるわけが ない。主に従わなけれ

ば，罰が科せ られるであろう。

教会福祉の原則 と意義について， もうこれ

以上話す必要はない と思 う。次に，神権指導

者の果たす責任について少 しだけ申 し上げて

お きたい。

実施

今朝皆 さんは，神権評議会について簡単に

説明を受けた。 これは何 ら新 しいものではな

く，その適用範囲をステー キ部 レベ ルか ら中

央レベルの間に拡 張したに過ぎない。私は長

年 の間，各地の教 会を訪れて， ステー キ部長

と共に地区の福祉集会に出席す る特権 を得た。

この集会が地区や複合地区 レベルの問題を処

理す るのに どれほど大切か，私は十分承知 し

ている。福祉に携わる多くの人々がすでに何

年間 も行なって きたことが，今朝，正式に承

認されたのである。私たちは確かに長年福祉

の仕事 に携 わってきたが， まだ行なわなけれ

ばな らないことはた くさんある。そこで，地

区，複合地区，地域 の評議会は福祉活動 をど

の ように確立 したらよいか，その方法を提案

したいと思 う。

最初に申し上 げてお くが，教会の 多くのプ

ログラムは大管長会か ら宗務 あるいは実務の

指導者に割 り当てられる。けれ ども，福祉活

動は どちらか一方にだけ割 り当てることはで

きない。

福祉活動は， 中央福祉活動委員会 より運営

の指示 を受ける。この委員会は，大管長会，

十二使徒定貝会，管理監督会，中央扶助協会

会長会，および福祉事業部の実務デ ィレクタ

ーによ り構成される
。また福祉活動は，管理

監督会の指示の下に実施 される実務的な活動

に似ているので，福祉事業部は管理監督会 を

経由 して中央福祉委員会に報告す る。しか し，

福祉事業部は，福祉活動で重要な役割 を果た

す宗務および実務の指導者の援助機関を務め

る。

代表役員の役割

地 区の代表役貝の皆さんは，鼓舞 し，計画

し，方針か らはずれないように見守ることに

よって，担当地域の福祉活動が順調に実施 さ

れるようにしていただきたい。また，地区代

表が福祉活動 の原則 と実施 についてよ く理解

で きるように訓練を施す責任 もある。この訓

練 を効果的に行な うには，管理監督会 と福祉

事業部の援助 を仰 ぐことである。 これらの組

織には，今朝ここで提示 された各評議会のレ

.ベ ルで，代表役員 と協 力して働 くようにすで

に依頼 してある。

十二使徒定員会 と七十人第一定貝会会長会

か ら与えられる指示に従えば，あなたの管理

するすべての地域で，福祉活動 の偉大な成果

を期待できるであろう。

地区代表の役割

地区代表の皆 さんは，福祉活動プログラム

につ いて教え，その実施 を促す大切な責仕 を
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負っている。

皆さんは，宗務の指導者，特に代表役員か

ら，教会福祉活動の原則 と教義について教え

る際に指導 を受ける。皆 さんには直接運営に

携わる責任はないが，地区や複合地 区の福祉

活動担当者に協力す る必要がある。

皆さんは， 第1回 の正式な地区評議会 を召

集すると同時に，担 当地 区における福祉活動

の責任者 となる。そして，地 区福祉活動 主任

と協力して，代表役員の指示通 りに福祉活動

を運営 しなければならない。そのようにす る

時に，霊的に深い満足感 を味 わうであろ う。

私は，教会福祉活動 の実施にあたって，地

区代表が きわめて重要な位置を占めているこ

とを強調 したいと思 う。地区代表の働 きいか

んで，担 当す るステーキ部の福祉活動プログ

ラムは，成功 もす るし，失敗 もするのである。

ステーキ部長 と監督は長年，ステーキ部や

ワー ド部で福祉の基本原則 を教え，実施す る

大 きな責任 を果た して きた。これ らの方 々の

働 きは，今朝発表された新 しい組織 を通 じて，

大いに高め られるべ きである。特 に監督の皆

さんが， これか ら数 カ月先，あるいは数年先

に， この福祉活動 において大 きな成果をあげ

て一ドさることを期待 している。

私たちすべ ての者が各 自の義務 を一生懸命

に果た し，教会福祉活動プログラムを実施 し

て， これを生活に取 り入れることができるよ

っにへ りくだって祈るものである。これ らの

こ とを私 たちの瞭 い主 イエス ・キ リス トのみ

名によって申し.Lげ る。アー メン。

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー 第 二 副 管 長
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福祉活動の原則を適用する

地区と地域の評議会か設立さ'れた 目的は，ステーキ部やワー ト部における教

会の業を促進することてあリ，また特 に家族を助ける ことである

大 管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

愛 する兄蜘 妹の皆さん激 会の総大会}よ
人々の胸に何 と大 きな喜びを与えること

だろう。今 またこの会で皆 さん と共にみたま

の導きを感 じ， また皆 さんの熱意 と力に触れ，

皆 さんがこれ まで行 なってこられた業 と成果

を伺い知 ることができ，心か ら感謝 している。

1970年 代 の この10年 間に，教会は著 しい発

展 を遂げてきた。主はこの教会に祝福 を.与え

て下さってお り， この教会の発展は今後 さら

に加速 されることだろう。今朝，数名の教会

幹部の方々か ら説明が あったように，神権評

議会が地域や地区 レベルにまで拡張 されたの

は，このよ うな教会の発展に則応 できるよう

にするためである。

主は啓示 を下 して， この変化 と発展に対応

できるように，教会の神権組織 を備えて下さ

ったのである。そのこ とにつ いては，すでに

十分に説明があったので，改めて詳 しく述べ

る必要 もないと思 う。 しか し， きょうの発表

の先例 となる出来事 を教会歴 史の中か らひと

つ 引用 して御紹介 したい。

「きょうの午後
，十二使徒会は評議会を開

き，一 同が告 白す る機会 を設けた。……私た

ちの別れる時が近づいて きた。この次いつ会

えるか，それは神のみが御存 じである。そこ

で私たちは，私たちが予言者，聖見者 として

認めている人に尋ねた方がよいと感 じた。そ

うすれば，彼は私 たちのだめに神に尋ね，啓

示を受 けて下 さるであろう。そして，(そ の啓

示が変わらない限 り)私 たちは別れる時，そ

の啓示に従えば よい。そうすれば，私たちの

心は慰められるであろ う。……まことに大い

なる啓示 を与 えて下さるようにお願いした。

啓示は，私たちの心 を広げ，苦難の中で私た

ちを慰め，暗黒の力の真っただ中で希望 の光

を投げかけて くれるか らである。」(伍sの η

げ'加 α 協醜 「教会歴史」2：20910)

この 要請に応えて，予言者 ジョセブ ・ス ミ

スは主に伺い，現在の教義 と聖約第107章 に

あ る啓示を受 けたのである。

「十二使徒会は，巡回管理高等評議員会に

して，教会の大管長会の指揮下に於て，天の
さだめ かな

制に適 うよ う主の御名によりて職務 を行 う。

すなわち， これらの者は教会を設立 し， よろ

ずの国民に於ける教会のあらゆる事務 を整理

し，まず異邦人より始めて次にユダヤ人に及

ぼすべ き者たちなり。

『七十人』は十二使徒会すなわち巡回高等

評議員会の指揮の下に教会 を設立 し，またよ

ろずの国民に於け る教会のあ らゆる事務 を整

理す るに主の御名によ りて行い， まず異邦人

より始めて次にユ ダヤ人に及ぼすべ き者たち

な り。」(教 義 と聖約107：3334)

つ ま り，十二使徒会は，教会の大管長会の

指示の下に主のみ名によって職務 を行なう。

そ して，七十 人は，'十二使徒会の指示の下に

その職務 を果たすのである。 またこの啓示に

は、 主のみ業で必要 とされる時に，地区代表
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やその他の人々が備 えられることも述べ られ

ている。

「然るに十二使徒会に も 『七十人
』に も属

せざる他の教会職員は，すべての国々を巡回

する責任 を有することなし。 されど事情の許

すか ぎりは巡回すべ きものな り。而 して教会

に於て重要に して責任あ る地位 を有す ること

を得。」(教 義 と聖約107：98)

主 は，神権による教会の管理 を完全な もの

とす るために，「監督職 に就 けるすべての事務

を処理する」方法 と，王国の実務 を行な う方

法を示 して下さった。(教義 と聖約82：12参 照)

再 び，教義 と聖約第1d7章 を読んでみよう。

「そは監督の職は
，すべてこの世 に属す る

ことを執 り行えばな り。……

さりなが ら， メルケゼデ クの神権 の大祭司
つ

は，真理 の 『み たま』によ りてこの世に属け
も っ

る知識を有つ故に， この世に属けることの奉

仕 をなすために特に任命せ られ得べ し。

またこの大祭司は，イスラエル人の中の判

士となり，教会の事務 を執 り……」(教 義 と聖

糸勺107：68，71-72)

ここ数年の問に， この啓示された方法 はま

すます よく応用 され るよ うになってきた。そ

して今 日私たちは，全世界の国々に教会 を打

ち建 てるために この啓示 をどの ように適用す

るか，その方法 をさらにはっきりと理解 しな

ければならない。世界の動 きを見てみると，

王国の諸事を処理す るこの方法は現実に則 し

ているだけでなく，数年後には必ず必要 とさ

れるものである。』

このように王国が組織されると，十二使徒

定員会の兄弟たちは教会 を巡回 し，必要な秩

序 を打ち建 てることがで きる。 しか し，従来

行なっていたようにプログラムや各部門の管

理の責任は負わないのである。各部門やプロ

グラムの指導 と管理 は，今後，七十人第一定

員会の教会幹部 の仕事になるか らである。ま

た，七十人第τ定員会の兄弟たちは，管理監

督会および教会の実務部門か ら積極 的かつ有

能な支援 を得ることがで きる。これ らはすべ
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て， 私たちが一致協力してさらに前進 し，か

つてなか ったほどの速度で歩みを速めてゆ く

ためである。

地区 と地域に神権評議会 を設立 した目的は，

ステーキ部やワー ド部における教会の業を促

進することであ り， また特に家族 を助けるこ

とである。兄弟姉妹の皆 さん， このことを御

理解 いただきたい。

ステーキ部長の皆 さんには，今回の発表が

皆 さんの肩の重荷を幾 らかで も軽 くするもの

であることを理解 して下 さるように願ってい

る。これ らの責任の大部分は今後，地区代表

に移行 され，皆 さんは 自分のステー キ部の諸

事に全力を傾注できることになった。そこで

このことを踏まえた上で，福祉活動 を含む教

会の諸活動 を管理，指導するステーキ部長の

義務 と特権 について少 し述べておきたい。

ステーキ部長の仕事 を印象深 く感 じた最初

の模範は，私 の父，アン ドルー ・キンボール

である。父は1898年 か ら1924年 まで，実に26

年 半もの間，シオンのセ ントジョセブ ・ステ

ーキ部の部長 を務めた
。このステーキの名前

は，殉教 した予言者の栄誉 をたたえて付けら

れたものである。家族はつ ましい生活 をして

いたが，父は， どの ように貧 しい人々の世話

をすれば よいかを監督に教 えただけでな く，

しば しば苦難にあえぐ人々を自ら助けていた。

その ような人々に対す る父の献身は，かつて

ジ ョセブ ・F・ ス ミス大管長が授けて下 さっ

た祝福の成就だ と私 は思 う.。父はジ ョセブ ・

F・ ス ミス大管長から， ヒープ盆地の人々が

やがて父 を，「親を慕 う子供」のように慕って

くるであろ うとの約束 を受けていた。 もちろ

ん，当時の私には，父の行なっているこ とが

すべて理解で きたわけではない。けれ ども，

父が示 して くれた模範は， どのステーキ部長

にも必要なことだ と思った。

父は自分が説 くことを自ら実践 した。 ただ

人々に， 自給 自足をするように と説 くだけで

はなかった。私たちはいつ も家族 として模 範

を示す ように教 えられた。.私たちは 自分たち



の食糧のほとんどすべて を自分たちの手でま

かなった。父はいつ も菜 園の手 入れ を して

いた。食物 を得，素晴らしい香 りを与えて く

れ る菜園の手入れ をした。私はよ く水を くみ，

菜園に水 をや った。そのほか，牛の乳しぼ り

をした り，果樹園の木を刈 り込んだ り，囲い

の修理 を手伝 った りした。私には兄がふ たり

いたが，彼らはいつ も簡単な仕事 をして，い

つ も大変な仕事を私に回した。 しか し，私は

不平を言わなかった。その結果，私は体が強

くなった。

私 もまた， ステーキ部長 として奉仕す る特

権に浴した。1938年 に セン トジョセブ ・ステ

ーキ部か ら分かれてで きた，マウン トグラハ

ム ・ステーキ部の最初のステーキ部長に召 さ

れたのである。ステーキ部長 の皆さんが経験

してお られるように，私 もまた，苦難 を負っ

ている人々と悲 しみや喜 びを共に して きた。

1941年9月 の洪水のこ とを，私は今で もよ

く覚 えている。ステー キ部大会の開かれる週

末に雨が降 り続いた。そ して， ステーキ部大

会の翌 日，つ いに ヒープ川は氾濫 し，ア リゾ

ナ州のダンカンとその一帯に洪水が起 こった。

私は，聖徒たちが早急に必要 なものについて、

第一副ステーキ部長のバー ノン ・マ クグラス

兄弟 と話 し合 い，直ちにサ フォー ドにあるス

テーキ部合同の福祉倉庫から物資 を車に積ん

で，60キ ロほ ど離れたダンカンに向か った。

私たちはその地 に到着する と，必要な手配を

整えた後，車では橋が危ないということで，

バーデンまで13キ ロの道の りを歩いて行った。

私は，洪水で破壊 した家や農地の荒れた様を

見た時，まった く悲 しくなって しまった。し

か し， それか らの数週間，私はステーキ部長

の在任 中で最：も充実 した経験 をす るこ：とがで

きた。私たちは高等評議員会 とワー ド部監督

会の力を得て，再建に乗 り出した。福祉倉庫

か らの支給品と地元の人々の労働 によって，

再建工事 を開始 した。地域の聖徒 たちは素晴

らしい献身振 りで，私たちは結局， 中央福祉

委員会 に援助 を要請 しなかった。地元の力だ

けで処理 したのである。

これ とほぼ時を同 じくして，教会員に，経

済的な自立を図 り，負債 を避け るように と切

に助言したことを覚 えている。私が召された

時は， まだ大恐慌の余韻が残 っていた。当時

はまだ個人 と家族の備え とい う呼び方は して

いなかったが，私たちはステー キ部内の聖徒

たちに， 自分の必要は 自分で満たす ように と

教 えた。 多少言葉の違いはあったが，私たち

はすでに労働， 自立，愛，奉仕，奉献，管理

の基本 原則を説いていた5

私 は 自らこのような体験 をしたこともあっ

て，1936年 に福祉活動が再び強調されるよう

になって以来，教会が このように大 きな発展

を遂げてきたことを思 うと感慨無量である。

自分の過去の経験 と，現在聖徒たちが必要

としている事柄を考慮 した上で， もしも私が

今ステーキ部長の職にある としたら，福祉活

動 の中でこうするであろうと思 うことを述べ

てみたい と思 う。

まず第1に ，私 はプログラムを研究する。

聖典や手引 き，それに福祉活動 に関す る資料

を研究する。そして，福祉活動こそ 「福音の

実践」であることを理解す るであろう。

福祉活動は次の3つ の部分か ら成っている

と思 う。第1に ，将来を見越 した生活 をす る

ことによつて問題が起こるのを予防す る。第

2に ，緊急の助けを必要 としでいる人々に一

時的な援助 を与える。第3に ，根の深 い， あ

るいは長期的な問題 を抱 えている人々を社会

復帰をさせ る。

私は40歳 代の初めに， ステーキ部長 として

教会の総大会に出席し， クラー ク副管長がこ

れ らのことについて話 され るのを聴いたこと

を今で も覚 えている。 これ らのことは当時 と

同様，今 日でも言えることである。

ステーキ部長である私が行 なわなければな

らない重要 なことは， ステーキ部福祉活動委

員会の委員長 としての義務 を学び， また地区

福祉活動評議会に活発に参加 することである。

兄弟の皆 さん，ある種の福祉活動 は地区また
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は複合地区 レベルで行なわなければならない

ということをよ く認識 していただ きたい。 た

とえ，すべての設備 を自分のステーキ部に設

置する方が便 利だ として も，地区評議会で他

のステー.キ部に設置す ることが決定されたら

私はそれを支持す るであろう。

物事は， 自分の生活に応用 してみて初めて

よくわか るものである。私は福音の基本原則

が 自分の生活 に，.また家庭 に欠け てい る状

態 を目にした くない。私は個人 と家族 の備 え

の教えに従いたいと願 っている。すなわち，

菜園を造 り，家族の資源 を上手に管理 し，教

育の視野を広げたい。また，健康 を保 ち，家

庭貯蔵 を増や し，家屋や敷地の手 入れ をした

い。そのほか主か ら命 じられたすべてのこと

を行 ないたい。

ステーキ部長 として，父が地域社会に示 し

たもうひ とつの模範がある。父はいつ も努め

て家の中や庭をきれいに整 えていた。 ごく当

た り前のことのように父はそれ を行 なってい

た。サ フォー ドに年老いたひ とりのカウボー

イが住 んでいた。ち ょうどそれは，私が使徒

に召 された頃のことだった。そのカウボー イ

は私の家に来る と，こう言った。「スペンサー。

わしは昔，集会に行 く時， いつ もあなたの家

のそばを通 った もんだ。それで気がつ いたん

だが，大会のある時は，いつ も家の周 りが き

れいに掃除されていた。だが，そうでない時

は，あま りきれいになっていなか ったね。」

さらに私は，福祉活動のために自分 の持ち

物 を捧げるようにしたい。私は，断食献金 を

惜 しみな く納め，定員会会員 として福祉活動

の割 り当てに喜んで応 じたい と思 う。

第2に ， 自分でできるだけ学んだ後， その

福祉活動の原則 と実施方法 をワー ド部や ステ

ーキ部の役員に教える。同時に，福音の原則

と義務，それに具体的な割 り当て も教える。

副ステーキ部長 と共に，聖典 に記されている

ように，監督に 「貧 しき者 を探ねて富める者
へ り くだ に ぎ

おごれるものの謙 りに よってその乏 しきを賑

わ しめ」(教 義 と聖約84：112)る こ との大切
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さを教えよう。

聖句 を引用 してその理由を述べ， また断食

の律法 と倉庫の利用法，個 人の必要の判定基

準，被援助者に与える仕事 の種類，個 人的な

問題を抱えている人々への助言の仕方などに

ついて教える。しかし，私たちが決 して忘れ

てならないことは， このような困っている人

人に実際に援助の手を差 し伸べ るのは，監督

のみに委任 された責任であるとい うことであ

る。

また，私 たちは，ステー キ部扶助協会の姉

妹 たちに，家庭訪問によって監督 を助けるに

はどうすればよいかなどという事柄について，

ワー ド部の姉妹たちを訓練するように教える。

さらに，定員会指導者には，有意義なホーム

ティーチングを行な うこと，個 人と家族の備

えを促 すこと，重大な問題 を持つ兄弟 を助け

ることなどについて指導す る。

第3に ，ステーキ部 でできる範囲で福祉活

動を実施す る。本当の祝福 は実行することに

よって得 られるからである。「実行!」 これが

私たちのモッ トーである。 しか し，今朝の話

を伺 っていると，こう書 き加 えた方がよいか

もしれない。「計画 をして実行す る!」 と。と

にか く，全体の一部であるかもしれないが，

私たちは計画 した後に， それを実行 し，仕事

を成 し遂げるようにすることが必要である。

奉仕の機会はた くさんあり，満たすべ き必

要は数々ある。デゼレ ト産業の資材集めか ら，

生産の増加， さらに定員会 を通 じて行な う就

職のあっせ んまで，実行 しなければならない

ことはいろいろある。 また，断食献金 を集め，

レーマン人の兄弟姉妹のために里親を見つけ

ることもそうである。自己を犠牲にす ること，

互いに助け合 うことも福祉活動の実践である。

結局， この偉大な計画は，与 える者 と受け

る者の双方に祝福 をもた らす ものである。与

える者は，「彼らのいと小さき者に捧 ぐるとも

皆われに捧 ぐればな1)」(教 義 と聖約42：38)

とい う聖 句，また受ける者は，「あらゆるもの

はわが ものなれば，わが聖徒 らを扶養す るは



わが目的な り」(教 義 と聖約104：15)と い う

主の約束を忘れ ないようにすることである。

教会はいつ もすべての主の子供たちに関心

を払ってきた。私は，1907年 の 中国の大飢饅

のこ とを思い出す。当時の大管長会のジョン・

R・ ワインダー副管長は，苦難にあえ ぐ民に

20ト ンの小麦粉 を送ることを総大会で発表 し

た。その時，B・H・ ロバーツ長老が この決

定 を支持 してこう述べた。

「いかなる災難 も
，私たちの慈愛の心が及

ぶ限 り，決 して天父の子供 たちの上に降 りか

かることはない。この計画は，本大会で全会

一致の支持が得 られるもの と私 は信 じている
。

この計画は，愛 と宗教的な目的のために物資

を集め るという私たちの方法が賢明なもので

あることを証 している。この地上に，絶えず

愛の集積されている組織があることを，神 に

感謝 したい。必要な時に，人の子 らに恵みを

施す手段があることを感謝 したい。 また，キ

リス トの教会の中にこの ような蓄 えをす るよ

う教えて下 さった神の知恵に感謝 したい。私

は心か ら， ワイ≧ダー副管長の発表 された決

議 を支持するものである。」(Co卿 名θη6θ他 一

ヵoγ'「大会報告」1907年4月 ，p.59)

決議 案は全会一致で採択された。

先 日，合衆国 とカナダ地域， さらに多くの

穀物貯蔵庫 を建 設す る認可 を出 した時，私は

この話を思い出 した。そして， きょうも，指

導者の方々に福祉プ ログラムを実施する義務

のあることをお話 しながら， この話 を思 い出

した。

先程 も申し上げたように，行な うことに よ

って，実行す ることによって初めて，本当の

祝福は来るのである。私は，現在の教会の発

展を非常に喜んでいる。私たちは皆 さんに大

きな期待 を寄せている。また，今後 も引き続

き皆 さんの管理の職の範囲内で築 き，改善 し，

働き，歩み を速めるようにお願い したい。 と

同時に，皆 さんが立派に働いてお られること

を知 り， この公の場 を借 りて感謝の言葉を述

べたい。

次に， インデ ィアン学生里親プログラムの

ために奉仕 し，犠牲 を払って下 さっている方

方に愛 と感謝の気持ちをお伝えしたい1素 晴

らしいインディアンの両親の皆 さんに，私た

ちの愛をお伝 えしたいと思 う。皆さんが子供

たちを手放 して教会の完全 なプログラムに託

し，立派な教育 を受けさせ ようと多 くの犠牲

を払 っていることを，私たちはよ く知ってい

る。このような皆さんの愛は，子供たちの生

活に祝福 をもたらす と同時に，彼 らの家族 を

も強め ることになる。またデ自分 の生活 と時間，

さらに財産 をも差 し出して協力 して下 さって

いる里親の皆さんに も，心か ら感謝を申し上

げたい。このようにレーマン人の青少年 を受

け入れるには，愛 と2里 行 く精神 が必要である。

人々に愛を示 し，無私の奉仕 をして下 さって

いる皆 さんと皆 さんの家族には， 多くの祝福

が与えられるこ とだろう。このプログラムか

ら，里親の家族 も， インデ ィア ンの家族 も祝

福 を受けることができるのである。この里親

制度は主から霊感されたプログラムである。

すでにレーマ ン人の青少年の多 くが教会の力

強い指導者となっている。 また，地域社会，

ひいては世 界の指導者 として活躍 している人

も多い。

監督の皆さんには，教会公認のこの大切 な

プログラムを今後 も継続 してゆ くようにお勧

めしたい。このプログラムによって恵みを受

けることのできるレーマン人の青少年 を捜 し，

彼らがバ ラのような花 を咲かせ ることがで き

るよう導 いていただ きたい。ステー キ部長の

皆さんは，このことを監督に指導す るように

していただきたい。

次に，福祉農場を効率 よく，経済的に， し

か も安全に経営 し，その農地 をきれいによく

整えていると自信を持って言える方々に も感

謝 したい。福祉農場は，ステーキ部長が管理

の原則について教える絶好の場である。この

発展 を阻止する要因があるとすれば，それは

指導者の問題であろう。 この福祉農場のため

に委員会 を組織 し，効.果的に委任 をし，そし
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て報告 を受 ける面接 を定期的に行なっている

ステーキ部長の皆さんに心か ら感謝 している。

また，質の向上を計るこ，との大切 さを理解

しておられ る方々に も感謝 申し上げたい。主

にとっては，質の限界といっのはない。 自分

たちの福祉農場 で生産する物 を主のみ業のた

めに使えるとい うこ とは何 と素晴 らしい こと

ではないだろっか。

私たちはまた，新 しい倉庫，かん詰め工場，

デゼ レ ト産業 ビルの建設の報告 を受 け，非常

に喜んでいる。これは大 きな犠牲に よってで

きたものである。十分 な力が備 われば， この

業務 を担当す る人々から認可が得 られるであ

ろう。私たちがこの ような倉庫 を持つこ とは

主の願いである。これらの倉庫 を通 して，私

たちは貧しい人や 困っている人 を助けること

ができるのであ る。

主は，教会の最初の管理監督に次の ような

勧告 を与えられた。

「また監督たる者はこの教会に一つの倉庫

を指定 し，この民の必要以上に余れる金銭糧

食は両つなが らすべて此所に保存 し，監督の

手に於てこれを管理すべ し。……

か くの如 く， われこの民にわが律法に従い

て組織する特権 を許す。……

見よ，これはエ ドワー ド・パー トリッヂに

示されたる一つの範例に して， こは他の土地

にてもすべての支部教会にて も以て範例 とな

すべ きことな り。」(教 義 と聖約51：13，15，

18)

主 は今 日でも，主が示 された範例に従 うこ

とを望んでお られる。現在のブラウン管理監

督は，事情の許す限 り，すべての支部教会が

この範例に従 うよう導 く責任がある。そのた

めに努力を払 ってお られ る方々に も，私たち

の愛 と感謝をお伝 えしたい と思 う。

ここで今一度，私たちが今行なっている業

は，単に私たちの業ではなく，主のみ業である

ことを申 し述べてお きたいと思 う。私たちは

主の王国を建設 している。そ して， その王国

の一員としての特権 を受けている。そのよう
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な重 大な責任 を持つ私たちは，主が教義 と聖

約第105章 の 中で述べ られてお られ る勧告 を

そのまま実行す る義務があるのである。

「およそ日の栄の王国の律法の諸原則に よ
あた

らずんば， シオンを建つ るこ と能わず。これ

によりて建てずば， シオンをわれに受け入る

るこ.とかなわ ざるな り。
さ と

されば，わが民の律法 に従順なることを覚

るまでは必ず これ を懲 しむ るを要す。 もし必

ず要すれば，彼らの受 くることによ りて打 ち

懲しめらるるな り。……

シオンの王国は誠にわれらの神 とそのキ リ

ス トの王国なれば，いざわれ らその律法に従

うべ し……」(教 義 と聖約105：56，32)

最 後 にもう一度，これまで皆 ざんが行なっ

て下 さったすべての事柄に心から感謝 を申し

一ヒげたい。

神が生 きてお られ， これが神 のみ業である

ことを私は知 っている。私は， これか らも絶

えず神の霊感があって，私 たちが正 しい判断

ができるように主に祈 っている。これらをイ

エス ・キ リス トのみ名に より申し上げる。ア

ー メン。

赤 ん坊 をあ やす スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ
ー ル 大 管 長



教 会 ニ ュ ー ス

地区代表セミナー報告

1979年3月30日 に 開催 された本セ ミナーで

は，スペ ンサー ・W・ キンボール大管長の説

教が特に強い印象 を投げかけている。(p.149

参 照)こ の金曜 日のセ ミナーでは，ほかにも

何人かの教会幹部が，組織上の変更を提示 し

た。キンボール大管長 も，「この末 日における

主のみ業の進展 を速めなければならない」 と

語っている。

エズラ ・タフ ト・ベ ンソン会長 とビクター ・

L・ ブラウン監督は，地域 と地区に評議会 を

設置することについて説明した。(詳 しくは，

福祉部会 での説教を参照pp.128-132)

その後，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー長老の

司会で，質疑応答の場が設けられ，L・ トム ・

ペ リー長老， トーマス ・S・ モンソン長老，

デビッ ド・B・ ヘ イ ト長老，J・ リチ ャー ド・

クラー ク副監督が質問に答えた。そこでヒン

クレー長老は，変更がそれほど大きな もので

はないことを強調 した。

1.地 域担当教会幹部 と地域管理監督の役職

名がそれぞれ，代表役貝，地域監督 と変更

された。 「

2.地 域および地区の評議会は，中央，ステ

ーキ部
，ワー ド部 の評議会で行なわれてい

ると同様に，宗務 と実務の両方について相

互調整す る。

3.こ れまでステー キ部長に課せ られていた

複 合ステー キ部に関す る責任は，今後地区

代表が担当す る。

N・ エル ドン ・タナー副管長は， これ らの

組織上の変更がすべての教会幹部か ら全面的

な支持 を受けたものであることを述べた。「こ

れによって主のみ業の進展が速ま りあらゆる

レベルにおいて教会の諸事の管理運営が確実

に行 なわれるようになるであろう。」

また，他の話者か らの助言 を確認 して，タ

ナー副管長は次のように語った。「評議会の制

度によって教会 を運営す る一方で，忘れてな

らないのは家族会議である。私たちが教会で

行 なっていること，また行 なうべ きことの多

くは，個 人と家庭 を助けることを目的 として

いる。 したが って家族会議 を忘れないように

しよう。 そして，教会の基 となる家庭を守 り，

強め るために，最善 を尽 くそ うではないか。」

ハワー ド・W・ ハンター長老は
，新たに地

区代表に与えられた幾つかの責任について触

れ，地区代表は 「担当する地 区の管理者 とし

ての役割 を担い，……ステーキ部長たちと『会

議 を開き』……代表役員が地域評議会で行な

っと同 じよっに，地 区評議会 で優先順位 を定

め，計画 し，見守 り，訓練 を施す必要がある」

こ とを述べた。 また，地 区代表は 「代表役員

のスタッフ」であ り，若干の例外事項はある

が，多 くのことにつ いて 「ステーキ部長 を管

理指導する立場に立つ」 と説明 している。

また，ハ ンター長老はある興味深い調査結

果 を述べ た。「ワー ド部の霊的健 康 と活動 の

鍵 を握 るものは数多いが，中で も成功 と失敗

のバ ロメー ター となるのが，ワー ド部男性会

員に対す るメルケゼデク神権者の割合である。

不活発な長老や長老見込み会員の活発化や昇

進に時間を効果的に充て ると，ワー ド部全体

147



の霊性が高まることは明 らかである。同時に，

子供たちや青少年 を助けたいと思 うな らば，

まず両親 を.援助 しなければならないこともお

わか りだろう。」

さらに，伝道活動については次のように語

っている。「私 たちの手元に，素晴らしい情報

があるので御紹介したいと思 う。それは，改

宗者の人数 が専任宣教師の人数ではな く，教

会員数に大 きく左右 されるということである。

改宗者のバプテスマ数 を大幅に増すために私

たちにできることは数 多 くあるが， 中でも教

会員が効果的に伝道活動に参画することが，

その第一に挙げ られる。」

セ ミナー午前の部の最後の話者であ ったマ

ー ク・E・ ピー ターセン長老は
，「地区代表と

いう言葉か ら受けるイメー ジ」は，召 しに関

係 なく他のすべての神の僕から受けるイメー

ジと何 ら変わ りない， と述べ た。

さらに，イエス ・キリス トを私たちの模範

とし，「キリス トの ごとく」なること，イェス

がキリス トであるこ とを人々に証すること，

またイエスと御父が一致 してお られるように

私たちもひとつ となることの大切 さを強調 し

た。

またピー ターセン長老は，各人が義 しい者

となることの大切 さに触れ，み業に携わる者

としてふさわ しい徳 を身につけ る責任のある

ことを地区代表たちに訴えた(教 義 と聖約第

4章 参照)。 「自分がキリス トのようになれば，

人に もそうなるように教 えるであろうし，自ら

.を主に捧げていれ
.ば，人にもそ うするよう教

えるであろう。 そして，自ら率先 してプログ

ラムに従えば，人々に もそうす るよ う教 えら

れるのである。」

家庭の中で模範を示すことも同 じように大

切である。「私たちは，キ リス トの ような模範

を示 し，妻や子供たちに主 を信 じる信仰 を持

たせるよりに しているだろっか。」

ピー ターセン長老は また，「教会における地

位や誉れなどに対 し」不当な大望 を抱 くこ と

を警告 している。「指示に完全に従 う態度を持
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ち， 細い点まで指示通 りに行な っことである。

…… どのような場合でも，献身的に義務 を果

たす ことを目指 していただきたい。」

話の結びに当たって，長老はこう述べた。

「主は私たちに生産者 となるよう望んでおら

れる。豊かな実 を結ばせるように命 じてお ら

れる。……私たちの実がいつ までも残 るよう

な働 きをするために，私たちは召 され，聖任

されているのである。言葉 を変 えて言うと，

私 た ちは 目標 に向か って計画 し，祈 り.，.実

践 しなければな らない。私 たちの怠慢のため

に落 ちこぼれる者がない，証 を失 う者や不活

発になる者 もいない という目標 である。」

私 たちが忠実に歩む時，「貴い約束が与えら

れる」 と， ピー ターセン長老は言 う。救い主

はこう約束 しておられる。「もしわたしのいま

しめ を守 るならば，あなたがたはわたしの愛

の うちにお るのである。」(ヨ ハ ネ15：10)

この セ ミナーで紹介された新 しい地 区代表
あ き

は ， 以 下 の12名 で あ る。 日本 大 阪 の 安 芸 宏;

メ キ シ コ， チ ワ ワ 州 コ ロ ニ ア フ ア レ ス の ウ ォ

ー ル ド ・プ ラ ッ ト ・コー ル;南 オ ー ス ト ラ リ

ア ， バ ラ ヒル ズ の ドナ ル ド ・W・ カ ミ ン グス;

ウ ル グ ア イ， モ ンテ ビデ オ の エ イ リエ ル ・ア

ル サ イ セ ス ・フ ェ ドリ ゴ ッ テ ィ ・シ ニ ア;南

ア フ リカ ， ヨハ ネ スバ ー グ の ル イ ス ・P・ ヒ

ー フ ァ ー;カ ナ ダ
， ア ル バ ー タ州 カ ル ガ リー

の ブ レ イ ン ・L・ ハ ドソ ン;イ タ リア ・ トラ

バ グ リア トの レ イ オ ポ ー ル ド ・ラ シ ェ イ;オ

ー ス トラ リア ， エ ッ ピ ン グ の ア イ ア ン ・グ ッ

ドウ ィ ン ・マ ッ キ ー;ユ タ州 ソ ル ト レー ク ・

シ テ ィ ー の ス ペ ンサ ー ・ハ ム リン ・オ ズ ボ ー

ン;ア ル ゼ ンチ ン， ブ エ ノ ス ア イ レ ス の ア ル

ツ ロ ・パ ー ル メ リー;韓 国 京 城 の 韓 仁 相;バ

ー ジ ニ ア 州 リ ッチ モ ン ドの ニ ー ル ・ウ・ッ ドロ

ウ ・ズ ン デ ル 。

☆ ☆



キ ンボール大管長，

伝道活動のビジョンを語る

副 主 幹 マ ー ビ ン ・K・ 力.一 ドナ ー

1979年3月.30日 金 曜日の地区代表セ ミナー

の冒頭で，スペ ンサー ・W・ キンボール大管

長は，中国におけ る伝道活動に備 えをす るよ

うに語 った。

キンボール大管長は，合衆国 と中華人民共

和国 との国交が正常化す ることを 「殊の外，

深い関心 をもって」'見守 っていた と語る。ま

た，1979年1月9日 に上海で開催 された宗務

部の第一回宗教会議につ いて も触れた。この

会議では，カ トリックやプロテスタン ト，仏

教， ヒンズー教な どの宗教代表者800名 が，

宗教活動につ いて話 し合 った。

「私たちは前回の大会で，すべての国，特

に中国に平和が もたらされるよう全会員に真

剣な祈 りをお願い した。また，私たちの宣教

師が入国できるように祈 ることをお願い した。

それ以来，大勢の人々が中国 を訪れ， 多大な

関心が向けられた。私 たちの嘆願 を聞き届け，

偉大な隣人である中国を，主 イエ ス ・キ リス

トにぬかず く大家族に加えて下さるよっに天

父にお願い したい と思 う。」

次いで，キンボール大管長は， この大国で

の伝道活動 を開始す るためのいろいろな方法

について語った。「私 たちはもっと言葉の勉強

をす る必要がある。中国の北京官語に通 じた

人が もっ と必要である。」

大管長ば また，中国人自身がで きることを

幾つか挙げている。「中国人の教会員は，中国

において主のみ業が発展す るよ うに祈 ってい

ただきたい。独身の中国人の青年はすべて伝

道に出る準備 をしていただきたい。」これを援

助するために，香港ではすべての教会 堂で北

京官語の クラスが設けられている。

「中国の子供たちは
，中国で伝道するのに

備 えて，貯金 をしていただ きたい。合衆国や

カナダにいる中国人の会貝たちを強めること

も必要である。」

キンボール大管長は，デビッ ド・0・ マ ッ

ケイ大管長 とヒュー ・J・ キャノン長老が，

1921年 に 中国 を福音伝道のために奉献 したこ

とを出席者に思い出させた。「彼らは急速に朽

ち果てている神社や塔，寺院を通 り抜け，い

と杉の森に入った。す ると敬慶な思いにから

れ，何かが頭上 にとどまるのを感 じた。彼ら

は 目に見えない聖い御方が 自分たちを導いて

お られることを確信 したのである。そ して，

世 界で最 も人口の多い国の中心地，北京で，

何 人に も妨げられるこ とな く，マ ッケイ大管

長 は奉献の祈 りを捧げたのである。」

キンボール大管長はまた，ナイジェ リア と

ガーナでの宣教師の働 きについて語った。そ

の地で働 いているレンデル ・N・ メイビー長

老 とエ ドウィン ・Q・ キャノン ・ジュニア長

老か らの最近の手紙 を紹介 した。

「主のみ手が
，私たちの訪れる先々であら

ゆる事柄の上に及んでいることがはっきりと

分か ります。…… これほどの成功 を収める と

は考えてもみ ませんでした。……私たちはま

るで，話に聞いた初期の宣教 師の ような活動

をし，成功を収めています。これほど容易に

人々が福音に引 きつけられるところは，世界

の どこを捜 して も恐 らくないでしょう。手 を

差 し伸べ さえすれば，機会 はそこにあるので

すから。一軒一軒戸別訪問す る必要などあ り

ません。チラシを用意 してお くだけでよいの

です。せ わしく通 りを歩いている人でも，立

ち止まって話 して くれ ます。建築現場 で働 い

ている人でも，チラシを受け取って くれ ます。

そして，1時 間ほ どしてその現場 を通ると，

彼らがチ ラシを読んでいる光景 を目に します。

この ようなことは，珍 しくありません。

先 日，バプテスマ と組織のこ とで南部に車
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を走 らせていたとこち，ウムアヒア市の中央

でタイヤがパンクして しまいました。すると，

制服を着た消 防士がわ ざわ ざ立 ち止まって，

タイヤの交替を手伝 って くれたのです。そこ

で私たちは彼に，『ジョセブ ・ス ミスの証』の

パンフレットを渡 しました。す ると，15分 も

しないうちに，その消防士は私たちの ところ

にやって来て， この教えをずっと待 っていた，

と言 うのです。そ して，バプテスマ を受けた

いと言いました。それから， 自分の村の人々

もこの福音 を受け入れるに違 いないと話 して

くれました。その村は，私たちのいた道路か

ら，45キ ロほど南方にあ りましたので，私た

ちはそこに立ち寄 りました。最初 に出会 った

村人は，学校の教師 をしている人で，.偶然に

も先の消防士の親戚で した。私たちはその人

の家に案内され，消防士の奥 さん と6人 の子

供たちをは じめ，大勢 の人々の歓迎 を受け ま

した。教師にモルモン経 を1冊 贈 り，私たち

はあなたにこの書物 を渡すために地球 の反対

側から旅 をして きたので，是非読んでいただ

きたいと言いました。す ると彼は， 自分だけ

でな く，村人に もそれを読 んで聞かせ たい と

答えて くれたのです。」

キンボール大管長の語る ところによると，

改宗者のバプテスマの総数は，ナ イジェリア

で483名 ， ガーナで430名 であ る。大管長は，

教会が今や大管長会特使のデ ビッド・M・ ケ

ネディー兄弟の援助 もあって，新 しい地域に

広が っていることを指摘 した。

「私 たちは
，あらゆ る地域で，真理 を求め

ている人々や，生活を改善 したいと望んでい

る人，家庭を見直そ うとしている人，福音の

メッセージを聞いてその真理 を認める人，そ

のような人々を見いだ している」 と大管長は

語る。

しか し，国内で福音 を宣べ伝えることを許

可 しない政府があるので， 「私 たちは個人的に

も，また家庭や評議会や集会の場 にあって も，

主の助けによって，中国や ソ連，東 ヨー ロッ

パの諸国，中東の国々の指導者の心 を和らげ
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る方法 を見いだせ るように祈 り続けたい。.イ

エス ・キ リス トの福音 と真理 を教 えることを

制限し， あるいは全 く禁 じているすべての国

国の指導者の心が和 らぐように祈 りたい。そ

して，命 じられているように，全世 界で主 の

み業が推 し進め られるように願っている。天

父は私たちの祈 りを聞 いて下さるだろう。私

はそう確信 している。ただし，私たちは揺 る

ぎない信仰 を持って願わなければな らない。

そ して，門が開かれた時に足を踏み入れる備

えをしなければならない。」

キンボール大管長はまた，レーマン人の中

で教会が発展 していることに喜び を示 し， ジ

ョン・テイラー大管長の言葉 を引用 した。「神

からの承認を保ちたいなら，レーマ ン人の中

における主のみ業を引き延ばしてはならない。」

レーマ ン人の中で伝道している宣教師の数

については，「教会の中にレーマン人の新たな

世代が誕生 している」 と述べ ている。そのた

めに， レーマン人宣教師の数 は，昨年 よ りも

27パ ーセン ト増加 している。

しか し，教会全体 を見渡 し，会貝総数 と宣

教師数 とを比較 した場合，その割合ははるか

に低 く，大管長は落胆 した様子であっ.た。

教会員の1パ ーセン ト(現 在0.67%)が 伝

道に出れば，宣教師は41，000名 を越えるはず

である。 しかし，残念なことに，現在はわず

か27，699名 で ある。各ワー ド部，支部か らも

う一組夫婦の宣教師 を出すだけで，16，500名

の新 しい宣教師が生 まれる。各ステー キ部か

らあ と5組 夫婦の宣教師 を送れば，10，000名

以上増える。「家に帰 る道すがら，このことを

考えていただきたい。」

キンボール大管長は宣教師に関するもうひ

とつの点に触れた。¢私は，主要都市に住んで

いる，言葉を異にする小数民族に手を差 し伸

べ るために，何か をしなければな らない と痛

感 している融、実に，合衆国には，スペイン語

や 中国語，ギ リシャ語， ポル トガル語， イタ .

りア語，ポー ラン ド語など様々な言葉 を話す

人々が何百万人 もいる。







さらに，合衆国に住むユ ダヤ人の数は， イ

スラエルに住む数 よ り.も多いことを指摘 し，

次のように述べた。「イスラエルでは，ユダヤ

人を改宗 し，バプテスマを施 した場合，その

宣教師は罰金 を科せ られた上に投獄される。

しか し，アメリカではそのようなことはない。

ご覧のように，この国でできるこ とはまだた

くさんある。」

次に，全世界で主のみ業の発展を見ること

ができるように， キンボール大管長.は，教会

が急激に発展している国々では，経費の節減

を考 えて小 ざな教会堂 を建築す ることになっ

たことを語 った。「これが，レーマン人の間で

さらにみ業 を推 し進め るために，私たちが行

なお うとしていることである。」

もうひとつの改善点は，教会が急激に発展

している地域におけ る家族や教会ユニ ットの

ために，テキス トや報告書の簡易化が図られ

るようになった ことである。これによって，

教会の組織から遠 く離れて住んでいて も，教

会の祝福 を受け られるようになった。

教会評議会の新 しい制度が発表になったこ

とに関連 して， キンボール大管長は次の よっ

に述べている。

「主力㍉躯ま旨丞 益燕 な烹蕊頂魚 嘉杢煎意行 なラ.

ために何 らかの藪善な必鶉蕊動 瓦ζ芝滋 偶

この神権時代の この時期になすべ きすべての

ことを与えられた としても，何 ら驚 くにあた

らない。

また，今後個 人と家族を中心 とした事柄 を

しば しば耳にす るであろうが，驚 くには及ば

ない。私たちの基本的な責任は，個 人と家族

とに関わ るものだか らである。聖典 では個人

のことが特に述べ られ，近代の予言者たちは

家族のこ.とを語 っている。その ことか ら，個

人と家族のこ とが強調される理由が よくわか

る。同時に，特に現代のような時代 にあって

は， それが具体性 を具 えていることもわかる

の.である。私たちは数十年前に使 っていた物

指 しを，今 も使えるとは必ず しも言えない。

今利用で きる交通手段に，必ず しもいつ まで

も頼れるわけではない。教会幹部は，簡易化

によって，また家族の ような基本組織や基本

原則に 目を向けることによって，大きな力が

得 られることを確信 している。」

さらに，キンボール大管長は指導者たちに，

教会は 「多忙な教 会指導者やその家族のため

に，ある程度の時間を解放 しようと努めてい

る」 と語 り，地方の指導者たちに 「時間の余

裕 を持つ ように」 と助言している。

1980年Q世 界記録会議の強麹点は側 .人璽鼠

録 であ り，これについてキンボール大管長は，

教会員，非教会員を問わず，大勢の人がこれ

に出席 して臨 伝の書鉱方：や嵐.どめ.方を習得

払 よ'つ ・'1・べ.た。 また，次の

ように語っている。

「私たちは皆 さんの注意を喚起したい。教

会貝は教会の素晴 らしい発行物 を活用するよ

うにす る必要がある。なぜなら， これらの書

物は個 入と家族のために有益 だからで為る。

神殿の近 くに住んでいる人にも，遠隔地に住ん

でいる人にも，多くの益 を与 えることだろっ。」

科 学技術の発達に よりいろいろな点で便利

になったが，活字は今なお情報源 として欠か

せないと，キンボール大管長は語る。「コミュ

ニケーションの技術が高まり，人々の交際がお

ろそかにされるようなこ とになって も，教会

員は聖典や教会刊行物か ら離れ ることはない。

教会刊行物を愛読 し，その姿を子供に見せ て

いる善 き両親は，知 らず知 らずの うちに子供

に とって力強い模範 となっているのである。」

キンボール大管長は地区代表に，救い主が

指導者 として示 された模範に従い，指導を託

されている人々のよき僕，友 となるように勧

め，「独隙 .雲膨 レ私なちは責任が大き

く躍 急ばなゑは豊鮎滋 孟.る者 とな.らなければ

ならない」 ζ請 .った。

教会は 「今や驚 くほど発展 している。主の

み業はかつてない勢いで前進 している。」そし

て大管長 はこう続けている。「しか し，全世界

40億 の人々に福音を広め るためには， も.っと

もっと多くのことをしなければならない。……

私たちにはなすべ きことが 多い。そして，敵

の力 も非常に強 ぐなっている。 この業を行な

うのに疲れ切 ってしまわない ように，私たち

は皆 さんに勧告 し，祈 るものである。」
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家族の証

系図探求で経験 した

不思議iな出会いr

日本横浜ステーキ部
町田第2ワ ー ド部

仲 原 マ ヤ

私が系図探求を熱心 に始め ようとしたのは,

改宗 した翌年の1971年 の ある日のことです。

それは一家 の愛の支えである夫が,神 様のも

とに召された時,ふ た りの娘 と共にこの世に

残 された私 は,真 理の福音 を知 りなが ら,毎

日言い表わすこ との出来ないほ どに,悲 しみ

打 ちひしがれた思いでした。その様子 をご覧

になった当時の岡崎伝道部長は,次 の様に私

達母娘 を励 まして下さいました。｢仲 原姉妹,

系図探求をして3人 でハワイ神殿に行 きなさ

い。そこで神様 は必ず愛す る貴女達 の先祖 と

ご主人に会 わせて下さるでしょう｣と 。不信

仰な私は,系 図探求 をして果たして先祖の方

方や夫に会 うことが出来るか しら,と 思いな

がらも不承不承ステーキ部系図委員の助け を

受け,系 図の作成を始めました。その様 な時

『みたま』は私に｢懸 命に系図探求 をしなさ

い｣と ささや きました。どれほ どあつい思い

に満たされたことでしょう。

ただただハワイ神殿に行けば愛す る夫に会

えるのだ。系図探求 をしなければ……。今は

亡 き父母や,私 をこよな く,い とおしんで く

れた祖父母に も会えるのだ,と 一途に思い,勇

気を取 りもどし系図探求の旅が始ま りました。

夫の家系図を探求す るのは,い とも簡単に

思えました。なぜ ならば,夫 の母や兄弟,親

戚 もほ とん ど健在ですので,も しわか らなけ

れば,そ の方々に伺 うことがで きるか らです。

夫は由緒正 しい神社の神官の喬ですので,そ

の神社 に問えばたやす く先祖 を探求できるか

らです。 ところが私の方は,両 親 を幼 い時に

亡 くしたため,そ う安 々と探求出来 ません。

一本の頼みの綱は
,私 の父方の先祖に関 して

は,父 の兄たち,す なわち伯父たちが健在だ

ということです。それでも父が亡 くなってか

らは,私 は遠縁に当たる朝倉家の養女に戸籍

上 も入籍 したため,父 方 とは疎縁になってい

ました。 まして母方 とは,母 の死後,完 全に

無縁 となって しまいました。

そこには深い理由があったそ うです。幼 く

して朝倉家の養女 となった私が,そ こで完全

に身 も心 も朝倉家の者にならなければならな

い理由のひとつ は,朝 倉家 は歴史上に も残 る

新田義 貞公 と戦 って敗れた朝倉義景の娘の末

喬であるとい うことです。その家 を継 ぐこと

になっていたのですから,一 旦入籍 した以上

は里心がつかないように,生 家 とは出来る限

り交際があってはいけなか ったそうです。そ

して落武者 といえども一国一城の末喬であ る

その朝倉家の者 として,一 生を過ごさなければ

ならないようでした。何 とか して母の本籍 を

探 し出さなければ…… と一心に思いましたが
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▲ バス を降 り,会 場 に入 る団員 たち

一嘱

遜劃

鴇躍
鷺㌧概

9月5日(水),横 浜 の神奈川県民ホールを

皮切 りに,12日(木),東 京の普門館 での公演

を最後 として,7日 間にわたるモルモン･タ

バナクル合唱団の 日本公演は大成功 のうちに

幕 を閉 じました。

来日したのは団員350名,随 員,同 伴家族

100名,合 わせ て約450名 。 彼らは,私 たち

B本 人の心に多くの感動 を呼び起こして くれ

ました。

中で も圧巻は,団 員のエネルギッシュな行

動 と素晴 らしい歌声です。公演に聴 き入る人

人をただただ魅了するばか りでした。

彼 らの リハーサル風景や団員の素顔等は,

民間のテレビで も一部紹介 され,多 くの人々

の 目に とまりました。伝道の業に彼 らが一役

かったことは言 うまでもありません。

団員の平均年齢は45歳 。意 外に高齢です。

しか し,あ の美 しい声は,鍛 えぬかれた練習

もさることながら,人 生 も中ば を越え,円 熟
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へ

とりの祝福 としててはな く,来 ることのてき

なかった多 くの人々に伝えて,共 に分かち合

いたいと思います｣と 。 これは,遠 方か ら来

られた人々の偽 らさる気持ちてあったに違 い

ありませ ん。

公演の合間に,団 員の方や随員の方にイン

タヒューす る機会 もあ りました。

ある団員は｢日 本の公演 を本当に楽 しみに

していましたか,今 実際,こ の ように 日本人

の皆さんの前て公演て きるのは夢のようてす｣

と喜ひを率直に語って くれ ました。

▲ ロ ング ハ ー ス ト兄 弟(右)と カ ン デ ィ ノク兄 弟 の 連 弾

▼NHKホ ー ル で の リハ ー サ ル風 景
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▲指揮者 のオタ リー兄弟 噺
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